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は ヒ め

昭和 48年 10月の中東戦争を模期に世界の経済情勢は激変し、 GNP世界第 2

位を誇ったわが日本も石油高騰と品不足にほんろうされ、インフレの高波に国民ひ

としくあえいでいる現状ですが、水産業においても、世界的に領海の拡大、漁業専

管区域の設定、大陸棚上の資源所属問題など、国際漁場の縮少につながる問題が山

積し、本県では漁民依存度の大きいスルメイカ漁業が衰退の道を辿り、漁業資材の

不足高騰、燃料高等、水産を取巻く諸情勢は極めて厳しいものがあります。

これらを踏まえて、水産試験研究機関は何をなすべきか、今こそ予算の少ないこ

とをなげくことなく、全知能を奮って、沿岸漁場の高度利用と、未利用資源の活用

に対する研究を進め、その成果を漁民に普及することが肝要と考えられます。

昭和 49年 3 月

青森県水産試験場長

馬場勝彦
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I 沿岸資源開発調査



1 イワシ資源調査

調査目的

近年衰微していた大羽イワシ資源、に来遊のきざしが見えてきたので、イワシ資源、ならびに漁業の見

通しをたて、沿岸漁業の安定に寄与する。

E 調査内容

1 調査期間

2 調査海域

3 調査員

4 調査船

5 調査項目

6 調査方法

網

浮

浮 子

浮子 ロ

沈

沈 子

沈子 目

口

地

子

棚

通

子

棚

通

編

浮子沈子取付糸

浮子方締結

沈子方縮結

昭和47年 5月 23日から昭和 47年 6月 1日まで

青森県及び秋田県の日本海沿岸海域

調査課長 t 山形 実

技師沢田兼造

技師高梨勝美

青鵬丸 19. 9 4トン 170馬力

船 長 中川武光ほか5名

海況・大羽イワシ来遊状況・魚体・刺網種類別性能比較

海況は棒状水温計により表面水温を、転倒水温討により 10・20・30・50・

7 5 mの各層水温を測った。

大羽イワシ来遊状況は流府j網による漁獲試験により調べた。

期l網性能比較は網目及び仕立てが同一で、繊維及び色彩の異なる 4鍾の網につい

て、その羅網率を比較することとした。使用した刺網の仕立てはつぎのとおりで、

繊維はナイロン撚糸及びテグスの 2種、色彩は薄カッチ色及び魚体色(薄緑色)の

2種で、都合4種の網地となる。がj網 1種についてそれぞれ 5反、合計20反を羅

大羽イワシ刺網仕様

3号43岡目 600目掛 75. 7 5 m 1反

C-22 18枚

夕、ンラインクロスロープ 1 110m 1本

ダンライン岩糸 9 iJ 1本

鉛沈子 7 5 iJ 7 5個

ダンラインクロスロープ 9祝m 1本

ダンライン岩糸 9 iJ 1本

目通 20S/60本 羽交糸 2 0 cm 1目 2本

クレモナ糸 20S/21本

網付 48.6 m 総長 49.4m 縮結 35.8% 

網付 51. 8 m 総長 52.6担 締結 31. 6 % 

網場所による羅網性能のむらをなくすため、ナイロン薄緑色網・ナイロン薄カッチ

色網・テグス薄カッチ色網・テグス薄緑色網の順に順次に連結して、 20反をもっ

て 1放しとした。背縄は 3mとした。
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皿調査結果

調査地点は第 1図のとおりで、その結果は第 1表、

漁獲物体長組成は第 2表、各網地羅網性能比較は第 3

表のとおりである。

1海況

全調査海域とも表面は 14 oc台-150C台、 50 

m以浅が 13 'C台で、過去の大羽イワシ盛漁期と同

一水温である。南ほど高温で、秋田沖と十三沖とで

は 1"C以上の水温差がみられるが、 50 m以浅では

水温の垂直変化は少ない。沖合より沿岸が高温で、

5月 24日秩田県船川沖表面水温が 15.4 ocのとき、

土崎港に向うにつれて昇温し、土崎港を流れる雄物

川流域の表面水温は 18.3 'cに達していた。

2 大羽イワシ来遊状況

4調査地点の漁業試験結果は第 1表のとおりであ

るが、漁業対象となる大羽イワシ群は来遊していな

かった。 5月 23日能代沖でマイワシ 11尾、秋田

沖と大間越沖でそれぞれ 1尾づっ、合計 13尾羅網

しただけである。

3 魚体

主な漁獲物の体長組成は第 2表のとおりで、漁獲

されたマイワシのうち2尾は体長 22-24cmで

4 4年生まれの 3年魚、 8尾は 16-19cmで 45 

年生まれの 2年魚とみられる。

4. 刺網性能比較

第 1図大羽イワシ刺網漁業試験

調査点

ハJ

青

森

県

秋

田

県

樹任及び色彩の相違による刺網性能比較を第 3表に示したが、回数が 1回だけであり、また、漁

獲が極端に少ないので、性能を比較することができなかった。

しかし、テグス網及びナイロン網について使用上気付いた点をあげればつぎのとおりである。

テグス制，:t揚網中スリップし、弾力があるので夙によりふ〈らんで、揚網機に絡らみ、又テグス網

はその蝉力のため、船仁へ収納した際ふくらんでかさ張り、ナイロン網より取扱いが煩雑である。

町 調査の成果及び今後の課題

昭和 47年春に漁業対象となる大羽イワシ群が青森県及び秋田沖には来遊していないことが確認さ

れた。

テクザス網及びナイロン網ならびに色彩の相違による羅網性能については比較することができなかっ

たが、取扱い上の難易についての知見を得た。

新潟県においては中越・下越方出の浅所において産卵群の大;];jイワシをかなり多く漁獲している。

一方、青鵬丸による漁獲試験は船の規模及び刺網の掛目数などを考!草して比較的深所において実施し

たが、今後はも.，と浅所を調査する必要があり、掛日数は 400日掛が適当であろう。

なお、新潟県におけるマイワシ情報を参考のため、附記した。

← 2 



新潟県マイワシ情報

4 7年 4 月 15日 マイワシが見えはじめた。

流網船 200隻ほど待機中。

春の大羽イワシは産卵群であり、水温は 12-16'Cが最適温

月 日 水 深 出漁隻数 最 『同 平 均 漁獲尾数

4月 23日 1 3-37 m 80隻 3，000尾 200尾 1 6，0 0 0尾

2 4 18-34 60 400 1 00 6，000 

11 10-20 7 1，300 500 3，500 

2 5 17-38 5 0 700 1 00 5，000 

2 6 7 500 10 0 700 

2 7 30 1，200 

3 0 15-30 30 1 0，00 0 600 1 8，0 0 0 

5月 3日 15-40 30 1 0，00 0 200 6，000 

4 18-30 1 30 1 0，000 1 00 1 3，0 0 0 

8 17-45 8 1 4，00 0 300 24，300 

9 17-45 130 5，300 400 52，00 0 

1 1 17-45 1 32 1，000 200 26，400 

1 2 15-45 130 1，000 100 1 3，00 0 

897 1 85，1 0 0 

主群 4 4年生まれ体長21-22cm、45年生まれ 15-17cm

第 1表 大羽イワシ刺網漁業試験結果

月 日 4 7・5・23 4 7・5・25 4 7・5・26 4 7・6・ 1 

調 査 点、 ①能代 1中 ②秋田紳 ⑤大間越f中 ④十二神
水 深 5 i m 60 m 81 m 48 m 

観 額1 時 亥リ 1 4時 40分 1 7時 15分 1 7時 20分 1 7時 55分

天気・雲量 b 1 c 9 c 10- b l 

風向・風力 NNW 4 NW  1 SW  3 SW 1 

気 圧 1.019mb 1，016mb 1，008mb 1.017mb 

o m 1 4.7 'c 1 5.0 'c 1 4.6 'c 14.5 "C 

水 10m 1 39 1 4.3 14.5 1 4.1 

20m 1 37 1 38 1 3.9 1 3.8 

30m 1 3.6 1 3.8 1 3.9 1 3.5 

温 5 0机 1 3.2 1 2.9 1 3.1 

7 5 m 1 2.7 

潮 向 WSW N S 

投 網 時 刻 1 4時 35分 1 7時 27分 1 7時 o6分 1 8時 o9分

揚 網 時 亥リ 2 ~時 4 5分 2 2時 47分 2 2時 25分 2 1時 10分

制 反 数 20反 20反 20反 20反

マイワシ 1 1尾 1尾 l尾

漁 カタクチイワシ l 

vマ →i.r ノ、 1 5 

1隻
スルメイカ 1 5 3 7尾

サ ン すヨr

タチウオ 1 

物 ウマヅラハギ l 

コ チ 2 

3 



第 2表 漁獲物体長組成(4 7・5・23・能代沖)

階 級 マイワシ(体長) マサノミ(尾又長) スルメイカ(外套背長)

16~17cm 1尾

1 7 ~ 1 8 4 4尾

1 8 ~ 1 9 3 4 

19~20 6 

2 0 ~ 2 1 1 1 

21~22 

2 2 ~2 3 1 2尾

2 3 ~ 2 4 1 

24~25 5 

25~26 4 

26~27 

2 7 ~ 2 8 1 

2 8 ~ 2 9 

2 9 ~ 3 0 1 

3 0 ~ 3 1 1 

3 1 ~ 3 2 

32~33 

33~34 

3 4 ~ 3 5 

3 5 ~ 3 6 

3 6 ~ 3 7 1 

計 1 1 1 5 1 5 

第 3表 各網地羅網性能比較

ア グ ス 網 ナ イ ロ ン網
魚 種

色|薄カ y チ色 薄 緑 色 薄カッチ色 薄. 緑

"7 イ ワ シ 2尾 3尾 4尾 2尾

一字 サ ノ、 7 2 5 1 

スノレメイカ 4 5 1 5 

五十 1 3 1 0 1 0 8 

注・ 5月23日能代沖試験結果 各網5反分の合計羅網尾数
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日本海生物分布調査2 

自ワ

底棲生物の分布状態を把握し、今後の資源動向をみきわめ、沿岸漁業の持続的発展に参考となる資

料を蓄積することを目的とする。

目査調

R売司

令

昭和 47年 5月 8日から

昭和47年 5月 13日まで

別添調査海域図のとおり(図 1) 

内査

調査期間

調

1. 

H 

調査海域2 

目

海上調査

(1) 底びき網による漁獲試験

(2) 漁場観測(水温Om-底層)

2. 陸上調査

(1 ) 多項目調査(全長、体重、性別、生殖線、重量、胃内容重量、胃内容物)

項査調

1. 

岡
山

調査員

主担、技師

課長

技師

調査船

試験船青鵬丸(1 9. 9 4トン

造

実

美

兼

調査員および調査船

田

形

梨

沢

山

高

)
 
1
 
(
 

N 

勝

(2) 

D170PS) 

;去

水深は魚採により、水温は転倒水温計により調べた。また、底びき網のロープの長さは 1，0 0 0 m 

で一地点 1 屈の曳網を原則とし、曳綱方向は潮流に従って、同一方向にヲ I~ 、 1c.. o

方査調V 

( 1， 1 6 9尾)1回操業平均 51.96kgで

カレイ類 10穂、その他の魚類 22種、

果

海上調査

調査回数は 14回で、曳網不能回数 1回、有効回数 13凶であった。これらを図示すると第 1図

のとおりである。

A 総漁獲量は、有効回数 13回で 67 5.4 2 4 K9で、

あった。

漁獲魚種は第 1表に示すように魚類のうち板紙類 3種、

貝類 1種であった。

5月8日から 5月 13日までに多獲された魚種は、マコガレイが全漁獲量の 28. 4係(3 3 2 

尾)を占め、次いでアブラツノザメ 13%(151尾)ヒレグロ 11. 6係(136尾)沖ナマコ

1 O. 2係( 1 1 9 )マダイ 8.6係で、他の魚種は 5%以下であった。

調査点の水深別漁獲並に総獲量は第 1表のとおりである。

水温については表層では 1O. 7 ¥. - 1 2 4 ¥;、底層では 9.9 l' - 1 1. 8 "Cであった。

← 5 
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第 1図 日本海水産生物分布調査凶

昭和 17年 5Jl 8日から 5月 1:)日まで
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第 1表 日本海水産生物調査、試験船青鵬丸 5 月 8 日 ~5 月 1 3日

詰寄ト--1L_日 5月 8日 5月8日 5月 8日 5月8日 5月 9日

調 査 点、
前山沖 内山沖 両山沖 向山沖 鳥屑崎
W 4.1浬 W 5.5浬 W7浬 W8浬 WSW25浬

操業開始時刻 08 h 14明 09. 15 10 33 1 1 40 10 20 

ひき網の長さ
片側~ 1， 000 m " " " " 

ε， 
" " " " " " " 

漁 場 水 t栄 60 m 80 m 100 m 120 m 80 m 

底 状 平 担 " " " " 

底 質 S M M M M 

表 層 水 温 10. 7 "C 12.2 "C 12.3 "C 12.3 "C 13.2 'c 

底 層 水 温 11. 6 "C 10.4 "C 10. 2 "C 10. 3 "C 9.9 'c 

1 ヒ フ メ 4尾 4799 4尾 1，1739 1尾 1459 l尾 2679 尾 3 

2 マカレイ 4 147 1 66 

3 マコガレ寸 2 902 1 260 1 455 1 727 3 1，000 

4 '7 ダ 寸 30 667 30 2，000 

5 ヒレグロ 59 3，700 21 1，100 22 1，450 

6 ヤナギムシガレイ 2 150 5 350 7 500 

7 ムシガレイ 30 3，000 4 530 5 400 

漁 8 ソウハチ 2 80 1 80 7 500 l 250 

9 アマダイ 1 170 

10 トラザメ 2 1，000 3 1，300 

11 べ ロ 1 65 3 350 1 180 l 185 

12 アイナメ 1 230 

一一一→獲 13 フ→ナカ→ナゴ 1 400 1 320 

14 --? ブ グ 1 90 l 80 

15 ノ ドグロ l 70 

16 カナガシブ 29 750 l 55 

17 アンコウ 9 2，500 8 2，000 1 1. 700 

量 18 'f中ナマコ 3 900 5 2，400 80 20，000 

19 キンカシカ 7 150 

20 トウ-，ツカジカ 2 500 

21 之シマオコゼ 4 200 2 450 

22 ホウボウ l 270 

/戸、、 23 タマガンゾウ 2 20 1 40 

尾 24 カ ス
~ 2 450 

25 タ コ 2 140 

26 ノ、ノミカ、レイ 2 400 

F 
27 タ イ

28 ガンギェイ
¥ーノ 29 カワハギ

30 ゴマフグ

31 イシナキ、

32 メイタカ‘レイ

33 ホシサごメ

34 ウマヅラハギ

35 アブラツノサヱメ

36 ベンケイガイ

計 124尾10，7509 104尾 12，0949 48尾 6，4209 39尾 5，4799 113尾23，0002fI 
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長玉石ト-lL日 5月 9日 5月11日 5月11日 5月13日 5月13日

調 査 点
深浦 十一沖IT 1 十二沖 十二沖 十二沖
N4浬 W 10.5浬 W9浬 W3浬 W2浬

操業開始時刻 11 h 25 n 08 14 09 36 06 30 07 40 

ひき網の長さ 片側 1，OOOm " " " M " 
M " " 

υ λγ " " 

漁 場 水 深 100 m 156 m 120 m 40 m 30 m 

底 状 平 担 " " " " 
底 質 M SM M S S 

表 面 水 1昆 13. 6 "C 12.8 "C 13. 2 "C 11. 8 "C 11. 8 oC 

底 層 水 温 9.90C 9.90C 9.90C 11. 60C 11. 6 oC 

1 ヒ フ イ 尾 3 尾 3 尾 3 3尾 7559 4尾 8459 

2 マガレイ 4 300 1 78 4 275 

3 マコガレイ 2 1，000 18 8.710 29 9，676 

4 v二r タ イ

5 ヒレグロ 34 1，550 

6 ヤナギムシガレイ 1 130 

7 ムシガレイ 10 500 

漁 8 ソウハチ l 45 

9 アマダイ

10 トフザメ 12 1，700 l 400 

11 ベ ロ 8 700 

12 アイナメ 1 145 

獲 13 フ→ナカ→ナコ守

14 マ ブ グ 1 115 

15 ノ ドグロ

16 カナガシフ 9 600 8 500 

17 アンコウ l 1，250 

量 18 r中ナマコ 30 8，000 1 200 

19 キンカシカ

20 トウベツカジカ 1 135 

21 ミシマオコゼ

信7一平ウボウ
r、、 23 タマガンゾウ

尾
24 カ ス f 、

25 タ コ

26 ノミノミガレイ 5 4，275 I 421 
<j 
27 タ イ 8 468 50 4.050 

'--' 28 カンギェイ I 240 3 200 

29 カワハギ 1 120 

30 ゴマフ グ l 145 

31 イシナギ 2 338 

32 メイタガレイ 2 205 

33 ホシザメ 日 4，200 

34 ウマヅブハギ l 230 

35 アブラツノザメ 100 40，000 l 65 15 30，000 

;36 ベンケイガイ 7 115 

五十 46尾 9，8009 100尾10，0009 68，[芭 6，u05y 60尾45，1己69 117尾21，7509
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5月13日 5月13日 5月13日 5月13日

十三神 十三神 十三沖 十三沖
W4.2浬 W 3.1浬 W3.2浬 W4浬

09 h 30 n 10 40 11. 50 13 20 

片側 1， 000 m 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

45 m 42 m 43 m 44 m 

平 担 11 11 11 

S S S S 

12.4 oc 12.4 oc 12.40C 12.4 oC 言十 比率係尾

11. 8 oC 11. 8 oC 11. 8 oC 11. 8 oC 

尾 9 尾 3 尾 3 17尾 3，6649 1.5 

14 866 1.2 

30 10，000 120 50，000 125 50，000 332 132，730 28.4 

破 40 3，000 100 5，667 8.6 

136 7，800 11.6 

網 15 1，130 1.3 

49 4，430 4.2 

皆 12 955 1.0 

l 170 0.1 

無 18 4，400 1.5 

14 1，480 1.2 

2 375 0.2 

2 720 0.2 

3 285 0.3 

1 70 0.1 

47 1，905 4.0 

19 7，450 1.7 

119 31，500 10.2 

7 150 0.6 

3 635 0.3 

6 650 0.6 

1 270 0.1 

3 60 0.3 

2 450 0.2 

2 140 0.2 

8 5，096 。7
58 4，518 5.0 

4 440 0.3 

l 120 0.1 

1 145 0.1 

2 338 0.2 

2 205 0.2 

9 4，200 0.8 

1 230 0.1 

5 7，000 30 15.000 151 452，065 13.0 

7 115 0.6 

75尾 20，0008 150尾 65，0008 125尾 50，0008 1 ， 169尾 675， 424~ 100% 
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1週間程度の調査であるため、水温の変化はみられなかった。(第 1表)

(2) 陸上調査

主要魚類であるヒラメ、マガレイ、マコガレイ、マダイの 4種について、多項目調査を行なった。

A、水深別に漁獲された 4種の平均体長組成は第2図~第 5図のとおりである。

第 2図ヒラメ

cm 

平

均 20

体

長 10

水深別 3040 60 80 100 120 m 

第 3図 マガレイ

10 

水深別 3040 60 80 100 m 

第4図マコガレイ

30 ー

20 

10 

水深別30 40 60 80 100120 m 

第 5図マダイ

20 

10 

水深別 30 40 60 100 120 m 

。漁獲されたヒラメの体長は水深 30m、80 m、 1 20m 

では 30cm以上で、あったが、水深40 m、 60m、 100 

mで漁獲されたのは30訓未満で全体的に小型のものが多

かった。

0マガレイの体長は、 15 cm以上、 20 cm以下のものがほと

んどであるが、水深60 mで漁獲されたのは 14 cmで‘あっ

Tこ。

O""?コガレイの体長は 27. 5 -4 0 cmであるが、水深 30-

8 0 mから漁獲されたのは 30 cm以下で水深 120mで漁

獲されたのは40 cmであった。

0マダイの尾又長は 10cmから 20 cm以下もの(マダイの幼

魚)が多く、水深30mと40 mで漁獲されたのが、 15 

- 1 8cmあったが、水深60-100mで漁獲されたのは

9-12cmであった。
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B、主要魚種別、水深5J1j平均体重は第 6図~第 9図のとおりである。

，Af
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平

が

体

ず

水深別 3040 60 80 100 120 m 

第 7図マガレイ

3 

!日|Ih 
50 

40 I トー
30 

20 

10 

水泳5J1j30 40 60 80 100 m 
第 8図マコガレイ

3 
500 

400 

7園一‘2'"0'岡q 
「一ーー
トーー

「ーーー

一

ト一一

300 

200 

ハリハUI
 

水糊Ij30 40 60 80 100 120 m 

第 9図マダイ

Q

グハ
υ

ハU

Qυ

円

d

60 

50 

40 

30 

20 

10 

水泳男Ij30 40 60 80 100 m 

。ヒラメの体重は水深 30m、 40 m、 1 20mで漁獲され

たのは 200-2909であったが、 60 mと10 0 mか

ら漁獲されたのは 110-1409であった。

。マガレイの体重は 36-76で、小型であったが、水深

4 0 mで漁獲されたのは大きい方で 769、水深 60視で

漁獲されたのは 36 9で小型であった。

0-07コガレイの体重は 260-7209であったが、 40 0 

3以上は水深 40抗、 60 m、 120mで漁獲された。

4 0 09以下は水深 30m、 80 m、 1 0 0 mで、水深

8 0 mで漁獲されたのは最低で、 26 0 9であった。

。マダイの体重は 20-809であったが、水泳:)0 mで漁

獲されたのが 809で、深くなるほど、小型のものが多く

漁獲された。

11ー



C 主要魚種雌雄別成熟状況は第2表のとおりである。

第2表 主要魚種、水深別、雄雌別、成熟状況

;下、水深 30m 水深 40 m 水深 60祝

ャ;♀ 合♀ 古 ♀ 

調査尾数
不 明

2 
13 

1 不 明
4 

ヒラメ
熱 度 1 1 1 1 1 1 

調査尾数
不 明 不 明 1 3 
3 3 

マガ「レイ
熱 度 1 1 1 1 1 1 

調査尾数 22 7 7 11 2 
マコガレイ

熱 度 4 5 4 5 4 

調査尾数
不 明 不 明 不.明

マダイ
50 8 30 

熱 度 1 1 1 1 1 1 

o魚類性熟度基準雌の場合

水深 80 m 水深 100m 

会 ♀ 1う ♀ 

3 1 1 

1 1 1 

1 

1 

1 2 

4 4 

有ミ 明
30 

1 1 

1. 性成熟に達してないもの(卵粒はみとめられない) 未成魚

2.-1 成魚であるが卵巣は小さく肉眼で認められてもきわめて小さい 未熟

3 卵巣は最大に達し不透明な卵の中に透明な熱卵がまじっている 半熟

4. 卵巣は透明な成熟卵で満されている

5 放卵後のもの

雄の場合

1. 性成熟に達しない魚の精巣で白色透明

2.-1 1の場合より精巣が少し大きい

2.-2 精巣はかなり大きくなり乳白色不透明

3. 精巣は大きく精液の溶融が認められる

4 放精後のもの

水深 120祝

o ♀ 

1 

1 

1 

5 

0主要魚種の雌雄5J1j成熟状況を調査したところ水深 30mではヒラメ、マガレイ、マダイについ

ては、雌雄不明で未成魚、であった。マコガレイは雄 22尾、雌7尾で、雌雄共に放卵‘放精後

のものであった。

0水深 40 mで漁獲されたヒラメは雄2尾、雌 1尾で、雌雄共に未成魚であった。

マガレイは3尾漁獲され、地雄不明の未成魚、。マコガレイは雄 7尾、雌11尾で、雌雄共に放

卵放精後のものであった。

マダイは 8尾漁獲されたが、雌雄不明の未成魚でitった。

0水深 60 mで漁獲されたヒラメ 4尾は雌雄不明の未成魚で、マガレイは雄 l尾、雌 3尾であっ

たが雌雄共に未成魚で、あった。マコガレイは雄 2尾で、放精後のものであッた。マダイは 30 

尾漁獲されたが雌雄不明であった。

水深 80 mでヒラメは雄 3尾、雌 1尾の漁獲であったが、雌雄共に未成熟であった。

マガレイの漁獲は雌 1尾で末成魚であったがマコガレイは雄 1尾で放精後のものであった。マ

ダイは 30尾漁獲されたが雌雄不明で未成魚であった。

0水深 10 0 mではヒラメ雄1尾の漁獲があり未成魚であったがマコガレイは雄 2尾の漁獲で放

精後のものであった。
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1オ深 1 2 () Nではヒラメ雄 1尾の漁獲で未成魚であ-_;tこが、マコガレイはt主1ιで放卵後のも

必であった。

D 主要魚種JJIJ水深刻平均生殖線重量

第 3表主要魚種別、水深刷平均性殖腺重量 (単位 fj ) 

;、子ミ 水深 30m 水深 40 m 水深 60 m 水深 80 m 水深 100m 水深 120祝

o ♀ o ♀ o ♀ 古 ♀ 合 ♀ 古 ♀ 

ヒ

ーョr

7 

ーマ

魚

フ メ 不 明 O. 9 1.2 不 明 1. 1 1.9 O. 1 O. 6 

ガ レ イ 弓ミ 明 不 明 O. 1 九 O.1 O. 5 

二Z カe レ イ 6. 7 2.48 1. 81 8. 63 4.15 1.7 3. 0 2. 1 

ダ イ 不 明

o水深 30祝で漁獲されたヒラメ、マガレイ、マダイについては雌雄不明であった。マコガレイ

は放卵、放精後であったが雄 6.7 fj、雌 1.81fjであった。

0水深40 mで漁獲されたヒラメ(維)は O.9 fj、雌 1.2fjであった。マコガレイは雄1.8 1 9 

雌 8.63 fjで放精、放卵後であった。

マガレイ、マダイについては雌雄不明であった。

0水深60昨のヒラメ、マダイは雌雄不明であったが、マガレイは雄 O.1 fj、雌 O.1 fj以下であ

った。マコガレイは雄だけで放精後で 4.1 5 fjであった。

o水深 80 mのヒラメは雄1.1 fj、雌 1.9fjであった。マガレイは雄だけで 0.5fj、マコガレイ

も雄だけで1.7 fjで、マダイについては、雌雄不明であった。

0水深 10 0 mのヒラメは雄 O.1 fj、マコガレイは雄 2.1 fjで、他の 2種については漁獲されな

かった。

o水深 120mのヒラメは雄 O.6 9、マコガレイが 2.1 fjであった。

E 主要魚種別、水深別、胃内容

第 4表主要魚種別、水深刻l胃内容

水深 30m 水深 40 m 

種 尾
魚 多 9二王b二不 尾 魚 多 空 不
毛 毛

数 類 類 胃 明 数 類 類 E同a 明

水深60 m 水深 80 m 水深 100前

尾 魚 多 ク二工恒二有三 尾 魚 多 グ二工b二不 尾 魚 多 空 不
毛

類毛 類毛
数 類 類 胃明 数 類 日円ゴ 明 数 類 胃 明

水深 120m 

尾 魚 多 グ二工b二不

数 類
類毛
胃 明

ヒラメ 13 13 31 2 1 41 2 2 4 14 1 1 1 1 

マガレイ 3 3 3 31 4 1 112 1 1 

マコガレイ 29 29 18 18 2 11 1 1 1 2 2 1 1 

L一マ一一ー ダ イ 50 50 8 8 30 30 30 30 

o水深 30mから漁獲されたものではヒラメは空胃、マガレイ空胃、マコガレイは多毛類を食し

ていたが、マダイは空胃であった。

。水深 40 mから漁獲されたものではヒラメは魚類を食していたものが 2尾、空胃 1尾であった。

マガレイは胃内容不明で、マコガレイ、マダイについては多毛類を食べていた。

o水深 60 mで漁獲されたものではヒラメは 2尾が魚類を食べていたが 2尾は空胃であった。マ

ガレイは 1尾が魚類を食べていたが、 3尾は空胃と不明であった。マコガレイは多毛類を食べ

ていたが、マダイは空胃であった。

。水深 80 mで漁獲されたものではヒラメは 4尾共魚類を食していたが、マガレイ、マダイは空

胃で、マコガレイは多毛類を食べていた。

o水深 10 0 mで漁獲されたものではヒラメは空胃でマコガレイは多毛類を食べていた。

o水深 120mで‘漁獲されたものではヒラメとマコガレイは空胃であった。
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F 主要魚種別、水深7.lIJ、平均胃内容重量

第 5表主要魚種別、水深別平均胃内容重量 (単位 9 ) 

水深 30m 水深 40 m 水深 60 m 

尾 魚 多 空 不 尾 魚 多 p二工b二 不 尾 魚 多 空 不

種 毛 毛 毛
数 類 類 日円ヨ 明 数 類 類 匡同ヨ 明 数 類 類 匡円ヨ 明

ブ メ 13 。 3 1.3 4 2. 5 

7l レ イ 3 。 1 1.0 4 o. 1 

:1 71' レ イ 29 11. 5 18 8. 0 2 3.0 

タ イ 50 。 8 o. 1) 30 。
水深 80 m 水深 100m 水深 120m 

種
尾 魚 多 空 不 尾 魚 多 グニヱb二 不 尾 魚 多 グ二恒巳 不

毛 類毛
毛

数 類 類 胃 明 数 類 胃 明 数 類 類 胃 明

ブ メ 4 1. 8 1 。 1 。
71' レ イ 1 。
:1 71' レ イ 1 6.0 2 6. 1 1 。
!l' イ 30 。
0水深 30mから漁獲されたヒラメ、マガレイ、マダイの胃内容は空胃で、マコガレイは多毛類

を平均 1 1. 5 9食べていた。

o水深40 mで漁獲されたヒラメは魚類を1.39食べ、マコガレイ、マダイは多毛類をo.1 ~ 

8. 0 9食べていたが、マガレイは餌料不明で 0.19食べていた。

o水深 60 mで漁獲されたヒラメは魚類を平均 2.5 {}""7ガレイ、マコガレイは多毛類を O.1 ~ 

3. 0 fj食べていたが、マダイは空胃であった。

0水深80 mで漁獲されたヒラメは魚類を1.8 fj 食ベマガレイ、マダイは空胃、マコガレイは多

毛類を 6.0 fj食べていた。

0水深 10 0 mで漁獲されたヒラメは空胃で、マコガレイは多毛類を 6.1 fj食べていた。

o水深 12 0視で漁獲されたヒラメ、マコガレイは空胃であった。

。胃内容物の調査の結果から、調査水深 30m、 80 mのところで漁獲されたヒラメの胃内容物

は魚類であっTニ。

0 ""7コガレイは水深 30~lOOm のところで漁獲されたのは、多毛類を食べていた。

N 調査の成果及び今後の課題

1 調査の成果

短期間の調査で成果を見出すことは困難であるが、調査した主要魚種 4種のうち、マコガレイに

ついては、この時期には雌雄共に放卵、放精の時期で株浅移動を行なっていることがわかった。

また、ヒラメ、マガレイ、マダイで水深 30~100mに棲息しているのは、幼魚が大半のよう

である。

2. 今後の課題

日本海沿岸において、この種の調査を行なうのであれば毎年 2月噴から水深別にヒラメ、カレイ

類の生態を調査したな b、これI?(/_)産 ~tJ、移動及び、食性がよりよく究明されるものと考えられる。
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3 津軽海狭生物分布調査

調 査 目 的

(調査目的は日本海と同様である)

H 調 査 内 合円相

1 調査期間 昭和47年 7月 1日から

昭和 47年 9月 15日まで

2 調査海域 別添調査海域図のとおり(図 1) 

皿調査項目

1 海 t調査
( 1) 底びき網による漁獲試験

(2) 漁場観測(水温、 O問、 10m、 30m、 50 m、 75由、底層)

(3) 標識放流(ムシガレイ、マコガレイ、マガレイ)

2 陸上調査

(1 )多項目調査(全長、体重、性別、胃内容重量、胃内容物)パンチング調査

W 調査員および調査船

V 

1.調 査 員

主担技師 沢田兼造

調査課長 山形 実

技 師 高梨勝美

2 調 査 船

試験船 青 鵬 丸(1 9. 9 4トン D170PS) 

調 査 方 ;去

水深は魚探により、水温は転倒水温計により調べた。また曳網のロープの長さは 1，0 0 0 mで一地

点 1回の曳網を原則とし、曳く方向は潮流に従って、同一方向にヲIl、た。

明調査結果

調査は 79回曳網を行なったが、根がかり、潮流による網成りの不良などで、有効回数は 60回で

ある。(第1・3図)。これらを月別に図示すると第2・4図のとおりである。
調査点の水深は 20m~180mに渡るが、 7 0 m以上は根がかりや、潮の流れが早かった。

総漁獲量は、有効回数 60回で 3.2 5 3旬、 1操業平均が 54.2 kgであった。

漁獲魚種は第 1表に示すように、魚類の板飯類 8種、カレイ類 10種類、その他の魚類 23種であ

った。

7 月 ~9 月までで多獲された魚種は一回操業当りトラザメ 8. 7 kg C 1 6. 1 % )カナガシラ 14. 9係
ムシガレイ 1 4.2婦、オシザメ 8.0婦、ソウハチカレイ 7.6%で他の魚種は、 5%以下であり、板鉱

業員は 30係程度、カレイ類も 30%程度であった。(第 2表)

各調査点での総漁獲量は図5・6に示す。
水温については、表層では、 17. 4 0 C ~ 2 4. 2 0 C底層では 1O. 0 0 c -2 2. 6 0 Cの幅があり、
時期的に水温躍層ができる時期なので、上下層の水の移動がないといえる。(第 7~ 1 3図)
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月531]にみると、 7月はトラザメが 1回操業当り、 22. 7 kg ( 4 O. 4 % )を示し、ホシザメ 9.8係、

アブラツノザメ 6.2婦、ノコギリザメ 7.7係と食害種と思われる板依頼が 65 %を示している。

カレイ類では、ムシガレイ 4.2%、パパガレイ 4.6%でその他はこれらよりも低く、カレイ類の比

率は 12 %程度であった。

8月は、ムシガレイが 1操業当り 9.3 3 kg ( 1 8. 2 % )でもっとも高く、また 7月と同様に板紙類

の比率も 36. 6 %とかなり高い比率を示している。カレイ類は 27 %程度をしめている。

9月は、カナガシラが 1操業当り 14. 4 7 kg ( 2 5. 4 % )示し、板鯨類は 5係程度で 7月とは全く

違った生物分布を示して L、る。またカレイ類は 37 %程度を示している。

7~9 月まで通してみると、水深がかなりのはばがあるので、水深5J1j( 2 0 視~ 3 9 祝、 40m~

6 9問、 70 m以上)に、生物分布の特徴をみると(表 3)水深 20m~39mでは、 1 操業当り、

カナガシラガ 11. 4 5 kg ( 2 3. 2 % )でもっとも多く、続いて、ムシガレイ 16.9婦、ホシザメ

1 3. 9係、マコガレイ 13. 3婦、 トラザメ 11. 8 %であり、カレイ類の比率は 34%、板紙類は 26 

%程度であった。(第3表)

40m~69m では、ムシガレイが 1 操業当り、、 1 1. 4 4 kg ( 2 0 % )で、カナガシラ 18. 7係、

ソウハチガレイ 16.9係、 トラザメ 1O. 8婦、ホシザメ 7係の順であった。カレイ類は 40%程度で、

板鯨類は 18%程度であった。

水深 70 m以上では、 1操業当り、トラザメ 13 3 9 kg ( 2 4. 7係)で、ノコギリザメ 8.7係、ア

ンコウ 6.8%、カナガシラ 5.7係の)1贋であった。

板鯨類は、 44%程度で、水深別ではもっとも高く、カレイ類は 14%程度でもっとも低かった。

大畑沖では、 トラザメが 1O. 3 6 kg ( 2 3. 3 % )、ムシガレイ 228%、カナガシラ 132%、マ

コガレイ 9.6%で板鯨類は 36係程度、カレイ類は 36%程度であった。(第 4表)

平舘沖では、カナガシラが 1操業当り 1邑 77印(2 9 % )であり、ソウハチガレイ 15. 9 %、ム

シガレイ 9.5%、 トラザメ 7.8%であった。板鯨類は 18 %程度、カレイ類 30%程度であった。そ

の他の海域では、 トラザメ 23. 5 %、ホシザメ 17. 3領、ノコギリザメ 11. 7係で板鯨類は 54 %程

度で非常に高く、アンコウも 5.7%というように食害種と思われる種類が多く分布し、カレイ類は 3

%程度にすぎなかった。

全体的には、カレイ類、カナガシラ等の有用魚種が多く漁獲されたのは、月別では9月、 8月、 7

月の頼、水深別では、 40~69m 、 2 0 ~ 3 9抗、 70 m以上の)1原、海区別では大畑神、平鯨沖、

その他の海域の順であった。

1.魚体の大きさ

カレイ類を主に 11種類の全長組成をみると第 5表のとおりで、ヒラメは標本数が少ないため、

全長組成を明らかにすることが出来なかった。マガレイは 22~23cmにモードがみられ、 1 7 cm 

~28 CT11 の巾におよんでいる。

マコガレイは、モードがはっきりせず、 12cm~37cmに分布の巾がある。

またムシガレイ、メイタガレイ、パパガレイなどもモードがはっきりしなし、。この原因は、海域、

雌雄、個体差などによって、出てきたものと思われるが、標本数が少ないために、何が主要因にな

っているか明らかにならなかった。

ソウハチガレイは、 23~26cmにモードがみられ 17~31cmに分布巾がある。

また多項目調査の際、ムシガレイでt主雌維の魚体の大きさがあきらかに異なり、維は 2 O. 4 cm、

雌では 2 6.6 cmで雌が大きか -Jt心。

- 16-



2食性

ムシカレイ、マコガレイ、カナガシラ、ソウハチガレイなどの食性について胃内容物、胃内容重

量を調べた(第 6表)ムシガレイは、イカナゴ、エビ、カニを補食しており、@、⑧、⑩海域と明

神崎沖とでは、食性が違っている。これは、調査尾数が多くないので、はっきりしないが、魚種に

よる選択性というよりも、むしろ、餌となる種類の分布によって違ってくるようである。また、

同海区で漁獲された、ムシガレイとマコガレイを比較すると、食性が全く異なっているので、餌の

選択性もあり、このことを明らかにするには、各海域のベントスを含めた生物の分布状態も調べる

必要がある。

3 成熟度

食性で述べた魚種につし、て、生殖腺を調べた結果、 8月 25日に漁獲されたカナガシラが成熟に

達してし、ただ、けで、あった。(第6表)

標識放流

調査期間中放流したのは第 7表のとおり 3魚種 20 0尾で、 9月に入って標識放流を行なった。

標識方法はタックガンによる標識(黄色)を利用した。

VII 調査の成果及び今後の課題

l 調査の成果

津軽海狭において底びき網調査がおこなわれたのは大畑沖から尻矢崎間と、平舘沖~焼山沖の 2

個所であった。他の海域について天然、礁が多いため、操業出来なかった。この 2海域で、 7月、 8

月、 9月の間多獲された魚種は大畑~尻矢崎の漁場で、はムシガレイ、マコガレイが主で、平舘沖は

カナガシラ、ソウハチガレイが主であった。またカナガシラについては、多項目調査の結果、雌雄

共に熟卵、熟精でこの期間に産卵するものと思われた。

2 今後の課題

今回の調査点は天然礁が多く点在しているため、津軽海峡全域で 2海|乏に限定された形となった。

調査対象魚もカレイ類が多いことからこの種の産卵期である 2 月 ~5 月末まで調査したなら津軽

海狭の分布生態が究明出来るものと考えられる。

一17-



第 1図調査地点
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第 Z図月別調査地点
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第 3図調査地点
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第 4図月男Ij調査地点
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第 1表 漁獲魚種一覧表

1 ブ
サP メ 3 ム シ カ内 レ イ

2 ホ ‘/ 、 吃r メ 4 ノ、ノ、 7l レ イ

3 アフ'ラツノずメ 5 ス ナ ガ レ イ

4 / ._1 :~_'戸 メ 6 ーマ ガ レ イ

5 ノJ ンギェ _， 7 ーョr コ すま レ イ

6 ウ シ ニL イ 8 ヤナギムシガレイ

7 ツマリカスベ 9 ウロコメガレイ

8 テングカスベ 1 0 イ シ カ レ イ

l イ シ ナ ギ

2 ーマ Jf イ 1 ウマヅラハギ

3 キ ス 2 フ グ(類)

4 不 ズ 、、 ゴチ 3 '才 フ ク

5 イ カ ナ コサp 4 ア てJ コ ウ

6 キ ユ ウ セ ン

7 ギ ン ポ 1 ス ノレ メ イ カ

8 ウ ス メ ノミ ノレ 。“ コ ウ イ カ

り メ ヌ ケ 3 タ コ(類)

1 ，) ーマ ゾ イ

1 I ク ロ ソ イ l イ ソ ノ、 ナ

1 '2 フ サ カ →ナ コ 2 カ イ メ :/ 

1 i グ →ナ ウ オ 3 ウ 、、 二L ブ

l 1 ア イ ナ メ 4 キタ→ナンショウウニ

1 5 コ チ(類) 5 ムフサキウニ

1 6 カ ナ li シ フ 6 イ タ ヤ カ イ

1 7 カ シ カ(類) 7 ーマ オ、 ヤ

1 8 キ :/ カ シ カ 8 ヒ 卜 デ(類)

1 9 ホ ウ ボ '7 9 オニヤドガリ

2 0 "'" ロ 1 0 オ キ ナ ーマ コ

2 1 エゾイソアイナメ

2 2 マ三r タ ラ(幼) 1 コ ン プ(類)

2 3 チ ダ イ 2 紅 主菜 (類 ) 

1 ヒ ブ メ

2 ソウハチガレイ
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第 5図 総漁獲量(1曳網当り・ kg) 
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第 6図 総漁獲量(1曳網当り、 kg) 
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第 7図 底層水温分布

7月 11 ~ 7月 15日
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第 8図 底層水温分布

8 月 2 日 ~8 月 3 日
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第 9閃 底層水温分布
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第 10図底層水温分布

9 月 6 日 ~9 月 1 0日
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第 11図底層水温分布

7月30-8月 1日
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第 12図 1氏層水温分布

8月 1U 日~約月 11日

稲崎

。 1 ~3 4 

fiTTTt I I I 

i 
縮尺一一一-

220， 0りU

- 30ー

5 

1マイル



第 13図 氏層水温分布
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第 2表 月別操業結果

4F一一~ 7 月 8 月 9 月 7 ~ 9月 備 考

操 業 回 数 10白 28 22 60 

平 均 水 深 81. 9 m 55. 0 61. 3 61. 8 (曳網中最浅深さ)

!氏層平均水温 11. 95 'c l且 93 18. 94 16. 45 

総 漁 獲 E主三邑L 562.3 kg 1436. 7 1254. 2 3253 2 

1 回操業当 り 56. 2 kg 51. 3 57. 0 54. 2 

1回操業当り尾数 206.2尾 228. 3 462.2 310. 4 

1 尾平均体重 272. 7 9 224. 8 123. 3 174. 7 

1回操業当り種類 8. 7種 10. 1 4. 1 7. 7 

ザ
①22. 7 kg ② 8.83 2. 26 ① 8. 73 一回操業当り

ブ メ
一尾の平均体重327 [} 267 535 306 

① 5. S ③ 6.77 0.68 ④ 4. 33 
オ、 シ ザ メ

1964 1876 536 1652 

アブラツノザメ
中、)3. 51 O. 93 1. 02 

2194 ，¥:033 2777 

③4.33 2.16 1. 73 
ノ コ ギ リ →戸 メ

3331 3025 3145 

2. 71 2. 19 O. 48 1. 79 
ア イ ナ メ

589 352 339 390 

O. 69 (4'、 5.63 ① 14.47 ② 8. 05 
カ ナ ブJ シ フ

93 107 67 77 

O. 22 O. 43 O. 11 O. 28 
ヒ フ メ

1100 637 480 642 

2. 36 ① 9. 33 ③ 8. 11 ③ 7. 72 
ム :ム/ iI レ イ

96 137 112 124 

ノ子
2. 85 O. 12 0.53 

ノ、 ノ、 ガ レ
375 330 370 

1. 23 O. 18 ② 10.49 ③ 4. 13 
ソ '7 ノ、 チ

135 120 93 95 

O. 06 O. 17 O. 66 0.81 
ーマ 力、 レ イ

108 174 164 168 

O. 18 ⑤ 3.41 1. 05 2. 00 
てf コ す]. レ イ

360 216 209 239 

0.81 O. 08 O. 25 O. 26 
ウロ コメカレイ

69 58 110 77 

O. 25 O. 65 O. 13 O. 39 
ウ ーさ ツ ブ ノ、 ギ

57 82 94 79 

@3.03 3. 33 O. 98 2. 43 
ア ン コ ウ

1683 1478 1276 1486 

1. 08 O. 80 0.11 0.60 
タ コ

1543 2800 2500 2350 

他
4. 69 5. 99 17. 22 9. 4 

そ の

0印の数字は漁獲順位を示す。
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第 3表 水深別操業結果

~ 20~ :19 m 40~69 問 70 m 以上 i仁斗3 ;十 備 考

操 業 回 数 15回 23 22 60 

平 均 * 深
30. 2 m 56. 0 89. 4 61. 8 

底 層 水 温 19.4 C 17. 34 14.34 16. 45 

総 漁 獲 ji 741.3kg 1319. 5 1192. 3 3253. 1 

1 回操業当 り 49. 42 kヲ 57. 37 54. 20 54. 2 

1 間操業尾数 251. 5尾 451 198. 9 310. 4 

1 尾平均体重 127. 2 9 196.4 272.5 174. 7 

1 副操業当り種類 6. 73種 7. 30 8. 68 7. 7 

ト フ ザ メ
⑥ 5.81 kg ① 6. 18 ① 13.39 

357 9 280 306 

ホ 、/ ザ メ
③ 6.87 ⑥ 4. 0 

2. 93 1843 
1635 1559 

アブラツノザメ 0.31 2367 2.45 2842 

ノ コ ギ リ ザ メ
② 4.72 
3145 

ア イ ナ メ 3. 08 370 0.97 311 1. 76 491 

カ ナ -j] 、ノ フ
① 11. 45 ② 10.71 ⑤ 3. 08 

110 63 83 

ヒ ブ メ O. 56 400 O. 24 1800 0.13 1150 

ム シ カ、 レ イ
② 8.33 ① 11. 41 ④ 3. i2 

140 123 107 

ノ、< ノ、 ガ レ イ O. 10 400 1. 34 368 

ソ ウ ノ、 チ
③ 9.7 

1. 18 95 
95 

す二r ;J/ レ イ 1. 28 168 O. 57 127 0.57 151 

ーマ コ カ、 レ イ
(空)6.59 

O. 57 224 0.37 131 
259 

ウロコメ ガレイ 0.26 58 O. 44 95 

ウ てf ヅラ ノ、 ギ 1. 01 80 O. 18 86 O. 19 72 

ア ン 二2 ウ 0.71 2140 2‘3 1202 
③ 3. 7 
1663 

タ 二2 O. 52 2600 O. 52 4000 O. 72 1590 

そ の 他 3.21 9. 28 13. 81 

0印の数字は漁獲順位を示すQ
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第 4表 海区別操業結果

主ト¥一主三 大 畑 沖 平 宮古 I中 そ の 他 /i〉3h 計 備考

操 業 [rJ] 数 31回 24 :; 60 

平 均 水 深 45. 4 m 73. 9 1ο4. 0 

[底層平均水温 1り 52C 17. 26 12.4 

経: 漁、 獲 主塁要王 1372.8 /;ヲ 1561. 9 317. 5 

1同操業当杓 14. 28 kg 65. 08 63.49 

1凶操業当行足数 234 1尾 11リ 5 115. 6 

1足平均体重 189. :;ヲ 144. 8 549. 2 

1同操業当り種類 7. b云種 7. 5.1 '). 2 

ト ブ 叶エ メ 人1ノ10.36 228 5. 08 360 14. 90 299 

Fド ン ザ メ 4. 4. 39 1838 3. 21 368 (主ノ 11.00 28~15 

アブラツノ叶ごメ ]. 07 。19 O. 46 :H;70 

ノコギリザメ 3 2. 36 ]772 33.ヨ

ア イ 一j メ q 91 45i 。73 262 ，y 1 48 38日

カ ナ カ ソ ア 3 5.81 112 }. lK. 77 92 () 28 116 

ヒ 7 メ 0.39 550 (1 15 1200 O. 22 11 00 

i、 、/ カ レ イ (主:")10. 111 133 3 li. 211 107 ilιL 110 

ノ/、 カ L イ 。17 338 il 21 300 11. 8(1 4011 

ソ ウ ノ、 チ O. (10 1(1り 2 111:n ~)J 

ーマ カ レ イ ()三I 138 O. 87 1-11 りll1 50 

vマ 二Z カ v イ S 4.:2:) 235 (1. ~~ 17:) 0.36 3liO 

ウロコメガレイ

ウマヅラハキ 1) 03 73 。17 121 

ア ン 工ヱ 1フ 1. 81 21% 、5，:133 lど18 :.j 3，0三 ユ21;0

タ こヨ 。7リ 222i (1. 36 りM 官1【75 (1. 511 こ:)~ I () 

そ (}J イ也 ]. 3:， 乙コ当l

。印の数字 i :t~\~卸|良伎を示寸。
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第 5表

津軽海峡魚類全長組成

単位尾

'ミr ガマ コム シメイタ ウロコメ /、ノ、 ヤヲギム ア イカ ナウ ス

階級 ヒラメ ソウハチ

レ イガレイ カレイ ガレイ カレイ カ守レイ シカレイ ナ メカ、シラ メノーノレ

10cm - 1尾

11 - 3尾 1尾

12 ~ 1尾 1 2尾 3尾

l:{ - 1 1尾 I 

14 ~ 3 1 3 

15 - 4 6 1 2 1 2 

16 ~ 2 19 3 5 1 i ヲ

17 - 1尾 5 46 2 1尾 7 1 11 

18 - 4 16 41 1 9 3 4 

19 - 3 9 25 1 3 6 3 4 

20 ~ 1 13 29 2 2 1 

21 ~ 3 12 34 3 2 1尾

22 ~ 10 17 28 9 1 1 

23 局、 4 10 28 15 1 5 

24 崎、 2 12 49 15 1 3 

25 - 1 12 63 3 3 6 

26 ~ 1 9 24 L> 2 

27 - 4 6 30 5 ワ 2 

28 ~ 1 4 白のソ同i 2 1 1 

29 ~. 9 27 1 

30 - 6 22 1 1 2 

31 ~ 7 12 2 2 

32 - 1尾 5 b 1 1 

33 ~ 。μ 5 1 

34 ~ 1 

35 九 3 1 

36 t 1 I 3 1 

37 ~ 1 

38 司、

39 ~ 

40 ~ 

2足 35 lG日 5:!5 11 76 ;)7 29 3 n白四a 32 
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第 6表 食性および熟度

捕 食 者

項 目
ムシガレイ マコカ、レイ カナガシラ ソウハチ 計

漁 場(調査点) ⑪(⑫⑮ ⑮ ~iJ ('@ c@⑧ 呼).~ @ ⑩~@ ⑮~⑫  ⑮~⑪  

漁 獲 日 8月11日 9月10日 8月11日 8月25日 8月25日 9月10日 9月10日

調 査 尾 数 34尾 20尾 30尾 30尾 30尾 10尾 10尾 164 

空 l円歪ヨ 尾 数 23尾 15 20 18 15 3 10 104 

平均胃内容重量 o. 8 '] 0.04 !} O. 29 !} o. 75 !J 0.64 !} o. 59 !} o !} 

オオナコ 3 3 

コウナゴ 7 7 

魚
不 明 。 5 

工L ピ 1 1 7 9 

被 カ 一 1 1 2 

クサズリガf 2 2 

員

ヒザラガイ 1 1 2 

補 類

不 明 1 1 1 

端 脚 類 7 7 

食
クモヒトデ 1 2 4 7 

ウ 一 2 2 

者 ニホンウロコムシ l 1 

ゴカ イ 類 1 1 

不 明 2 3 3 1 1 10 

多 毛 類 3 3 

計 11 5 11 13 17 7 。 64 

魚体平均(c宵1) 21. 8 cm 
古♀

23.0 31. 4 
合♀

24. 9 26.1 
20.4 26.6 28.1 27.3 

生殖腺熟度 i未 熱 未 熟 未 熟体 熟
半成完

未 熟
9 5 10 

性 比
合 ♀ 合♀ o ♀ 合♀

不明 不明 9 21 不明 21 9 不明 5 5 
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第 7表 標識放流一覧表

放流年月日 魚 種 放 流 場 所 水深 尾数 全 長 標識番号

4 7. 9. 1 ムシガレイ 入口沖NNW:3' 40 m 25尾 21. 0 ~ 29. 0 cm 601 ~ 625 

9. 3 ムシガレイ 関根沖NE/E35 43 25 19. 1 ~ 32.0 626 ~ 650 

11 マコガレイ 関根沖NE2.1 30 25 21. 1 ~ 30.0 651 ~ 675 

9. 6 1/ 石崎NE2' 92 6 20. 2 ~ 36. 2 676 ~ 681 

1/ マガレイ 高野崎E 5' 95 4 22. 2 ~ 25. 1 682 ~ 685 

1/ ムシガレイ 焼山沖W3' 75 15 24. 4 ~ 30. 2 686 ~ 700 

9. 8 マコガレイ 焼山沖W2' 68 2 25.2 ~ 26.0 701 ~ 702 

1/ 1/ 焼山沖 SW7' 66 2 24. 4 ~ 33. 0 703 ~. 704 

11 マガレイ 焼山沖WSW39' 80 21 20. 0 ~ 34. 9 705 ~ 725 

1/ 1/ 焼山沖W3' 83 25 20. 0 ~ 32. 0 726 ~ 750 

9目 9 マコカ、レイ 焼山沖 SW3. 3' 79 1 37. 2 751 

1/ マガレイ 1/ 1/ 7 19.4 町、 36. 2 752 ~ 758 

1/ 1/ 焼山沖W3' 82 3 24.0 目、 29. 0 759 ~ 761 

9. 10 マガレイ /ノ W 1. 8' 65 6 20.0 ~ 24. 4 762 ~ 767 

1/ ムシガレイ /ノ 1/ 5 25. 0 ~ 31. 0 768 ~ 772 

1/ ムシガレイ 明神崎E 3.8' 64 28 19. 4 ~ 31. 0 773 ~ 800 
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孟註~ 4i.7.11 " 7. 13 1/ 

" 7. 14 1/ 7. 15 

調 査 占 り 3 4 5 6 7 8 

操 業 時 刻 10h:58l11 13 : 23 08 : 40 11 : 55 13 : 46 11 : 00 11 50 05 : 25 

漁場水深 (m) 180 m 100 80 81 ~ 76 95 55 70 61 ~ 64 

底層水温 ¥C) 10. 0'( 1 L i 13. 9 11 0 11. 0 15. 8 14 :.' 14. 0 

根 の 有 無 有 有 有

網 の 7白て メl合l 不良 不良

ト フ ザ メ /':9 28.0 54 3 

ホ シザ メ 52.0 

アブラツノザメ 110 

漁 ノコギリザメ 37. 1 6. 2 

ア イ ナ メ 4.3 0.2 

カナカシラ 1.2 1 i O. 1 3 6 

ヒ フ メ 1 5 O. i 

ムシガレイ 14 5. 8 G. 2 10 。1

獲 ハノミガレイ :， 5 2 3 12 1 1 

ソ ~ア ハチ 10 11 2 

-.; 7j レ
ノr O. 6 O. 3 o 7 

マコカレイ o 9 0.2 O. 4 

ウロコメカレイ

量 ウマッラハギ

1:ゑ ア ン コ 勺 目。 】り】η 

タ 亡2

そ の 他 1 :l. 4 2. li 6. 1 

{t 込 百十 Okq %4  o 2 130. 1 34 9 6. 8 :.' 3 。

網 ガ沖L イ ガンキェf テンクカ 貝がらま 担iがかり
カ込 わ 5人タ 2. 6 スベ 5.i じり は沈船か
底 フサカサコ L氏質) ? 

備 考
に 5. U ヤサオームシ

ずコ メヌケ ガレイ

か IJ. 4 

な ソイ
L、 キス
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7.29 7.30 " 7. 31 
，ノ
" 8. 1 " 11 11 

Q 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

15 : 46 09 : 50 11 : 20 06 : 40 08 : 00 09 : 00 06 : 45 08 : 15 09 : ~o 11 : 45 

13か-123 60 105-88 66 - 65 117-97 85 - 75 35 - 37 62 - 73 36 - 37 90 

11 4 10. 8 11 9 11 3 11 2 13 4 15. 9 11 5 15. 7 10. e 

有

不良

7. 5 7. 2 13 0 10. 0 7. 0 100. 0 110 50. 0 65. 0 

3 0 3 0 

2.1 18 0 4. 0 5. 0 

1.3 2. 9 12 7 7. 0 o. 2 4 0 2 2 3. 8 

O. 3 。。

o. 3 6. 0 O. 1 4 5 O. 1 12 5 O. 2 43 7 

6. 2 11 0 4. 5 O. 3 

。I
O. 2 O. 2 

o 7 15 。1 O. 1 

1 8 2. 5 O. 2 1 6 1 5 

:2 5 

20 0 10. 0 10. 0 2. 0 

つ』六υ :1 3 :2 0 :> 0 3. 0 7. 0 4. 0 

6. 5 4 7 7. 9 () 8 O. 4 3 3 。1 2. 0 

25. U コゎ 1 8:! 1 ワ'町つd 匂 3:! 6 106. 5 45. 3 68. 1 123 0 。
ソイ~. 1 マフグヨ日 サソマの キンカジカ ケサウオ マフク ソイ o2 マフグ カンキェイ

ウスメノヤL メイタ→fレ
産卵がみ

7. 5 
カンキェイ

(l. 1 2. () 

3 7 イ O ム クサウオ o. 8 (). :! 

エヅイツア ウ日コメカレ ら.htこ o. 3 ムラ→」トヰ マダラ幼
~l 0 

コウイカ

イナメ 0.13 イ 2 0 メイタガレ メイタカレ 1. 4 

ベロ o.3 寸アドカリカ イ 。I ウニ o. :2 
イ O.1 

員 27 イメン
キタ→jンシ
ヲウウニ ウニ

(ホタテワ) コウイカ アナメ
海藻カイメン Y-JJλ 
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話註dよ 47 8. 2 " 8. 3 " 8. 4 Fノ 8. 9 " 

言問 査 占 19 20 21 22 23 24 25 25' 

操 業 時 亥。 08h:50m 10 : 35 06 : 45 08 : 20 07 : 45 10 : 10 13 : 13 14 : 10 

|漁場水深刷 90 ~ 91 157~167 93 85 180 75 ~ 65 65 '、， 門'"戸

|底層水温付 11 6 11 4 13 9 14. 0 11 9 15. 9 

根 の 有 無 有 有 有

網 喧3 7目て J口:，. 不良

ト ブ ザ メ 10.0 4 1 7. 2 1.8 6. 5 15. 0 

ホ シザ メ 5. 0 4 5 17. 0 50. 0 

アブラツノザメ

漁 ノコギリザメ 27.5 18. 0 

ア イ ナ メ 17 o. 1 2. 3 4. 6 

カナガシラ o. 8 。。 11 O. 1 o. 2 

ヒ フ メ 1. 1 

ムシカ、、レイ O. 5 o 6 1.0 

獲 ノミノミガレイ o. 5 1. 0 

ソ '7 ノ、 チ O. 1 

ーマ うi レ イ O. 05 0.3 。。
マコガレイ O. 2 O. 5 

ウロコメガレイ

量 ウマヅラハギ

t合 ア ン コ ウ 8. 0 2.0 7. 5 O. 2 

タ コ 2. 0 

そ の 他 18. 3 6. 5 2. 8 19 7 O. 4 9. 2 61. 0 

よ仁3h 計 43 2 23 7 40. 7 59. 2 1. 8 1. 7 3で4 127. 3 

ソイ エヅ、Jベ7 テングカス テングカス スルメイカ ウシェイ ウシエイ

14 3 イナメ ベ1.3 '"，11.5 潮 O. 4 5.3 60 
づぜてノキェベ マイダイ31 

マフグ 3. 7 クサウオ
コウイP35 ソ 0.6 フグ O.8 

備 考 3. 7 
戸、ロり.3 0.2 速 ナマコ ホヤ.ウニ オミτ7
ソイ 2.2 マフグ 0.1 ヒトデイ ムラサキ

コウイカ
クサウ コウカ

スルメイカ コウイカ

ヤイガメヲイ0レキタイ2ガム0シ2 レ1 

し ウニ
O. 3 O. 3 0.7 流れJ通コウイカ

ウミエラ ヤナキムシ
fっこて曳レ O. 2 

イタヤガイ カやレイ 0.5
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8.10 " fI fI " 8.11 fI fI " 8. 18 

26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 

07 : 32 08 : 40 10 : 00 11 : 15 12 : 50 05 : 40 06 : 50 08 : 40 10 : 00 13 : 20 

42 ~ 43 38 ~ 34 50 ~ 40 95 ~ 87 45 ~ 40 40 ~ 47 fI 35 77 ~ 75 98 ~ 97 

17. 1 18 7 15.6 13 2 16.9 " 14.0 13 8 17. 0 

13 0 5. 0 15.0 19.0 6. 0 8 2 

7. 0 2.0 5. 0 8. 0 3 0 

21 0 

15. 0 

0.4 13 1 1. 4 4 0 O. 2 3.3 4. 0 O. 2 1. 1 

O. 5 1 3 O. 9 O. 5 O. 1 O. 4 0.05 3 3 

3 6 

9. 5 7. 0 1. 8 O. 5 80.0 11 9 11. 7 15.0 O. 2 o 1 

0.6 

o 3 

O. 0 3 5 O. 1 O. 5 O. 3 O. 1 

1. 2 O. 2 1. 5 1. 4 O. 6 5.7 O. 3 

o 1 O. 6 

O. 3 0.5 1. 4 2 3 O. 2 

O. 7 6. 4 8.0 4 0 

1. 4 1 2 

1. 2 5. 5 1. 0 2.1 O. 5 O. 9 1. 4 3 2 o 7 15.8 

35. 5 36. 3 32 9 56.3 86. 2 25.7 18. 6 33 4 2 3 52.5 

タイ 0.1 イシナギ イシナギ クサウオ メイタカふレ キュウセン キュウセン ツマリカス イカナゴ ガンギ.:r-1
マフグ 0.2 0.9 0.7 2.0 イ 0.5 0.4 0.3 1.0 O. 03 4 1 
ネズミゴチ ツマリカ マフグ カジカ0.1 コチ類 スナカーレイ 、デマリカス フグ 0.2 

スルメイカ
テングカス0.3 

0.4 スベ 4.2 0.3 マ夕、ラの幼 O. 02 
0.1 
ベ1.0 キュウセン キンカジカ ベ6.6

ツマリカス
マフグ キス キュウセン

メイタガ「レ
メイタカ、レ

0.7 01 マフグ0.1
ベ O.15 イ 004 イシサギ

ヒナカマニトデコウニ 0.4 ギンウf- O. 01 ギンボ イ 01 1.2 キス 5.0 

コウイカ ムラザキウ 0.01 イカナゴ メイタカ、レ
0.3 ニ多数 コウイカ イ005 コンフ

ヤドカリ 0.3 コウイカ0.3 
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孟註4よ 17. 8.19 " 8.22 " " 8.24 " " 

調 査 点 36 37 38 38' 39 40 41 42 

10h:45m 
ー，

f呆 業 時 亥リ 11 : 40 09 : 35 10 : 35 12 : 10 08 : 50 10 : 20 11 : 30 

漁場水深付) 58 - 57 60 - 55 64 68 74 26 - 31 30 - 26 20 

底層水温 tc) 22.6 17. 4 17. 55 21. 9 

根 の 有 無 有

網 の 具 メ口ミh

ト フ ザ メ o. 2 o. 6 3.7 

ホ シザ メ 4. 0 40.0 30.0 8 0 

アプラツノザメ

漁 ノコギリザメ

ア イ ナ メ 1.3 O. 4 2. 0 5. 0 1.0 3 2 

カナガシラ 14.0 2. 0 4 5 13.0 5. 0 50.0 

ヒ フ メ 1. 1 3 2 

ムシガレイ 27. 0 12.7 O. 3 o. 2 

獲 ババガレイ 0.5 0.7 

ソウ ノ、 チ 4 5 

Fマ カ レ イ 1.6 2. 3 o. 2 1. 1 O. 8 o. 7 

マコガレイ 3 7 1 0 2. 3 20.4 18. 0 30. 5 

ウロコメカザレイ

量 ウマゾラハキ、 1 8 o. 7 O. 4 O. 6 O. 4 

ね) ア ン コ ウ 7. 0 2. 5 O. 4 35.0 

タ τz 3. 0 O. 8 

そ の 他 つつ O. 2 3 9 O. 9 O. 6 3. 1 

~ 込 言十 58日 ワワワ O. 6 65. 7 。 81 6 59.3 96.0 
マ夕、イ1.2 ホウボウ テングカス キュウセン キュウセン イシナギ
マフグ02 0.2 I定 A.つ】つ】 0.9 0.3 o 3 
ミシマオコ

ヒトデ 船 チダイ1.0 ワニ 5箱 ウニ 1箱 フグ 0.5 -e0.1 
備 考 イコチシナギo 1 多数 スナガレイ メイタカ‘レ イシガレイ

カミ 0.2 イ 0.3 0.9 
0.4 

カミ フグ類 キュウセン
イメイタカレ
0.2 る 03 14 
ギンポ0.1 コウイカ サマコ
潮Uて逆らう 0.2 
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11 8.25 11 11 11 9. 1 11 11 11 11 

43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 

13 : 35 06 : 00 07 : 10 08 : 30 10 : 30 08 : 35 09 : 35 10 : 37 12 : 00 13 : 35 

45 ~ 43 32 40 22 25 40 ~ 38 40 ~ 38 22 ~ 21 70 69 72 ~ 74 

22 6 21. 4 20.7 20. 7 21. 2 20 6 20. 5 

有

不良 不良 不良

O. 2 

15. 0 15.0 5.0 

O. 4 O. 6 4. 0 15.0 1. 5 1.0 

0.3 60.0 O. 1 5. 4 

3 1 

1.5 

1. 1 1. 3 12.8 9. 0 1.7 

2:， 3 
7. 0 2. 5 

O. 2 3 I 1.3 O. 3 2 0 

0.2 17. 0 :!7. 8 104.7 2(1.9 37. 0 。 。 1.0 5. 0 

ソイ O.2 ガンキエイ イシナギ ガンキLイ テングカス
事網 潮て ノミフンウニ 潮め

ア l) 2 0.3 03 ベ1.5 のうた 0.8 流失
根 カ キコウセン イシガレイ メイタガレ 故 変敗 早敗
七1 ノ、e 0.1 10 イ 0.5 の イヒ く
iJ' 多 コウイカ fこ ヵ: 網
り 数 2.1 め l士 事

メイタカーレ 皆 げ 故
1 13 無 し の

く Tこ
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主戸ペよ 9. 2 9. 3 f; 47. 9.3 11 11 '1 0. 6 

調 査 点 53 54 55 56 57 5自 59 60 

操 業 時 安106 : 24 08 : 49 09 : 50 
h m 
10 : 59 12 : 23 1:，: 46 15 : 15 06 : 12 

漁場水深(叫 31 - 25 43 - 37 45 - 48 62~6? 27 - 25 30 - 27 52 - 53 92 - 86 

底層水温 ¥cl 21 1 19. 2 20.80C 20. 0 21. 3 20. ;; 15. .1 

根 の 有 無 有

網 の 具 l口斗

ト ブ ザ メ kg: 

ホ シザ メ 1. 2 

アブラツノザメ

i漁 ノコギリザメ

ア イ ナ メ

カナガシラ 1. 0 6. :; 15.0 20. 0 :i. 0 

ヒ ブ メ 1. 0 1. 4 

ムシガレイ 18日 15.4 24.0 

獲 ノ、ノミカレイ

ソ ウ ノ、 チ

ーマ ガ、 レ イ

マコカ均レイ 5. 5 11. 0 

ウロコメガレイ

量 ウマヅラハギ 15 14 

制 ア ン コ ウ

タ コ 2. 5 
邑一

そ の 他 2. 5 5.4 

i仁斗3 計 10 18. 6 15. 4 29.5kg: 23. 0 33. 5 。 15. 6 

Vマヨ 海 ウニ 2.5 根 テングカス

O. 5 藻 カ1 ~、、r 5. 4 。〉 おも

備 考 入 り
網
多

し
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1/ 1/ " " 9. 7 9. 8 " 1/ '1 9. 9 

61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 

08 : 51 09 : 25 10 : :)0 12 : 40 08 : 36 09 : 34 10 : 43 11 : 57 13 : 15 06 : 51 

95 - 91 75 - 73 75 - 74 72 - 75 65 - 64 68 - 65 66 - 61 80 - 77 83 - 84 67 - 65 

15. 4 18.0 18.0 18.0 18.5 18 5 18.5 18. 3 

有

11. 0 5. 0 5.0 3. 0 

10.0 2. 0 6. 0 2. 0 

2. 0 1. 0 3. 0 3. 0 O. 5 

2. 5 3. 0 60. 0 90.0 80.0 20. 0 10.0 30.0 

O. 5 56. 0 1. 0 2. 0 5. 5 

10.0 O. 8 

1.0 5. 0 3. 0 O. 6 

O. 5 5. 0 O. 8 

8. 0 7. 0 1.0 

O. 3 28 0 4. 5 5. 0 O. 3 

22. 8 89. 0 31. 8 。 60. 0 103.0 91. 0 55. 0 28.3 

ヤリイカ マゾイ 根 時 フグ 2.0 コウイカ コウイカ テングカス

O. 3 5. 0 カミ イヒ テングカスベ 5. 0 O. 3 4、、 1.5 

クロソイ 台、 の調 2. 5 

15. 0 り た査
イシナギ めー

1.0 回
コウイカ

O. 5 
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みドー 17. 'l. 9 " " " ~l. 10 " M 

調 査 ti i】・》 B 74 75 76 77 

操 業 時 実リ of: 50m oり: 02 10 : 311 12 28 08 : 41 o引:lli 11 : 25 

漁場水深(汎) 79~7 (i m H~ ---日l 7R ~77 71 ~ 66 67 ~ 61 65 ~ 64 6.[ ~ 67 

底層水温吹) 17. 90( 17. 9 1 t). 9 21. 3 

根 の 有 無 有 有

網 の J~ /仁〉3、

7 ザ メ 2.0kg 10 0 2 5 

オ、 、ノ 吋エ メ 5. 0 

アブラツノ寸Fメ

漁 ノコギリザメ

ア イ ナ メ

カナガシラ 2汁 O 2. 0 5. 0 10.0 85. () 

ヒ フ メ

ムシカレイ o. 3 1. 0 32.5 

獲 ノ、ノミカレイ

ソ '] ノ、 チ 2. 5 ら() (l 167. 5 

-， カ レ イ 1. 9 。7 コ()

マコガレイ り 2

ト一一一一一一
ウロコメカレイ

F庄"-l工 ウマ Y ラハエ干

ね) ア ン 二1 ウ 3. 2 乙5

タ て1

2ト の 他 。8 2り(l

h、 ::9. Sk!量 品() () o :20. :l 65. 5 :l11 () 
" 

ブグ()自 根がかり 根がかり プ、ナカレイ

備 考
26. () 
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11 大陸棚漁場開発調査



E 

1 日本海スルメイカ漁場調査

調査目的

日本海におけるスルメイカの漁場及び生態を調べ、漁場開発と漁況予浪u上の資料とし、スルメイカ

漁業の発展に寄与する。

調査内容

L 調査期間 昭和47年5月から 11月まで

2. 調査海域 日 本海

3. 調査員 調室課長 山形 実 技 師 沢田兼造

主任研究員 斎藤重男 技 師 高梨勝美

4. 調査船 瑞鴎丸(40.8 1トン、 160馬力、橋本船長以下10人乗組)

青鵬丸(1 9. 9 4トン、 17 0馬力、中川船長以下6人乗組)

東奥丸(3 8.3 5トン、 120馬力、高井船長以下10人乗組)

5. 調査項目

日本海沿岸幼イカ調査・沿岸及ぴ沖合スルメイカ漁場調査・魚体調査・標識放流調査・海況及び

漁況調査

6. 調査方法

この調査は継続事業であるので、方法は前年度とほとんど同じである。

血 調査結果

1. 日本海沿岸幼イカ調査

日本海岸の定置網に入る幼イカの来遊時期は例年より半旬程遅れ、来遊量はいちじるしく少なか

った。魚体は例年より大型の群が混っていた。

幼イカは4月下旬から 6月上旬まで接岸したが、最多接岸期は5月中・下旬であった。 5月 13 

日から6月3日までの昭和<16・47年の5地区幼イカ入網量はつぎのとおりである。

単位kg

左u王J 崎 黒 崎 計

1， 3 5 0 2，6 0 5 5. 1 6 7 

2 1 109 1，5 9 6 

昨年よりも多かったのは沢辺1地区で、他はいずれも少なし総体的に昨年の 30必止まりであ

った。魚体は初め例年より小型で、入綱しても網目を通り抜けていたが、その後例年見られない成

長の速い幼イカの群が見られた。接岸した幼イカの外套背長分布幅は4-16cmで‘広いが、モード

8・10・12伺前後の3群が同時に出現していた。一

測定した分の幼イカ外套背長組成はつぎのとおりである。
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幼イカ外套背長組成

卜サト事背長 4cm 5 6 円d B 9 10 11 12 13 14 15 ;十 平均
時期 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 『ー 体重

1手 t邑 E手主 f't f芯 1(. f己 尾 尾 尾 尾 尾 尾 3 
5月中旬 1 2 11 33 25 3 15 9 

5月下旬 l 1 8 19 43 40 30 14 1 I 157 37 

6月上旬 5 27 69 51 28 10 190 20 

この期間に出現した幼イカは冬生まれのものであり、主に太平洋において秋漁獲の対象となるも

のであるが、 46年の3分のlの接岸量であることが注目された。

2. 沿岸・沖合イカ漁場調査

瑞鴎丸は5月 23日から 6月5日まで、青鵬丸は6月 5日から 6月27日まで、東奥丸は 7月

2 8日から 11月 16日まで調査した。調査結果と調査点図は第1表と第1図のとおりである。調

査海域は主に東経13 80.以東の青森県沖で、調査点数は 41点である。イカ分布密度の指標となる

単位漁獲量(釣機1台1時間当たり釣獲尾数)についてみると、最高が36.8尾、 10尾以上が全

調査点41点中わずか 10点、 1晩の漁獲総尾数の最高が 1，92 0尾で 民間船と比較していかに

少ない漁獲であるかがわかる。この原因はいろいろ考えられるが、主として民間船が漁場として操

業している海域以外の海域におけるイカ分布状況を調査したためである。つまり、民間船が操業し

ていない場所において漁場を探索し通報することを主な任務としたためて、ある。

3. 魚体調査

外套背長組成について 25回、多項目調査について 17回調査した。それらの結果は第2図及び

第2表のとおりである。

外套背長についてみると、沿岸漁場では5月中・下旬平均16 cm前後で、 6月中・下旬には20 

cmに達し、 7月には21-22cmと成長している。一般的な傾向としては時日の経過とともに魚体

が大きくなり、同時期においては沖合が沿岸より大きく、また、南方が北方より大きい。

多項目調査結果についてみると、 6月以前の沿岸漁場においては成熟したものがなく、雌の交接

したものもなL、。成熟した雄及び交接した雌のみられるのは7月以後であり、沖合漁場ほど多い。

4 標識放流調査

9月28日から 10月 19日までに、権現崎と北海道小島との中間、通称鮫場において 450尾

標識放流した。その再捕状況は第3図のとおりで、合計 11尾が再摘され、そのうちの6尾が津軽

海峡東口一特に恵山沖で多く再捕され、既に海水温下降期でありながら、水温のより低い海峡東口

へ移動し、長時日滞泳したり、熊石沖へ北上したりしていた。冬生まれイカは 10・11月はまだ

北上することは既知のことではあるが、以前の再捕結果とかなり異なることは津軽海峡を東進して

いるものが多いことである。

5. 海況及び漁況調査

(1) 概況

青森県近海は周年水温が高めに経過し、スルメイカ漁況は日本海が好漁、太平洋が不漁であっ

た。

初漁期が例年より早く、経漁期が遅かっt.::..o

(2) 海況

A 日本海深捕地先水温

昭和47年1月から昭和48年1月までの各月平手水温の平手偏差はつぎのとおりで、 6月

やや低かったのを除けば高く、 9月以降はいちじるしく高かった。
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4 7年深浦地先水温平年偏差
48年

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

偏差+1.18+0.00土斗』十0.76十047-0.11十0.05+0.19土主34土止坐之主竺土止立土と旦

注 =は昭和42年以来の偏差最大である。

平年値は昭和42年-4 7年6か年平均値

B 援流主流域水温

対馬暖流及び太平洋へ流出した津軽暖流主流域水温の各月 om・50 m・10 0 m各層水温
は一部の例外を除けば 1-2'C高めに経過した。

(3) スルメイカ漁況

県下各海域の出漁船数・漁獲量・単位漁獲及びそれぞれの平年比は第3表のとおりである。

A 日本海沿岸

初漁期が例年よりいちじるしく早く、出漁船数及ひ漁獲量が多かった。多獲月は 6・7月及

ひ 10月で、 8・9月は漁が切れた。 11月は時化のため不漁だったが、終漁期が遅く、 12 

月及ひ 1月は好漁であった。

B 日本海沖合

8・9月、大和堆北東漁場へ今までになく多数出漁し、活況を呈した。単位漁獲量が平年よ

り小さく現われているが、これは漁場が例年より近いので、 10トン級漁船が多数出漁したた

めで、ある。

C 津軽海峡

夏・秋とも平年を下廻った。しかし、小型船だけの下風呂地区では近年になく大漁であった。

同じ海域に根拠地がありながら、漁況の異なる原因は、海峡の漁獲量を大きく左右する大畑地

区大型船と下風呂地区小型船との漁場が異なるためである。つまり、下風白地区では前沖で操

業するが、大畑地区大型船は尻矢崎近海から太平洋にかけて操業するためである。

日本海と同じく、初漁期が早く終漁期が遅かった。

D 太平洋

夏イカは平年の 62%、秋イカは 35%と近年になく不漁で、特に、秋イカは大きく下廻っ

た。

他海域と同じく、終漁期が遅く、 12月には平年の 2倍近く出漁し、秋イカ盛漁期である

1 1月にほ X匹敵する漁獲をあけγこ。

W 調査の成果及び今後の課題

1 調査の成果

日本海沿岸へ春接岸する幼イカ資源量の多少及ひ魚体の大きさ、沿岸・沖合におけるスルメイカ

分布状況及び魚体ならびに生態、鮫場の秋イカの回遊、県下の海況及びスルメイカ漁況についてそ

れ相応の知見を得た。

2 今後の課題

今年度の調査項目をもっと充実して調査するとともに、漁況予報上、大型調査船による日本海全

域に亘る漁期前のスルメイカ分布状況を調査する必要がある。

- 49-



第 1図 昭和 47年度日本海スルメイカ漁場調査点

⑬ 
⑪ 

@ 
⑮ 

唱b

410 

⑪ 

@ 

⑫ 
信9

@ 

，10 c， 

1380 1390 

母事

⑪ 

大島

@ 

@ 

⑬ 

③ 

@ 

に(もー))久六島

200 m 

@ 

l ~ I 

-51~52-

N 

T.CO 

H10 



第 2図の 1 スルメイカ外套背長組成
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第 2図の 2 スルメイカ外套背長組成
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第 3図 スルメイカ標識放流及び再浦状況

r/ 

。ω.'H

σ 再捕月[::j(経過日数)

↓↓  
11月10日(27日)

10月末(約20日)
11月10日(22日)
11 Fl ，1 f1 ( 27日)
10月30日(22日)

小島

標識放流

17年 9月28

-10月19日

1 ;) 0足

C
3
 
5
 



第 1表 1 昭和47年度スルメイカ調査結果一覧表 (日本海)

調査船名 瑞鴎丸 " 
， a ， • 青鵬丸 ， 

航海次数 1 2 11 3 11 4 1 H 

年 月 日
47 

5. 24 
5. 24 

5. 26 5. 26 
6. 5 6. 5 

6. 5 
5. 23 ~ 25 ~ 27 ~6 

開始 h m 17. 50 21. 40 18. 50 21. 40 18.00 18 45 22. 30 
時刻

17. :~O 

終了 21. 10 ゴ1.00 02.00 21. 00 02.30 19. 30 21. 40 01. 30 

始位置 N 館swtTW1作2' 深NW/W1浦4' 
深
N1U浦6F 7 艦SW/1作S 5' 

艦作
権W/現う鯵NWヶ/沢予権SW/現予

s s 1u4' r 
E 

N 櫨作
終位置 W/S  8F 
E 

開始 170 m 85 100 310 450 200 
水深
終了 400 m 130 115 270 400 154 

天候 B B 11 C C F F F 

風向・力 NW2  WSW2  11 SW1 SW2  N3  N3  N 1 

海
気圧

ミリノLィレ
1， 018 1， 010 1，009 1， 016 1，016 1，016 

1，021 
11 . 

気
気温 16.0.C 14 9 16 13 

象
波浪 1 1 1 1 l 2 2 。
うねり 1 1 1 1 1 1 1 。
流向速 N 1. 5' N 1. 0' 11 N 0.7' N 0.7' N z' NWO.3' N l' 

oM 14. 2 .C 13.5 14.9 14.9 15.4 15. 6 

10 13.0.C J 3. 3 14.3 14.9 14. 7 
各
20 13. 1 .C 12.4 13.7 13.8 13. 9 

層 30 12.8 "C 11. 5 13.3 12.5 13. 1 

50 10.4じ 10. 8 13. 1 11. 3 12. 1 
水
75 10. 3 ( 9. 7 12.4 10. 7 

温 100 10.2じ 8. 9 10.8 10.4 10.6 

" 
150 10. 1 C 7. 1 8. 0 

。「
、ーノ 200 4. 9 6. 9 

300 1. 8 

漁 動力 3台 3 3 3 3 6 7 7 

具 手動 2台 6 6 6 6 2 

漁獲尾数 87尾 1， 050 40 530 1， 010 。 56 15 

操業時間 3.67時間 3. 17 2.67 2. 17 4.83 1. 50 2. 92 3. 00 

単位漁獲量 4. 7尾 36. 8 1. 7 27. 1 23 2 。。 217 O. 7 

魚 体 CII1 

他船 4隻 8 9 100 o 50 

備 呈、妥， 1 2 3 4 5 抗 7 8 

沿 S 139巳+ 1390 一歩 沿 -S 沿-8 沿 -N 沿-N j合-N

住備考欄の連番号l土第 1図の調査点、番号 沿-s二鱗作崎以南沿告漁場

魚体欄上外套背長分布幅、下モード '¥1390: 410 N以北 1390E以西
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， ， u g 東奥丸 ， 鋼 指

2 " 3 4 1 u u ， 

6. 7 6. 7 6. 23 6. 26 7. 28 7. 28 7. 29 u 
~8 ~ 24 ~ 27 ~ 29 

18.45 21. 55 18 40 18.40 19. 15 23 30 15. 00 18. 45 

21. 00 03. 30 03. 40 03. 30 22. 00 04. 30 20. 30 

艦 作 艦 作 鍾

NW/25 8' 深NW/2浦N 3' 
41. 01' 41000' 41013' 41029' 

s uf-t1s 6' SW/1S 7' 。
138. 54' 138039' 138021. 5' 138035.5' 

錨
NW/2W 作2' 11 u 

120 90 2， 000 

140 190 

B C C C B B C 

NW3  8 2 NNE2 NE3  -0  8E5 

1，005 1， 003 1，006 1， 013 1，005 1，005 

21. 6 24. 0 23. 8 23 1 

2 1 1 2 I 2 1 3 

1 。 1 2 1 1 2 3 

N O. 7' 

17. 2 16. 9 17. 2 18. 8 22. 4 2♀ 2 22 3 21. 8 

16.6 17. 1 18. 7 21. 40 22. 20 21. 50 21. 00 

14.7 16. 1 16.7 14. 20 13. 75 12. 15 10. 55 

10.8 13.7 15.4 7. 70 7. 15 7. 80 6.31 

14.0 11. 4 12.7 5.00 4.70 9. 50 3.49 

10. 8 9. 6 10.4 4. 19 3 68 2. 05 2. 45 

10. 6 7. 8 9. 0 2. 35 1. 80 1. 15 1. 95 

10. 4 2. 39 O. 90 O. 95 O. 95 

1. 12 O. 80 O. 62 O. 85 

O. 71 0.60 O. 78 

4 7 7 7 7 7 7 

7 

13 1，380 300 46 90 。 25 

10 5. 58 9. 0 8. 67 2.75 5. 0 1. 75 

2. 25 O. 6 21. <) 4. 9 2. 4 2. 6 。。 2. 0 

2lち1 角~ζ2。3 2I 0in~-乙2b3 2i 5i《~、， Z2R5〉 乙2り3《~、， z2t49 20 ~ 26 
O. 6 22 ~ 23 

20 。
日 10 ¥1 ¥2 n 14 15 16 

沿-8 沿-8 Li<Jに， ¥39 ""一予 ， 1390 " 1:l90 ~'， 1390 ホ .¥390 

沿-N:権現崎沖漁場 1390 → . 1390 E以東沖合漁場

← 139 0 41 0 N以南 1390E以西
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第 l表 2 昭和47年度スルメイカ調査結果ー覧表(日本海)

調査船名 東奥丸 /1 /1 

" 領 11 H 

航 海次数 :; ιP 3 4 11 11 

年 月 日
17 

8. 5 8. :J 8. 9 自己l 8. 22 8. ~:， 
7. 30 ~ 10 四~ つ】つ句 ~ 23 ~ ~4 

開始 。115 17. 15 21 45 19. 15 18. 50 17. 40 17. 30 
時刻
終了 0.1. 15 20. 25 23. :>0 05. 00 05. 30 05. 15 04. 55 

N 41021' -11004' 40055' 400:)7' 40" 45' 41004' 41 c 11' 

始位置
E 1:19000' 140000' 140003' 138050' 1 :，8023' 5 137046' 1380;)5' 

N 41 006' 40059' 40043' 1001(';' 41006' 41ι 1:1' 

終位置
E 140002' 14000.1' 138心5.1' 138027' 137047' 138035' 

開始 m 
水深
終了 n 

天 候 C C C C B B 

風向・力 WSW'2 S '2 S E 3 SW2  NNW2  NNE2  E '2 

海
気 圧 主リノιープレ 1.011 1.011 1，003 1. 009. 5 1， 014 1， 016 . 
気 温 24 2:， 凶】)'】〉 24 2:， 

気
波 浪 '2 3 1 .， 2 

象
う ね り 3 :ぅ 1 1 I 2 

流向速

OM  ~2. 2 oc 24. 3 24. 3 25. 1 ~4. 0 23. 4 2:，. 8 
10 22.00 2:， ~IO 23. 85 24. 30 23 70 23. 30 2:1. 70 

各 20 16.60 け-.'・3 勺i2臼 23. 53 18. 55 23. 70 23. 20 23 60 

層 30 1 L 9() 23. 15 23. 15 11. 50 19. 15 9. 60 11 RO 

50 6.49 20. 70 17. 10 7. 80 5. 80 3. 10 1. 10 
水

75 1. 30 17. fiO 15. 15 3. 7S 3. 25 2. 10 2. 20 

温 100 3. .10 15. 6:; L¥. 21 2.88 2 RO L 90 1. 8~ 

¥(  。Cーノ 150 195 12. 'i5 12. :;0 L 10 1. :1'2 1. 25 L 10 

200 1. 15 12. :¥5 1:;. :10 L 10 。り() O. 90 O. 72 

300 O. 85 O. 8;) O. 80 。70
漁 動 力 7台 8 R 8 自 8 F 

具 手 動

漁獲尾数 10R尾 -“ y 10 1，000 150 630 115 

漁業時間 3. 00時間 2ゎ7 1. 75 9. ~5 10.67 1 L 58 1 L 42 

単位漁獲量 4. 7昆 。l 。7
l:l " 

5. 3 6. 8 L 3 

魚 体 lR ~ ~~ cm 
19 ~お 18 ~ ~9 20 ~ 29 

21 ~ 24 21 ~ 2:¥ 22-2.1-.26 21-2佐一包7

2 他船 1~ 隻 日 。 。
備 考 liえ 19 :20 21 ~ :2:.2 23 

示、 1390 i8-N 母一 1390 モー 1:19 0 ホ"[;)9 j 

注備考欄のー述番号ば第 1図の調査点併号沿 S :炉作崎以南沿岸漁場、 沿-N:権現崎{'tl漁場

~'， Ll90: ，110 N 以北 139"E 以西、← 1390: cl10 N 以南 B90
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11 11 11 

5 11 n 

9. .1 9. 5 9. 6 
~5 ~6 ~7 

18. 05 18 50 17. 40 

05. 35 05. 45 05. 30 

41006' 40022' 40 016' 

139059' 13803げ 138 019' 

U 025' 40023' 40017' 

140008' 138030' 138025' 

165 

C C C 

WSW2  NW2  NE4  

1， 019 1， 021 1，020 

23 23. 5 

2 1 4 

3 2 3 

24.6 23. 4 23. 4 

24. 50 23. 00 23 25 

24. 20 22 90 22. 85 

24. 20 22.48 15. 40 

23. 40 7. 59 11 00 

17. 35 5. 55 8.00 

14. 20 3 40 5. 80 

10. 95 1. 50 2 75 

1. 05 1. 18 

O. 71 O. 90 

8 8 7 

445 1，920 1，800 

11. 50 10. 92 11. 83 

4. 8 22. 0 21. 7 

17 ~ 25 18 ~ 29 18 ~ 29 
19 ~ 21 22-'2.1-26 21 ~ 21 

4 6 

24 25 26 

沿 N モー 1390 モー 139

1390→ : 1390 E以東沖合漁場

E以凶

11 

11 

9. 7 
~8 

17. :J5 

05. 30 

40020' 

138009' 

40019' 

138021' 

C 

NNE5  

1， 016 

22 

4 

3 

22 8 

22. 40 

21. 40 

15. 45 

8. 32 

5. 76 

3. 35 

2. 90 

1. 85 

。76
7 

1， 870 

11. 92 

22.4 

18 ~ 29 
21 ~ 24 

27 

モ← 1390

H 11 11 11 n 

6 7 " 日 9 

9. 11 9. 1:， 9. 14 
9 21 

9. 25 
~ 12 ~ 14 ~ 15 ~ 26 

17. 15 18. 45 17. 00 18.00 17. 15 

00. 20 05. 10 00. 05 24 00 05. 15 

40024' 4005げ 40049' 40乙59' 40059'.5 

139046' 139019' 139021' 140000' 5 139046' 

40027' 5 40053' 40050' 41003' 41 o08~・ 5

139051' 5 139019' 139026' 140008' 5 139059' 

1，800 

C B BC B B 

NNE4  NNE3  ESE2  NW2  WSW3  

1， 015 1， 002. 5 1， 020 1， 008 

23. 4 17.0 19. 2 

3 2 2 1 

4 1 

24. 8 22. 2 23. 6 22.0 21. 6 

24.7 22. 4 23. 3 22 60 21. 55 

21. 5 22 2 22. 7 22. 60 21 45 

24. 4 20. 2 22. 3 22 90 2140 

20 3 9. 5 13. 5 22.35 17. 20 

14. 9 6. 8 6. 8 16. 30 14. 20 

13.95 3. 7 5. 5 15. 10 10. 15 

1. 5 2. 0 8. 80 7. 05 

1. 0 1. 4 6 90 3 70 

1. 25 

7 7 7 9 日

20 1， 750 :no 5 820 

7. 08 10. 42 7. 08 6. 00 12 00 

o 4 24.0 4. 2 。1 7. 6 

17 ~ 27 16 ~ 26 16 ~ 23 
20 ~ 22 20へグ 22 19 ~ 21 

28 つ9 30 31 32 

rH-S 1:)9~ 139己+ 沿-N 1390←挙
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第 1表 2 昭和47年度スルメイカ調査結果一覧表(日本海)

調 査 船 名 東奥丸 " " " " " 
航 海 次 数 10 11 " 12 " 13 

年 月 日 10. 19 10.20 
10. 20 

10.24 
10.24 

- 21 - 25 
10.26 

時 開 始 16. 30 01. 50 15. 4fi 16.30 22.20 16.10 

亥日 終 了 24. 00 05. 00 02. 00 21. 20 04. 00 21.00 

始位置
N 4e 02~ 5 41008' 410 59' 410 12' 4f 14' 4げ58'5 

E 139' 56~ 5 133" 57' 14d' 01' 139' 53' 13!P 56' 139' 47' 

終位置 N 41<> 13' 410 10~ 5 41008' 41" 16' 5 41" :.'0' 41" 03' 5 

E 14d' 04' 14d' 00' 14<1' 07' 13!f 54' 14<1' 02' 139' 51' 5 

水 開 始 260 220 490 250 12fi 

深 終 了

天 候 B B B C C B 

風向・ 力 N.EE1 NW2  N2  WNW2  S 3 SEl 
海
気 庄 ミリλール

1， 025 1，025 1，025 1， 020 1，025 . 1. 02~ 

気
気 温 17. ROC 15 18 13. 4 14.5 15. 6 

象
浪 浪 2 1 1 1 2 1 

う ね り 1 1 1 2 2 !_j 
T持 向 速

OM  19.2 20. 0 20. 0 16.5 17.0 19.3 

10 19.2 20. 0 20. 4 15.90 16. 3 19. 7 

20 16. 7 17. 4 20.3 15.8fi 17. 0 19.45 
各

30 16.8 17. 3 20. 0 15.80 15.80 19.60 
層

50 16.2 16.5 19.95 16. 15 15.80 19.30 
水

75 15. 2 15.0 18.82 12.20 13.00 17. 15 
温

100 13.5 13. 7 15.60 10.43 11.00 14.90 

150 8.9 9. 8 8. 80 8.40 8.75 

'" Y 200 7. 0 7. 5 6.85 5.00 7.32 、、_.
300 4. 90 5. 54 

漁 動 力 9台 9 9 9 9 9 

具 手 動

漁 獲 尾 数 410尾 410 250 30 。 10 

操 業 時 間 7.50時両 3. 17 10.25 4. 83 5.67 4.83 

単位漁獲量 6.1尾 14.4 2.7 O. 7 。。 0.2 

魚 体 18 - 26 18 - 26 16 - 24 
21 _ 23 cm 21 - 23 19 - 22 

他船 103隻 他船 60隻 他船 1隻

備 考 33 34 35 36 37 38 

沿-N 沿-N 沿-N 沿-N 沿-N 沿-N
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第 1表 3 昭和 47年度スルメイカ調査結果一覧表(日本海)

" " " 

47 11. 11 
11. 16 

11. 2 -3  

16.20 21. 30 16. 20 

19. 30 01. 30 18. 55 

410 05' 410 03' 41007.' 5 

13!P 58' 5 14<f 04' 13!f' 58' 

410 10' 410 03' 5 410 08' 

14(f' 00' 14(f' 08' 13!f' 59' 

270 160 

C R C 

W3  W4  NNE2  

1， 024 1， 024 1， 015 

16.6 15 13. 2 

2 3 1 

2 3 3 

16. 5 

18.8 19.00 17. 3 

lR 6 18.8 17. 3 

18.4 18. 4 17. 2 

18.4 18.4 17. 2 

18.35 18. 3 17. 2 

16.93 17. 0 15.4 

16. 8 16.95 12. 1 

15. 0 13. 0 

9 9 8 

3 。 8 

3. 17 4.00 2. 5R 

O. 1 。。 O. 4 

他船 100隻 他船 100隻

39 40 41 

治-N 沿-N 沿-N
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第三表 スルメイカ多項目調査結果一覧

月 日 漁 場 雌雄 担U 定 尾 数 平均外套背長 平 均 体 重

3 2 0 
櫨 作 主事 g 2 1尾 1 S 9 cm 7 9 {} 

SW  1つ ilJ1. 3 2 9 1 6. S 9 0 

5 2 2 
権 現 埼 g 2 7 1 6. 8 8 8 

NNW  1 1 i里 8 2 3 1 6. 1 8 6 

6 6 
権 現 埼 官 1 2 1 6. 3 7 7 

NW/N15浬 8 8 1 7. 3 9 0 

6 日
権 現 埼 平 2 9 1 9.4 130 

沖 色 2 1 1 9. 1 1 2 7 

b 1 0 
櫨 作 埼 官 3 0 1 7. 9 1 0 0 

SW/s 1 i浬 8 2 0 1 7. 3 9 2 

6 1 6 
王'-'ヨ， 館 ♀ 2 6 2 o. 2 1 5 9 

E 1 5 浬 8 2 4 1 9.5 1 4 9 

6 2 0 
権 現 t奇 ♀ 2 5 2 O. 1 13 1:¥ 

f中 色 りー υ え 2 O. 1 138 

6 2 1 
久 ノ~、 島 官 2 6 :2 1 9 202 

S/W  1 0注 色 2 1 :2 O. 8 174 

6 2 4 
櫨 作 主事 官 2 3 2 :2 6 240 

沖 色 2 7 2 14 :2 0 2 

円i 
櫨 作 t寄 2 2 5 :2 :2 7 222 

W/S  2 0浬 色 2 :; :2 19 209 

7 
権 現 埼 ♀ 2 3 2 12 175 

1 2 1九Y 1 5 i里 色 ワ】 ゥ 215 1 8 5 

7 1 9 
権 現 t奇 E 3 1 :2 16 187 
1九ア 1 2 浬 色 1 9 :2 O. 9 1 i 7 

7 3 0 
110 :2 1 ' N ♀ 1 9 :2 3 3 2 6 0 

1 3 9c 0 ti ' E 色 1 6 2 2. 7 :2 3 (; 

I 00 3 -; I N 官 :2 3 :2 3 0 223 
8 1 0 

1380 50' E 色 2 7 :2 2 9 2 4 5 

8 
410 04' N 2 2 3 :2 4 6 :2 9 4 

2 3 1 370 46' E 色 2 7 :2 4 3 3 0 1 

R 
4 00 2 0' N g 1 8 2 3 :2 262 

9 1 380 09' E 色 3 2 臼つ つ~ ・つd :2 2 0 

2 6 
4 00 5 9 I N ♀ 3 2 2 O. 3 150 

9 
1390 46' E 色 1 8 1 9 9 1 3 9 
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雌交接尾数 雄半・成熟尾数(尾雄成数執) 

。尾
1尾( 。尾)

。
1 。

。
。 。

。
。 。

。
。 。

。
2 。

。
。 。

2 
3 。

5 

2 。

1 

4 。

。
8 。

4 

6 。

7 

1 1 5 

4 

1 6 9 

1 0 

2 7 ( 2 1 ) 

1 0 

2 1 ( 1 4 ) 

2 
。 。

63 -



第3表昭和47年度スルメイカ漁況各要素

日 本 海 沿 岸 日 本 海 f中

月 出漁船数 漁獲量 単位漁獲 出漁船数 漁獲量

隻数 平年比 トン数 平年比 トン数 平年比 隻数 平年比 トシ数 平年比

隻 トン
5 月 1， 106 3.42 652 2.77 o. 59 o. 66 
一一 一 ==-=-

6 月 3，602 1 87 l守 753 1. 57 O. 49 O. 82 

一 一

7 月 2. 844 1. 41 1， 539 1. 45 0.54 1. 02 
一一 一

8 月 444 O. 33 159 o 14 O. 36 o 52 440 2. 50 975 1. 82 
一 一一

9 月 480 O. 33 122 O. 15 O. 30 O. 58 228 2. 02 1，057 1. 60 

一 一一

1 0 月 2. 033 1. 88 940 2. 30 O. 46 1. 39 

一 一一

1 1 月 696 1. 78 311 1. 97 O. 45 1. ~ 2 

一 一一

1 2 月 1. 394 3 07 535 3. 46 O. 38 1. ~8 

一 一 = 

1 月 1， 178 2.44 337 1 96 O. 29 1. 33 

一 一

夏 8. 476 l. 18 4， 225 O. 96 O. 50 o 81 668 2.31 2‘032 l. 70 
一----

秋 5， 301 2. 20 2. 123 2 38 O. 40 1. 18 

一一 ---

年一 13， 777 l. 44 “348 1. 21 O. 46 O. 83 668 2. 31 2守 032 1 70 
一 一

注・平年比は昭和 43年以後 5か年平均値との比。

ただし、日本海沖合については、昭和43年以後 3か牛平均値との比。
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メ口'-
津 軽 海 峡

太 平 洋
(下風呂)

単位漁獲 漁獲量 漁獲量 出漁船数 漁獲量 単位漁獲

トン数 平年比 トン数 平年比 トン数 平年比 隻数 平年比 トン数 平年比 トン数 平年比

14 4. 67 958 O. 96 7 O. 39 1 0.08 O. 14 O. 24 
一

172 2. 07 2.819 O. 65 2. 110 0.77 3，364 0.61 1. 59 0.98 

2.22 0.37 424 L 58 3， 888 O. 99 4， 279 1. 12 5，093 O. 95 L 19 0.77 
一 一

4. 64 O. 65 117 0.79 948 O. 57 992 O. 38 697 0.18 O. 70 0.58 
一 一 一 一

170 L 26 944 o 73 1， 415 0.61 786 0.23 O. 56 O. 51 
= 一

411 1. 83 1， 979 1. 14 2守 678 O. 46 2. 096 0.24 0.78 0.61 
一一

72 2 18 374 O. 72 1， 986 1. 92 1， 832 1. 53 0.92 0.81 

一 一一

l 5. 00 14 2. 00 8 O. 33 2 O. 10 O. 25 0.48 

3 04 O. 47 727 1. 45 8. 613 O. 79 7， 388 O. 80 9. 155 O. 62 1. 24 0.80 
一 一 一

654 1 67 3， 311 O. 93 6. 087 o 66 4. 716 O. 35 0.77 0.61 
一

3 04 O. 47 1. 381 1. 54 11， 924 0.82 13.425 0.73 13， 871 o 49 1. 03 0.74 
一

ニ=二 43年以降最大値 一一 43年以降最小値
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太平洋ス 漁場調査力イノレメ2 

的

従来のスルメイカ生態及ひ資源に関する研究を更に進めると共に 沖合の未利用漁場開発及び八戸

市における漁海況指導等を通じて漁業生産を助長し、漁家経営の安定に資する。

目

昭和47年6月~同年11月

本県太平洋沿岸及ひ沖合

世司

令内

1 

E 

技師

課長

技師

技師団

技師中

調査船:試験船瑞鴎丸

調査項目

(イ!海洋観測

(ロ)漁獲試験

料標識放流

相生物測定

(ホ) 漁船の聞きとり

調査方法

(イ!、(ロl、い)の各項目は従来どおり船上で実施し、相は東北区水産研究所八戸支所と共同で同所に

おいて実施し、(ホ)は、 8月 17 -1 0月31日の期間八戸市に駐在し1日につき入港漁船5隻程度

から漁況についての項目聞きとりを実施した。

秋

雄

昭

通

久

羽

加

光

信

邦

真

凱
一
村
田

赤

浅

十

2 

3 

調査期間

調査海域

調査員及び調査船

調査員:主

面11

4 

5 

果

昭和47年東北太平洋海域の漁況と海況第 1表及び第 1図は、我が国スルメイカの主産地である

太平洋北部海域(オホーツク海を含む)、日本海々域及び、太平洋北部海域の中の東北太平洋海域

の夫々について昭和 39年から 47年に至る聞の漁獲量変動を示している。

第 1図からわかるように、太平洋の漁獲量は 44年以前の年では圧倒的な量的割合を占めていた

が、 45年以降極端な不漁にみまわれて、極めて低い漁獲量水準を維持し、これと同時に日本海の

漁獲量が上位を占めている。

一方東北太平洋海域では、 37、38年及び 42、 43年の豊漁年に約 10万トンの漁獲量を示

していたのが、 44年以降次第に減少し、近年3年聞は 3-4万トンと著しい不漁に落込んでいる。

次に第2図及び第2表から東北太平洋海域を本県と岩手県に分けて、更に夏期と秋期について経

年変動を検討してみると、 44年以前の年は夏秋とも本県漁場における漁獲量が岩手県側より大き

く、特に前記した太平洋の豊漁年である 37、38、42、 43年の各年において顕著であった。

しかし45年以降は夏秋ともこの関係は逆転し、(4 6年夏期を除くと)特に八戸漁場における不

漁の程度が著しいことを示している。

次に本年の岩手県漁場と青森県漁場との聞に見られた漁況の顕著な相異について触れておく。
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• 

前記したように、本年の東北太平洋海域における漁獲量は 35.0 0 0トγで、近年の低い漁獲量

水準を保っているが、その中味は青森県側 14，000トン、岩手県側 21.000トンから構成され、

前者が過去 5ヶ年平均の 50%だったのに対し、後者はそれを上回っている。このように同じ東北

漁場内の隣接海域間において著しい漁況の相異が見られた原因を考察する手がかりとして、漁況の

推移と海況との対応を考えてみる。

第3図は、本年及び昨年夏期の 10 0 m層における水温分布を示したもので、昨年の場合襟裳岬

東側を南下する親潮は、 40官、 144.5官付近に中心をもっ黒潮系暖水塊の東西両側を通り、西

側の分校は 400N付近で最も岸寄りとなり、このため艇崎以北の岩手県沿岸域は低温にみまわれた。

一方本年の場合、襟裳岬東{目uを南下する親潮は東北沿岸には余り接近せずに主流は南東に転じて、

はるか沖合を南に延びている。そして、黒埼から従崎にかけての海域は黒潮系暖水塊の接近で、昨

年とは逆に近年にない高温にみまわれた。海況からは、以上のような岩手県側における特徴がみと

められるが次に、本年の漁況の推移を述べると、岩手県では6月中旬に漁が始まって以来漁況は次

第に上向き 7月中旬にピークを迎えた。一方青森県では 6月中旬に初漁があったもののしばらく

漁況は不振を極め、 7月中旬になってから漸く本格的な群の来遊をみとめ、その後次第に漁況が上

向き 8月上旬ピーグとなった。この間に見られる漁期のズレは、この海域の夏期の群が対馬暖流系

又は黒潮系の二つに大きく分けられるとするなら、先の海況と考え合せると、本年の夏期の群が近

海の黒潮分派を経て北上してきた群であることを物語るものであることが、ほぼ間違いないであろ

う。岩手県の夏イカ漁獲量は 11， 500トンで平年を下回ったものの昨年(6.800トン)を大き

く上回ったのに対し、青森県(八戸漁場)では 9.200トンで、平年及び昨年を下回った。

次に南下群の場合、青森県では 11月上旬から散発的に群を捉え、漁況のピークは 12月上旬に

あったが、岩手県では早々と 10月上旬から南下群の来遊を捉え、漁況のピークも 11月上旬に迎

え、青森県より 1ヶ月早く漁況は推移していたようであるが、ピーグの後も 12月中頃まで順調に

推移した。

魚群の密度も青森県で薄く、岩手県では近年としてはやや濃密であった。

漁獲量は青森県では 4.7 0 0トン(平年比35%)岩手県では 9.600トン(平年比 11 5 % ) 

で、夏漁期と一致した両県の相異の傾向が、ここでもみられた。この現象が、夏期の場合北上期の

イカの来遊と環境との聞に成立する関係をもって説明したのに対し、秋期の場合必ずしも環境との

強い対応が考えられず、従って何を意味するかと云う点、については、スルメイカの生態から考えね

ばならなL、。即ち、夏期にこれら海域に来遊したスルメイカの大半は北上せずに付近海域に滞泳し

ており、本年の場合漁獲対象となった大部分の群がこれら滞泳群で占められたため夏期の漁獲量水

準がそのまま岩手県と青森県との配分に結びついたと考えられる節がある。
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第 1図海域別スルメイカ漁獲量経年変動

八戸
夏イカ漁獲量

3 

‘P 
M 
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八戸
f)¥ィヵ漁獲量
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手
県

2 

1-1 

S 37 :l計当9 40 41 42 43 44 45 46 47年

第 2凶 東北太平洋海域の漁期別漁場別漁獲量経年変動
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第 1表海域別スルメイカ漁獲量経年変動表

単位:千トン

[三31 日本海 太 平 洋

北海道本州 計 道 東 津軽海峡・道南 東 ~t 計

S 37 25 239 65 1 1 5 4 1 9 

38 49 2 1 9 84 90 393 

39 29 4 1 70 63 52 45 160 

40 40 39 79 2 1 4 39 69 322 

4 1 33 48 8 1 1 35 47 83 265 

42 38 43 8 1 236 62 97 395 

43 64 53 1 1 7 329 7 1 95 494 

44 23 65 88 221 59 59 339 

45 55 1 3 2 1 87 87 55 38 1 8 1 

46 50 1 3 3 183 4 1 56 30 1 27 

4 7 54 1 7 5 229 88 59 35 182 
」一一L 」 ー

島
府
計

~
I
A口

森
1

の

青
根
県

後
萌
所

、
留
支

山
、
谷
一
計

檎
志
宗
合

考備

岩
5、要
計

港
主
合

戸
県
の

八
手
港

日
畑、大

振
、
胆
庁
計

、士又
A
口

島
、
の

渡
高
港

路
走
戸

釧
網
八
計

勝
室
庁
合

十
根
支
港

資料:日本海区、北海道区、東北区八戸支所 各水産研究所及び関係道県水試

第 2表 東北太平洋海域の年別、漁期別漁獲量表

単位 100トン

口約: 夏イカ(5 - 9月) 秋イカ(1 0 - 1月)

岩手県青森県 計 岩手県 青森県 計

S 3 7年 1 30 325 455 304 39 1 695 

3 8 1 5 8 222 380 1 63 355 5 1 8 

3 9 1 00 1 7 7 277 1 9 1 54 1 7 3 

4 0 1 8 7 266 45乃 99 1 4 1 240 

4 1 1 46 243 389 1 9 7 247 444 

4 2 20 1 350 551 1 26 29:2 4 1 8 

4 3 277 291 568 60 320 380 

4 4 1 3 1 1 86 3 1 7 98 1 7 6 274 

4 5 1 3 3 65 1 9 8 1 1 6 69 185 

4 6 68 108 1 76 73 4 7 120 

4 7 1 1 5 92 207 96 47 1 4 :1 

※ 岩手県:久慈、宮古、山出、釜石、大船渡各港計

青森県:八戸港
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第 1図東北海区の海況図

第 3表 昭和47年東北太平洋海域におけるスルメイカ漁場別旬別漁獲量表

岩手県:宮古・山田・釜石・大船渡の 4港計

2. 試験船調査結果

試験船の調査は、 10漁期前漁場一斉調査、 B) 八戸近海漁場調査、 C) 夏期沖合漁場調査

D) 秋期共同調査 の四つに区分され、この中.A)と D) は、北水研、東北水研八戸支所及び北海道、

岩手県各水試との共同調査として実施し、 B)とC)は本県の従来からの継続調査として実施したが、

その概要を以下に記す。
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10漁期自ij漁場一斉調査

この調査は、東北太平洋海域の漁期前におけるスルメイカ来遊資源量の評価を行¥"，漁況予測

の精度向上をはかることをri的として行ったもので、本年度はその第 1回目として、北水試、東
北水研八戸支所、青森県、岩手県水試の 4機関が調査にあたった。これの総括的報告は5.JIJ途行わ

れるので、ここでは、当水試資料と結果の概要に少し触れておく。

当場調査船端鴎丸は、 2、1図に示した海域(141 0 E以西海域)におし、て操業した結果、

第 4表tこ示したように 7点、で合計 206足のスルメイカを釣獲した。調査点の中で相対的ι漁獲

の多かった点は F1、F6、F7の各点で、夫々 70 ~ 7 6尾釣獲した。これと逆に少かった点は

F2、F3，F4 の各点で、 F5はその中間の j6尾であった。各点の調査時間は、何れも夜間

1 ~ 2時間で、調査地点と当時の海況との対応では、 F1、F2が親潮域内、 F4、F5の2点

が津軽暖流域、 F3， F 6、F7の各点は黒潮系暖水塊と親潮との潮境域にあたっていた。これ

らの関係から、スルメイカの分布は津軽暖流域側よりも黒潮分派域側にやや多いように見受けら

れたが、明かではなし、。

各点で漁獲されたスルメイカの外套背長組成は 2. 5図に示したが、北側及び西側ほど魚体は

小型であった。

昭和47年 スルメイカ漁期前調査結果

111 E 112 E 143E 144E 115E 

42N 
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第 21図瑞鴎丸調査海域図
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第 4表 漁獲試験結果表

S T No. F 1 F2  F 3 F4  F5  F6  F 7 

月 日 6. 13 6. 17 6. 18 6. 23 6. 24 6. 24 6. 24 - 25 

操 業 21. 30 21. 15 01. 30 19.00 00. 20 18 40 23 00 

時 刻 22 30 22 15 03. 25 21. 00 02. 20 20. 40 01. 00 

N 41. 25 41. 25 41. 25 41. 00 41. 00 40. 31 40. 31 

位 置
E 143. 00 143 30 144. 00 142. 00 142. 30 143. 00 142. 30 

水 温 。 11. 4 12. 6 15. 5 14. 2 15. 0 14. 8 13 6 

2 0 10. 65 11. 48 15. 49 12.7 13.7 12. 1 11. 5 

5 0 7. 27 7. 36 10.62 11. 8 12.4 10. 2 9. 0 

100 5. 65 4 55 8. 99 10.6 10. 5 7. 9 7. 7 

漁 具 数 5 5 5 6 6 6 6 

漁獲尾数 70 I 2 11 46 70 76 

体長範囲 11 - 15 12 5 
12. 5 

14ー 16 13 - 19 13 - 19 13ー 18
16. 0 

壬 ド 13 15 15 16 15 

イ カ 20 10 

ツメイカ ツメイカ

3尾 9尾
( 24、26 (16 ~ 2 

27 cm ) C飢)

備 考
サンマ 中、小サ
小サバ パ多数浮
浮上 上
小イカ
5. 6cm-

7. 3 

- 72ー



第 2、 2図 漁獲試験地点、付近海域における水温イソプレツト
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第 2、 5凶 保業地点毎のスルメイカ外套背長組成図
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B) 八戸近海漁場調査

従来から持続しているこの調査の結果、巻末に外套背長組成表及び漁場調査結果一貫表を示し、

説明はここでは省、く。

O 夏期沖合漁場調査

この調査は、近年の三陸沿岸漁場の不振に鑑み、当場が独自で沖合漁場の開発及び沖合北上群

の生態の究明を目的として、毎年7丹中~下旬に実施してきたものである。本年度は 2年目にあ

たり、 7月下旬、襟裳岬南東海域で 4回の操業を行い、 19.831尾の漁獲で、この中1， 550尾の標

識放流を行った。

調査結果の概要を第 5表に、また調査航跡図及び操業海域の50机層水温分布を 々 2.6図及び

2. 7図に示した。先づ操業海域の海況を見ると、襟裳仰東側を南下する親潮は、襟裳岬で東西両

側に分れて一方は南西に延び他は南東に張出している。

南西に延びる第 1分校は津軽暖流(西側)及び黒潮分派(東側)と接し、第 2分校は両側を黒

潮分派に固まれて南東に延びている。今回の調査点はこれを分村の分かれ目付近海域で、東西両

側にあり、町、 F.、が津軽暖流域と親潮按との潮境域に位置してい7.--のに対し、 F，、 F.

は黒潮北上分派の北側親潮域内に位置している。

漁獲試験の結果FI F2 倶uでは 1時間 1台当り漁獲尾数 10.3尾及び 5.4尾で、 F.F.側では

114.5尾及び 119.1尾となって、 FI F.側海域即ち津軽暖流域側では漁獲が少くにF. F.の

黒朝分派北側海域で漁獲が多かフた。

各調査点の外套背長組成は 2.8図のとおりで、 F.が僅かに他の 3点と異る組成を示している

ことのほかは、全調査点ともモードは18cmの同一であった。

今回の標識放流の結果を2.9図に示し7こ。再捕率は 0.4%で、過去(4 5年)に実施した結果

( 1.0 % )より遥かに低かった。
移動を見ると、再捕された 6尾の中 4尾が道東で再補され、 1尾が調査海域付近で、残り 1尾

は尻労沖で再捕された。再捕に至る日数等から考えて、 45年の沖合調査結果と閉じように、青

森県太平洋沿岸漁場に移動する群があることが確認された。

しかし今回は道東沿岸漁場での再捕が多かったことから、群の大半は北上したものと考えられ

る。

42N 

S 47. 7. 28 
7. 31 

41N 

-ー、、

八戸¥ ¥ 

第 2.6凶 sfj和 47年度太平洋沖合スルメイカ漁場調査航跡図
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第 5表 スルメイカ調査結果概要表

定 d点 名 F， F2 F3 F. 

月 日 4 8. 7. 2 ~ 7.28-29 7.29-30 7.30-31 

時 刻 19.00-22.00 2 3. 0 0 - 0 3.3 0 1 9.0 0-0 3.0 0 1 9.00-0 3.30 

位 開 始 410 44'N，141' 10'E 410 3~'N ， 141' 12'E 410 50'N.141' 36'E 410 43'N ，141' 34'E 

置 終 了 41046'N，141' ll'E 410 39'5N，141' 09.5'E 410 4~iN ，14 ;f' 37'E 410 42'N，141' 34'E 

漁、 動 カ 8台 8ムCJ 8台 R台

7目て 手 動 2台 2台 2台 3台

5 0 M 水温 7. 0 6. 7 3. 0 3. 2 

漁 スルメイカ 3 0 8 2 4 2 9. 1 5 8 1 O. 1 2 2 

獲 ツメイカ 。 。 1 
尾
数 計 3 0 8 242 9. 1 5 8 1 O. 1 2 3 

1 0.3 5. 4 1 1 4.5 1 1 9. 1 

漁1時間獲 1台尾当数り 7 6尾 放 流 194尾 放 流 698尾放流 582尾放流

そ の 他 傍 表 岬 襟 表 岬 襟 .呈長 曲甲 襟 裳 岬

8W/8 ";'8 8/wfw S E2E  SE3s  
備 考 4 4 

9浬 1 6浬 1 6. 5浬 2 0浬

147E 

ヰ~43N

42 ¥'1 

41 N 

''1-

40 N 

147 

第2.7図操業海域及び海況凶

-78-



号ら
40 

30寸 F， 
N 二 102

20 

10 

t 

14 16 18 20 22 24 c宵I

ヲる

述。 F含

~ N=62  

己0

10 



亙
選
位
一
円
帆
ヤ
構
v匙

図
?
N
m
m

zo写

Z
O
N
マ

- 80ー

口

同

唱

ザ

刊

。

Z
0
3
 



D) 秋期共同調査結果

この調査は、北部太平洋沖合域を南下するスルメイカ群の回避機構を明らかにするための向う

3ヶ年継続調査の初年度として実施したものであり、北海道立釧路水産試験場、同函館水産試験

場、青森県水産試験場、岩手県水産試験場の四機関による共同調査である。

(1) 本年度は、昭和 47年 10月 17 - 2 5日の期間 390- 44。、 10'N、 1410 40'-1480 301E

の海域で海洋観測 92点、漁獲試験 24点、生物測定 201尾の調査を実施した。

(2) 漁獲尾数の合計は 691尾であるが、この内訳はスルメイカ 356尾、アカイカ 317尾、ツメ

イカ 16尾、スジイカ 2尾で、スルメイカ 356尾のうち、沿岸大陸棚上の定点(9点)において

279尾、沖合水域(1 5点)において 77尾夫々漁獲した。

(3) スルメイカの分布は、全体に稀薄であったが、 149.50E(4350N)、 147.30E ( 41.50N )、

14 3.5"E ( 410N )の三つの海域において相対的な分布量は多かった。

(4) 上記のスルメイカ出現海域は、親潮南下分校の輸の位置とほぼ一致していた。

また、スルメイカが全く出現しなかった海域は津軽暖流域及ひザ黒潮系暖水域の内仮IIで、これらの

海域にはアカイカが出現し(特に津軽暖流域に多かった)、スルメイカとアカイカの出現海域にお

ける環境条件が対象的であることを示していた。

(5) 関連して太平洋沿岸域における 47年秋の漁況について検討してみると、道東では漁獲量は過去

5ヶ年平均を下回ったが、 9月下旬をピークとしてしばしば好漁が見られ、ここ 2、3年の中では

来遊量水準は高かった。同様に、道南海域では 10月下旬以降 11月末まで断続的ながらも好漁が

続き、青森県大畑港及び北海道渡島支庁管内とも昨年の漁獲量を大巾に上回り、道東海域における

来遊量水準を反映していた。

一方、東北太平洋の八戸近海では、昨年同様漁況は極端に低調で、過去らケ年平均の 4分の 1程

度の不漁に終ったのに対し、岩手県では 11月上旬以降やや濃密な南下群の来遊があり、岩手県主

要五港の漁獲量は、過去5ヶ年平均を上回る好漁であった。

昭和47年八戸近海漁場におけるスルメイカ外套背長組成表

恥ミ1 7 9 

3 6 12 18 21 1 7 20 26 

120m 1 1 

13 

14 

15 3 3 4 1 

16 8 20 6 1 7 1 2 

17 21 32 23 9 10 2 6 

18 23 22 30 21 20 1 1 17 

19 12 4 20 27 23 4 1 2 34 

20 17 3 3 15 15 21 4 5 27 

21 5 2 5 4 55 7 26 12 

22 34 7 31 2 

23 1 1 1 12 6 20 

24 11 10 9 

25 2 5 5 2 

26 4 2 

27 1 

89 il6 90 80 80 140 50 100 100 

備 サメ角 " " " " " " " 4005915 
NE/E NNE NE/N NNE SE/E E ENE NE 1390461 
20浬 17 17 18 25 19 17 18 

考 170m 100 

性 ♀ 

比 会

81 -



%ぅ

23 

20 戸 l
4 i I 3 

→ナメカト NE/〆E 2 01里
10 -l 

N=89 

' z 
11 32 20 22 24σπ 10 12 

30 

20 .J 
4 7 i 6 

サメカド NNE  1 i浬
10 J 

N=86 

'22 2.1 

30 

f九 4 7 円d 1 2 

サメカド NE/N  1 7 i里

N ニ 90 

10 

30 

LO 

ハリー

:，0 

2() 

ハリー

10 12 14 16 18二戸 20
L I 

つつ
】レ

ハV1
 

2:， 

111 

)~ f 11ιJt ;J..イカ外会背長組成凶

:-¥2 

24 

.j 7 1. 1 8 

サメカド NNE  18浬

N = 8 0 

.j 7 

十メカト S E E 2 5 im 

N c 8 11 



(日 本海)
(太平洋)

1日

4 7 1 0 1 9 
「

権現埼f中
2向

riTh 
Nτ100  鮫N角fE日N() E20 

10 1() 

三11 ~5 

CE 

iil 
111 

'11 

11) 

」
どり 2己 込o

ス Il メイカ外套背長組成凶

句。
1 7. 1 O. "IJ rE 

うIi

:.!() 

111 

fh 

て~

1(1 

~ {J 

lrr 

権現崎f中
30 ~ N.~ 1 0 0 三4

20 

10 

~n 

日() つ5

1，. 1 0 h 

鮫角 E:¥E eO 

ト" :=i 1¥ 

:，!;j 

♂斗一
1，. 1 (1 計

八)1 i中

:¥ -') Ii 

¥i 



%1 
11月 13日

30→ 

件

20 22 

% 
30.....， 11月 17日

20 

10 

八戸近海スルメイカの外套背長組成図

資料:東北水研八戸支所

斗ナメカト EN E 18' 11月 25日

N = 130 

円
20 

10 

目
24 26 28 30 32 20 22 

92 

八戸沖 11月 27日

N二 300

20 

10 

サメカド E/N20' 

N=  170 
48 

同 1 1 1 
I--! 

24 26 28 30 :12 

八戸j中

N = 500 

20 22 24 26 28 30 :12 20 22 24 ~6 28 30 32 

12:1 48 
11月 24日 11 11月 28日

~ = 390 
水深:JOO- 600 m 

:w N = 150 

10 

11 作ぃ 「「 「寸
20 ワ2 24 26 28 10 32 20 .)リ :'>4 26 28 九0 :12 

- H4ー

.. 



昭和47年度 八戸近海漁場スルメイカの外套背長組成表

孟誌と
1 1 

1 3 1 7 2 4 2 5 2 7 2 8 

1 1 cm 

1 2 

1 3 

1 4 

1 5 

1 6 

1 7 

1 8 

1 9 

2 0 (15) 2 

2 1 (1 5) 2 (0. 2) 1 

2 2 (5 4) 7 (0. 3) 1 (10) 4 (1 2) 2 (1 0) 8 

2 3 (16.2) 21 (3. 3) 10 (5.6) 22 (6. 5) 11 (3.4) 17 (5. 3) 8 

2 4 (26. 2) 34 (127)38 (25.4) 99 (112) 19 (16.8) 84 (14. 0) 21 

2 5 (26 2) 34 (28.0) 84 (315)123 (28. 2) 48 (30.4)152 (32.0)48 

2 6 (20. 0) 26 (30.7) 92 (22. 6) 88 (23 5) 40 (282)141 (29.3) 44 

2 7 (3 1) 4 (17.3) 52 (9 2) 36 (19.4) 33 (14 0) 70 (14.0) 21 

2 8 (6 7) 20 (4 1) 16 (5 3) 9 (3 8) 19 (3 3) 5 

2 9 (1 0) 3 (0 3) (2 9) 5 (2.0) 10 (2 0) 3 

3 0 。(0 6) 1 (0 2) 1 
3 1 (0 3) I 1 

3 2 1 

Total 130 300 390 170 500 150 

サメカド 八戸沖 サメカド 11 八戸沖 サメカド

ENE ENE E/N E 

備 考 18浬 20浬 20浬 25 - 30浬

深 200m 深 300-

600 m 
」一
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第l表昭和47年度スルメイヵ調査結果一覧表

調査船名 瑞鴎丸

航海次数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

年 月 日 S 47. 
7 4 6-7 7 - 8 10 - 11 11 - 12 12 ~ 13 18 9-20 6.29 3-4 

時 開 始 16.00 18.00 18. 3 18 30 18. 30 18.40 18. 20 18.40 19.00 18. 40 

刻 終 了 21. 10 01. 30 22. 2 02.30 02.00 02.00 02.00 01. 00 23. 00 01. 00 

置始位
N サメNカEド

11 11 11 " '1 " 11 

N1E8A浬4 
" 

NE  
NP語 NN  浬E NE1 /7 下浬4 NE1 /7 叩浬 NE1/8浬N NE  NNE 

E 1域里 18浬 17 18浬 17浬 禽

位終置
N →ナメカド " 

NN  浬E 1N 9浬E 
E 13 

水 開 始 160m 150 170 130 140 140 155 137 170 145 

深 終 了 145 120 100 150 

天 候 b c c、f c b c E b c c c c c 

海 風向・力 S E 1 SE2 SE2  SW2  S羽T2 SEl SE2 SEう SW3 SE2  

気 圧 1， 010 1， 014 1， 009 1，000 1， 007 1， 007 1，009 1， 011 1，010 1， 012 . 
気 温 17， O'C 16.0 23. 0 22.0 20 0 18，0 18.0 19. 0 23. 0 23. 0 

気
波 1良 1 1 1 1 1 2 1 1 

象 うねり 3 2 2 1 2 2 2 2 2 2 

流向速 S 0.8 S 0.8 S 0.5 NE  0.3 

OM  15. 1 15. 9 17. 5 18.9 17. 6 17. 1 18. 1 18 0 19. 6 18.2 

1 0 13.4 15. 1 14.8 14.8 16.8 17. 4 17. 0 17. 1 17. 8 

各 2 0 13.2 14. 1 14 4 14. 3 13.9 14.2 15.0 16. 1 17， 6 

層 3 0 12.8 13.8 13， 2 13. 3 12.6 13， 7 12.7 15. 2 175 

水
5 0 1]， 8 12.9 11.8 12.0 1]， 4 11. 4 11. 2 14. 9 16. 3 

7 5 10. 9 10. 6 11. 1 11. 5 10.6 9.7 9. 7 14.2 15. 8 

温
100 10.7 10. 3 11. 1 10.4 8. 9 8. 8 8， 6 13 8 15.6 

r-.. 
。C 150 
¥、J

2 0 0 

300 

漁 動 力 6台 6 6 6 6 6 6 6 8 8 

具 手 動 。 4 。 6 6 6 6 6 4 4 

漁獲尾数 52尾 2，070 35 35 3. 390 7， 420 1， 350 5，430 。 40 
操業時間 5.2 h 7. 5 3. 8 6， 640 7. 5 7. 3 8， 7 6. 5 4. 0 6， 3 

単位漁獲量 1.7尾 27. 6 1. 5 8. 0 37. 7 84. 7 17. 8 69.6 。 O. 5 
漁 体

14 cm 90尾入 9蝿入68100尾入3090尾入81 90尾入 90尾入
( 160'111) 130 " 4 130尾入 3130 リ 1 ( 17ι咽) 59箱

23箱 7'2箱 33箱 82箱 15箱 120尾入

備 考
ドナノミ群多 1箱

八戸近
F、

11 1/ " " 11 11 '1 " " 海

- 86ー



11 12 13 14 15 16 

21 - 22 24 - 25 25 26 - 27 28 28 - 29 29 _ 30 30 - 31 31 8.3- 4 

18.40 19.40 18.40 18.00 19.00 23.00 19.00 19.00 17. 30 17. 40 

02.00 01. 30 23.00 02.30 22. 00 03.30 03. 00 03.30 01. 00 

を， 1/ を， " SエW/リs『9-.岬浬s " 
電，

S E 2J61浬S 
サメカド 11 

S E2/5浬E 3S 5浬E 
SE/E NE/E  Sパ11 SE~E NE  ENE  
29浬 20浬 16. ~浬 22浬 17浬

4f 45' 41' 39' 41049' 41042' 

143' 1ぴ 143' 11' 143" 36' 143' 34' 

140 180 220 155 122 160 192 190 205 125 

220 260 110 150 230 210 120 

f c c b c b c C、f b、c f c 

SE3 SE3 SE3 ESE2 NE2  NEl  E2  W3  SW3 

1.012 1， 017 1， 015 1， 015 1.010 1.010 1. 008 1， 009 時 1. 004 

21. 0 21. 0 20.0 24. 0 17. 0 17. 0 イヒ 23.0 

2 2 2 2 1 2 2 の 2 

3 3 3 3 1 1 1 た 3 

NE  NWO.4 N NNE  め

18.8 18. 0 19.4 19. 1 17. 4 17. 8 16.7 16. 6 中 19.2 

18.6 17. 8 19. 3 18.3 17. 3 17. 7 13.0 12.7 止 18. 8 

16.8 17. 1 15.3 17. 3 13.6 12.5 8. 1 7. 7 15.3 

15. 7 16.4 14.4 15. 8 11. 1 7. 1 6. 1 5.8 14. 5 

14.4 14.5 14. 2 12.4 7. 0 6. 7 3. 0 3. 2 12.1 

12.9 13.4 12.4 11. 5 9. 4 8. 5 3. 6 3. 7 11. 1 

12.5 12.8 115 10.9 6. 4 8. 3 3. 2 3. 5 10.9 

3. 6 3. 4 

3. 1 

8 8 8 8 8 8 自 8 8 

4 4 4 4 2 2 2 3 4 

11， 600 2. 080 56 2. 960 308 242 9. 158 10. 122 

7. 3 5. 8 4. 3 8. 5 3. 0 4. 5 8. 0 8. 5 7. 3 

132.4 1.1 1. 1 29.0 10. 3 5. 4 114.5 119. 1 83. 1 I 

80尾入 80尾入 80尾入 80尾入 80輯入 90尾入 90尾入 65尾入

145箱 26箱 37箱 4箱 3箱 101籍 106箱 112籍
小サバ群 小多+バ群 76尾放流 80尾放流 制尾放流582尾放流 ゴンドウ鯨
多い ¥，(10-

八戸近海
障泳

11 11 11 12cm) 1/ 沖 合域 11 1/ 11 11 
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調査船名 瑞鴎丸

航海次数 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

年月 日 47. 8 6 11 18 22 24 ~ 25 25 --26 27 29 4~5 

時 開始 17. 50 18 50 18. 00 17. 40 18 00 18 00 18 00 19 10 • 18 00 

亥リ 終了 01. 30 20.00 23. 00 0130 01.30 23 10 

N サメカド fI fI fI I! I! I! fI fI 

始位置 E N 浬E NE24パ浬司 EN  浬E E N 浬E E N 浬E E N 浬E E N 浬E NE/品NE/E  
E 17 22 19 19 21 20 20 20浬

瑚

N サメカド

終位置 E 
E 17浬

水 開始 120 260 220 160 150 205 195 150 180 

深 終了 160 

天候 C bC C b C C C 

海
風向力 SW  2 SW  2 E 3 SE  2 IS 2 IN 2 

気圧 1， 009 時 時 1，012 1， 014 1， 015 1， 001 1， 010 時. 
気温 22.0 イヒ イヒ 26. 2 210 19 0 23 0 210 化

気
波浪 1 の の 1 2 2 1 2 の

象
うねり ワーd Tこ fこ 2 2 3 2 2 Tこ

流向速 S め め め

OM  210 中 中 23.6 22.8 21 1 21 3 20. 9 中

10 20.4 止 止 212 22 8 210 :213 20. 4 止

各 20 15. 7 18.8 22. 9 213 21 0 19 2 

層
30 12 7 17. 1 22 9 21. 1 20. 8 1 S. 4 

50 10 2 15. 5 20. 7 18.5 18. 5 1 j 4 

水
75 10 9 13 6 17.3 17. 7 15. 4 12 0 

温 100 9. 4 10.9 14 8 16. 1 13 4 12 " 

{'c) 150 

200 

300 

漁 動力 8 8 8 8 8 8 

具 手動 4 4 3 3 4 3 

漁獲尾数 2‘860 。 27 6， 065 4， 320 ~30 

操業時間 7. 7 2. 3 5 0 7. 5 7. 5 3 5 

単位漁獲量 31. 0 。 O. 5 73 0 48. 0 3 4 

魚 体 65尾入 65尾入 60尾入 60尾入

44箱 小サバ. 101箱 72籍 2箱

備 考
イルカ群

サバ群泳泳

八戸近海 fI fI fI I! fI I! I! fI 
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26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 

30 - 31 31 9 3 4 12 21-22 22 25-26 26 27 - 28 28 - 29 

17. 30 1800 18 00 17. 30 18 00 17. 00 17. 40 18. 00 17 30 17. 40 1 i. 30 

o. 30 23 30 2130 2130 20.30 23 00 19. 50 01. 40 21. 00 o. 00 。。。
11 11 If 11 11 11 11 11 11 11 11 

E / N E ENE  ENE  NE/N NE  ENE  ENE  ENE  E N E E N E 
20浬 19浬 20浬 15浬 14浬 17浬 20浬 20浬 19浬 20浬 19浬

サメカド

E/浬N 
22 

170 170 155 105 100 140 145 170 150 145 

200 130 

C C C C C b C b C C 

E 1 E 1 SE2  SE4  E 3 NNW2 ESE3 NW2 U唱W3 E 1 

1， 009 1， 009 1，019 1， 019 1， 019 1， 019 1，017 

23 0 22.0 22 0 22 0 18. 0 22. 0 210 18. 0 18. 0 20. 0 

1 1 1 2 2 1 2 1 2 1 

2 2 2 3 3 2 3 1 2 つ“ 

SE  

19.9 20.4 20. 6 217 21 3 20.9 20. 8 20. 6 20. 2 20. 5 

19.8 20. 0 20. 2 21 7 214 21 0 21. 0 20. 8 20. 2 20. 6 

18.8 18. 3 18. 8 21 4 214 21 0 21. 0 20. 9 20. 3 20. 6 

16. 9 17. 1 16. 5 20 6 19.9 20. 2 21. 0 20. 8 20. 2 20. 6 

12 2 12.7 13. 9 16.9 19.8 19. 6 18. 9 20. 8 19. 9 20. 6 

9.4 9. 5 13 1 14.5 15.7 15. 7 15. 3 15. 8 15. 5 15. 5 

10. 5 7. 5 118 12.8 14 4 13.6 14.4 14. 3 13. 8 

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

3 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

480 660 7 15 11 330 l 5， 280 2 7 165 

7. 0 5. 5 3 5 4.0 2. 5 6.0 2. 2 6. 7 3. 5 6. 3 6. 5 

6. 2 10. 0 0.2 。.3 O. 4 5 0 。71.6 o 1 O. 1 2. 3 

60尾入 60尾入 55尾入 55尾入 55尾入

8箱 11籍 6籍 96箱 3籍

ゴンドラク

ジラ群泳

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 
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調査船名 瑞鴎丸

航海次数 37 38 39 40 41 42 43 

年月 日
47.10 2 5-6 6 - 7 8 - 9 9 18 19 19 - 20 1 

時 開始 18. 00 17. 10 18.00 17. 30 17. 20 18. 20 17. 00 16. 15 23 00 

亥日 終了 23.00 0.30 O. 00 01. 30 19.40 19.00 18. 30 01. 00 

N サメカド ，/ 1/ " " " 40
030' 41000' 410 30' 

始位置
S24量E N 浬E E N 浬E E N 浬E NE/E  E N E 142030 ' E 20 19 19 20浬 18浬 1420 3()1 142030' 

司

N 
終位置

E 

水 開始 140 145 140 145 150 125 

深 終了 150 

天候 C C C b b b C 

海
風向力 NNW4  N 3 SE  41WNW5 NW  21NNW4 

気圧 時 1， 019 1， 026 1， 022 1， 022 1， 025 1， 025 . 
気温 イヒ 17. 0 16. 0 18. 0 16 19.5 15.5 

気
波浪 の 3 2 3 5 2 4 

象
うねり TょL 2 2 3 4 2 3 

流向速 め

OM  中 20. 0 18 0 19.4 18.8 18 8 18.9 16. 2 

10 止 19. 2 17. 9 19.4 18. 8 18.8 18.8 16. 2 

各 20 19. 1 17.8 19. 1 18. 9 18 8 18. 7 16. 2 

層
30 19.0 17. 4 18.6 18. 8 18.8 18. 6 16. 1 

50 17. 6 16. 1 17. 7 18. 0 18. 8 18. 6 14.6 

水
75 14. 0 13. 9 14. 3 14. 9 18.8 18. 6 13.0 

温 100 13 4 12. 9 12.3 13. 1 18. 8 18. 3 11.5 

や) 150 16. 9 15. 6 9. 2 

200 12.6 12.5 7. 3 

300 9. 3 9. 2 3 8 

漁 動力 8 8 8 8 9 4 8 5 

具 手動 3 3 3 3 3 。 。
漁獲尾数 290 70 7 280 40 108 140 

操業時間 5. 8 6. 5 6. 5 8. 2 1. 3 2 0 2. 3 

単位漁獲量 4. 5 1. 0 O. 1 3. 1 ~ 6 13. 5 i. 6 O. 5 

集、 体 55尾入 55尾入 55尾入 アカイ入カ アカ尾イカ ヌ;L-.メイカ3
20尾 20 入 アカイカ2

5箱 1箱 サンマ群 5箱波浪高ま 5箱 7箱 ST . 3 

備 考 サンマ群 サンマ群 多い ゴンドラクり調査中 サンマ2箱

泳 ジラ多い 秋期共同漁獲
止 調査 w 
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計

44 45 46 47 47航海

20 20 - 21 21 24 25 29-30 11. 3 8 9 

17. 00 23. 00 03.00 19.00 20. 30 16.30 19. 30 17. 40 16. 30 

19.00 01. 00 05.00 21. 00 22.30 02.30 21. 10 18. 30 

41050' 41040' 42000' 420 20' 42000' サメカド " 出 戸 サメカド

NN  浬E E E EN  浬E 
143000' 143030' 143030' 1430 40' 142030' 17 20浬 3. 5浬 20 

91 185 102 340 135 115 140 

b C bC bC bC Q C 

8E  3 18 E 418 E 31W8W3 NW  4 WNW3 NW  4 

1， 028 1， 028. 5 1. 027 1，026 1， 023 時 1，024 1，020 

12.0 13. 5 13.0 11.0 12.5 イヒ 8. 0 11.0 

3 4 3 3 4 の 2 3 

2 2 2 4 3 た 2 3 

め

15.0 14. 4 12.8 12.2 16. 0 17. 3 中 16. 2 15. 6 

14.0 14.4 12.8 11. 1 16. 2 17. 4 止 16. 6 15. 4 

13. 3 14.4 12.5 11. 1 16. 2 17. 4 16. 7 15.5 

12.8 14. 2 12.3 10. 4 16.1 17. 4 16.7 15. 5 

12.4 9. 4 10.7 7. 7 14.7 17. 4 16.6 15. 3 

9. 2 7目 6 9. 1 6. 2 12.7 17. 4 16. 7 14.8 

4. 8 4.1 11. 6 17. 3 16. 7 13.6 

4. 1 2. 8 9. 9 

2. 5 8. 4 

2. 7 5. 1 

4 8 4 6 6 8 8 8 110 382 

。 。 。 。 。 3 3 3 24 150 

2 49 1 2 6 23 0 2 230 1， 462 92. 055 

2. 0 2. 0 2. 0 2. 0 2. 0 10. 0 3. 5 2. 0 60. 1 269. 3 

O. 3 3. 1 O. 1 O. 2 O. 5 2. 1 。 10. 5 (33. 5) 

スルメイカ スルメイカ スルメイカ スルメイカ アカイカ 45尾入 45尾入

8T.5 8 T • 6 8 T • 7 8T.8 8T. 4 5籍 5箱 1， 182箱

1/ 1/ 1/ 1/ " 八戸近海 1/ 1/ 1/ 
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日本海底棲生物分布調査3 

自ワ

本県日本海における底びき網漁業の対象となる重要魚種の分布生態、を明らかにし、当該漁業の安定

ならびに発展に資する。

目査調

通

秋

昭

二

真

光

邦

譲

田村

赤羽

十三

小田切

，ヲ‘宮市

主~

(1 )調査期間 昭和 47年 12月 18日~昭和 48年 3月31日

(2) 調査員および調査船

イ調査員 師

師

師

師

技

技

技

技

内査調E 

乗組員 10名

測

定

観

測

場

体

D120PS 

漁

魚

ロ

船

4 o. 8 1トン

調査

瑞鴎丸

調査海域

青森県日本海

(4)調査項目

イ漁獲試験

標識放流

ロ

(3) 

一

漁獲試験

漁獲量

総操業日数 29日総操業回数 15 3回で総水揚は 22.0 1 6.8 kgで昨年の総水揚量 (13.312ゅ
のl.6倍の水揚であった。各魚種の漁獲割合はアブラツノザメが 76%を占め、次L、でヒラメ

6 %、カナガシラ 3%のHl良になってし、7こ。

果結査調

(1 ) 

イ

m山

各魚種の漁獲量

色 種 漁 獲 量 割 正口弘

ア ブ フ ツ メ ザ メ 16，695.0 kq 76 % 

ヒ フ メ 1，252.7 6 

カ ナ 7i シ フ 598. 8 3 

ア ン ::r ウ 452.0 2 

ム シ ガ レ イ 394. 0 2 

ノ、、- ノ、 カ レ イ 293. 0 1 

ーー ギ ス 252 0 1 

タ フ 207. 0 1 
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ロ分 布

各魚種の分布形状からA-E5海区に分ける。(第I図)

A 海区 大戸瀬沖

B 鳥居崎~深浦沖

C 深 浦~纏作沖

D 櫨 作~岩崎沖

E ZιEt 崎~大間越沖

各魚種主分布海域は第2表のようになる。

第2表 各魚種主分布海域

魚者...__海区 A B C D E 

アブラツノザメ 。 。
ヒ フ メ 。 。
カ ナ ガ シ フ 。
ア ン コ ウ 。 。
ム シ カ レ イ 。
ノ、マ ノ、 カ、 レ イ 。
一 ギ ス 。 。
タ フ 。 。
アブラツノザメ(第2図)

B・D海域で 1月に主に漁獲された。 1曳網で多量に漁獲され、その直後は同一場所を曳い
てもあまり漁獲がないことから、濃群を作り、移動がかなり早いものと推測される。

ヒラメ(第3図)

主にB・C海域で調査期間中を通して漁獲されたが他海域で、も漁獲され広く分布している。
特にE海域の岸倶11では例年全長 25-35cm程度の未成魚期のヒラメが見られ、これ等未成魚

の冬期間大切な育成場になっていることがうかがわれる。

カナカシラ(第 4図)

広ぃ海駒こ分布し、その分布パタ ンはヒラメに似てし、る。漁獲のピーグは 2月にあり、 1曳

網当り 5kll程度の漁獲となっている。

アンコウ(第5図)

C海域を中心にE海域、 B海域にも見られ、調査期間中を通じて漁獲された。

ムシガレイ(第 6図)

C海域を中心にB・D.F海域にも広く分布し、調査期間を通じて漁獲された。
ババガレイ(第 7図)

1月中旬以後漁獲が見られ始め、 2、 3月に多く、産卵のため浅所へ回遊してきたものと推

定される。 C海域を中心に B海威、 D海域でも見られた。

ニギス(第8図)

主にB・C海域に分布し 調査期聞を通じて漁獲された。
タラ(第9図)

A.D海域で見られ、ヒラメ等B・C海域の魚種とは住み分けているように思われる。
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2 漁場観測(水温)

調査海域の表面水温は 1月には 11ー12~ 、 2 月には 9 -1 lOCとほぼ平年並の水温であった

が、 3月には 6- 80Cで平年より 1- 20C高目であった。

3 標識放流

調査期間中岩崎、犬閉毒事f中でヒラメ 130尾の標識放流を実施し、そのうち、昭和48年 7月ま

でに 7尾の再捕があった。(第 10岡)

再捕されたヒラメのすべては全長 35 cm以下の未成魚、であった。

これらヒラメ未成魚、の移動についてみると、放流地点、から 10 km以内の移動がほとんどで 1月に

放流したものが 5- 6月に沿岸よりで再捕された。

この群はあまり移動せずこの海域で生息し親にたることが確認された。

なお l尾は放流日より 124日経たのち秋田沖で再捕された。

4 魚体狽1) 定

1月17 -2 4日岩崎、大間越沖で漁獲されたカレイ、ヒラメ類の体長(全長)を計測した。

(第 11図)

イヒラメ

測定個体数は 130尾で 18-42cmの全長範囲にあり、主モードは 25-26cm、副モード

は 28 -2 9側、 31-32cmに見られる。

全長35cm以下の未成魚が主体て‘ある。

ロマコガレイ

測定個体数は 206尾で、 14-38cmの全長範囲にあり、主モードは 26-27cm、副モー

ドは 30-31cmで、成魚が主体で司ある。

ハマガレイ

測定個体数は 69尾で、 15-27cmの全長範囲にあり、そードは 20-21C1九 25 - 2 6 

cmに見られ、成魚、が主体である。

N 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

(1) 調査海域に出現する魚種ならびにそれらの量的関係が把握された。

(2) 海域によって出現種が異なる傾向がうかがわれt-:O

(3) ヒラメ(未成魚)は、あまり移動せず、その海域で親まで成長することが、再確認された。

2 今後の課題

海域により出現種が異なり、又、昨年調査結果より水深によって出現種が異なるということから、

今後海域、水深両方の見方で、出現種について、詳しく分析を加える必要があろう。
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調査地点凶および海域図第 1図
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OJ 

30 

20 

10 

q品

30 

20 

10 

% 
31 

20 

10 

全長一一一+
α冗

ヒラメ 1月 17 - 2 4日

岩崎、大間献沖水深 55-80m

N=  1 3 0 

17 16 
15 

20 25 30 35 40 

マコガレイ 1月17 ~ 2 4日

岩崎、大間越沖水深 55-80m

N=206 

31 

20 25 30 35 40 

マガレイ 1月17 ~ 2 4日

N = 69 岩崎、大間越沖水深 55-80m

14 

14 15 16 1718 19 20 21 22 2:， 24 25 26 27 28 29 30 31 32 3334 35 36 3738 39 40 4142 
全長一一→
α冗

図内数字:個体数

第 11図 ヒラメ、カレイ体長(全長)組成
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!氏棲生物分布調査結果

よ?とよ 1. 1 5 1・ " 1. 1 6 " " " 1. 1 7 H 

調 査 占 33 23 20 33 35 30 15 30 :ll 

曳ゐ網開始時刻
h m 
13. 50 15. 10 07. 45 

12. 30 09. 15 10. 50 12. 45 07. 20 01¥. 40 

揚網
h m 
14. 20 15. 40 08. 30 13. 20 07. 40 09 10 " 09. 50 11. 25 n 00 

曳網時間(州 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

曳網の長さ (m) 1，400 1， 400 1， 400 1， 600 1， 600 1， 600 1， 600 1， 400 1， 100 

漁場水深 (m)
240 ~ 2;)0 - 210 ~ 2.1() ~ 5S --._ 5;) ---140 140 140 
300 :100 65 IO 300 290 

漁 場 底 質 S M S M S M S M S M S M S M S M S M 

表層 水温 ¥c) 11. 6 11. 6 11. 6 11. 9 11. 9 11. 9 11. 9 12 0 12. 0 

底層水温(工)

天 {民 B B B B B C B C C C B 

風 向 力 可J つ ¥V つ w 2 E 2 E ，) S ') SW3  E E 

アブラツノザメ

ヒ ヲ メ 10 、〉 7 

漁
カナカシラ コ ;) 。 " 1 

ア ノ コ '7 ‘〉 、〕 投 、〉 10 

ムヰ勺レイ " 

獲
ノ〈ノ、カレイ 網

キ ヌL

量 タ イ 不二 3 〉

タ 7 100 30 10 

ブ ク ') つ“ 2 良
戸

k斗
) 

タ コ 10 10 i つ

イ つう

ノマγ一 ロヲ 他 '】》 37 1~0 81 :16 58 

26 211 16 lH 11i [) 131 50 80 

ー-101i 



11 11 11 12 1 11 11 " " " 
/1 

:ll 32 21 21 33 33 24 35 35 35 

10. 00 1 1. 15 12. 45 07 10 08. 30 09. 55 1l. 15 12. 30 13. 55 15. 15 

10. :10 11. -'15 13 ，15 07ι。 09 00 10 25 11. 45 13.00 14. 25 15. 45 

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

J， 400 1， 400 1， !OO 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1，400 1， 400 

55 ~ 50 --- 3戸 5 --- HO 140 
60 

130 120 150 150 150 
65 65 

S M S M S .M S M S M S M S M S M S M S M 

12.0 12.0 12. () 11. R 11. 8 11. 8 

B B B C C C C C C C 

E I E E NW3  N 羽T l N W 3 N W 3 NW3  N 羽T 3 N W :， 

J b 

10 》 10 10 ~ 10 。

つ】
りー りー

F勾

I 1 

5 1 r I 、戸J 》 D 3 り

‘〉 1 1 

2 ι} つー ー‘》 り ‘2 つー

1 1 1 1 

5 :) 6】》

1 " 
d 戸 。 3 刀 5 巧t 

dー〉 日 つ】 つ“ 2 2 -】〉

J:l 55 刀-、G 5 3 、5 3 5 8 

69 61 61 31 I1 31 :，1 26 31 28 
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孟子よ」L1. 2 2 /1 /1 H 1. 2 4 /1 11 /1 

" 

調 査 点、 46 46 48 33 33 47 46 46 46 

曳網開始時刻
hm 

09. 45 12.00 10. 35 12.00 13.20 
06. 55 

08. 45 08 00 09. 15 

揚網
h m 

10. 15 12. 30 08 35 09. .10 11. 10 1? ?5 13.45 /1 09. 00 
07. 30 

曳網時間(外 10 5 5 5 10 10 10 10 10 

曳網の長さ (m) 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1，400 1， 400 1， 400 1， 400 1，400 

漁場水深 (m)
150 ~ 

270 
170 150 140 84 70 58 110 130 

漁 場 底 賓 S M S M S M S M S M S M S M 

表層 水温 (c) 11. 8 11. 8 11. 8 11. 8 

底層水温 tc)

天 候 C C C C B B C C C 

風 向 カ N 2 N 2 N 2 N 3 NE2  NE2  NE1  NE2  NE3  

アブラツノザメ

ヒ フ メ 根 4. 0 根 ド

漁、 カナガシラ 2. 6 2 l 2 3 2 

ブ

ア ン コ ウ カl 9. 0 カL

ムシカレイ

獲
ム

ノくノミガレイ 力、 ヵ、

キ ス 故

主且主主 タ イ り り 4 4 2 3 3 

障
タ フ

フ グ 皆 皆
r、、
kg 
) 

タ コ 6. 0 皆

ヤ リ イ カ 無 無 無

そ σ〉 他 6. 0 10 8 8 8. 6 7. 4 

言十 。 27. 6 。 。 16 13 12 14 6 12.4 

一 108-



]. 3 1 // // /1 /1 fI /1 2. 4 /1 /1 

33 46 33 33 27 46 46 33 33 

06.55 08.10 09ω30 10. 45 12.05 13. 25 14.35 06. 20 07. 40 09.00 

07. 25 08.40 10.00 11. 15 12.35 13. 55 15. 05 06. 50 08. 10 09.30 

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

1，400 1， 400 1， 400 1， 400 1，400 1，400 1，400 1， 400 1， 400 1， 400 

140 140 150 140 140 140 135 150 130 140 

S M S M S M S M S M S M S M S M S M S M 

10. 4 10.4 10.4 

C C C C C C C C C C 

N羽T3 NW3  NW3  NW2  N W 2 N W 2 可J 2 N W 2 N 羽T2 N W 2 

5 

5 20 15 20 15 10 5 20 20 

5 3 3 3 3 3 3 20 20 

5 5 5 5 5 5 5 10 10 皆

3 5 

1 1 I 1 1 5 10 

3 5 5 5 5 

無

2 2 ‘〉 2 2 1 2 2 

2 3 

6 5 5 4 6 4 4 8 11 

21 :l(i 34 .10 36 29 iO 86 

109ー



話註4よ 12.20 " /1 " " 12.2) l' 11 11 

調 査 占 。【
】 4 '27 35 52 51 53 50 6 5 

曳網開始時刻
h m 
。7.10 。自 50 10 00 11. 45 13.00 09. 00 12.00 13. 15 

陽網 " 

曳網時間(分 10 10 10 10 10 根 10 10 

曳網の長さ (m) 1. 40u 1， 100 1， 400 1， ~OO 1. -100 1，400 

漁場水深 (m) 1'20 1 '20 i l:iO 120 l!O 110 'IJ: 120 110 

漁、 場 底 質 S M S !¥l I S M S M S M S M S M S 

表層 水温 (c) 力、

底層 水温 (c)

天 1侯 C S C S C S C S C S C C C 

風 向 力 N¥V3 NW:l : ~W 、 NW:~ NW3  NW:? NW2  NW2  

アフヲツノ叶エメ

ヒ ー7 メ 3 
“ 

5 10 7 

漁 カ十ガシラ に】 10 J 5 

ア ン :1 ，'7 

ムシカレイ ー》 》 1 】‘〉

獲
ノミノ ; ij 1- イ

+ '7、

量 タ イ 。】 5 " 
， ， 3 

タ ~1 

フ ケ 》 10 3 ワ】 ? 〉 ‘〉
4 ーノ

" k9 
、ノ

タ コ 3 3 1 ワ

ヤ リ イ -/) !O 25 20 10 10 

そ の 他 勺 6 6 6 巧4 3 3 

百十 九九 65 ;).1 :1'2 :10 ‘~5 23 15 
』ー 」ー 一一一

-110 -



H 12241 ， ' 1. 7 
， ， ， 

" • 

1 3 33 2】9 27 27 34 40 40 

14. 55 07. 00 08. 15 09.30 07. 50 08. 50 10.15 11. 40 13.05 14. 30 

10 15 15 15 10 10 10 10 10 10 

1， 400 1， 400 1. 400 1. 400 1， .100 1， 400 1，400 1，400 1， 400 1，400 

115 115 115 
100 - 100 - 100 -

120 100 -
100 -

12() 
110 140 140 130 140 

S M S M S M S M S M S M S M S M S M S M 

11. 6 11. 6 11.4 11.6 11. 6 11. 6 

C C C C R C C C C C C 

NW2  E 2 E 3 E :3 SE3 SE  3 SE2 SE2 E 3 E 3 

8 10 10 7. 5 25 20 20 20 20 20 

5 8 3 10 5 10 つ】 2 P 

2 2 " 5 10 

') ‘2 5 2 つ“ 1 

2 2 つ“ 2 2 

3 6白p 5 2 10 5 3 。

2 ;ヲ 3 2 ワ】 2 2 2 

2 2 ‘》 1 1 l 1 1 I 

l 3 1 1 l 

'J・ 15 6 28 れ ~、1・ 25 8 8 
m 

“ 

16 10 33 25. 3 63 43 98 13 43 .10 
'-
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道訟之よ 1. 8 11 11 11 11 11 1. 1 0 11 " 

調 査 市 48 4i 2i 2i 7 7 2 8 8 

曳網開始時刻
h m 
08. 00 09. 30 11. 40 13. 05 14. 30 Oi. 50 08.05 09. 30 

06. 50 

揚網開始時刻
h m 
08. 35 10. 05 11. 15 13 35 15. 00 08.25 08. 20 09. 45 。i25 

曳網時間制 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

曳網の長さ (m) 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1. 400 1， 400 1， 400 1， 400 

漁場水深 (m)
150 ~ 150 ~ 

240 
100 ~ 

110 
160 ~ 150 ~ 150 ~ 

230 240 140 
140 

240 2iO 300 

漁 場 底 質 S S S S M S M MS  S M 

表層 水温化) 11. 4 11. 4 11. 4 11. 6 116 11. i 11 

底層水温ぐc)

天 候 R R R C C R C C C 

風 向 力 S E 2 SE2 SE2 S E 3 S E 3 S E 3 S E :> SE3 SE3  

アブラツノザメ 30 20 200 300 10 

ヒ ブ メ 5 5 根 10 10 5 3 3 

カナガシラ 1 1 5 5 2 

ア ン コ ウ 5 5 フウ1 5 b 10 10 3 

漁
ムシカレイ

ノミノミカ レイ 力、 2 つー 1 1 1 

獲
キ ス

タ イ り 5 5 1 

量
タ フ

" kg ブ グ
、ーノ

タ コ ヨ 3 10 20 

ヤ リ イ カ 111 コ 5 b 2 5 5 】‘》

そ の 他 (¥ 12 12 11 13 1 :l d 

計 li:l p; o "1.1 14 つ】ワ】 212 :352 22 

← 112 



/1 1. 1 3 /1 /1 /1 /1 1. 1 5 11 /1 /1 

27 33 3. ~ 35 36 33 33 27 22 20 

11. 00 07. 30 09. 30 10. 45 12.00 13. 30 06. 55 08. 10 09. 45 11. 00 

11. 15 08. 05 10. 00 11. 15 12. 30 14.00 07. 30 08.45 10. 15 11. 30 

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 

100 ~ 150 -
130 140 140 

150 ~ 200 ~ 
130 130 250 

130 
270 280 

135 

S M S M S M S M S M S M S M S M S M S M 

C C S C S C S C S C S C B C B B B 

NW4  NW3  NW3  NW4  NW  4 NW  4 w 2 W 2 W 2 W 2 

5 1 5 10 10 5 10 

5 5 5 4 2 投 5 投

10 10 5 5 5 

網
網

1 3 3 l 1 l 2 
ヌて

不

良

12 良

7 2 

3 5 5 3 1 1 10 2 

1 

。 9 13 10 9 9 3 1 3 

19 28 48 34 26 20 34 1 27 。
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道沿4よし /1 " /1 2.5 11 11 11 /1 

調 査 点、 2. 0 33 21 22 12 り 9 

曳網開始時刻
h m 
11. 30 l:l. 05 14.25 

10. 10 
07. 00 08. :，0 10. 40 12. 20 1 1. 00 

揚網開始時刻
h m 
12.00 1:¥. :，5 14.55 

10. .10 
07. 20 09. 0り 11. 15 12. 50 11. :l 0 

曳網時間紛) 10 10 10 10 10 10 10 1り 10 

曳網の長き(川 ¥， ，100 1， 10り 1. 100 1， 400 1. ，100 1， 400 1， 40り 1， 40り ¥， .I(J(J 

漁 場水深川 110 1¥5 110 130 200 210 190 21u ~JO 

漁 場 底 質 S M S M S M S M S M S M S M S M S M 

表層 水温 (c) 10. 4 10. .) 10. 4 10. j 10り 10. 9 10り 10り 10. 9 

底層水温 ('c

天 [民 S C S C S S C C C C C 

風 向 力 NW2  N¥¥γ2 NW2  NW2  SW3 SW3  SWJ  SW3 SW:J 

アフ守ラツノサごメ 3 600 2， O()il 1 00，) 6，0()り

ヒ つY メ 10 ¥1) !() 20 2り 20 投 1:' 10 

カナガシラ| 20 】 20 網

i魚 ア J コ ゥ| 1り 1 () !O 10 3 不 コ

ムシカレイ| 5 i 5 日 良

獲
ハハカレイ| 1り 10 10 

キ ス よ15'

E耳E主L 
タ イ 主正

タ フ
( 

kg 
¥ーノ
ブ グ !よ 1 1 2 

タ てZ
ι〉 ，) 2 2 

ヤ リ イ カ

そ U) 他 9 月i 9 10 lり 10 l:) 

7:¥ 10 67 93 633 2，033 o 1. 0 :s() 6， 018 
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2 1 G /1 /ノ /1 /1 217  /1 /1 " /1 

:!6 26 1 1 17 17 26 26 26 14 14 

06.25 。7.，10 09. 10 10. 25 1 L 58 06. 20 。7.33 08. 50 10. 35 11. 53 

07. 00 08. 10 09. 40 10. 55 12. 30 06. 55 08. 05 11. 05 12. 25 

15 15 15 15 15 15 15 15 15 

1， 400 l、10G 1， 40(J 1， 400 1， 40U 1， 100 1， ，100 1， 400 1， 40り

115 110 110 118 111 114 130 140 120 120 

S M S M S M S M S M S M S M S M S M 

10. 5 

C C C B C B C B B B B 

S “ ‘》 w !よ 九可 2 w 2 w 2 SE 立 SE ワ“ SE 2 E 2 

25 15 23 20 3 20 宵 1U 

20 20 20 30 10 ~ 3 20 Li 

ど(1 5 (J 10 6 10 。

7 10 8 3 、t d 、〉 3 

15 15 10 32 20 5 lU Iυ 10 I 

。

。

。

o 

立 2 ;会 '】》 2. 1 

。

。 3 3 ヨ 3 

93 71 68 12り 日5 I 21 J;) 16 1'1 
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よ~ 2.1 7 " 2. 2 0 1陣 11 曽

" 11 2.28 

調 査 点 14 17 26 26 26 17 18 49 22 

曳網開始時刻
hm 
14. 30 。7.05 08. 20 09. 40 11. 07 12 30 14. 07 06.40 13. 15 

揚網 H 
hm 
15. 10 07. 33 08.50 10.10 11. 40 13.05 14.35 07. 10 

13 45 

曳網時間制 15 15 15 15 15 15 15 15 5 

曳網の長さ(祝) 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1，400 

漁場水深 (m) 120 115 118 130 138 118 114 116 1<10 

漁 場 底 質 SM SM SM SM SM SM SM SM SM 

表層水温舵) 9. 8 

底層水温 (c)

天 候 B B C C C C R R C 

風 向 カ E2  E 2 E 1 E 2 E2  NE  2 NE  2 NE 3 明T3 

アフラツノサニメ

ヒ 7 メ 16 31 10 20 10 13 15 8 

漁 カナガシラ l 20 11 5 5 5 10 3 2 

ア ン コ ウ 5 5 

獲 ムシカ、レイ 7 10 15 25 10 10 10 5 

ノミノミガレイ 10 15 10 5 D 10 10 5 

量 キ
ヌ、

〆'司、 3ヌ イ

K 
9 
タ フ、ーノ

フ グ

亭 コ 1 2 22 3 1 1 

ヤ リ イ カ

そ 。〕 他 5 。 8 9 11 14 8 8 

言十 63 77 49 66 63 60 47 29 

-116ー



2.28 " ヨ 5 11 3 8 " 11 11 " 3 1 0 

33 33 つ】』う 20 38 38 38 22 16 38 

08. 00 09. 30 06. 50 08 10 06. 20 07. 40 09. 00 10. 50 12. 10 06. 25 

08. 30 10.00 。7.20 08. 40 06.55 08 10 00. 25 11. 15 12 40 06.50 

5 5 10 10 10 10 10 10 10 10 

1. 400 1， 400 1， 400 1. 400 1. 400 1. 400 1. 400 1， 400 1， 400 1. 400 

130 130 140 140 118 120 110 120 114 114 

SM SM SM SM SM SM SM SM SM SM 

9. 8 9. 8 9. 6 9. 6 

C C c s c S C C S C C C 

WNW4 WNW4 NW4  NW  5 N可月{2 S E 1 S 2 S 3 S 4 W2  

15 20 4 500 

22 12 10 25 15 5 15 15 10 

3 5 2 3 2 

20. 8 3 2 5 

5 5 2 1 1 1 1 

5 6 5 5 10 2 

11 5 3 5 6 5 5 

1 1 

6 

l 

、ー、》 ヨ 1 つー 2 

11. () 32 26 58 55 9 40 2i 

一1) ~ー



主旨ぺよ 3. 1 0 1' 11 11 3. 1 1 11 11 Fノ 11 

調 査 点、 38 38 38 38 15 ~1 ~5 19 

曳網開始時刻
h m 
09. 3::; 11. 20 1:! 45 

08. 05 
06. 20 07. 3;; 08. 55 10. Li 11. 30 

揚網開始時刻
h m 
10. 05 12. 50 13 15 06. 15 08. 0つ 0.9. 25 10. 40 11. 55 

08. 35 

曳網時間(分) 1u 10 10 10 10 10 10 10 10 

曳網の長さ (m) 1. 400 1. 100 1 400 1. 400 1. 100 1. Wu 1. 400 1. 400 l守 100

漁場水深川 1~O 1:Z4 125 116 110 112 140 121 118 

漁、 場 底 質 81¥1 8M 8M 8M 8 :¥1 81¥1 81¥1 81¥1 8M 

表層水温 (c)

底層水温 (l~)

天 f畏 C C BC BC B B B B B 

風 向 力 ;--.J i¥ 3 I '¥ ¥¥ 3 ! "i¥九 N i¥ヲ 3 1九ア 2 W2  iV:2 W2  W2  ! 

アフラツノザメ い()() 21 

ヒ ブ メ l 4 I R 7 H 

カナカシラ り 6 品

1像、
ア ン 工3 ウ

" 
10 りー 11 3 

ムシカレイ

獲
ノt ハカレ f 1 .) 

d 白〉 3 

寸ーレ ス 1CI 11) 15 10 

タ イ

量
タ ブ

ブ ゲ

f、、
k守
タ コ 1 1 '-/ 

「プ リ イ カ

そ (1) 他 1 .) I ') つ

J十 i (，15 ワ :H :13 31 32 :¥2 

- 118 



1 

/1 3. 1 2 /' /1 /1 /1 /1 3. 1 3 3. 1 6 /1 

19 29 つ“Q‘ 29 25 20 20 33 12 12 

12.50 07. 30 08. 50 10. 15 11. 35 13. 00 14. 15 06. 40 07. 00 08. 10 

13. 25 08.00 09. 25 10. 40 12. 00 13. 28 14.40 06.50 07. 25 08. 50 

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1. 400 1. 400 1， 400 

120 120 124 130 130 116 120 140 130 120 

SM  SM  SM  SM  SM  SM  SM  SM  SM  SM  

9. 5 8. 8 8. 8 

B B B C B B B CR S S 

W2  E 2 E2  E 1 N 1 N2  N2 S 4 SE3 SE3 

8 15 15 8 20 20 10 10 

6 ワ“ 2 1 1 2 

3 10 5 5 な 8 5 

10 10 8 8 11 3 5 

l つ 2 3 2 1 

11 20 20 20 し 12 10 

2 4 4 4 4 3 2 つ

31 63 58 49 55 52 17 17 

- 119ー



道訟とよ 3. 1 6 !I !I !I :1. 1 9 /ノ !I /ノ 3.2 7 

調 空を 占 10 13 11 23 33 39 13 44 33 

曳網開始時刻
h m 
10. 50 12 05 14 00 06. 40 Oii 50 11. 20 06. 20 

09. 35 
10. 00 

揚網開始時刻
h m 
11. 25 12. 35 1'1. 30 0.7. 10 09. 20 10. 30 11. 50 06. 50 

10. 10 

曳網時間(分) 10 10 10 10 10 10 10 10 

曳網の長さ (m) 1. 400 1. 400 ]、 400 1. 400 1. 400 1. 400 1. 400 1. 400 1. 400 

漁場水深(叫 190 200 110 140 170 120 110 120 140 

漁 場 底 質 SM SM SM SM SM SM SM SM SM 

表層水温 Tι) 8 8 9. 6 9. 6 9. 6 8. 1 

底層水温 cc)

天 候 C C C C S S S S CS 

風 向 カ S E 2 S E :2 S E 2 S E 2 NW:2 Ni'¥' :2 NW3  NW4  NW3  

アブラツノザメ 10 

ヒ フ メ 。 。 10 10 10 5 10 5 5 

カナカシラ

沸、

ア ン 工2 ウ 5 5 3 

ムシガレイ ワ
】" 5 υ F 

獲 ノーハカレイ つ ') 戸i 1 

キ ス 5 10 3 3 ‘う
'】〉

タ イ

量
タ フ 5 10 

ブ ク

k司
) 

タ コ :0 5 3 ヲ 5 日‘》

一一一ー一---'
守ず リ イ カ

そ 。〉 他 !1~ ι2 】?予 2 1 -】〉

;十 日1 日わ 25 11 27 18 1 ~l 11 1:0 

- 120ー



" " " 3.28 
11 " 

11 " 
11 " 11 

40 40 4C 40 43 43 42 50 50 41 30 

07. 45 09. 40 13.00 06.30 07. 45 09. 30 10. 45 07. 35 09. 00 11.20 13. 30 
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4 津軽海峡底棲生物調査

目的

津軽海峡におけるl氏生生物の分布生態を明らかにし、刺網等底魚、関係漁業経営の安定に資するとと

もにu本海、および太平洋北部栽培漁業資源生態究明の資料とする。

H 調査内容

(1)調査期間 昭和 I7年 12月24日~昭和 48年 2月2:1日

(2) 調査員および調査船

ィ調査員 技師田村真通

ロ調査船

技師赤羽光秋

技師十三邦昭

技師小田切譲一

説験船東奥丸 :1 8.:) 5 トン D. 1 2 OlP乗組員 10名

(3) 調査海域 津軽海峡 阿部域

1.1}調fi項目

イ 漁獲試験

標識放流

皿調査結果

(1) 漁獲試験

ロ 漁場観測

ニ 魚体測定

総出漁日数 1 1 口、総調査点数は~ ~点で総漁獲量は 6. 7 (I 2. 2 k9であったo

f 漁獲量

魚種*1:1成は第 l表のとおりで、力十ガシラがもっとも多く、次い℃ホゾザメ、ヒラメの 11闘にな

っ Cおり.力十力、/子がこの海域の t重要な資源となってL、ることがうかがわれる。

i'tl友魚 種 総l rN: 

優 " i 11頃 t'L 
佑 種 漁 J1f: 害リ ノl、3 

カ)一力、ンフ :1. 11~. 0 kg 51. ;) ul) 

つ 十、 三J ザ メ よ.6S0. :; 10.2 

ヒ ブ メ 19 (_ ，; 2. 9 

タ イ 169. 5 2. ;; 

5 ア :ノ コ '7 19.0 O. 7 

6 ソ '/ /、 チ :3 (_ 0 O. 5 

7 ノコギリザメ 30. 0 O. 1 

8 ムゾガレイ 19.7 O. :1 

9 ア イ ナ メ 13. 7 O. 2 

10 パバガレ f 1 (_ 0 O. 2 

ロ分布

漁獲量の多い!順位 10位までの旬、穏について分布をみると

ー_I'J"J_  



a 力ナガシラ(第 3図)

~P.i 口部に多く分布しており、むつ湾内との交流があるものと推測される。

b ホゾザメ(第 1図)

二三!玩沖で多く分布している。持に 1月23日調査点 13で 1曳網当り 2，60 0 kgが漁獲され

かことから、かはり濃密な群を形成し、回避し℃いることがうかがわれる。

c ヒラメ(第5同)

カラガシラ同様湾口部に多く分布し‘特に湾口部でも平館側に多く分布しているo

d タイ(第 6凶)

湾口付近に分布し℃いる。

尾又長 10cm程度の若令魚、がほとんどである。

e アンコウ(第7図)

I笥口部に多く分布するが、焼山側に分布が多L、。

f ノコギリザメ(第8図)

高野崎沖の u也点で係集されたのみであるo
E ソウハチ(第9凶)

湾口付近で漁獲された。

h アイナメ(第 10図)

湾口付近に多く分布しており.なかでも平館側に幾分多くみられる。

ハハガレイ(第 11図)

三l崎中、湾口部各 l点で漁獲された。

ム'/ガレイ(第 12図)

湾口部に分布し℃いる。

全般に湾口部には、カナカゾラ.ヒラメ等底魚の重要種が多く分布しており、漁場としても

優れている O

(2) 漁場観測

秋冬期の重1ft混合により t二層と F層の水温差はあヂりなし、。
水温は暖冬の影響を受け、 1 ，)月には 10 - 1 2'C、 1月には 7-10C、2月には 6-9'Cと

各月とも平年より 1-2'C山めに推移した。

(3) 標識放流

期間中標識政流を'R施したが、ヒラメ 17尾、マコガレイ 2尾、マガレイ 2尾のよ十 21尾の標識

政流にとどまった。

また再捕ははL、。

I.j) 魚体測定

漁獲順位 10位のうち、カナガシラ、ヒラメ、マダイ、ソウハチ.ハハガレイの 5種について魚

体測定を行った。

イ 体長

(1) カナガシラ

全長範聞は 14 -2 5cmで、モードは 17 cm，. 1 9cm. 2 1 cm台にある。

② ヒラメ

全長22-60cmの様々な大きさのヒラメが見られた。特に 30-40cm程度の魚体が多く

はられた。

① 才ダイ

}己又長 7ー 13cm、モード 9ー 1lcmで、若令魚が主体であっか。
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④ ソウハチ

全長 16 -3 lcmで 22 -2 7cmの個体が最も多かった。

⑤ パノLガレイ

全長25 -5 Ocmで大きさは様々であった。

ロ 生殖腺

ムシガレイ

1月 17 1::1に漁獲された雄の生殖腺は白化しており.産卵期が近いことが推測される。

ア→ナノミカレイ

1月17日の漁獲物中に放卵後とみられる卵巣をもった個体と、熟卵をもった個体がみられ

産卵期であることが認められ介。

W 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

① 津軽海峡両部域の魚種の分布および組成が明らかとなった。特に湾口付近には重要な!底魚が多

く分布していることが明らかとなった。

② アサパカレイの産卵期は 12 -2月頃であることが明らかとなった。

2. 今後の課題

本年は津軽海峡西部域を中心に調査したが、今後東部域の冬期聞の底魚調査を行う必要があろう。
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第 12同 名魚種の休長制1成
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3. マダイ (尾叉長)
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津軽海峡底棲生物分布調査結果

話泣くご 12.24 12.24 12.26 I 7 7 I 9 

調 査 占、 1 2 3 4 5 6 

曳網開始時刻 10h:oT 07 45 13 55 13 30 12 00 14 20 

揚網開始時刻 10 15 07 55 14 05 13 40 12 10 14 30 

曳網時間関 10分 10 10 10 10 10 

曳網の長さ(叫 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 

漁場水深 (m) 78 94 65 80 60 80 

漁 場 底 質 S S SM  S R-S  S 

表層水温 tc) 12.2 11. 8 12. 1 9. 6 9. 9 9.8 

底層水温 (oc) 11. 3 10.8 10.6 7. 4 7. 6 7. 1 

天 候 C C C C C C 

風 向 力 ESE4  ESE4  SW  2 SE  2 S S E 2 w 3 

カナガシラ 10 15 4 73 7 

ホ シザ メ

ヒ フ メ 1 13 6 

漁

タ イ 20 11 

ア イ ナ メ 1 3 2 l 

ア ン コ ウ 7 

獲

ノコギリザメ

ムシガレイ

ノミパガレイ

量

アサバガレイ
〆p、、

kg ソ ウ ，、 チ 3 
、』ノ

マコガレイ 1枚 O.3 2 

そ の 他 1 3. 5 2 1 4. 5 

5十 23 41. 5 21. 3 85 20.5 

根掛りで失
敗
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L 9 1. 10 1. 16 1. 17 1. 22 1. 22 1. 23 

7 8 9 10 11 12 13 

12 00 09 05 13 20 12 10 15 14 13 20 14 48 

12 10 09 15 13 30 12 20 15 22 13 30 14 : 56 

10 10 10 10 8 10 8 

1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 

65 78 57 80 101 - 105 80 - 88 172ー 155

S-R S S S S S S 

9. 6 11. 2 10. 4 10.8 10.4 10. 2 10. 5 

7. 3 7. 2 7. 9 7. 9 8.2 11. 6 11. 85 

C R C C C b c C 

W 2 E 4 SW  l 羽f 1 N 2 NNW 3 W 2 

7 25 7 750 420 

O. 5 

O. 5 120 10 

130 8 

1 

20 8 

2 5 5 

5 

4 10 

1枚 O.2 l 4 

O. 8 20 

7 156. 7 138. 5 784 457. 8 20 

根掛りで失
根掛りで失敗

敗
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孟話¥とご 1. 23 1. 23 1. 24 2. 5 2 5 2. 15 

調 査 ，占 14 15 16 17 18 19 

曳網開始時刻 13 00 10 : 45 08 02 11 40 10 15 14 30 

揚網開始時刻 13 10 11 05 08 09 11 50 10 25 14 40 

曳網時間倒 10 20 7 10 10 10 

曳網の長さ加) 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 

漁場水深 (m) 130 - 153 105 - 91 83 - 84 87 - 82 85 - 80 85 - 90 

漁 層 底 質 S S S S S S 

表層水温 (Oc) 10. 2 10. 5 10. 5 9. 4 9.2 8. 5 

底層水温 ("c) 11. 60 10. 39 10.85 7. 6 7. 8 6. 4 

天 候 b b c C C C C 

風 向 力 WNW3  W 2 SW  2 S 2 SW  2 NW  3 

カナガシラ 1 180 950 3 200 

ホ シザ メ 30 2， 650 

ヒ フ メ 7 8 6 

漁、

タ イ 0.0 

ア イ ナ メ 3 O. 7 2 

ア :/ コ ウ 3 1 5 

獲
ノコギリザメ 30 

ムシガレイ 0.2 7 O. 5 

ノ〈ノミガレイ 10 l 

量
ァ→ナ〆ミカ'レイ

/ー、

k昔 ソ ウ
，、 チ 13 1 

、』ノ

マコカレイ 0.2 

そ の 他 14 O. 5 1 7 

五十 30 2，718.2 211. 4 951 25 200 
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2 15 2. 15 2 15 

20 21 22 

13 15 11 45 10 10 

13 25 11 55 10 20 

10 10 10 

1， 400 1， 400 1， 400 

85 - 90 87 - 90 60 - 62 

S S M 

8. 5 8. 4 8. 6 

6. 3 6. 3 6. 2 

C C C 

NW  3 NW  3 NW  3 言十

120 600 40 3，412 

2， 680. 5 

20 191. 5 

169. 5 

13. 7 

5 49 

30 

19. 7 

11 

5 

31 

7. 7 

55. 3 

120 605 
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111 沖合漁場開発調査



1 日本海マス j魚、場調盃

I調査目的

日本海で生育するカ ':7-J トマスおよび叶クヲマスの資源、動向を明らかにし、これらの資源、を有効に

利用するための漁業管理方策の樹立ならびに国際的な資源評価に際Lて重要な役割を果たす基礎資料

を収集するとともに、本漁業の経営安定に資するわ

E 調査内容

1， 調査期間

昭和48年 3月 16日~昭和 48年 6月 15日

2. 調査海域

日本海北部海域

3， 調査員および調査船

(1)調査員 技師 中 回凱久

課長 浅 加信雄

技師 回 村真通

(2) 調査船東奥丸(3 8. 3 5トン 120馬力)

4， 調査項目

(1 ) 海洋観測

(2) 漁獲訴事食

(3) 多項目魚体測定

(41 プランクトン採集

5， 調査方法

(1 ) 観測!曹は 0、 1 0、 2 0、 30、 5 0、 i 5、 1 () 0、 15ο 、 20 ()、 30 0 mの 10層に

ついておこなっ7こ。海洋気象観測は天候、気圧、気温、風向、風力、波浪、うねり、水色、透明

度等についておこなった。

(2) マス流網(各 5(1間切)8 4伽 41又、c)0 mm 1 2反、 93 mm 2 1反、 96 mm 2 9反、 99 mm 

1 9反、 1 0 2 mm 1 9反計 10 4反を使用したの

(3) 多項目測定はカラフトマス 30 足、サクラマス 30 尾について尾又長、体重、性別、生殖腺重

量、採鱗(サクラマス)。雌雄別体長組成は多項目測定に用いた魚、体以外のカラフトマスおよ

びサクラマスの各 i0足についてセルロイド穿孔法によっておこなった。

(41 一斉調査期間内の流し網操業点および補問点において、深度 15 0 mから表面まで垂直曳採集

をおこなった。

皿調査結果

調査は 3月 25 11から 5J]28rlまで第 1!zlの示すように東経 138度 30分以東の海域において

1 4問実施Lた。使用 Lた漁具は流網 12 4 9反で操業結果は第 3表に示すとおりで、カラフトマス

3 5 ~)足、サクラマス 1 4 7尾の漁経であった。 1反当りカラフトマス 0.28 t吾、サクラマス O.1 2 

尾とまったく不振であったc

魚体測定は操業のつどカラフトマス、→十クラ Jス、それぞれ九 0尾(、漁涯が 30尾にj筒たないときは

全数について実肱lた。魚体測定の結果は第 1表のとおりでカラフトマスの魚体について比較すると

4 5年 .16年よりも小さい魚体である。
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(本年の場合 6月の操業はおこなわない)

雌雄比は 52 : 4 8で雌の方が多くなっている。(第2表)

N 調査の成果および今後の課題

1， 調査の成果

(1)不漁年であったが、はえなわ漁業は極端に不振であった。

(2) 流し網は5月上旬がピークで以降急激に漁獲が減少した。

(3) 1 3 2 0 E海域の昇温が早く魚群が早く北上した。

(4) カラフトマスの成長テンポが今までみられない位早かった。

(5) サクラマスは沖合から急速に接岸した。

2， 今後の課題

カラフトマスの成長速度と資源量との関係を究明する必要がある。

第 1図漁獲試験操業位置図

137 138 

@ 
@ 

139 140 C E 

⑪ 

④ 

l 

3，600，000 

一144-
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第 l表多項目魚体測定

カラフトマス サクラマス

ト之と 平均体長 平均体重 雌雄比 汗dl平均体長 平均体重 雌雄比
47. 3. 25 

m官1 q 
21 9 391 791 47. 3. 25 

mm q 
8 4 

370 704 

4 5 423 966 12 13 4 5 382 764 7 4 

4. 13 4. 13 468 1， 385 。 4 

4. 14 4. 14 462 1， 399 7 2 

4. 20 396 735 1 1 4. 20 442 1， 268 23 7 

4. 22 432 1， 102 1 5 4. 22 431 1， 009 10 11 

4. 25 436 1， 217 18 12 4. 25 441 1，255 11 8 

4. 26 454 1， 382 11 19 4. 26 443 1， 274 4 4 

4. 27 457 1， 381 17 13 4. 27 446 1， 387 8 4 

5. 23 433 1， 111 14 16 5. 23 410 950 2 。
計 3， 422 8， 685 95 88 三十 4， 295 11， 395 80 48 

平 均 427. 8 1， 085. 6 平 均 429.5 1， 139. 5 

第2表 各年のカラフトマス魚体測定の比較

主子之と S 4 7 年 S 4 5 年 S 4 6 年
平均尾叉長(mm) 427. 8 436. 7 436. 6 

体 重 (g) 1， 085 6 1， 141. 1 1，178.4 

雌 雄 比 52 48 47 53 54 46 
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第 3表東奥丸日本海才ス調査結果

t桑 業 次 数 1 つ 3 D 6 

月 日 3. 25 4 5 4. 13 4. 14 4. 20 4. 22 

X 10-46. 5 10-，16. 3 39-10 10-20 41-011. 5 H-.ll 

操業位置

E 139-29.5 139-39 139-40 139-10 1 :，9-39 139-3リ

天 候 C C C bC b bC 

風向 風力 ;¥ ?¥ ¥¥マ 4】》 '¥E 3 N¥¥i 3 S 3 '¥¥可 3 ¥¥ 1¥ ¥¥ I 

気圧 ( m b ) 1， 017 1， 02，1. 5 1，022 1，017. 5 1， 00時 1， 02冶

気温 ( OC ) 7. 2 9. 4 8. 9 9. 9 8. li 府 5

OM  9. 2 9. 3 10. 4 10. 2 10. .， 9. 2 

水

2 0 8. 90 9. 15 9. 91 10. 00 10. :>1 8. 35 

温 5 0 8. 21 9. 50 9. 59 9.70 9. 5:l 6.90 

100 8. 13 品 90 9. 00 9. 00 5 :lO 

℃ 

200  8. 00 4. 15 3. 61 2.49 

投 網 方 向 w S ¥¥ S ¥¥ SE '¥ :¥ ¥¥ ESE S E 

{更 用 反 数 80 93 70 104 9:， 93 

漁、 カラフトマ ζ 向1 2S 。 。 2 h 

獲

尾数 サクラマス 29 11 日 32 21 

カ
平均体長 (mm) :，91 42:， :1% 132 

7 

フ
平均体重(g ) 7り1 9[)6 .. 35 1， 102 

ト

-z 

ヌ、
雌雄比 宇:O 21 り 12 1 乃 l ;) 
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戸i 8 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

4. 25 4. 26 4. 27 5. 12 5. 2乙 5. 23 5. 26 5. 28 

40-39 40-.1.1 10ーら5 .10-59. 5 40--59. 5 41-11 40-21 42-21. 5 

139-22 138-51 138-50 139-37 138-56.5 13~介。1. 5 138-58. 5 139-:37. 5 

C F F bC C C C bC 

N N E 1 S ワ SW 2 N¥¥γ 2 メ 1 W 2 SW 3 S ワ

1，020 1， 012 1， 006 1，015 1， 012 1， 018 1， 005 1， 015 

9. 4 9. 8 8. 6 10.8 11. 4 7. 8 12.8 12. 1 

10. 6 9. 9 10. 4 12.8 10. 6 9. 6 11. 4 12. 8 

9. 90 9. 50 10. 09 11. 75 9. 35 8. 85 10. 35 11. 30 

6.92 5. 85 6. 60 9.68 8. 51 5 30 6. 05 8.49 

6. 30 3. 31 3.72 9.49 2. 49 2. 90 3.55 6. 20 

1. 60 1. 03 1. 34 5 12 1. 60 1. 32 2. 18 2. 10 

SVvγ i¥マNi¥ NE E E ENE WNW Ni¥ 

93 9:-¥ 93 93 86 86 86 86 

38 84 81 。 。 36 。

19 8 12 。 。 2 。 。

136 ，154 ，157 .1:)3 

1. 217 1， 382 1. 381 1. 11 1 

18 12 11 19 17 1:-¥ 14 16 
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マス漁場調査北部太平洋サケ • 2 

自ヲ

国のサケ. 7 ス資源、調査の一環として北西太平洋に来砕するサケ、マス資源の動向を明らかにし、

資源を有効に利用するための漁業管理ならびに国際的な資源評価において重要な役割を果たす基礎資

料を収集するとともに、サケ・マス漁場形成要因を究明し、本漁業経営の安定に資する。

自査調

円与司

令

調査期間

昭和48年4月 11日~昭和48年8月5日

調査海域(イ、ロ、ハ、ニの各点に閉まれた海域)

第 1次航海4月 11日-5月7日

イ、 44 oN 1 4 7 oE 

戸、 38 0N 147 0E 

ノ、、 38 oN 1 5 9 0 E 

ニ、 44 oN 1 5 9 0 E 

第 2次航海5月 18日-6月10日

イ、 46 oN 1 4 7 oE 

ロ、 41 oN 1 4 7 oE 

ノ、、 41 oN 1 6 1 oE 

ニ、 46 oN 1 6 1 0 E 

第 3次航海6月 13日-7月3日

イ、 46 oN 1 4 9 0 E 

ロ、 41 oN 1 4 9 oE 

ハ、 41 oN 1 5 3 oE 

ニ、 46 0N 153 0E 

第 4次航海7月 15日-8月5日

イ、 46 oN 1 4 7 oE 

ロ、 41 oN 1 4 7 0 E 

ノ'.41 0N 152 0E 

ニ、 46 oN 

3. 調査員および調査船

(1) 調査員 雄

通

久

OE 

漁業課長 浅加信

技師団村真

技師中日凱

幸洋丸 (121.22トン

1 5 2 

内査E局

2 

E 

400馬カ)

148 -

(2) 調査船

4 調査項目

(1)海洋観測

(2)漁場調査

(3)魚体調査

(4)標識放流



5. 調査方法

( 1) 観測層は 0、 1 0、 20、 30、50、 7 5、 10 0、 125、 15 0、20 0 mの 10層に

ついて、海洋気象観測は透明度、気温、気圧、風向、風力および天候など操業点と観測点において

観測した。

(2) 調査用流し網と商業用流し網を使用して網目ごとの魚種別漁獲尾数を調査した。

(3) 操業の都度調査用流し網および商業用流し網別に漁獲物の尾叉長、体重、性別、生殖巣重量、

採鱗等について調査した。

(4) 定められた時期、地点においてはえなわ 30鉢を使用し、漁獲物を標識放流した。

皿調査結果

1 海洋観測

各層における水温、透明度、気温、気圧、風向、風力および天候は第 2表のとおり。

2 漁場調査(第3表)

本年の全般的な漁況についてみると、

ベニザケ……...1 5 5 oEにおける大型のへニザケの来携は例年より遅かった。

シロザケ・・…・昨年よりやや悪いが 1昨年より濃群であった。 160 0E-170 0Eでは昨

年より良かったが、本年は魚、体が大型であったことが特徴的であった。

マス・一……… 1昨年よりは、やや良かった。型は不漁年の特徴を示して大雪く、 5月中旬以

後 15 5 oE 付近に濃群がでて 6月以後まで続いた。沿岸域ではあまり良くなく、

沖合が主漁場であった。

ギンザケ………例年より 1旬ぐらい早く漁獲され、沖合海域が漁の中心であり、漁獲は昨年並

であった。

マスノスケー…本年は西の海域まで現われていたが、 1 6 0 oEより東が主漁場であった。漁

獲は例年より多かった。

3 魚体調査

操業のつど各魚種について 30尾づっ、調査網については目合ごとに全数測定(尾叉長、体重、

性別、性殖巣重量、採鱗等)を行った。

第 1表航海別、魚種別、平均体長・体重

シ ロ ザ ケ カ フ フ トマス

航海次数
尾 叉 長 体 重 尾 叉 長 体 重

1 次 5461岡市 1， 994 '1 445 mm 990 '1 

2 次 536 2. 084 456 1， 234 

3 次 550 2. 334 454 1， 236 

4 次 619 2. 955 474 1， 302 

4. 標識放流

定められた時期、海域において第 1次航海シロザケ 1尾、カラフトマス 15尾。第3次航海シロ

ザケ 1尾、カラフトマス 59尾、ギンザケ l尾。第4次航海カラフトマス 23尾、ギンザケ 1尾。

合計シロザケ 2尾、カラフトマス 97尾、ギンザケ 2尾の標識放流を行なった。
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1V 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

サケマス調査体制|の中て、資源研究の基裕資料が収集できたし、今後この調査を続:tることにより、

第 2表の 1 海洋観測(第 1次航海)

位 置 日寺 問 tエベゴL 象
月 日
緯度:¥ 経度 E 自 至 天 1侯 気圧 (mb) 風向力 気温(0 OC 

4. 12 40 - 00 1.¥5 - 00 09. 55 ~ 10.25 C 1， 026. 5 S E 1 10. 0 

1 .1 30 - 00 145 - 00 20. 57 ~ 21. 25 bC 1，0:2:! l¥i可 2 10. 0 

1 5 39 - 00 11l; - 00 01. .15へ】 02.15 b 1， 0~2 E 2 8. 0 

1 5 40 - 00 146 - 00 08. 30 ~ 08. 55 C 1， 02:， S 2 11. 0 

15 10 - ()O 147 - 00 13. 30 ~ 13. 45 b 1， 02:2. :; S 3 10. 5 

1 5 40 - 00 118 - 00 18. 20~ 18.45 C 1， 023 S 3 9. 5 

1 6 39 - ()¥) 1.19 - 00 03. 20 ~ 03. 50 C J， 022 S 4 8. 5 

16 39 ー 00 118 - 00 08. .15 ~ 09. 05 r 1， 019.5 SE " 11. 0 

16 39 - 00 118 - 00 13 55-】11.25 r 1，0115 S E 5 11. 8 

1 i 38 - 51 H7 - 12 14. 40~ 15 10 b 1， 017 ]¥;i¥ 2 17. 0 

1 R 39 - 38 117 - 18 16.46~17. 15 C 1，018. 5 l¥: ¥¥ ‘匂~ 11. 5 

21 111 - 41 117 - 37 1ti. 40 ~ 17. 10 bC J， 015 Ni¥ J 6. 0 

つつ 41 - 20 147 - 35 1ゎ 40~ 17. 03 b 1， 027. 5 l¥l¥E -‘~ 5. 5 

つ】 qU .12 - 38 117 - 33 16 37 ~ 17. 10 C 1， 028. 5 S S E 2 日 2

24 42 - ，11 148 - 55 17. 25 ~ 17. 50 C 1， 020. 5 ESE 4. 3 

26 42 - 2'" 153 - 32 16. 11 ~ 16.40 C 1， 02'" l¥: ¥¥ 3 5 5 

2R 42 - 51 153 - 34 16. 27 ~ 1lo. 53 F 1，003 E'¥ E 3 6. 5 

29 43 - 03 1，，3 - 44 [(i. 16-ー16.50 bC 1， 008 S ¥¥ 3 7. 7 

30 43 - 40 15;) - 27 l 品~，9 ~ 17. 05 F 1，011.5 S ¥¥ 、》 9. 3 

5 43 - 54 155 - .13 16. 42 ~ 17. 05 F 1，014.5 S 1 o 戸【i 

3 日 5¥ 15" - 11 Ui. 13 ~ 17. 1') b 1，り:W.R ¥¥ 』ワ， 7. 0 

1 13 - 40 151一 10 111 ~:~ --16. 5 H C 1， 020. M S ¥¥ 5 前
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よりいっそうサケ、マス研究の成果が得られると思う。

2. 今後の課題

年によって豊、不漁はあっても魚群移動および範囲を十分把握できる環境条件を究明する必要が

ある。

水 温 ("C) 透明度
水色。η1 10 m 20 m 30 m 50 m 75 m 100 m 125 m 150 m 200 m ( m ) 

9. 9 9.82 9.80 9. 74 9. 30 9. 27 9. 35 9. 28 8. 84 8.02 6 11 

15. 9 16. 20 16. 18 16. 13 16. 10 16.09 16.09 16. 10 16. 09 16. 08 5 

5 8 5 20 5 11 5 10 5 05 5 05 5 01 3. 65 1. 73 2. 50 6 

8. 9 8.90 8. 91 8. 82 8. 75 4. 72 2. 19 1. 23 1. 18 1. 41 6 11 

9. 9 9.57 9. 36 9. 10 8. 80 6. 80 4. 75 4. 13 4. 20 4.00 5 14 

11. 2 11. 29 11. 24 11. 15 11. 26 11. 12 11. 13 10.80 10. 20 9. 48 6 

10. 1 10.39 10. 49 10. 39 10. 48 10. 37 10. 35 10. 20 10. 15 10. 17 6 

11. 9 11. 95 11. 85 11. 82 11. 10 10.80 10. 80 10. 49 10. 11 9.90 6 11 

11. 4 11. 50 11. 40 11. 40 11. 39 11. 32 11. 30 11. 21 11. 13 10. 36 6 12 

11. 9 11. 60 11. 45 11. 32 11. 30 11. 14 10. 61 10. 28 9. 83 9. 30 6 10 

11. 1 11. 15 11. 30 11. 20 11. 20 11. 02 10. 95 10. 40 10. 12 9.40 6 11 

10.6 10. 93 10. 85 10. 82 10.75 10. 70 9.95 7. 38 7. 21 3. 30 5 14 

9. 5 9. 78 9. 50 8. 12 7. 50 7. 56 5.92 4. 06 10. 88 1. 90 6 11 

3. 6 2. 58 2. 10 J.95 1. 38 O. 96 0.81 1. 20 1. 71 2. 32 8 6 

5 1 5. 19 5 11 5 10 4. 73 4. 73 4. 72 4. 70 4. 50 4. 19 6 9 

8. 6 8.73 8. 62 8.62 8.43 6. 35 6.04 5 50 5. 34 5 22 5 13 

5. 1 5 00 4. 28 4. 51 4. 72 4. 29 4.22 4.20 4. 10 2. 24 8 7 

4. 9 4.80 4. 25 3. 93 3. 90 3. 10 3. 25 3. 23 3.20 3. 19 8 6 

6. 1 6. 13 6. 12 6.09 5. 96 5 75 4.90 3.62 2.82 3. 00 7 8 

4. 1 4. 70 4.80 5. 26 5. 40 4 27 2. 76 2. 27 1. 31 2. 82 8 5 

4. 7 4. 55 4. 30 4.21 4. 40 4. 40 2.70 3.30 2. 57 1. 90 8 5 

3. 7 3. 62 3. 58 3. 51 3.48 3.62 3. 39 3. 26 3. 45 2.91 7 7 
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第 2表2 海洋観測(第2次航海)

位 置 気 象
月 日 時間 自 至
緯度 N 経度 E 天 1侯 気圧(mb) 風向力 気温rc

5 2 0 41 - 39 147 - 46 16. 31 - 16. 58 F 1002 SE  2 8. 3 

2 4 44 - 54 160 - 16 16. 31 ~ 17. 03 C 1019. " N 7. 2 

2 5 44 - 59 160 - 20 15. 20 ~ 15. 53 C 1013 NW  1 7. 3 

2 6 45一 10 160 - 32 15. 14 ~ 15. 50 F 1004邑 W 3 7. 3 

2 7 45 - 15 160 - 13 15. 38~ 16.03 F 1008 SW  4 6. 8 

2 9 45 - 47 160ー 13 16. 24 ~ 16. 55 C 1019. 5 SW  4 6. 0 

3 0 45 - 24 159 - 44 16. 03 ~ 16. 41 C 1026 S 2 6. 8 

3 1 45 - 21 159 - 31 16. 16 ~ 16. 51 F 1018 SSE4 5ω5 

6 45 - 17 159 - 53 16. 27 - 17. 03 C 1028. 5 NW  2 7. 3 

2 45 - 22 159 - 17 16. 38 ~ 17. 05 F 1033 NE  3 7. 3 

3 44 - 44 159 - 14 15. 15 ~ 15. 42 C 1023. 5 SE  2 8.9 

4 44 - 41 159 - 16 15. 43 ~ 16. 05 F 1019 SE  3 8. 7 

6 41 - 08 159 - 06 07. 00 ~ 07. 30 C 1005. 5 NW  2 17. 0 

6 41 - 00 159 - 00 09. 50 - 10. 15 C 1005 NW  4 16.9 

6 41 - 00 157 - 00 20. 25 - 20. 50 C 1010 机TNW3 10. 2 
」

7 41 - 00 155 - 00 07. 23 - 07. 48 b c 1010 5 SW  4 

7 41 - 00 154 - 00 13. 32 ~ 14. 02 C 1009. 5 SW  4 13. 7 

7 41 - 00 153 - 00 19. 20 ~ 19.53 C 1012 W 2 13.3 

8 41 - 00 152 - 00 00. 35 - 01. 00 C 1013. 5 同「 2 

8 41 - 00 151 - 00 05. 58 -_. 10. 25 F 1015 S机f 2 12. 51 

8 41 - 00 150 - 00 11. 12 ~ 11. 38 C 1015 SW  3 15. 7 

8 41 - 00 149 - 00 15. 28 ~ 15. 50 C 1012 S 3 14. 31 

9 41 - 00 148 - 00 00. 10 - 00. 35 r 1007. 5 S SE 5 15. 2 

9 41 - 00 147 - 00 14. 40 - 15. 12 F 1002. 5 SSW5 15. 0 

9 41 - 00 146 - 00 20. 37 ~ 21. 07 F 1001 SSW2 13.21 

1 () 41 - 00 145 - 00 02. 30 ~ 03. 00 F 998. 5 SW  2 12~j 
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水 温 rC) 透明度

水色。m 10 m 20 m 30 m 50 m 75 m 100 m 125m 150押1 200m 加)

5. 3 3. 40 3. 09 2. 88 1. 20 O. 95 1. 00 1. 12 1. 60 2. 20 8 6 

5. 0 4. 20 4. 03 3. 49 3. :l9 3. 26 3. 20 2. 65 2. 37 2. 50 6 12 

5. 9 5. 22 4. 90 4. 85 4. 50 4. 42 3. 75 3. 00 2.90 2.58 6 13 

5.2 4. 52 4. 00 3. 90 3. 58 3. 40 3.28 3. 20 2. 92 2. 55 6 11 

4. 7 4. 60 4. 32 4. 60 4. 55 3. 90 3. 80 3. 50 2. 82 2. 63 6 10 

4. 3 4. 12 4. 04 3. 95 3. 84 3. 68 3. 01 2. 58 2.52 2. 42 6 11 

4. 4 3. 70 3. 59 3. 60 3. 44 3. 09 2. 39 2. 05 2. 19 2. 55 6 10 

4. 1 3.85 3. 80 3. 67 3. 39 3. 29 2.20 2. 15 1. 91 2. 45 6 9 

5.2 4. 50 4. 23 4. 10 3. 71 3. 50 1. 68 1. 73 2.30 2. 68 6 11 

5. 5 5. 40 5. 56 4. 50 4. 30 3. 70 2. 55 2. 32 2. 30 2. 71 6 11 

2. 13 6.0 5. 92 5. 51 5.00 4. 88 3. 31 3. 00 2. 68 2. 58 5 14 
句】司ー-4

6. 1 5. 90 5. 48 5. 01 4. 56 3. 41 3. 30 3. 07 2. 89 2目 71 5 14 

12. 8 12.59 12. 33 11. 84 10. 70 9.30 8.80 8. 72 7. 80 6. 50 5 13 

10. 59 9. 40 8. 79 8. 07 7. 57 6.99 12. 2 11. 93 11. 67 10. 83 5 18 

10. 6 10. 78 10. 52 9. 39 9.00 8. 14 6. 75 6. 52 6. 42 5.86 

14. 4 14. 27 14. 26 14.21 13. 45 12. 10 11. 68 11. 50 10. 97 9. 40 5 

12.6 12. 58 12.28 12.00 11. 62 11. 15 9. 11 8. 51 8.01 7. 42 5 13 

13. 3 13. 40 12.69 11. 98 11. 15 9. 73 9. 43 9. 19 8. 79 8. 4 J 5 

12. 8 12.61 11. 71 11. 23 10. 93 10 10 9. 89 9. 88 9.69 9. 02 5 

15. 0 15. 20 15. 09 14. 08 J 1. 80 11. 09 10.20 9.63 8. 77 6. 6:i 5 12 

12. 4 12.02 10. 45 9. 98 8.77 6. 39 5.83 4. 59 4. 25 4. 43 5 13 

11. 8 11. 28 7. 12 4. 75 4. 55 3.62 3. 52 3.90 3. 31 2. 52 6 13 

14. 7 14. 73 14. 70 13. 11 8 29 7. 20 6. 21 6. 20 3. 60 1. 90 

13. 4 13. 21 12. 25 11. 62 11. 05 9. 70 9.58 9.50 9. 47 9. 40 7 7 

11. 7 11. 56 11. 40 10. 91 9.69 9.40 8. 95 9. 20 7. 32 7. 11 

11. 3 12. 95 12. 18 11. 79 7. 28 3. 90 3. 69 2.83 1. 52 1. 62 6 

qo 
に
J2i
 



第 2表の 3 海洋観測舗 3次航海)

位 置 気 象
月 日
緯度 経度

時間 自 至
天 候 気圧(閉め 風向力 気温 ("c)N E 

6. 1 5 45 -00 150 - 00 17.05 - 17. 35 F 1019. 5 WNW3  4. 0 

1 6 45 - 13 l邑1- 17 15.55 - 16. 20 F 1019 S 2 8.4 

1 7 45 - 04 151-07 16.25 - 16. 53 r 1014 SE  3 7. 0 

1 8 45 - 04 151 -52 15.25 - 15. 55 F 1007 S 4 7. 5 

1 9 45 - 05 151 - 28 15.30 - 15. 55 b c 1004. 5 SSW2  9.0 

2 0 45 - 38 152 - 22 16. 30 - 16. 55 b c 1014. 5 S 1 14. 0 

2 1 44 - 39 152 - 40 16.15 - 16. 42 F 1010. 5 SE  4 11. 0 

2 4 43 - 40 152 - 22 16.10 - 16. 35 r 1012 ESE2  8. 0 

2 5 42 - 38 152 - 25 16. 20 - 16. 45 C 1014 S 2 12. 5 

2 6 41 - 38 152 - 35 16. 10 - 16. 35 C 1018. 5 N 3 13. 8 

2 8 46 - 02 152 - 31 17. 15 - 17. 45 C 1023 S S E 3 7. 5 

2 9 45 - 55 152 - 25 17. 15 - 17.43 F 1008 S 3 6.8 

3 0 45 - 28 152 - 15 16. 55 - 17. 20 C 1010 NW  3 7. 0 

7. 1 45 - 37 152 - 00 17. 00 - 17. 23 r 1006 ENEl  7.邑

第 2表の 4 海洋観測 L第4次航海)

月 日
位 置

時間 自至
気 象

緯度 N 経度 E 天 候 気圧い.&) 風向力 気温 ("C)

7. 1 7 44 - 4:1 148 - 50 16.55 -17. 15 F 1004 SW  2 12.0 

1 8 44 - 48 149 - 22 17. 00 - 17. 25 F 1004 SW  2 11. 0 

1 9 44 - 48 149 - 35 17.10 -17.35 b 1008 WNW4  10.0 

2 0 45 - 08 150 - 14 17. 10 - 17. 35 bc 1015 ENEl  18.5 

2 1 45 - 10 150 - 00 18.00 - 18. 20 F 1019 NE  つ 5. 0 

2 2 45 - 29 151 - 05 17. 00 - 17. 23 C 1021 E ‘〉 7. 0 

2 4 44 - 07 147 - 50 17.同-18.10 C 1023 E 1 12. 0 

2 5 43 - 29 147 - 39 17. 00 - 17. 22 bc 1020 E 2 

2 9 42 - 00 145 - 00 18.58 -

2 9 42 - 00 146 - 00 23.40 - 18. 0 I 
3 0 42 - 00 147 - 00 05.00 - 20 0 

3 0 42 - 00 148 - 00 09.30 - 23. 0 

3 0 42 - 29 147 - 46 16. 37 - 17. 0。 (二 1008 W 2 23. 5 

3 1 42 - 00 149 - 00 08.40 - 18.0 

3 1 42 - 00 150十 00 13.45 - 20. 0 

3 1 41 - 00 150 - 00 20. 00 - 18.0 

8. l 41 - 00 149 - 00 00.10 - 18.0 

1 41 - 00 148 -00 04.30 - 19.0 

l 41 - 00 147 - 00 10. 25へν 己4.0 

1 41 - 25 147 - 30 15. 55 - 16. 20 bc 1010 NE  29.0 

2 41 - 00 146 - 00 09.00 - 23.5 

2 41 - 00 145 - 00 14.00 - 22.5 

A
官
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水 温 ('c) 
水色
透明度。

押Z 10 m 20 m :J) m 50 m 75 m 100m 125 m 150m 200 m (m) 

4. 8 4.58 4.38 4. 07 3.25 1. 91 1. 29 1. 14 1. 40 1. 55 4 7 

5. 7 5目 38 4.80 4. 57 4. 19 1. 80 O. fj7 U.90 1. 40 1. 50 5 7 

5. 6 5. 40 4.61 3. 58 2.95 1. 60 1. 12 0.41 1. 21 2. 18 4 5 

5.8 5. 52 5.28 3.90 2. 70 2. 20 1. 08 1. 15 1. 41 2.60 5 6 

7. 5 5.47 5. 10 3. 95 2.11 1. 31 0.90 1. 00 1. 38 2. 55 。 7 

7. 8 4. 68 3.88 2. 33 1. 40 0.90 1.11 1. 13 1. 80 2.34 5 7 

8.4 8. 42 8. 34 7. 06 4. 88 1. 73 1. 42 1. 59 2. 02 2. 33 4 8 

9. 1 8. 86 8. 84 8. 80 7. 42 4. 70 4. 46 4. 16 3. 70 3.06 4 10 

10.6 10. 15 10. 05 8.41 4.86 4. 42 3.61 3. 20 3. 00 2.35 4 12 

14. 5 14. 45 14. 31 13.90 11. 20 10. 43 9. 12 8.71 7. 78 6.69 4 10 

4. 8 4. 15 2.76 2. 10 2. 30 1. 54 1. 67 1. 66 1. 63 1. 50 5 6 

4. 2 4.00 3.89 3.68 1. 40 1. 20 1. 31 1. 41 1. 51 1. 42 5 6 

6. 3 6. 20 6. 16 4. 33 2.79 1. 70 1. 90 1. 48 1. 52 1. 99 5 7 

4. 8 4. 67 3.80 2. 48 1. 60 1. 40 1. 34 1. 40 1. 51 1. 60 4 邑

水 温 ("c) 透明度
水色
(悦)。

骨t 10 m 20 r児 30 m 50 m 75 m 100 m 125 m 150 m 200悦

8.4 7. 55 5.90 3.40 1. 51 1. 12 1. 38 1. 65 1. 78 1. 83 5 7 

9.2 9. 12 7. 43 5.05 2. 40 1. 95 1. 74 1. 50 1. 80 2.00 4 8 

7. 5 7. 58 6. 72 4. 60 2. 61 1. 75 1. 50 1. 57 1. 48 1. 83 4 8 

8. 1 5. 45 4. 17 3.11 4. 36 2. 35 1. 60 1. 70 1. 48 1. 50 3 9 

6.8 6. 12 5.74 5. 34 1. 88 1. 60 1. 70 1. 70 1. 62 1. 73 4 7 

7.4 4. 68 3. 53 3. 20 3. 22 2.00 1. 70 1. 61 1. 78 1. 95 3 9 

9. 5 7. 96 4.05 3. 70 2. 94 2. 03 1. 60 1. 70 1. 65 2. 10 3 11 

12.4 11. 19 7. 80 5. 32 4. 20 1. 91 1. 18 1. 18 1. 51 2. 14 3 14 

13.り 12.60 6. 94 5. 70 2. 10 1. 59 1. 40 1. 43 1. 40 1. 27 

20.4 20. 00 13.52 10. 90 7. 48 6. 87 5. 82 6. 14 5. 25 4. 10 

20.2 20. 15 16. 06 14. 70 12. 50 10. 41 9. 30 8.90 7. 26 4. 68 

19.6 19. 57 15. 47 13. 20 11. 70 10. 75 8.56 6.98 5. 30 1. 64 

16. 1 13. 40 9.11 5. 50 3. 90 1. 72 1. 50 1. 84 2. 08 2.61 3 10 

17. 6 17. 42 10.08 6. 87 2. 12 3. 84 4. 72 1. 70 1. 65 2. 00 

16. 9 16. 70 13.20 8.91 4. 75 4. 80 4.61 3.84 3.50 3.96 

19. 2 19. 41 16. 78 12.20 10. 37 8.89 8.65 7. 37 6. 56 3. 65 

18. 4 18. 60 13. 16 8. 35 5. 07 5. 10 4. 05 4. 10 3.55 2. 70 

20. 0 19. 72 19. 11 16. 70 14. 60 13. 04 11. 49 10. 10 9. 80 8. 04 

21. 5 20. 20 19. 61 18. 31 14. 39 12. 40 11. 02 10.48 9. 59 9.43 

22. 0 22. 12 20. 30 17. 72 14. 81 11. 70 11. 48 10.45 10. 30 8.59 3 26 

23. 7 23. 60 22. 10 18. 82 16. 75 14. 59 13. 20 11. 47 10. 62 7. 80 

21. 2 20. 00 16.88 14. 90 13. 15 10.90 9. 72 5. 30 6.68 3.32 
ーーー
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第3表の 1 太平洋叶ケ・マス調査結果(第 1次航海)

投網位置 投網時刻

月 日 入れ水温(C) 反数

緯度 N 経度 E 始 終 種類 反数 戸、ご三

4. 17 38 - 51 147 - 1:2 15 - 15 16 - 25 11. 7~1 1. 9 196 
高司毛 16β 

詞査 30 

18 39 - 38 147 - 18 17 - 20 17 - 40 11. 0~ 1l. 1 98 
商業 68 

調査 30 

21 40 - 42 147 - 38 16 - 03 17 --25 10. 5~10. 6 196 
商業 166 

調査 30 

22 41 - 24 147 - 38 15← 33 16 - 35 3. 6~ 9.5 196 
商業 166 

調査 30 

23 42 - 31 147 - 32 15 - 23 16← 20 3. O~ 4.2 196 
商業 166 

調査 30 

24 42 - 36 148 - 58 16 - 35 17 - 24 196 
商業 166 

5. O~ 5. 1 
調査 30 

26 42 - 28 153 - 25 15 - 00 16 - 10 8. 2~ 8.8 294 
商業 264 
調査 30 

28 15 - :，5 196 
商業 166 

42 - 55 153 - 39 16 - 25 4. 3~ 5.4 
調査 30 

15 - 28 
商業 166 

29 43 - 00 153 - 38 16 - 15 4. 7~ 6. 1 196 
調査 30 

290 
商業 260 

4. 30 43 - 37 155 - 11 15 - 28 16 - 38 6. O~ 6.7 
調査 30 

291 
商業 261 

5. 1 43 - 47 155 - 10 15 - 30 16 - 40 .1. 6~ 6. 1 
調査 30 

3 43 - 50 155 - 34 1" - 25 16 - 39 4. 2~ 5. 7 291 商調業査
261 

30 

180 
商業 150 

4 43 - 38 154 - 34 15 - 4S 16 - 20 3. 6~ 3.7 
調査 30 

4. 17 38 - 44 11"7 - 08 16 - 33 16 - 50 1 1. 6~1 1. 7 縄
鉢
30 

21 40 - 40 1 t7 - 37 17 - 28 17 - 36 10. 5~1O. 6 縄 30 

23 .12 --36 141 - 33 16 - 23 16 - 35 3. 3~ 3.6 縄 30 

'--
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漁l 獲 尾 数 平均体重 (mm) ~平均体重げ) 備 考

シロ マス ギン スケ 計 J、 シ ロ 一、 ス ギ :/ ス ケ (標識放流)

。。
。。

6 6 

4 10 14 

78 12 90 。
12 2 15 560 ~ 

1 2， 103 

1 1 。
97 18 i 115 511 ~ 430 ~ 

6 62 68 1， 681 879 

252 204 456 555 ~ 435 ~ 

3 43 46 2， 000 874 

。。
667 472 1 1， 140 538 ~ 443 ~ 1， 161 ~ 

24 130 154 1， 852 931 16，100 

134 193 327 555 ~ 456 ~ 

12 12 24 2， 015 1， 107 

21 33 54 550 ~ 456 ~ 

l “ 勺 3 2， 012 1， 103 

27 34 61 553 ~ 447 ~ 

2 7 9 1， 993 1， 046 

。

26 26 マス15尾

1 1 シロ 1尾

司

i
F
h
d
 



第 3表の 2 太平洋サケ、マス調査結果(第 2次航海)

投網位置 投網時刻

月 日 入れ水温('C) 反数

緯度 N 経度 E 始 終 種類 反数 J、、町， "ニ

商業 68 
5. 20 41 - 38 147 - 48 16 - 05 16 - 30 5.0-5. 2 98 

調査 30 

160 - 14 16 - 30 
商業 264 2 

24 44 - 49 1邑-23 5.4 - 5.0 294 調査 30 

向業 263 7 
25 45 - 02 160 - 15 14 - 05 15 - 14 5.9 -6.8 293 調査 30 l 

商業 261 1 
26 45 - 10 160 - 32 13 - 55 日-12 4.6 - 5. 0 291 調室 30 

商業 261 
27 45 - 15 160一り 11 - 12 15 - 37 -t. 7 -4.9 291 調査 ;，0 

商業 26，1 1 
2日 4昌一 17 160 - 13 15 - 15 16 - 23 4.2 -4. 4 ~94 

調査 30 

16 - 01 4.4 -4. ¥) 29"* 
商業 264 

30 45ー μ 159 - 41 14← 52 
調査 30 

商業 264 
31 ぬ-16 159 - 27 15 - 10 16 - 15 4.1 - 4. 5 29"* 調査 30 

6. 45 - 17 1，，9 - 53 14 - 30 15 - 38 
商業 264 

4.5-5. 2 2日4 調査 30 

商業 264 l 
2 45 - 22 159 - 17 H - 30 15 - 33 5.1 -5. 5 294 

調査 30 

商業 264 1 
a 44 - 40 15自-08 14← 05 l昌一 12 5目8-6己 294 

調査 30 

15 - 42 5.9 -6.1 
商業 261 

4 H ー ;'1 159 - 12 14 - 38 三位l
調査 30 

- 158 ← 



漁 獲 尾 数 平均体長(帥~平均体重(~)
備 考

シロ マス ギン スケ '" 
、J ロ ーマ ス ギ ン ス ケ (標識放流)

3 7 10 572 ~ 463 ~ 

4 4 2，600 1， 303 

2， 025 1，438 3，465 532 ~ 533 ~ 474 ~ 

111 66 177 乙045 2， 270 1， 344 

己02 749 11 1， 069 448 ~ 531 ~ 458 ~ 730 ~ 
18 31 50 1， 588 2，190 1， 192 5， 180 

507 832 14 1， 354 日8~ 456 ~ 808 ~ 
14 31 45 2， 0‘.16 1， 263 8，421 

123 2S1 4 408 品42~ 459 ~ 日39~ 
l己 11 -】》 25 2， 10ll 1，29己 12，050 

124 368 4臼』 537 ~ 470 ~ 

4 13 17 2， 032 1， 115 

485 1， H乙7 6 2， 318 530 ~ 454 ~ 65日~
47 6li l 114 2， 028 1. 191 5， 253 

450 893 1 1 1， 354 535 ~ 44日~ り日2~ 
31 41 72 2， ll06 1， 166 5， 350 

129 1. 162 3 1， 294 亘11~ 445 ~ 826 ~ 
33 35 1， 760 J， L> 1 8， 180 

113 837 8 959 523 ~ 442 ~ 756 ~ 

8 46 54 1， 950 1， 264 。， 301 

249 1，068 5 1， 323 538 - 419 - 81乙~
12 70 もヱ 1， 94日 1， 11 7 7， 970 

429 1， 560 l 6 1， 996 540 - 450 ~ 736 -
17 45 l “ ‘》 65 2，089 1， 128 6， 780 
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第3表の 3 太平洋サケ、マス調査結果(第3次航海)

投網位置 投網時刻

月 日 入れ水温℃ 反数

緯度 N 経度 E 始 終 種類 反数 ，、、二二

6. 15 44 - 56 149← 56 15 - 00 16 - 10 4. 5 ~ 4.8 294 
商業 264 
調査 30 

16 45 - 13 151 - 17 14 - 50 15 - 50 5. 7 ~ 6.0 294 
商業 264 
調査 30 

17 45 - 04 151 - 07 15 - 00 16 - 25 5. 4 ~ 5.7 294 
商業 264 
調査 30 

18 45 - 04 151 - 52 11 - 15 15 - 25 5. 7 ~ 6.0 294 
商業 264 
調査 30 

19 45 . 0:; 151 - 28 14 - 10 15 - 25 7. 0 ~ 7. 8 294 
商業 264 
調主t 30 

20 45 - 38 152 - 2こ 15←);， 16 - 30 7. 9 ~ 8.6 294 
商業 264 
調査 30 

21 44 - :19 152 - 40 14 - 50 15 - 55 8. 2 ~ 8.4 294 
商業 26.1 
調査 30 

24 43 - 40 152 - ~~ 15 - 00 16 - 10 9. 1 ~ 9.2 294 
商業 264 
調査 30 

25 42 - 38 152一日 15 - 30 16 - 00 10. :J ~ 10. 4 98 
商業 68 
調査 30 

商業 68 
26 41 - 38 152 己5 15-4" 16 - 08 14. 4 ~ 14. 5 9吊 調査 30 

28 46 - 02 152 - 31 16 - 05 17 - 15 4. 2 ~ 5.8 264 
商業 234 
調査 30 

商業
29 4:' - 55 152 - 25 15 - 45 17ー 15 4. 2 ~ 6.4 294 

264 9 
調査 30 3 

30 45 - 28 152 - 15 15一日 16 - 50 6. 3 ~ 6.6 294 
商業 264 40 
調査 30 2 

7. 1 45 - 37 152 - 00 15 - 45 17 - 00 5. 2 ~ 6‘9 294 商調査業
264 1 

30 

鉢

6. 21 44 - 39 152 - 4υ 15 - 55 16 - 12 8. 2 ~ 8 4 縄 30 

(1，25 42 - 38 152 - 25 16 - 05 16 - 20 10. 4 ~ 10. 6 縄 30 
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漁 獲 尾 数 平均体長(腕)~平均体重 (g)
備 考

1ンロ マス ギン スケ 計 ，、. 
一 シ ロ ーマ ス ギ ン ス

ケ(標識放流)

245 847 1，092 552 ~ 440 ~ 

12 34 46 2，371 1， 168 

368 2，119 2， 487 545~ 438 ~ 

19 59 78 2，327 1， 133 

400 1， 706 2 2， 108 547~ 437 ~ 709 ~ 

8 39 47 2， 316 1， 160 5，025 

309 1， 180 1 1，490 557 ~ 448門 d 813 ~ 

16 32 48 2， 465 1， 204 7， 050 

263 1， 354 1 ワ“ 1，620 567 ~ 497 ~ザ 616 ~ 623 -

25 57 82 2，573 1，429 3，000 3， 000 

262 1， 944 1 ! 3 2， 210 553 ~ 452 ~ 559 ~ 659 ~ 

12 60 I 74 2， 256 1， 247 2，420 3，423 

22 自11 11 644 553へd 456 ~ 565~ 

2 18 1 21 2，347 1， 225 2，406 

6 349 6 3 364 547 ~ 453 ~ 590 ~ 635 ~】

1 7 1 9 2， 453 1， 131 2，798 3，083 

。。
。 、。

67 893 63 71 1. 030 546 ~ 445 ~ . 583~ 628 -

13 55 21 89 2，187 1， 137 2，541 3， 036 

142 1， 360 147 111 1， 669 590へd 532 '、， 458- 566 - 613 -
14 104 25 l 147 2，647 1， 9，55 1， 328 2，479 3， 250 

60 2，330 167 61 2， 603 573 ~ 551 ~ 460 ~ 586へ4 673 ~ 

8 100 18 1 129 2， 492 2，415 1，339 2， 785 4， 272 

106 2， 986 51 81 3， 152 554~ 549- 462 - 576 ~ 650 ~ 

6 60 10 76 2， 230 2，344 1，325 2，570 3，613 

シロ 1尾

1 146 147 マス59尾

1 1 
ギン 1尾
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第 3表の 4 太平洋サケ、マス調査結果(第 4次航海)

投網位置 投網時刻

月 日 入れ水温tC) 反数

緯度 N 経度 E 始 終 種類 反数 "'"ニニ

商業 264 
7. 17 14 - 43 148 - 50 15 - 40 16 - 55 8.4-8.8 294 

調査 30 

149 - 22 15 - 40 商業 245 
18 44 - 48 17 - 00 9.2 -9.7 275 

調査 30 

149一旬 16 - 00 商業 252 2 
19 14 - 48 17 - 1り 7.4 -7.5 282 

調査 30 

商業 2G4 
20 45 - 08 150 - 14 15 - 52 17 - 05 7.4 -8.1 294 

調査 当o

150 - 0.1 10 - ~O 
商業 166 

21 45 - 06 17 -ω 6 当~ 7.0 l日b
調査 :JO 

尚業 16ti 
22 45 - 2臼 151 - 05 lti - 05 lti - 55 5. 己 ~7. 5 l日U

調査 30 

16 - 58 
商業 1:l6 

24 44← 07 117 - 50 17 - 30 8.7 -9.1 166 
調査 当り

商業 117 
25 43 -乙日 147←却 16 - 30 16 - 56 12. 2~2.1 117 

調査 30 

商業 68 
30 42 - 29 147 - 46 16 - 00 16 - 23 16. :2 ~J I.ll 98 

調責 30 

商業 68 
8. 1 11-己邑 147 - 30 15 - :J:l 15 - 53 :21. 2-;三20 98 

調査 30 

117 - 50 17 - 35 17 - -16 8.8-9己 結』
鉢

7. 24 14 - 07 ユo

30 42 三日 147 - 16 16一刻 lli - ~l5 16.1-16二 機 :10 
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漁 獲 尾 数 平均体長加司~平均体重(g) 備 考

シロ ーミZ子、 ギン スケ J、、
一 シ ロ '"< ス キ、 ン ス ケ

(標識放流)

1 15， 483 36 1 1 5， 521 641 - 479ι 626 - 606 -
l 76 五 80 3， 225 1， 291 3， 384 2， 950 

111， 926 41 2 1 1， 970 619 - 470 - 589 - 706 -
75 4 79 2， 950 1， 266 2，918 4， 750 

214， 013 16 1，033 581 - 591 - 470 - 610 -
134 3 137 2号 430 2， 400 1， 276 3， 241 

415， 007 18 5，030 584 ~ 618 - 473 - 606 -
178 u ‘》 180 2， 500 当， 113 1， 271 3， 269 

211， 890 自 2 1 1， 902 627 - 478 ~ 614 - 655 -
15:> 2 155 3， 235 1， 318 3， 325 3， 525 

515， 750 25 2 1 5， 782 617 - 465 - 617 - 607 -
よ‘ 6邑7 14 2 675 2，810 1， 280 3， 3乙4 3，050 

当16 l二 328 184 - 629 -
60 b I 67 1， 410 3， 8:13 

l 1 

l l 

Q 。
。。

マス山尾

29 i 30 ギン l尾

。
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3 深海漁場開発調査

l調査目的

日本海大陸棚縁辺に分布棲息する末不11用資源、であるスケトウタラ資源、について、底刺網により時期

的資源、分布移動状況を把握するとともに、企業見通しをつけ、沿岸漁業経営合理化と生産性向上を図

る。

n 1.調査時期

昭和 47年 10 月~ 1 2月

2 調査場所

別紙スケトウタラ調査図

北緯 41度 11分から北緯 40度 57分に至る大陸棚縁辺海域

3. 調査員および調査船

(1 )調査員

(2) 調査船

漁業課長

技師

技師

浅加信雄

赤羽光秋

小田切譲一

試験船 幸洋丸 (121.22トン 4 0 0 P・S・)

4 調査項目

(1 ) 漁場海洋観測

(2) 漁獲試験 時期別分布状況

魚体測定……尾叉長、標準体長、体重、内臓除去重量、性別、生殖腺重量、官内容(内容物

・重量)肝臓重量

5. 調査方法

スケトウタラ底刺網3枚(1枚:-¥0反)を使用しておこなった。

スケトウタラ底刺網漁具仕様

マルチ 21 0 D 4本 85mm 125掛 6 O. 6 m切

仕立内訳

上棚 159HK 2x3右 1本イセ 3.7割

足棚 1259HK 3x3右 1本イセ 4.5割

浮子 2.6号HK 1反 42ケ

吊糸 1 5号 SN系 1. 4 5 m切2つ折80本

仕立糸 グレモナ糸

石手棒 1 2号 PP岩系 1 m切 5本

ロ系 3.69 H Kトワイン 1 O. 5 m切2本

沈子自然、石 5kg ( 1反に5ケ)

園調査結果

(1 )漁獲調査

調査は、 10月 5放、 11月6放、 12 JJ 1放、合計 12放(360反)、操業漁区8漁区、総

漁獲量 5.40 2旬、 1反当り 15 kgであった。 l反当り 15旬以上の漁獲があったのは 8、 9、13

の3漁区であった(第 1図第 1表)

一昨年実施した底びき網漁法による調査および昨年実施した底刺網漁法による調査を総合すると、
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7月以降 12月まで、スケトウダラがこの海域に分布していることが判明した。

調査毎の投網水深(第 2図)調査毎の漁具の滞水時間(第3図)投網位置における各層水温図

(第t図)から検討した結果と漁獲量との関連は認められないが、 20 0 m等深線につながる傾斜

の急な漁区に分布密度が高いように思われた。

第 1図 スケトウタラ調査図

N 

。

5， 000 m 

10， 000問

1390- 50' E 1400- 00' E 

口内数字上段:漁区番号

下段:1反当り漁獲量kg

410-10'N 

410- OO'N 

400- 50'N 

大戸瀬崎
鯵ヶ沢

100_ 40'N 

1 /250，000 
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-
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第 1図調査別 1反当り漁獲量

単位旬

1 0 月 1 1 月 1 2 月

調査番号 漁区番号 漁獲量 調査番号 漁区番号 漁獲量 調査番号 漁区番号 漁獲量

1 3 O. 6 6 8 2 0 1 2 1 3 2 0 

2 3 。 7 1 1 3 0 

3 4 1 1. 7 8 1 3 3 3. 3 

4 5 6. 7 9 1 3 6. 2 

5 7 1.7 1 0 1 5 1 0 

1 1 1 3 4 0 

第 2図 調査毎の投網水深と 1反当り漁獲

棒線:;投網水深

曲線:1反当り漁獲量

横軸 調査番号

投網水深
LK19 00 

400-1 ト1'0

300-1 

200 一反当り漁獲量 。

水深

.20 100 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 灼ノ当
量

。
反
獲
一
漁
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第 3図

h 
140 

120 

100 

80 

60 

40 

20 

滞水時間

70 71 

調査毎の漁具の滞水時間と 1反当り漁獲量

俸線(縦軸)滞水時間、曲線 1反当り漁獲量

横軸調査番号

238 406 

118 
216 

96 97 

68 

45 

2 3 45  6 7 8 9 10 11 12 
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第 4図 投網位置水温と 1反当り漁獲量

縦軸:左側水活L右側 1反当り漁獲量

横軸調査番号

×印 OM層

O印 10 0 M層

・印 2 0 0 M層
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(2) 魚体調査

調査は、 10 .F! 2回、 11月3回、 12月1回、計 6回、 245尾の多項目測定をおこなった。

A 体長(尾又長)は第5図の体長組成図のとおり 38-62cmの範囲にあり、月別平均体長は第

2表のとおりで、 1 0月24日は 55. 7 cm _ 1 0月30日は 47. 9 c柄、 11月13日44.2 cm、

1 1月15日は 45. 4 cm、 1 1月30日は 44. 9側、 1 2月4日45.4 cmであった。

B 胃内容物は第3表のとおり、端脚類 47%、オキアミ類40 %とこの2種が主体で、十腕類、

小魚、長尾類、魚類、練皮動物の11債となっている。

C 生殖腺重量

4表にみられるように調査毎に標本の大きさが異なるために雌雄とも時期的な重量の増加傾向

は顕著に現られていないが 11月中旬以降に若干の増重が認められた。

D 熟 度

調査期間の(1 0月下旬-12月中旬)において、雌は一部が未熟のほかほとんど半熟状態を

示し、透明卵を持った成熟個体は認められなかった。

雄は精巣が肥大し、乳白色不透明状態にあった。

E 卵 径

1 1月中旬まで卵径平均は o.7 5 mm以下であるが下旬以降では 0.90 mm以上に成熟肥大してお

り、最大卵径1.00慨に達するものも一部存在するが熟卵は認められなかった。

第2表魚体測定結果

内蔵除去 性 男U
揚網月日 調査漁区 尾又長(掘調) 標準体長岡 体 重(9)

体重:(9) 古 ♀ 

同 同
1 O. 24 3 557 51 4 1，1 2 5 91 7 3 1 2 

10. 30 4 479 446 763 628 16 23 

1 1 13 7 442 41 1 591 482 23 27 

1 1. 1 5 1 3 454 422 634 502 23 27 

1 1. 3 0 1 5 449 416 653 529 27 23 

12 4 1 3 454 422 627 51 3 33 18 
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成組長体第 5図
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11月 13日

n ; 50 

30 

20 
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11月 15日

n • 50 
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Ce' 
u 

30 

20 

10 

号。

30 

20叫

10 

11月 30日

n 50 

39 40 41 42 43 44 45 16 47 48 4日 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 

12月 11臼

n 50 

::;9 ，10 11 42 43 44 45 46 H 18 19 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 

第3表 スケトダラ胃内容物
単位個体類

冶寸 オキアミ類 端脚類 十腕類 魚 魚 類 東車皮動物 長尾類

10， 2 1 υ 「 6 l 3 l 1 6 

10， 30 1 9 27 7 3 つ 58 

11 1 ::¥ 9 :3 4 l I 1 46 

1 1 1 5 43 30 ‘〉 75 

1 1 :; 0 1 8 1 0 2 1 2 37 

1 2， 1 1 1 6 2 :3 4 】つ l 46 

J十 1 10 1 30 1 9 10 l I 7 278 

種類別
10 j 7 

割合協)
7 i 3 
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第 4表 スケソウダラ生殖腺重量、卵径

単位生殖腺重量 9 
卵径

下去三 1 O. 2 4 1 0.3 0 1 1. 1 3 1 1. 1 5 1 1. 3 0 1 211 計

範囲 34 - 100 25 - 100 15 - 50 19 - 73 19 - 120 35 - 90 15 - 120 

♀ 
平均 59. 8 53.0 35. 0 45. 9 56. 6 54. 4 49. 6 

範囲 68 - 195 21 - 126 6 - 115 15 - 101 15 - 120 25 - 100 6 - 195 

o 
平均 117. 3 60.3 46. 7 53. 3 54. 4 52.3 54. 5 

範囲 34 - 195 21 - 126 6 - 115 15 - 101 15 - 120 25 - 100 6 - 195 

総
平均 71. 3 56. 0 40. 4 49.0 55. 4 53.1 52.0 

卵
範囲 0.49 - O. 94 0.53 - 0.91 0.60 - 0.89 0.64 - 1. 00 0.76 - 1. 04 

径
平均 O. 75 0.73 0.72 0.92 O. 95 

空文長官 55. 7 47.9 44.2 45. 4 44. 9 45. 4 

W 調査の成果および今後の問題

1 調査の成果

4 5年の底びき漁法κよる調査および46年の底刺網による調査と本年の調査から 7月-1 2月

にかけて、大陸棚縁辺水深300-400mにかけて、相当多量にスケソウダラが分布棲息してい

ることが半リ明L-tこ。

2. 今後の課題

(1) 問題点

原在魚価が安いためか、未利用資源である。 11月以降になると時化の日が多く、東j網漁法で

は海中設網の時聞が長くなり、魚体の損傷が多くなり、商品価値がなくなることもあるので、将

来底びき網漁法の対象資源として利用されることが望ましいと思われる。

(2) 今後の課題

スケソウダラ資源は未利用資源、であり、本年をもって調査は終了したわけであるが、今後とも

資源の変動について、注目する必要がああと思う。
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鯵ケ沢漁協水揚状況

月 日 魚 種 水 揚 量 単 価 水揚金額

kg 円 円

1 0 3 スケ トウ タ フ 495 45. 3 22. 410 

1 1 1 2 /1 543 41. 3 22. 435 

1 1 1 3 /1 837 12.0 10. 044 

1 1. 1 5 /1 979 42.0 41， 118 

1 1. 2 0 /1 185 49 0 9， 065 

1 1. 3 0 11 123 42. 4 5， 210 

1 2 1 1 /1 552 31. 4 17， 346 

計 3.714 平均 34. 4 127， 628 

1 0 2 4 サ ノ、 1， 170 49. 8 58. 320 

11 ウ ス メ ノ、 ノレ 24 283. 3 6， 800 

脅 ，、 ツ メ 20 140.0 2.800 

/1 オミ ツ ケ 10 100.0 1. 000 

" タ ブ 6 150. 0 900 

1 O. 3 0 ，、 ツ メ 14 80. 0 1. 120 

計 1. 244 平均 57. 0 70， 940 

メ口'>. 計 4. 958 40. 1 198. 568 
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調査番号 2 3 

月 日 10. 21 10 21 10 26 

投

開始時刻 09.-30 10 - 00 9 - 40 

網

終了 時刻 09 - 50 10 - 20 9 - 55 

月 日 10 24 10 24 10 30 

揚

開始時刻 11 - 30 10 - 00 09 - 20 

網

終了時刻 13 - 30 10 - 20 11 - 00 

漁 区 番 号 3 3 4 

投網 N 41 - 09. 5 41 - 08. 5 41 - 09. 4 

位置 E 139-56.3 139 - 57 139 - 54 

投網方向使用反数 NE 30 N E 30 S E 30 

投網水深 (m) 340 - 325 120 - 400 410 - 330 

滞水時間(時間) 70 71 96 

OM'C 20. 6 20.6 19. 8 

水 50 16.95 

100 
10.95 

200 4. 50 

温 300 
2. 00 

350 
1. 40 

漁
獲 スケトウタラkg 17 

。 350 

サパ
→十ノ〈 150kg 

1.020 kg 

ウスメノミル
揚網水深

24 kg 
lfiO-230 m 

記 事 ノ、ツメ

20 kg 

ホッケ
10 kg 

タラ

6 kg 

揚網水深
270-260 M 
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10 26 

10 - 00 

10ー 15

10 30 

11 - 30 

13 - 20 

5 

41 - 08. 4 

139 - 57 

S E 30 

110-460 

9i 

19.8 

172 

13. 17 

7. iO 

2. 95 

1. 80 

200 

ウスメパル

20 kg 

揚網水深
245-160 m 

調

3 

10. 30 

14 - 05 

14 - 15 

11 3 

06ー 15

08 - 15 

7 

41 - 06. 1 

139-58.8 

NE 30 

450 - 290 

68 

19.0 

50 

査

6 

J士
iI、口

11. 3 

09 - 07 

09 十 18

11 12 

08 - 45 

10 - 40 

8 

41 - 03. 2 

140 。5
N E 30 

460 - 430 

216 

19. 1 

19. :30 

17. 65 

7. 82 

1. 80 

1. 32 

600 



果表

7 8 9 1 0 1 1 1 2 

11 3 11 13 11 15 11 20 11 30 12 4 

09 - 40 12 - 00 10 - 27 10. - 30 10. -23 09 - 25 

09 - 55 12 - 15 10 - 42 10. -45 10. -38 09 - 40 

11 13 11 15 11 20 11 30 1 2 16 12 11 

09 - 30 08 - 40 08 - 30 08 - 10 08 - 20 11. - 30 

11 - 30 10 - 20 10 - 00 10 - 10 10 - 20 13. -30 

11 13 13 15 13 1 3 

41 - 02. 3 40 - 59.2 40 - 59.4 40 - 58 4 40 - 59. 2 40 - 59. 5 

140 - 01. 4 140 - 02. 2 140 - 02. 4 140 - 03 40 - 02. 2 140 - 02. 3 

E 30 E/E 30 NE 30 N E 30 NE 30 NE 30 

450 - 410 440 - 380 380 - 320 330 - 300 420 - 385 380 - 320 

240 45 118 238 406 170 

19. 1 19. 1 16. 8 16.0 15.4 14.8 

17. 22 16.42 16. 20 15. 60 

17. 30 10. 95 16. 15 15. 95 使用反数 360反

5. 85 8. 00 14. 67 
スケトウダラ

6. 62 総漁獲量 5，402 kg 

1. 20 2. 35 4. 00 1反当り漁獲量15kg

1. 25 

900 1， 000 185 300 1， 200 600 

アカカレイ 漁獲尾放棄
30ピ

ドスイカ

5ビ

ウロコメカレヒイ
10 

タッスメノミル

1ビ

ノ、タノ、タ

2ビ
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W 漁況・海況予報調査



査調報予況海況漁

的

この調査は、沿岸沖合漁業に関寸る漁況海況の調査研究および資源調査の結果にもとづいて予報を

作成することにより漁業資源の合理的利用と操業の効率化を図り、もって漁業経営の安定に資するこ

とを目的とする。

目

『ヲムn
毛岳

調査期間昭和 47年 4月-48年 3月

/1 海域本県、日本海、津軽海峡、太平洋沿岸及び沖合

調査員及び調査船

調査員主技師

副課長

技師

技師

臨時

試験船

秋

雄

昭

通

雄

丸

丸

丸

丸

光

信

邦

真

洋

鴎

奥

鵬

羽

加

三

村

沢

赤

浅

十

回

戸

幸

瑞

東

青

調査船

内

1. 

2. 

3. 

H 

調査項目

海況調査(定線海洋観測)

・各層測温・塩検 0・10・20・30・fi)・ 75・100・150・200・300・400・500問

(但し沿岸定線は 300問までの 10層)

・魚卵・稚仔採集及び査定

・プランクトン採集及び査定

・気象観測天候、気温、風向風力、気圧、雲量

・海象観測波浪、うねり、水色、透明度

・見張調査

漁況調査

・県内主要 9港(沢辺、深浦、鯵ケ沢、小泊、三厩、佐井、大畑、白糠、八戸)における主要8

魚種(スルメイカ、サノ之、マグロ、ブリ、タイ、ヤリイカ、サクラマス、アフラツノザメ)に

ついて、日別、魚種漁業別出漁隻数、漁獲量、魚、体、漁場を調査した。

調査方法

(1 )は試験船により 1、2尽を除く毎月 1回調査を行い、分析及び整理は本場内で行った。

(2)は各地区担当の普及員に毎月報告を依頼し、これを取りまとめた。

/1 

/1 

4. 

}
 
l
 
(
 

(2) 

5 

調査結果

4 7年の海況

日本海における暖流の北上流量

計算で求めた軒1作埼西方海域における対馬暖流の北上流量を1.1表に示した。
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].1表対馬暖流の月別北上流量

月 I6 

2. 4 

1. 5 

2. 8 

1. 9 

5. 5 

2. 6 

5. 4 

3. 9 

13 mγs e c 

月

3. 6 

:o.O 

太年の流量は、過去 4ヶ年の平均値にくらべて各月とも大きく、特に 7月は 2倍強に達し、強

勢であっ?。また暖流域の水温11春から冬にかけて、平年よりも終始高めに推移した。

(2) 津軽暖流域の面積と水温

面積は 5/j幾分狭かったが6月以降平年並となった。なお、 7月からこの流域南側は、近海を

北ヒする黒湖分派と接し、特に岩手県沿岸域は黒潮分派のため高温となった。

本県沖におけるこの水域の水混は、対馬暖流の強勢を反映し ""(1包めに推移した。

(3) 親潮域

5Hきでは第 1分校の接岸:工やや顕著であったが、 6月以降津軽暖流の増勢及び近海の黒潮北

上分派の強勢と相チって第 1 分校の勢力は非常に弱くなり、以後 143~145Eを南下寸る第

2分校に勢力が集中した。なお親潮域の水温は例年より高めで、全体にこの水域は弱勢であった。

(4) 混合域

近海の黒潮分派は、 4月よ i)岩手県沿岸付近に接近しているのが認められ、以後幾分かは北上

したが.概ね岩手県沿岸域に存在し、比較的規模が大きく、かつ位i量が西側に偏っている等の点

は例年とは異っ℃いて、本年東北海域の海況の大きな特徴となったコ

2 稚魚査定

頭足類 1属 1種

魚類 9属 12種が査定された。

特に漁業的に重要だと思われる種としてサンマ、メパル属の 1種、ホッケの稚魚、が見られた。

3 プランクト査定

優占的に出現した種;土原生動物 1属1種、腔腸動物 1属、毛顎動物 1属、筋足動物 12属 2 0 

種である。

5 - 1 0月 1地点当り平均湿重量は出現種の関係から 5月に最高で月が進むにしたがって減少

の傾向が見られる。

4. 4 7年の漁況

(1 ) 日本海

1本釣によるスルメイカ漁業は夏季においては 1隻当りの漁獲量、総、漁獲量(4， 2 2 5トン)

とも平年をや L下廻る程度であった。また秋季における 1隻当り漁獲量、総、冷、獲量(2， 1 2 3ト

ン)とも平年を上廻った。定置網による漁況については、アジ、マサノくとも良好であったが，ブ

リ、マグロ及びマダイ i工低調であった。また本年の特異現象として、 10 ~ 1 1月に大型定置網

に例年になく大羽イワシが多く入網した。

(2) 太平洋

八戸近海における夏季のスルノ「カ漁獲量は、 9.1 5 5トン、秋季ι:1 1 :-l，8 5 0ヤンで共乙平
年漁獲量を下廻っ介。又サハl工、八戸港に水婦された三陸ものは 20 2， -1 2 7トンで昨年を僅かに

下廻ったが、一方道東からの搬入サノえは 5，080トンで、これまでの最高を記録した。
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水産資源調査

調査目的

イワシ類、アジ、サバ、スルメイカの資源動態を把握するための魚体調査、漁況調査を実施する。

H 調査内容

1. 調査期間 昭和4 7 年 5 月~ 1 2月

2 調査場所 鯵ヶ沢、後潟

3. 調査員 主任研究員 斎藤重男

技 師 高梨勝美

臨時事務手 中村睦子

4 調査項目

(1 )漁況調査 イワシ類、アジ、サパ、スルメイカ

(2) 多項目調査

A イ ワ シ類 体長、体重、性別、卵径生殖腺重量、肥満度胃内容重量、および種類

B マ ア ジ 尾又長、体重、性別、生殖腺重量、肥満度胃内容重量、および種類

C マ サ パ 尾又長、体重、性別、生殖腺重量、肥満度、胃内容重量および種類

D スルメイカ 外套長、体重、性別、生殖腺重量、成熱度、交接の有無、てん卵腺長、

同重量、輸精管、貯精のう重量、精 のう重量、胃内容重量および種類

E パンチング調査

F 標査放流 スルメイカ

皿調査結果

鯵ヶ沢では一本釣によるスルメイカ、後潟では小型定置網で漁獲されたカタクチイワシ、マイワシ

マアジ、マサノ之、スルメイカの多項目、バンチング調査を実施した。

調査尾数は多項目調査、パンチング調査を含め、鯵ヶ沢ではスルメイカ 3.29 2尾、後潟ではカタ

クチイワシ1.8 3 9尾、マイワシ 38 7尾、マアジ 39 5尾、マサバ1.9 3 2尾、スルメイカ1.200

尾である。

1. 漁況調査

県統計によると昭和 47月1月から 10月までの 6魚種の漁獲量はつぎのとおりである。

(1)マイワシ…一 114トンて、昨年同期の 59.7%

(2) カタクチイワシ…… 3.8 4 5トンで昨年同期の約1.5倍

(3) ウルメイワシ…・・ 771トン(昨年は皆無)

(4) マ ア ジ…… 46トンで昨年同期の約1.5倍

(5) スルメイカ

2. 魚体調査

(1 ) マイワシ

A 体長組成

1 4. 9 3 2トンで昨年同期の1.2倍

6 ~ 1 2月までは 6.0 ~ 1 6.0 cmの範囲に分布し、モ ドは 8月の 6.5cmが最小、 6月の

1 5.0 cmが最大で、あった。

B 体重

10~50~の範囲に分布し、平均体重では 6 月が最も重く 4 3 ~、 8 月が 1 5 ~である。

C 肥満度
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8. 0 ~ 1 3.0の範囲に分布し、モードは8月の 9.5が最小、 6月の 12.0が最高であった。

D 性比

ぷ検定によれば、 5%の有意水準で雌雄差は見られなL、。

E 卵型と生殖腺

0.08-0.1 7 mm~ く 0.1.- 2.6 f}の範囲に分布し.平均卵径は 11月の 0.03闘が最小、

6月の O.5 2闘が最高で、あヮた。

また、 6月の雌3.3'1、雄2.2'1が最高であった。

F 胃内容重量および種類

殆んど空胃かO.1 '1以下で、種類は消化して不明であった。

(2) カタクチイワシ

A 体長 H ・H ・5.0 ~ 1 4.5cmの範囲に分布し、モードは 8月、 12月の 7.5cmが最小で、 5

月の 13.5 cmが最大であった。

B 体重

1~35 'l の範囲に分布し、モードは 8 、 1 0、11、 12 月の 1~5 'l が最小で、 5 月の

25'1が最高で、あった。

C 肥満度

6.0，.__ 1 1. 5の範囲に分布し、モードは 11月の 5.5が最小で 5月の 12.5が最高であった。

D 性比

d検定の結果 5%の有意水準で、 6月25目、 24日、 7月15日のものに有意差がみられ

た。

E 卵径と生殖腺

卵径生殖腺ともに 5~6 月が大きく(平均 0.7 9 ~O. 8 7棚、1.4 ，.__ 2. 9 '1 )、8~ 1 2月

が最少であった。

F 胃内容重量および種類

殆んど空胃がO.1 '1未満であり、種類は消化して不明であった。

(3) マアジ

A 尾又長

7. 7 ~ 1 4.7 cmの範囲に分布し、モードは 10月の 8.5cmが最小で、 8月の 11.5cmが最大

であった。

B 体重

5. 5 ~ 4 0.7 '1の範囲に分布し、 10月の 8.8'1が最小、 8月の24.3 '1が最大であった。

C 肥満度

9. 5 ~ 1 5.0の範囲に分布し、モードは 9、10月の 11. 0が最小、 8月の 13.5が最大で

あった。

D 性比、生殖腺

すべての個体は生殖腺が認められず、雌雄は不明であった。

E 胃内容重量および種類

殆んど空胃が O.1 '1以下であり、種類は消化して不明であった。

(4) マサバ

A 尾又長

7. 0 ，.__ 2 9. 0 cmの範囲に分布し、モードは8月の 9.5が最小、同月の 27cmが最高で、 21 

m以下の個体が大部分であヤた。

B 体重

30~440 'l の範囲に分布し、モードは 1 2月の 40 '1が最小、 7月の 15 0 '1が最高で
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C 肥満度

5. 5 ~ 1 3.0の範囲に分布し、モードは 12月の 8.5が最小、 7、8月の 10.0が最高であ

った。

D 性比、生殖腺

殆んどの個体は未熟群で性別は不明であったo

E 胃内容重量および種類

7 ~ 1 2月までの平均は 1.5'1であるが、 8月16日の 24 '1が最高で、種類の判別できた

ものは殆んどカタクチイワシであった。

(5) スルメイカ(後潟)

A 外套長

7. 0 ~2 2 cmの範囲に分布し、モードは 5月の 9cmが最小、 7月の 15 cmが最大であり雌が

大きし、。

B 体重

lO~250 'iの範囲に分布し、モ ドでは雌の6、7月が 60 '1、雄の 6月が 50'1で最

高であった。

C 性比

d検定の結果5%の有意水準で有意差はみられなかった。

D 生殖腺

7月中旬までは O.1 '1 ~ 2. 6 '1で7月下旬の 9.5'1が最高であった。

E 成熟度

7月25日に成熟2個体が雌にみられた。

F 交接

7月25日に 1尾みられた。

G てん卵腺長

4. 9 ~ 7 3.0cmの範囲に分布し、月を追って増加の傾向がみられ、 7月下旬には 73cmに達

していた。

H 同重量

最高は 7月の 8.0'1で、他は未熟個体のため測定できなかった。

I 輸精管、貯精のう重量、精 のう重量

5~7 月までの調査よりできなかったので、維の成熟個体はみられず測定できなかヲた。

J 胃内容重量および種類

平均 5月の O.1 '1、6月1'1、7月2'1であるが、空胃、消化不明のものが多いが、カタク

チイワシ、共食いなどが判別できた。

鯵ヶ沢

A 外套長

13~28(771の範囲に分布し、モードは 5 月に 1 5 (771、8月に22cmとそれぞれ最小値、最

大値を示しているが、各月を綜合してみるとそードは2Ocmであヲた。

B 体重

20~490 'i の範囲に分布し、平均では 8 月の雌 2 7 0 '1、雄25 0 '1が最大であった。

C 性比

ぷ検定の結果 9月8月、 25日の個体に有意差がみられた。

D 生殖腺重量

ζO. 1 ~ 1 5.4 '1の範囲に分布し、雌雄ともに8月が最高値を示していた。
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E 成熟度

半熟個体は雌708. 9月、雄 708. 9 .10月、完熟個体は雌 7、8月、雄7. 8 . 9 

1 0月に出現していた。

F 交接

6 月下旬~ 1 0月中旬までみられたが、 8月が最高であり、 46年度に比し多かった。

G てんらん腺長

6. 0 ~ 1 0 4 0 mmの範留に分布し、 70809月には 607ll7ll以上の個体が出現していたが、

平均値は 8月が最高であっt::.o

H 同重量

o. 1 ~ 1 2.1 'iIの範囲に分布し、 8月が最高であヮた。

I 輸精管、貯精のう重量

o. 1 ~ 8 9 'iIの範囲に分布し、 8月が最高であった。

K 胃内容重量および種類

着均では雌雄ともに 8 月が最高を示し、それぞれ1. 0~ 1. 8 'i1で小魚、 7 ~類、共食いなど

が、判別できた。

3. 標識放流

(1 ) 津軽海峡西口で 9月28 日~ 1 0月19日までの聞に 450尾放流したが再捕率は 19尾(2 

ヲも)であった。

殆んど津軽海峡西口、東口(恵山近海)で再摘され大きな移動はみられなかヮた。

(2) 北海道エリモ岬沖で 7月28 日~ 3 1日にかけて1， 3 5 7尾放流したが再捕率は 6尾 (0.4510) 

再捕位置は命11路、広尾、青森県民労沖である。

IV調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

(1 ) 日本海(本県沖)に来遊したスルメイカ 陸奥湾内に来遊するスルメイカ、マイワシ、カタク

チイワシ、マアジ、マサバの生物的特性ならびに資源動態を把握した。

2 今後の課

スルメメイカ春季雄仔群の標識放流は必要と思われるこのために標識票、放流技術の開発が望ま

れる。
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日本海栽培漁業漁場資源生態調査

自ワ

日本海における沿岸漁業伝興のため栽培漁業の展開を目標として、主要水産資源の分布生熊を明ら

かにし、種苗放流による生産増の口I能性、適正放流種苗のもつ特性および放流海域を究明するための

基礎資料を得ることを目的とする。

目査5周

.... 亡、
そ岳

調査期間

昭和'"7年'"n 1日から'"8年 3月 3 1日まで
調査海域

権現崎から須郷崎間(第 1凶‘第 1表}

3. 調査員および調査船

( 1) 総括場長馬場勝彦

(2) 調査員漁業課長浅加信

技師赤羽光

十三邦

中凶凱

田村真

小田切譲

雄

秋

昭

久

通

内査E局

1. 

2. 

自

D 170lP 

D 160 lP 

15lP 

D 35lP 

D 150 lP 

1 9.9 4トン

D 

C 協力船

4. 調査項目

(1 ) 発育段階別分布生態

(2) 発育段階日IJ食物環

(3) 産卵親魚の分布生態

(4) 若令期における生息環境

問回遊移動状況

(6) 漁業の実態ならびに生活史に関する知見

5 調査の方法

(!) 海仁調査

漁獲試験

a 第 1凶に示す各点を設定し、桁網、および底びき網(1そうびきかけ回し)により操業し

た。(第 2、入 t凶)

その{也、小型地びき網により、亦石川liuJ[J付近、鯵ケ沢町川尻付近の沖合約20 0問、水深

2 ~:~ m告での海域を調査した。
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1 0 8 1トン

4. 2 0トン

2 9，3 1トン

2. 7 9 トン

青鵬丸

端鴎丸

昭光丸

旭光丸

第 3日栄丸

調査船

試験船

(3) 

A 

船傭B 

A 



b 使用漁具と時期

漁 7日て 調 査 期 間 船 名

S 4 7. 4 7 - S 4 7. 6.3 0 昭 光 丸
桁 網

旭 光 丸S 4 7. 1 1 - S 4 7. 7. 3 1 

S 4 7 5 1-S47. 5. 1 ;:; 三円主三 鵬 丸
小型底びき網

1 - S 4 7. 1 2. 1 5 旭 光 丸S 4 7 8. 

地び き 網 S 4 7 8. 2 2 - S 4 7. 1 1. 2 0 

底びき 網 S 4 7. 1 2. 1 5 - S 4 8. 3. 3 1 瑞 鴎 丸

c 1操業毎に、操業月日、投網位置、水深、曳網時間、曳網方向を記録し介。

B 海洋観測

a 毎操業地点、毎に天候、風向、!武力、底質、水温(底層を含む)、地形について海洋観測指

針にもとづき実施した。

b プランクトンネットは、北太平洋標準ネットを用い底より表面?で垂直びきした。

c 稚魚不ツトは、 1 0分間表層びきとした。

d 採水、測温はナンゼン転倒採水器を使用して行なった。

C 漁獲物調査

a 各操業地点、で漁獲された魚種のうち重点魚種、および選択魚種については 50尾(それ以

下の漁獲尾数については全数)づっ体長、体重組成調査を実施した。

その他の魚種については適宜調査を実施した。

b 精密魚、体測定は、魚、種毎に胃内容物、性別、生殖腺重量、生殖腺熟度調査を実施した。

e 体長測定基準および対象魚種の発育段階別区分(発育段階区分は食性及び生活段階で論ず

るのは当然であるが便宜上全長(ヒラメ、カレイ)及び尾又長(マダイ)で区分した)は次

の通り。

;魚種

マダイ

ヒラメ・カレイ

測定基準

尾又長

全 長

記号

F • L 

T ・ L

発育段階区分

孟ぞと仔 魚
若令期

色成
稚 魚 若 色

ヒ フ メ 2 0間以下 3---5G;汎 6 - 1 3απ 4 ocm以上

マガレイ
- 5C宵1 6-12cm 1 3cm以上

マコカーレイ

'マ ダイ - 5cm 6-25cm 2 6 cm以上

d 調査協力船(底びき、定置)に便乗して標識放流を実施した。また、漁獲試験中にも実施

した。

e 標識は、 60努タツグガンおよび迷子札の 2通りの方法で実施した。

(2) 陸上調査 昭和 47年 4月3日から昭和 48年 1月 15日ま℃、

A 漁獲統計調査

漁業協同組合の水揚台帳を用L、、対象魚種(ヒラメ、マガレイ、マコガレイ、マダイ)につ

いて月別、銘柄別漁獲量を調べた。また県統計、農林統計も利用した。
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第 1図 調査定点位置図
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第 l表調査定点

1主点よりのコース

線

A 線 十三河口
Ma-，q-c，.~ 

:.no 0 

B 線 Iずad 2「 llj 
Mu舟C(J'..t，
2700 

C 線 赤石河口
Ma，9'Cd.<l 
215υ 

L一一一一一 ι 一一

第 2図桁 網

トー

5 m 

A， 

B， 

c， 

2視

水

¥ 0 m 20m 

A2 A3 

B2 B. 

c2 c3 

|I ~;CR 
二才

鉄枠
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小型機船底びき網
第3図
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9111 100目6 O.6m置1 2号
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5111 30 0白

1 5 0目
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1.5111 



丸鴎瑞

1そうびき沖合底びき網第4図

l
z
w
∞
l
 

2 4問1 0 0目9 0.9 m掴1己号ハイゼックス網手イ

14m 1 5 0目6 0.6 m閣6号網袖ロ

11m 5 0目6 0.6 mm 6号11 天井網ノ、
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皿調査結果

1.ヒラメ

(1 ) 発育段階男IJ分布生態

0 仔魚期 6~9 月に水深 2 0間以浅の河川域に分布。

0 稚魚期 7~9 月に水深 1~20m の河111域に分布。

。若魚期 分布範囲は広し小型なものほど河川域の浅海に分布寸る。当才魚は水深 20m以
浅. 1 才魚以上は水深 120~130 問?で周年分布している。

時期的には 5~ 7月には水深 50 m以浅に分布しているが、 8月以降沖合化し、 10 ~ 4月に

は水深60~90m の海底々質砂と泥の接際部に分布し、逐次沿岸に近づき、このような深浅

移動を繰り返す。

0 成魚期 周年水深20 0 m 古で分布しており、 10~4 月は水深 150~160 問に分布し、

逐次接岸して 5~7 月には水深 2 0 ~ 50聞の海底岩礁地帯に接岸し、 6月末頃から沖合化し、

深浅移動を繰り返す。

第 2表発育段階別分布域(主たる)

産常------.!2 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 L_S I 9 J 
仔 魚 20m 

稚 魚 1 ~ 20m 

若 色 60~90m 5 0 m以浅

成 色 150~160m 

A 他魚種との混獲状況

a 水 深 5間以浅

混 獲 優 占 種

斗ヱヱウシノシ夕、タマガンゾウピラヘクロウシノゾタ

マフグ、カタクチイワー/、コノゾロ

b 水深 5~ ~ 0 m 

月'-.... 混 獲 優 占 種

4 アフメガレイ、ヤナギムシガレイ、クロウシノシタ

5 タマカンゾウピブメ、アフメガレイ、カワハギ

6 アフメカ、レイ、→ナ→ナウ‘'//、ン夕、ア→Tノミヵーレイ

7 アフメガレイ.→ナ→ナウシノシ夕、コチ

c 水深 20~130 問

月三¥ 混 獲 優 占 種

1 トブザ、メ、マコカレイ、イ‘/ガレイ、ム‘/ガレイ、アイナメ

2 マダラ、マコカレイ、パパガレイ、ヤナギムシガレイ、マガレイ

3 マコガレイ、ムゾガレイ、マカF レイ

5 トフザメ、 7コガ Lイ、;f、ウホウ、オ、シザメ、クロゾイ

6 マダイ.カナカシラ、キンカジカ、トフザメ、ヒレグロ

7 マダイ、之、/マオコゼ、ヒレク口、アイカジ力、マガレイ

8 ヒレグロ、カジカ、アカムツ、ムシガレイ、マガレイ

9 ムシガレイ、ノトクサリ、カナガシブ、カジカ、マガレイ

1 0 マタイ、マコガレイ、タマガンソウビラメ、キユウセン、キンカジカ

1 2 アカムツ、カナガシフ、マブグ.ニギス、マダイ
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(2i 発有段階JJIjにみた食物環

A 餌料

c 稚魚期 アミ、ヒトデ幼体、ソデ具、珪藻類、魚類

。若魚期 アミ、エビ類、マダイ、カレイ類、イカナゴ、イカ類
。成魚期 イカナゴ、ソウハチ、ニギス、イカ類
発育の進むにつれて、餌料中における魚類、イカ類の比率は高くなる傾向がある。

(:31 産卵親魚、の分布生態

A 生殖腺重量及び成熟度

卵巣重量は 12 ~ 2 月~'L -1 0 9 以下であったが、 6 月には 20~2008 V'C分布し、 6 月下

旬に成熟(同体が約 50.%あった。成熟した卵巣V'Clt.卵径o.9 ~ 1. 1酬の透明卵が認められ、精

巣重量の増加傾向は卵巣ほど大きくはないが、 6月lては白色化して精子の形戒が認められる。

B 生物学的最小形

雌は 44 cm、維は :i5 Lmて、ある。

C 親魚、の出現状況

親魚の主な分布は、 1~4 月は水深 1 5 0 m 前後の沖合に、 5~7 月は水深 20~8üm の

沿岸に多くみられる。

D 産卵時期及ひ産卵場

産担Ij時期は 6 月上旬~7 月下旬で水深 20~80m の比較的沿岸で産卵する。

2 才カーレイ

(11 発育段階別分布生態

。仔魚、稚魚期、仔稚魚、が全く採集できなかヮたので不明
C 若魚期 沿岸から沖合に周年分布し、 1~ 1月は沿岸に、 9~ 1 2月は沖合に多L、σ

5月は水深 6() m に、 7 月は 80~lOOm に、自月は 12ü~14üm に逐次深所へ移動

するが 9~ 1 2 月は 90~12ümに浅海へ移動していき、深浅移動が繰り返される。

仁 成魚期沿岸から沖合に周年分布し、沿岸では 3~，1 月に、沖合では 9 ~ 1月に多い。

3~4 月は水深:O O~60m に、 5~9 月は 80~13(}m に、 1 () ~ 1 2月は 12 () ~ 

130 川に移動し 1~2 月に 8ü~lO()m に分布し、逐次深浅移動を繰り返す。

第 :l表発育段階思I}分布域(主たる)

A 他魚種の混獲状況

水深 2()~1:l()m

「月¥ 混 獲 優 占 種

つ ヒラメ、マダラ、マコカ'レイ、ノζノミガレイ、ヤナギムシガレイ

:0 ヒラメ、マコカ Lイ、ムシカレイ

内 ヒラメ、マダイミシマオコセ占、ヒレグロ、アイカジカ

8 ヒラメ、ヒレグ口、カジカ、アカムツ、ムシガレイ

9 ヒラメ、ムンガレイ、ノトク→ナリ、カナガシラ、カシカ
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(2) 発育段階別にみた食物環

A 餌料

。若魚期 ゴカイ
0 成魚期 ゴカイ、クモヒトデ、エピ、カニ、二枚貝、魚類

B 食害種

マガレイを捕食したものはなかったが、カレイ類を捕食していたものがあるので、これにつ

いて述べることとする。

捕 食 魚 被 捕 食 魚

ブ ザ メ (全長 5 1. 2 c明) ムシガレイ (全長 6.9 Lm ) 

、J コ ウ " 2 7. 2 Lm ) ヤナギムシガレイ 1/ 1 5 Lm) 

1/ " 2 9. 7 Lm) ソ ウノ、 千 1/ 1 9 Lm ) 

フ メ 1/ 4 9. 9 cm ) ソ ウ ノ、 チ 1/ 5. 2 Lm ) 

(3) 産卵親魚の分布生態

A 生殖腺重量及び成熟度

卵巣重量は 11 ~ 1月は 10 ~以下であるが、 4 月中旬まで重量は増加傾向にあり、 4 月中

旬以降成熟及び放卵個体が現われ、 5月上旬にはこれらの個体が 50%に達する。

卵径は産卵期が近づくにつれ 0.2mm未満と 0.2mm以上の 2つに分れ、 4月中旬以降に現われ

る透明卵の卵径はo.8 5 ~ 1. 0 4 mmに達する。

B 生物学的最小形

雌は 18側、維は 16 Lmて、ある。

C 親魚、の出現状況

1~3 月に水深 1 20m 前後に、 2~5 月は 20~80m に、 9 ~ 1 2月は 120mに多く

出現をみる。

D 産卵時期及び産卵場

産卵時期は 4 月中旬~5 月下旬で、水深 20~80mの沿岸海域に産卵場が形成される。

3. "7コガ「レイ

(1) 発育段階別分布生態

0 仔魚期、稚魚期 仔稚魚、が全く彩集できなかりたため不明

。若魚期 沿岸では 6月までみられないが、沖合では 9~ 1 1月に分布している。
7 月は水深 15m 、 8 月は 55~80m 、 1 0月は 90 mへと逐次深所へ移動している。

。成魚 沿岸では 10 ~ 7月まで、沖合でも 9月から 5月まで分布がみられ、 9~ 1 0月には
水深 90~120m 、 1 2 ~2 月には 40~70m 、 3~5 月には 20~60mへと浅所へ移

動し、 8 月には 50~80m へ移動し、深浅移動をおこなう。

8 9 12 

80 ~ 90m 

成魚 I40 ~ 70m 20へ- 60m 90~120m 40 ~ 70m 
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A 他魚種の混獲状況

水深 20~130m

ほ¥ 混 獲 優 占 種

1 ヒフメ、 トラザメ、イシガレイ、ムシガレイ、アイナメ

2 ヒラメ、マダラ、ババガレイ、ヤナギムシガレイ、マガレイ

3 ヒラメ、ムシカ'レイ、マカ'レイ

5 ヒラメ、 トラザメ、ホウボウ、ホシザメ、クロゾイ

10 ヒラメ、マダイ、-J!マカンゾウピラメ、キュウセン、キンカジカ

(2) 発育段階別にみた食物環

A 餌料

。若魚期 ゴカイ、クモヒトデ
C 成魚期 ゴカイ、クモヒトデ、エピ、ヤドカ人シオムシ、端脚類

若魚、期における餌料中ゴカイ類の占める比率は大きい。

(3) 産卵親魚の分布生態

A 生殖腺重量及び成熟度

卵巣重量は放卵個体を除けば 4月中旬に最も重く、 4月に出現する放卵個体は下旬に 80%

近くみられるようになる。

B 生物学的最小形

雌は 26 cm、維は 17 cmで、ある。

C 親魚の出現状況

3~4 月は水深 20~80mの沿岸に多く出現するが 3 月には水深 1 20mの沖合にし分布

していることから、この群が逐次沿岸の産卵群に添加されるものと思われる。

D 産卵時期及び産卵場

産卵時期は 3 月下旬~5 月上旬で、水深 20~80mの沿岸域に産卵場が形成される。

4 マダイ

(1 ) 発育段階別分布生態

。仔魚期 仔魚、は全然彩集されなかヲたので、不明
0 稚魚、期 1~6 月に水深 50~60m に分布しているが、 1 月は 50 m、6月は 60 mでそ

れぞれ 1~ 5cmの稚魚が彩集された。

。若魚期 沿岸では 2~3 月を除いて周年分布し特に 1 1月に多くみられ沖合でも周年分布し

ているが、特に 10 ~ 1 2月に多くみられる。

5--.....7 月は水深 20~60m 、 9~3 月は 40~90m に分布しており深浅移動がおこなわ

れている。

0 成魚期 若魚と同じく 2~3 月を除き沿岸では周年分布しており、特に 5~6 月は多い。

沖合でも周年分和しているが、 10 ~ 1 2月は特に多い。 1~ 4 月は水深 60~90m に、

5~6 月は 20~40m に移動してくるが、 9 ~ 1 2 月には 60~90m と 20~40m の 2

40 ~ 90m 

りo~ 90m 
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A 他魚種の混獲状況

水深 20~130m

~ 混 獲 優 占 種

ア

ア

ヒ

ヒ

6 ヒラメ、カナガシフ、キンカジカ、 トフザメ、ヒレグロ

7 ヒラメ、ミシマオコゼ、ヒレグ戸、アイカジカ、マガレイ

10 ヒラメ、マコガレイ、タマカンゾウピラメ、キュウセン、キンカシカ

12 ヒラメ、アカムツ、カ十カ νラ、マフグ、ニギス

(21 発育段階別にみた食物環

A 餌料

。若魚 ゴカイ、エビ類、アミ類、クモヒトデ、カニ、端脚類、魚類、イカ類
。成魚 ヤドカリ、コウイカ、魚類
B 食害種

捕 食 色 被 捕 食

ン コ ウ(全 長 ~ 8. 2円n) ーマ タV イ (昆;父長

イ ナ メ( " 3 1. 3 1m ) ーマ !l イ " 
プ メ〔 fノ 2ι! 1m) ーマ 手 イ " 
ブ メ( " :2 Ei. 8 1m) -" タ イ " 
l:ll 産卵親魚の分布生態

A 生殖腺重量及ひ成熟度

魚

7 Lm) 

6. 5 Lm ) 

3.5 (.m) 

3. 5 crn ) 

7月下旬における魚体調査の結果、卵巣重量は O.9 ~ J 0 I 'Jで調査個体中半熟が 19;/0、

成熟は 23. 8払でありた。

B 生物学的最小形

雌は 221m、雄は:211mて、ありた。

C 親魚の出現状況

:í ~tì 月およひ 1 0 ~ 1 :2月に水深:2 0~80m の沿岸成に多く出現する。

D 産卵時期は 7月下旬以降で水深:2(1 ~ 8 () mの沿岸域に産卵場が形成される。

い11 若令期時代における牛息環境

王子ごご ヒ --; メ ーマ ii レ イ マコガレイ ーマ 亭 イ

生 '自じs、 海 域 1ロj I11 域

仔 色 7J( i架2り m].:J浅 可一 明 i干、 明 不 時j

稚 色 1 ~:2 U m 同 J: 同 J-. 7.K深:5(] ~ ti II 巾

若 魚 当才魚、 2II m U浅 *. rtf lI O~. 1 10m 水深 1j九日() "ι :2 (] ~ 9 (]市
底 i言 水 温 9. " ~:2 1. i C 1 ():2 ~ 1り 90 1(] :2 ~21C 9'0 

底 質 C 、 S f s、Ms M、1¥1s S、

海 底 地 形 平 担 f 担 平 担 平 担ふ

稚魚との混獲種 ア 、、 -ェビ
ヒラ λ、ムゾガレ
イ、マコカーレイ

(引回遊移動状況

A ヒラメ

放iれから彩捕に至るまでは経過日数 17~165 日、放流点からの距離(] ~ 1 J ()出で、ほ

とんと 10 泊以内で持崩されているが、:20 {量以内の点で再怖されたものはお 7.5 (モ1を占めて

L、る。再摘されたもののうち移動の寄るしいものに、むつ湾、秩岡県、新潟県があげられる。
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よ五~ 放流尾数 放流海域 再捕尾数 再 捕 率

4 2 若魚 1 8 日 本 海 6 3 3.3% 

4 3 1 1 11 4 3 6. 4 

4 4 5 4 11 8 1 4. 8 

4 5 9 8 11 4 4. 1 

4 6 172 11 1 3 7. 6 

4 7 341 11 2 1 6. 2 

4 7 成魚 3 11 

4 8 若魚 1 2 9 11 

4 8 成魚 l 11 

4 8 若魚 2 1 む ザコ 湾

メ口h 計 8 4 8 5 6 6.6 

B マカボレイ

再捕尾数 1尾であるが、 3月に放流し 64日経過して 5海沿岸へ移動し再捕された。

両?でう 放流尾数 放流海域 再捕尾数 再 補 率|
4 6 成漁 4 4 日 本 海 ?ら
4 7 11 5 8 " l 1. 7 

4 7 若魚 3 11 

4 7 成魚 6 6 津軽海峡

4 8 11 2 4 4 む ザコ 湾

L合:一計 415 l 

C マコカレイ

放流から再捕に至るまでは経過日数 13~274 目、放流点、からの距離 2 ~ 1 70湿で、ほ

とんど 15浬以内で再摘されているが、 20 湿以内で採摘されたものは 81. 3 %である。再捕

地点のうち移動の著るしレものに、むつ湾、秩田県、新潟県がある。一般に春は南下、秩は北

上して再捕されている。

五瓦~ 放流尾数 放流海域 再捕尾数 再 摘ゐ 数

4 6 成魚 205 日 本 海 1 3 6.30/0 

4 7 11 9 7 " 3 3. 1 

" 3 6 津軽海峡

4 8 11 206 日 本 海

4 8 11 9 0 む Jコ 湾

メ口斗 計 634 1 6 2. 5 
Lー←

D マダイ

放流から再捕に至るまでは、経過日数 8~ 9 1日、放流点、からの距離 3~ 2 1湿で、 20 t'!!. 

以内で再捕されたものは 88.9%を占めてレる。

5月に放流した若魚のうち、 8月までに再捕されたすべては北上傾向にあった。

1 1.70/0 

1 1. 7 

放流海域|再;捕尾数

日本海 I 9 

再捕率

nu 



E ムシガレイ

紋1mから再捕に至るまで経過H数0-72日、放流点からの距離 0-"1 5 i1ih::， 2 0 i型以内
の点、で再補されたものl土63.7.%にのぼっている。 2-3月に放流したものはすべて南で再捕

された。再捕されたもののうち移動の箸るしいものに秩田県があるu 

五夜~ 放流尾数 放流海域 再捕尾数 再 捕 率

i込I 

1 6 成魚 :2 2 日 本 海

4 7 " 365 11 

4 7 11 9 8 津軽海峡

4 8 11 3 日

4 8 11 5 む

計 493 

(6) 漁業の実態ならびに生活史に関する知見

A 漁業の実態

a ヒラメ

本 海

'0 湾

l 4 5 % 
1 0 2. 7 

1 1 2. 2 

本県日本海におけるヒラメの漁獲量は、昭和37年の 85トンから 45年の 27 6トンま

で増加してレる。

ヒラメを対象とする主な漁業は、定置網、刺網、底びき網で、それぞれの盛漁期は 5~7

月と 11 ~ 1 2月、 5---7月、 12 ~4 月となっている。

b マガレイ

漁獲量は昭和 35年の 9トンから:38年のビ ク(2 6トン)を経過し、 42年には 3ト

ンとなり、その後農林統計においてはカレイ類として取り扱われることになったため、正確

な数量を把握できないが、 46年には鯵ケ沢、大戸瀬の両地区の漁獲量は 18トンにのぼっ

ている。

マガレイを対象とする主な漁業は底びき網て¥ほかには刺網、定置網がある。

c マコガレイ

4 6年の漁獲量は、大戸瀬地区 69トン、鯵ケ沢地区 79トン、脇元地区2トン、小泊地

区， 3トン。

マコガレイを対象とする主な漁業は底びき網で、ほかには刺網、定置網があり、前種マガ

レイと同様の操業状況を示す。

d マダイ

漁獲量は 37年の 36 ，1トンから 45年の 15 6トンまで減少している。

マダイを対象とする主な漁業は定置網と底びき網で、ほかには釣、巻網などがある。

定置網、底びき網の盛漁期はそれぞれ、 5~6 月と 1 0月、 10 ~ 1 2月となっている。

B 銘柄別漁獲量

本県日本側の各漁協水揚台帳から、銘柄別の漁獲量を調べた。そのうちの代表的な水揚港で

ある深捕を例に、月別の銘柄組成をみると次の表のとおりである。
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a ヒラメ

<1 7主f度における深浦地区沿岸でのヒラメ銘柄別漁況

(一本 、刺網)

ぶ----ご 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

大 。。。。。。。 。。。
中 。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。 。。。

ア オ ，、. 。。。。。。。。 。。。
， 。。。。。。。。 。。。

手 の 平 。。 。。。。。。。。。
， 。。。。。。。。 。。01 
， 小小 。 。。
注 @は特に漁獲の多い時期

4 7年度における深浦地区手置網でのヒラメ銘柄別漁況

ぷ----ご 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

大 。 。。。。。。 。。。
中 。。 。。。。。 。。。。。 。。。。。 。。。

ア オ 2、. 。。。。。。。。 。。。
， 。 。。。。。 。。。

手 の 平 。 。。。。。。。。。
手 の 平 。 。。。。。。。。。

」

4 6年における深浦地区低びき網でのヒラメ銘柄別漁況

五十¥ご 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

大 。。。。。 。。。。
中 。。。。。 。。。。。。。。。 。。。。

ア オ _，、e 。。。。。 。。。。
アオ ，、- 。。。。。 。。。。
手 の 平 。。。。。 。。。。
， 。。。。。 。。。。
b マガレイ

第 27表 4 7年度における深浦地区マガレイ銘柄別漁況 (刺網、一本 ) 

ぷ瓦-----よ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

'可F ヲf レ イ 。。
2 マガレイ 亡、 。。。
3 マガレイ 。。。
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4 7王手における深浦地区底びき網でのマガレイ銘柄別漁況

よ~ ー什 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1Z 

ーマ すf レ イ

2 ーマ tf レイ 。。。。。 。。。。
3 'マ すf レイ 。。。。 F¥ぶノ 。。。
4 ーマ すf レイ 。。C 。。 。。。。
5 -マ tf レイ 。。。。 。。。。

e マコガレイ

4 7年における深浦地区沿岸でのマコガレイ銘柄別漁況

防トよ 1 2 3 4 5 6 7 B 9 10 11 12 

礎 子マコガレイ 。。F℃ご" 。
釣 マコガレイ 0'0  @ 。 。。C 
期l 中マコガレイ 。。。。 。。
網 ， 。10 。。 。。
定 子マコガレイ 。
置 マコガレイ 。。。。 。。
網 中マコガレイ 。

4 7年における深浦沖合でのマコガレイ銘柄別漁況 (底びき網)

話~ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

子マコガレイ 。。。
ーマ if レ イ 。。f込c六ソ、 。(。 。。。。
中マコガレイ o 。。。。 。。。
小マコガレイ 。。(C)ノソ 。。 。τコ 亡7 て了 l

小々マコガレイ 。。。
d マダイ

4 7年における深浦対反沿岸でのマダイ銘柄別漁況 (定置網)

~こ 1 -“ 〉 3 4 5 6 7 日 9 ~O 11 12 

大 タ イ 。 。。}。。。 。。。
中 タ イ Oi。。。。 。。。

タ イ 。。。。。 。。。
1 タ イ 。 。。。。。。。。。
2 タ イ 。。。。。 C 。。
3 タ イ 。 。 。。。。。 。
1 タ イ 。。 n 。
υ 戸 タ イ 。 。。
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4 7年における深浦地区沖合でのマダイ銘柄別漁況 (底びき網)

玄ト¥L 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
大 タ イ 。 。。。 。。。
中 タ イ 。 。。。 。。。
タ イ 。 。 。。。

1 タ イ 。 。。 。。。。
2 !J イ 。 。 。。。。
3 タ イ 。。。。。 。。。。
4 タ イ 。 。 。 。。。。
5 タ イ 。。。。。 。。。

」一

N 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

(1) ヒラメ 、仔魚の棲息場所、時期について知見を得ることができた。

(2) ヒラメの発育に伴なう食性の変化、その外の対象魚種の食性および、食害種が明らかとなった。

(3) 対象魚種4種の産卵時期、生物学的最小形が明らかとなった。

(4) 回避移動距離、経路について 2、 3の知見を得ることができた。

(5) 漁業種別銘柄別漁獲量を謂べることにより、季節に伴なう生態の変化および漁業の実態を把握

することができた。

2 今後の課題

(1) マヵーレイ、マコガレイ、マダイの稚仔魚の生息環境の把握。

(2) 放流前の種苗の中間育成方法の確立。

(3) 若令魚に対する有効標識票の開発。

(4) 放流後の回遊移動と放流効果の究明。
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VII 魚礁設置効果調査



大型魚礁設置効果調査

調査目的

設置された魚礁について、生産効果及び経済効果を把握し、漁民の利用を促進するとともに効率的

設置方法についての資料を蓄積する。

E 調査内容

O 三沢沖

1. 調査期間

2. 調査場所

3. 調査員

4. 調査項目

昭和47年 10月-48年1月まで

三沢沖

主担技師沢田兼造 副担課長山形

技師高梨勝美

(1) 魚礁設置状況

(2) 漁船利用度、漁獲状況

5. 調査方法

(1) 魚礁設置状況

漁業者からの間取りおよび調査船による魚探反応調査

ω 漁船利用度、漁獲状況
標本船調査及び聞きとり調査、関係漁協の帳簿による漁獲高調査

皿 調査結果

0 三沢神

(1) 魚礁設置状況

実

魚礁の位置は第1図のとおりで、細谷沖魚礁は、小高い箱型をなしており、 「高座の根J(水深

38m)の上に設置されている。又、四}II目沖の魚礁は、 「四川自の根J(水深37m)附近に設

置されており、二JlI目沖の魚礁は「土鼻の根J(水深42市)附近に設置されている。

3ケ所の魚礁が設置されている場所の水深は37-40mで、一連のつながりをみせている。底

質は貝殻混りの粗砂である。

試験船による魚探反応模式図は第2図から第4図のとおりである。

第2図
細谷沖の大型魚礁は昭和45年に 985個設置されたもの

で、魚探調査では、模式図のとおり長方型の箱型をなし、魚

種は不明であるが、かなりの濃群が謂集していることが確認

され;f，こ。
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第3図

第4図

二川目沖

(水深42m)

2. 小型船並に標本船による操業状況

四川目沖の大型魚礁は46年に1，6 6 0個設置され、魚探

調査によると，模式図のとおり、小高い山をなして散在した

型で、魚種は不明であるが魚礁上に小群の反応、があらわれて

し、る。

二川目沖の大型魚礁は46年に1，660個設置され、魚探

調査ではやや正方形型に記録された。調査時点では魚群反応

はみとめられなかった。

八戸市鮫浦漁協所嘱の 1-5トン未満の糊合は 30余隻で、周年三沢神大型魚礁を利用する船は

1 5隻ほどである。

白銀、八戸市漁協所嘱船の魚礁利用時期は5-7月の間で、利用隻数は数隻に過ぎない。魚礁設

置場所は3箇所共、従来から漁場として利用されており、マコガレイ、ソイ、アイナメ、ヒラメ等

が一本釣並K期l網等で漁獲されている。
魚礁周辺を周年漁場として利用しているのは鮫浦漁協所嘱船であるが、その理由として、鮫浦漁

協は、三沢の共同漁業権漁場に入漁権をもってないことが原因のようであるo八戸港を中心にして

北部漁場には、天然礁が点在しているため、根付魚も豊富でi漁場として条件のよいことがあげられ
るが、南部漁場は毎年5月-6月にかけてイカナゴ漁業、 11-7月頃まではタヨ箱漁業が行なわ

れており、漁場が狭いため利用度は少ないようである。一方自銀、八戸市漁協所嘱の小型船漁場は

三沢の漁業権漁場を利用して、 4月-6月にかけて、ソイ、アイナメ、カレイ類、ヒラメ等を刺網

または一本釣で漁獲し、 1-5月にかけて白魚漁業、 12 -3月まではホツキ貝漁業、夏から晩秋

にかけては、イカ釣漁業がおこなわれている。従フて鮫滞と八戸市、白銀漁協所嘱船との聞には漁

業形体が異なるため格差があり、鮫浦の漁業者は沖合漁業に依存する度合が大きく、常に一本釣、

刺網漁業を営なみ、三沢沖魚礁を中心として操業しているようである。

標本船は当初10隻予定したが、漁獲高調査にあたり、資料不備なのが2隻あったため、鮫浦漁

協から 6隻、八戸市漁協から 1隻、白銀漁協から 1隻、計8隻になった。

標本船の昭和47年1-1 2月までの月別総漁獲量と三沢沖3箇所の魚礁から漁獲された主要魚

種〈ソィ、ヒラ i、アイナメ、パパガレイ、マガレイ、マヨガレイ〉の漁獲量は第 1-第6表のと

おりである。

- 202ー



，I'
r
/
 

.，
r
t
t
 

第1図 三沢沖大型魚礁設置場所と漁場図

0細谷沖魚礁(鮫角灯台341fT

o四J11目沖魚礁(鮫角灯台34 90T 

0二川日沖魚礁(鮫角灯台34!1'T
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三沢沖大型魚礁主要魚種別漁獲量

第 1表ソイ類 単位勾(0印は比較的多く漁獲された月)

----------

1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月

標本漁船月別
全獲量

136 130 85 110 380 340 540 310 156 160 49 36 

標ら本の船漁魚獲礁 o 40 
。 。

か量
1 10 14 8 55 35 30 46 

魚礁からの % 雪も % 
o. 4唖1 

% % ヲ6 % % 
漁獲比率必 o. 11 O. 9 10.52 O. 25 3. 52 2. 18 61. 22 1. 27 

ソイ類(クロツイが主)は 3-7月を除き周年一本釣、または束1J網で漁獲され、比較的多く漁獲

された月は5月と 11月で、 5月は総獲量 (380kg)の中で魚礁周辺から約 40 kgの漁獲(10.52 

必)があげられ11月は全漁獲量(4 9 kg )の中から魚礁周辺の漁獲は約30 kgの漁獲 (61.22

必)であフた。ソイ類の漁獲量は上記表のとおり、 5月と 11月に魚礁周辺からの漁獲が多く、産

卵前記から後期にかけて魚礁に謂集しているようである。

第2表ヒラメ 単位kg

------1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月標全本漁船獲月別量 136 130 85 110 380 340 540 310 156 160 49 36 

標ら本の船漁魚獲礁
か量

1 11 
089 

1" 13 
062 072 

魚獲礁からの
% % 世 % % % ヲ6

漁比率必 O. 09 O. 29 2. 61 O. 27 0.41 39.74 45. 0 

ヒラメは 3月から一本釣と刺網で漁獲きれ、 6月比は総漁獲量(340 kg)のうち 89 kg (2.619り

が漁獲されている。 9~ 1 0月lてかけてはもっとも多く、総漁獲量の 39.7 4 - 4 59もが漁獲され
ている。ヒラメが魚礁周辺に謂集する時期は 4-fi月で、 1 1 -3月まで漁獲がなかうたのは小型

船が比較的沿岸でタコ籍漁業、ホッキ貝漁業を営んだためである。

第3表マガレイ 単位旬----I月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月標本漁船獲月別
全量 J 36 130 85 110 38Q 340 540 310 156 160 49 36 

標から本の船漁魚獲礁量 i 
087 034 1 

020 

魚獲礁からの
% % % % % 

漁比率% 0.63 22.9 10 O. 20 1. 28 

マガレイが魚礁周辺から漁獲されている時期は 1年の中 4-8月を除く時期で、 5月には総漁獲

量(380 kg)のうち魚礁周辺で 87 kg (2 2.9 %)獲れている。マガレイの産卵期は 5月から 6月頃

のようで、その前期から後期にかけて魚礁周辺に集っているようである。

第4表マコガレイ 単位kg

-----1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月

標本漁船獲月期
全量

136 130 85 110 380 340 540 310 156 160 49 36 

標ら本の船漁魚獲礁
か量

12 33 12 1 

魚礁からの '!b '!b 
3. 5彊2 

'!b 

i主獲比率必 10. 9 8. 68 0.02 

マコガレイが魚、礁周辺から漁獲されている時期は 4 月 ~7 月までのようで‘ 4~6H 主では

1 1 0 kg~ 3 4 0 kgの漁獲があり、 5月lては特に多く、総漁獲量 (380kg)のうも魚礁周辺から

の8.68 %をあげている。マコガレイの産卵期は 12月から 3月頃までといわれているが、魚礁周
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辺で漁獲されている時期は産卵前期から後期にかけて多く、その頃魚礁に集っているようである。

第5表エゾアイナメ 単位均

1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月

l標全本漁船獲月別量 136 130 85 110 380 340 540 310 156 160 49 36 

標ら本の船渋嘩魚礁 11 22 18 3 20 
か量

魚礁獲からの % % % % % 
漁 比率必 1.00 O. 57 O. 53 O. 10 1. 28 

エゾアイナメの魚礁からの漁獲は主要魚種6種の中では少くない方で、 4月に総漁獲量 (110kg)

のうち魚礁からは 11 kg ( 1 0 0 %) 5月には総漁獲量 (380kg)のうち魚礁から 22kg (0.57係)

が漁獲されている。ェゾアイナメの産卵期は 10-1月といわれているが、その前期と後期にかけ

て魚礁に集っているようであった。
第 6表パパガレイ 単位kg

1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月

|全標本漁船獲月別量 136 130 85 110 380 340 540 310 156 160 49 36 

標から本の船漁魚獲礁量 1 8 35 7 1 20 

魚獲礁からの % 。忠 % % % % 
魚比率必 0.11 O. 73 O. 92 O. 20 0.02 0.64 

バパガレイが魚、礁周辺から漁獲される時期は 3-8月で、比較的多く漁獲されている時期は 5月

で、総漁獲量 (380kg)中で、魚礁周辺からは 35 kg ( O. 92 %)の水揚があった。ノミノくガレイの産

卵期は 3-4月頃といわれ、その頃魚礁周辺に集っているようである。

標本船 8隻による 47年(1-12月)の総漁獲量は約 14. 51 5 kgで、その内魚、礁周辺から漁獲さ

れた主要魚種ソイ類、ヒラメ、アイナ人バパガレイ、マガレイ、マコガレイ 6種の漁獲量は約

8 1 4 kgで総漁獲量の約0.56%を漁獲している。

標本船の年間 1隻平均魚礁からの漁獲量は約 10 2 kgであった。標本身f}8隻による 47年 (1-

1 2月)の総漁獲金額は、約 5.8 0 6千円で、魚礁から 32 6千円(5.69も)を水揚げしている。

標本船の 1隻平均総漁獲金額は 72 6千円で¥そのうち魚礁周辺から約569も(41千円)を水揚

げしている。

N 調査の成果及び今後の課題

1. 調査の成果

三沢沖大型魚礁の設置後経過年数はまだ浅いため明確な効果はみとめられないが、細谷沖の魚礁

は設置後2年目にして、小型船によって利用され、根付魚がかなり多く漁獲されてきているようで

あった。細谷、四川目、二川目とも魚礁設置場所は従来からの漁場であり、ソイ、マカ‘レイ、マコガレ

イ、エソゃアイナ人ヒラメ、バノミカレイ等の棲息場所であったが、魚礁が設置されよことにより、この

種の産卵前期から後期にかけて多く集魚、されて、産卵後の幼稚魚の生育場としての効果も今後期待

できる。

2. 今後の課題

三沢沖の大型魚礁利用は、八戸市鮫浦漁協の小型船(1 - 5トン未満)によって多く利用されて

いるが、魚礁設置場所まで、往復約4時間前後かかり、 1 2 -2月にかけての季節風などによる影

響もあり、大型魚礁周辺漁場の利用日数は非常に少ないようである。

今後八戸沖に魚、礁を設置するのであれば、高館のf中(ダケ松の根)の適地に設置することを漁業
者は希望している。

V 調査結果

0奥戸沖

に
3
0υ つ臼



魚礁設置状況

奥戸沖の魚礁は昭和46年の 3月-4月にかけて設置されている。設置場所は水深80 m前後底

質粗砂で、通称沖の場との中間あたりで、漁業者によると魚礁はかなり散在して設置されているよ

うである。魚礁の位置は第2図の左おりで¥奥戸川、川口左端から 295ミCM ) 5.7 0 0 mのとこ

ろである。

2. 小型船並びに標本船による操業状況

魚礁の設置場所は、以前から漁場(神の場)で 12月から 6月頃までヒラ人ソイ、アイナヘカレ

イ類を一本釣、または刺網によって漁獲している。魚礁を利用しているのは、大問、奥戸、佐井の

漁業者であるが、もっとも多く利用しているのは、奥戸の漁業者でイカ釣と海藻採取時期を除

き 20隻前後( 1 - 5 トン未満)が利用している。主要~ 5魚種の 1月から(7月、 8月、 9月、
10月、 11月を除く) 1 2月までの月別魚種別漁獲量次の第 1表のとおりである。

1. 

単位:k~ 

-----1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月Is月I9 Jll10司11月 12月 合計魚 ソ イ 類 46 136 1.628 1.190 1.412 161 スルメイカ一本釣L海藻 123 4.696 
礁 ヒ フ メ 383 523 1.420 379 311 50.0 採取 375 3.441 
周

辺 ノ、ノミカeレイ 24.1 17.6 1.809 627 179 427 15 3.098.7 
台、
エゾアイナメ 5.8 29.3 587 157 282 100 4.4 1.165.5 
ら
の ス ズ キ 1.0 5.0 11. 2 17.2 

漁
獲
量 合 計 458.9 705.9 5.445 2.353 2.189 749.2 517.4 12.418.4 

小型船奥戸沖大型魚礁主要魚種漁獲量第 1表

主要魚種別、月別、漁獲量並に魚礁周辺からの漁獲比率は第 1図のとおりである。

VU2l IJ ~Ij 害健ffI稀
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標本船奥戸沖大型魚礁魚種別比率第 1図
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主要魚種であるソイ、ヒラメ、パパガレイ、エゾアイナメ、スズキの 47年 1月から 12月まで

の月期人魚種別人漁獲構成は第1図のとおりで、ある。

0 ヒラメの漁獲は 12丹、 1月、 2月、 3月で、特に多いのは 12月から 2月までで、全漁獲量の70

- 80 %を占めている。このころヒラメは魚礁周辺に集っている。

0ソイ類の漁獲は 12月-6月まで、で、 4月-5月にかけて、全漁獲量の 50-65%を占め産卵前

期から後期にかけて多獲されている。

0ババガレイの漁獲は 3月-6月で、多獲されたのは6月で、全漁獲量の 68%を占め、産卵期と関

連しこの時期に集魚している。

Oエゾアイナメの比較的、多獲される時期は、 3月、 5月、 6月で各月とも総漁獲量の 10-20%

程度であった。魚礁周辺には 3月から 5月にかけて集魚している。
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0スズキは漁獲対照魚の中ではもっとも少なく、 3月、 5月、 6月に漁獲され、各月とも総漁獲量の

1弘前後に過ぎなL、。

また、標本船 10隻による魚礁周辺からの平均漁獲量(主要 5種)は年間 1隻当り約1.4 0 0 kgで、

その漁獲金額は年間 1隻当り、平均 1，39 5千円となっている。

o調査の成果および今後の課題

1，調査の成果

奥戸沖の大型魚礁は46年に設置され経過年数は 1年であるが、従来から漁場であったところに

設置された。現在密漁防止の役割を果しており今後根付魚の集魚が促進されるものと漁民から期待

されている。

2. 今後の課題

魚礁はかなり散在して設置されているようである。

今後設置に対する技術的開発が必要である。

第2図 奥戸神大型魚礁設置場所と漁場図
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E 調査内容

o t家補沖

1 調査期間

2 調査海域

4 7年 6月-10月

深浦港灯台 34305.44km(大型魚礁設置場所周辺)

3 調査員及び調査船

(1 )調 査 員 主担技師、沢田兼造 副担課長、山形実

(2) 調 査 船 福栄丸 5.66トン 35馬力

4 調査項目

(1 ) 時期別、漁種別、漁獲量

(21 集魚状況

(3) 魚種別多項目調査(体長、体重、性別、胃内容物重量)

(4) 標本船、漁獲量

5 調査方法

(1 ) 時期別に漁業試験を行い魚種目Ij漁獲量を調査した。

(2) 集魚調査

魚群探知機並に三枚網による集魚、調査を行なった。

(3) 魚種別、多項目調査

時期別に漁獲された魚種の体長、体重、性別、胃内容物重量

しI1 標本船調査

深浦港における小型船 10隻に依頼し標本船調査を実施した F

田調査結果

。深浦沖

(1 ) 時期別魚種別漁獲量

漁獲試験は、 6 月~ 1 0月まで各月 1[01とし、傭船福栄丸により三枚網(2寸8分目)5反 1

放しにして魚礁周辺及び対照地に夫々 1 放しを使用した。漁獲魚種は 6 月~ 1 0月の聞で 34種

で、魚種別漁獲内容につレては第 1表のとおりである。 L三枚網の投網は夕方投網し翌朝均網し

た。)

調査期間中、漁獲の多いものはヒラメで総漁獲尾数 358尾 2486%(89尾)を占め、カ

ナガシラ(1 6.4 8 % )、コ守マフク (11.179"6)、シロギヌ(6 1 5 % )の1原であコた。

魚礁周辺から多く漁獲されたのはヒラメで、総漁獲量 188尾の中で 38.3% ( 7 2毘)漁獲

された。カナガシラ(1 5.4 3 % )エゾアイナメ(7. 4 5 Jo )シロギス(5.3 2 % )がこれに次

し、だ。

また、魚礁周辺外から多く漁獲されたのはゴマフグで、総漁獲量 170尾の中で40尾(2 3 

5 3 % )が漁獲され、カナガシラ(1 7. 6 5 % )ヒラメ(1 0.0% )ミシマオコゼ(8. 2 4 % ) 

シロギス (706%)がこれに次いだ。
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第 1表 漁獲内容一覧表(深浦)
告「

パヶ月日 4 7. 6. 1 2 4 7. 7 2 2 4 7. 8. 1 9 4 7 9. 2 2 4 7. 1 O. 1 5 i口h 言十

距離 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 計

魚種 尾 qも 尾 % 尾 吸3 尾 91。 尾 qも 尾 切3 尾 勿】 尾 % 尾 % 尾 % 尾 切3 尾 切3 尾 % 

ホシザメ 1 6. 67 1 0.53 1 0.28 

テングカスベ 1 2. 22 1 O. 59 1 0.28 

アカエイ 1 6.67 1 3. 45 1 O. 53 1 0.59 2 O. 56 

フクラゲ 3 5. 77 6 1 20. 69 9 5.29 9 2.51 

マダイ 7 1 13.46 1 2. 33 8 4. 26 8 2.24 

チダイ 1 1. 92 1 0.53 1 0.28 

イシダイ 5117.24 5 2. 94 5 1.4 

シロギス 10 19.23 10 19.23 2 6. 9 10 5.32 12 7. 06 22 6. 15 

キアマダイ

ミシマオコゼ 11 21. 15 3 1 10. 35 14 8. 24 14 3. 91 

ウスメバル

シマソイ 3 1 11. 54 1 2. 33 4 2.13 4 1. 12 

エゾアイナメ 3 5.77 3 20 8 1 15. 39 1 3.45 14 7. 45 1 0.59 15 4. 19 

カナガシラ 17 65. 39 10 100.0 12 23. 08 17 50.0 2 4.44 1 3. 45 29 15.43 30 17. 65 59 16. 48 

トウベツカジカ

ヒラメ 7 13.46 17 50.0 81 53. 33 26 50. 0 31 72. 09 72 38.3 17 10.0 89 24. 86 

カやンゾウヒラメ 1 2. 22 1 2. 33 ] 0.53 1 O. 59 2 0.56 

タマガンゾウピラメ 2 4. 44 2 1. 18 2 0.56 

ムシガレイ 15 28. 85 15 7. 98 15 4.19 

メイタカゃレイ 9 17. 31 21 13. 33 3 6. 67 2 4.65 13 6. 92 3 1. 77 16 4.47 

アサバ

マガレイ 2 7. 69 4 7. 69 6 3. 19 6 1. 68 

マコガレイ 2 3. 85 7 1-16. 28 9 4. 79 9 2. 56 

イシガレイ 1 3.85 1 0.53 1 0.28 

ヤナギムシガレイ 3111.54 3 1.6 3 0.84 

セトウシノシタ 7115.56 7 4.12 7 1. 96 

セキウシノシタ 8 1 15. 39 8 4. 71 B 2.24 

グロウシノシタ 3 5.77 3 1.77 3 0.84 

カワハギ 1 3. 45 1 0.59 1 0.28 

ウマジラハギ 9 1 31. 03 9 5. 29 9 2. 56 

ゴマフグ 17 32.69 23 51. 11 40 23.53 40 11. 17 

アンコウ

タ コ 1 2. 22 1 O. 59 1 O. 28 

オキアナゴ 51 11. 11 5 2. 94 5 1.4 

言十 3 4種 26 100 10 100 52 100 34 100 15 100 52 100 52 100 45 100 43 100 29 100 188 100 170 100 358 100 
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主左して漁獲された 7種の月別漁第尾数は第 1図~第 7図のとおりである。

第 1図 月別、魚種別漁獲量

尾
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ヒラメ

官霊園
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第 2図ソイ類

尾|
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。
月別 6 

第 8図エゾアイナメ

尾
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() 

月別 6 

7 8 9 

7 。

ヒラメは 7、 8、 9、 1 0月に魚礁周辺から漁獲され、

9月-1 0月は比較的多く 27-:'l2尾が漁獲され。魚

礁周辺外からは 7月に 17尾漁獲された。

ソイ類は魚礁周辺で 6月と 10月それぞれ、 3尾、 1 

尾の漁獲があった。

10 

エゾアイナメは魚礁周辺から、 7、 8、 9月に漁獲さ

れ、 9月には比較的多く(8尾)漁獲された。

10 
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マコガレイは魚礁周辺から 7月左 10月に漁獲

され、 1 0月には 7尾漁獲された。
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月別 6 7 8 9 10 

第 5図 ムシガレイ

尾
ムシガレイ漁獲は 7月に 15尾漁獲された・
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サメ類の漁獲は魚礁周辺で 8月に 1尾漁獲され

第 6図サメ類 ただけで‘あった 3

m 
月期l 6 7 9 10 その他の魚種は第 1表のとおりであるが、魚、礁周

そ の 他
周辺から多く漁獲されたのは 6、 7、 9月、(2 3 

~28 尾)であった。魚礁周辺から多く漁獲された

尾| のは、 8、 9月で天々と 45尾 52尾の漁獲であっ
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(2) 集魚状況

6月10日まで各月 1回魚群探知機で魚礁の集魚状況を確認し三枚網を投網した。

第 8因 調査月日ごとの魚探反応模式図

S 4 7.6.1 2 S 4 8.7. 2 1 S 48.8.1 8 

魚~イ魚群

S 4 8.9.2 1 S 4 8.1 0.1 2 

魚九/魚群

(3) 魚種別多項目調査

第 9図

A 魚種別、月別、平均体長組成

大型魚礁周辺から、 7 月 ~1 0月まで漁獲されたヒラメの平均体長組成ほ第9図のとおりでヒ

α孔
ヒラメ

40 

3 

20 

~ZllJ 
月別 7 8 10 

ラメは 6 月に全く漁獲されず、 7月~lO月に漁獲されたのは体長 2 8 cm-

(171-32cm9月には大きい方で 32 cmで、あったο

仁二]魚礁周辺

WdA魚礁周辺外
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B 魚種別、月別、平均体重

3 

500' 

400 

300 

200 

100 

ヒラメの 7月-10月までの平均体重は魚礁周辺外共 7月は 39 0 

3、 8月は 21 0 9-、 9月は 3309-1 0月は 1809-であった。

亡コ魚礁周辺

~魚礁周辺外

月期!f 7 8 9 10 

C 魚種別時期別雌雄別成熟状況

三枚絹によって魚礁周辺及周辺外から漁獲された 20種について 6月-1 0月における成熟

状況を調査したところ、

a ホシザメは 8月に l尾の漁獲され(魚礁周辺)未成魚であった。

b マダイは 9月に 7尾、 10月に 1尾の漁獲されたが未成魚で、あヮた。

c シロギスは魚、礁周辺外から 8月に漁獲 10尾され雌 7尾は完熟であった。 9月に魚礁周辺

から 10尾漁獲されたのは雌 2尾雌6尾で共に成熟J小ら完熟であった。

d シマゾイは魚礁周辺から 6月に 3尾、周辺外から 3尾漁獲されたが、雌雄共未熟であった。

1 0月は魚礁周辺から 1尾漁獲されたが未熟であった。

e カナガシラは 6月-7月にかけて漁獲され熟魚は、成熟から完熟のものが多かった。

T ヒラメは調査期間中多く漁獲されたが、未成魚、から未熟魚、だけであった。

g ムシガレイ、メイタガレイ、マコガレイ、ゴマフグについては未成魚から未熟であった。

h マガレイは 6月に 2尾漁獲され、 2尾共放卵後のものであった。

ヤナギムシ力、レイは 6月に 2尾漁獲されたが放卵後のものであった。

セトウシノシタは 9月魚礁周辺外から 7尾(雌)され完熟であった。

・クロウシノシタは、 8月に魚礁周辺外から 3尾(雌)漁獲され放卵後であったや

.オキアナゴは 9月に 5尾魚礁周辺外から漁傍ーされ雌雄共に成~完熟であった。

0 魚類性熟度基準

内 '"'" tI" 

雌 の 場合 l 性成熟に達していないもの及び卵粒卵はみとめられないもの=未成魚

2-1 成魚であるか卵巣は小さく肉眼で認められてもきわめて小さいもの=未熟

3 卵巣は最大に達し、不透明な卵の中に透明な熟卵がまじっているもの=半

熱

雄の場合

4 卵巣は透明な成熟卵で、満されている=完熟

5 放卵後のもの

1 性成熟に達しない魚の精巣で白色透明。

2 - 1 1の場合より精巣少し大きい。

2-2  精巣はかなり大きくなり乳白色不透明

3 精巣は大きく精液の浴融が認められる。
4 放精後のもの
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D 魚種別.月別胃内容物

漁獲された 20種について胃内容を調査したところ各魚種共、魚礁周辺外から漁獲されたが

胃内容物人魚類が多く、次に消化したもので、甲殻類を食していたのは少なかった。

E 月別.魚種別平均胃内容重量

6月-10月まで、に漁獲された 20種の魚類について月別平均胃内容物重量の調査を行なっ

~" 
J~O 

主として魚礁周辺から漁獲されたマダイ、イシダイ、シマゾイ、メイタガレイの胃内容は不

明で、消化したものが多かった。また、魚礁周辺から漁獲されたもので、エゾイソアイナメは大

部分甲殻類を捕食し、 1尾平均0.5[} -1. 0 [}であった。

カナガシラ、ヒラメは魚礁周辺外から共に漁獲され、胃内容は甲殻類と魚類を捕食しており

1尾平均0.3[} - 1 4.0 [}であった。
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第 2 表 魚種雪1].時期別雌雄別成熟状況(深浦)

コミミ
調査月 6 7 

調査区 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地

性別 8 ♀ 色 g 色 ♀ 色 ♀ 

ホシザメ
調査尾数

熟 度

マダイ
調査尾数

熱 度

イシダイ
調査尾数

熟 度

シロギス
調査尾数

熟 度

調査尾数 2 1 
シマソイ

熟 度 2 - 1 2-1 

調査尾数 3 
エゾイソアイナメ

熟 度 2 - 1 

調査尾数 13 4 6 4 8 4 4 5 8 
カナガシラ

熟 度 4 2-1 4 2-1 2 -1  2 - 1 4 2-1 4 

調査尾数 5 2 1 0 7 
ヒラメ

熟 度 2-1 2 - 1 2 - 1 2 - 1 

タマガンゾウビラメ
調査尾数

熟 度

調査尾警官 1 14 
ムシガレイ

熟 度 2-1 2 - 1 

調査尾数 4 5 
メイタカーレイ

熟 度 2-1 2 - 1 

調査尾数 2 4 
マガレイ

熟 度 5 2 - 1 

調査尾数 2 
マコカ、、レイ

熟 度 1 

調査尾数 1 2 
ヤナギムシガレイ

熟 度 2 - 1 5 

セトウシノシタ
調査尾数

熟 度

クロウシノシタ
調査尾数

熟 度

ウマジラ山ギ
調査尾数

熟 度

ゴマフグ
調査尾数

熟 度

オキアナゴ
調査尾数

熟 度

第 3 表 魚種別.月別胃内容物

月 6 7 

魚種 餌 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 グ二bE回月 不明

ホシザメ
魚礁周辺
対照地

マダイ
魚礁周辺
対照地

イシダイ
魚礁周辺

対照地
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8 9 1 0 

魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地

8 ♀ 8 ♀ 8 g 8 g 8 ♀ 8 ♀ 

1 

1 

4 3 1 

1 1 1 

5 

1 

2 7 1 2 2 5 1 1 1 

1 4 1 4 3 4 3 1 1 

1 

2-1 

1 2 4 4 1 

1 1 1 1 1 

2 1 

1 

1 5 2 1 6 1 0 3 0 1 

2-1 1 1 1 1 1 

2 

3 

1 1 1 2 1 1 

1 1 1 1 1 1 

3 

1 4 

1 

7 

4 

3 

5 

9 

1 

215  1 3 1 0 

2 1 2 1 

3 Z 

4 4 

単位:尾

8 9 1 0 

尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明
1 1 

7 5 2 1 1 

5 日
η' 
9
u
 



月 6 7 

魚種 餌 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

シロギス 魚対礁照周地辺

シマソイ 対魚礁照周地辺 3 2 l 

対魚礁照周地辺 3 2 1 
エゾアイナメ

対魚礁照周地辺 17 2 10 4 12 2 1 9 
カナガシラ

10 10 17 17 

対魚礁照周地辺
7 5 2 

ヒラメ
17 9 7 1 

タマガンゾウピラメ 対魚礁照周地辺

ムシガレイ 対魚礁照周地辺
15 9 5 1 

メイタガレイ 対魚礁照周地辺
9 9 

マガレイ 魚対礁照周地辺
2 2 4 2 2 

マコガレイ 対魚礁照周地辺
2 2 

ヤナギムシガレイ 対魚礁照周辺地
3 1 1 1 

セトウシノシタ 対魚礁照周地辺

セキウシノシタ 対魚礁照周地辺

クロウシノシタ 対魚礁照周地辺

ウマジラハギ 対魚礁照周地辺

ゴマフグ 対魚礁照周地辺

オキアナゴ
魚礁周辺

」
対照地

第 4表 魚種別.月別平均胃内容物重量

月 6 7 

魚種 餌 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

ホシザメ
Z礁周Eワ
際 地

マダイ
Ul 車周JlJ 
、陪 駒

イシダイ 対魚礁照周地辺

シロギス 対魚礁傾周揃辺

シマソイ 対魚礁照周地辺
3 。

エゾイソアイナメ 対魚礁照周地辺
3 1.0 

カナガシラ 対魚礁照周地辺
17 0.3 12 O. 4 

10 。 17 。
ヒラメ 対魚礁照周地辺

7 I 14. 0 
17 5.5 

タマガγゾウピラメ 対魚礁照周地辺

ムシガレイ 対魚礁照周地辺
15 1.9 

メイタカF レイ 高対礁照周地辺
9 。

マガレイ 対魚礁照周辺地
2 0.1 4 1.8 
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8 9 1 0 ・

尾数 魚類 甲殻類 空腎 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空宵 不明
lU i 11 i 

10 4 5 1 
1 I 

3 1 2 8 1 7 

1 I 

2 2 2 2 

8 1 6 1 26 8 3 14 1 31 3 7 -zr 

2 1 1 

2 2 2 1 1 
3 3 

7 3 証

7 1 5 1 

8 8 

3 3 

9 3 6 

17 17 23 23 

5 1 4 

8 9 1 0 

尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

1 。
7 り.4 1 ::l. U 

1 O. 5 

10 2 7 O. 5 

10 O. 8 1. 0 O. 7 2 O. 9 

1 。
3 O. 5 8 O. 5 

1 2. 5 

2 。 2 。
81 O. 6 O. 9 26 2. 3 2 2 O. 8 31 1. 8 

2 O. 2 

2 。 2 O. 8 。
」ー
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月 6 7 
魚種 餌 尾数 魚類 甲穀類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 グ二Eb百円 不明

マコカ、レイ 魚礁周辺 つ“ 。
対里地

ヤナギムシガレイ
昔対魚礁晶照周地辺豊

3 O. 3 O. 3 

セトウシノシタ

セキウシノシタ

グロウシノシタ

ウマズラハギ

ゴマフグ

オキアナゴ
対照地

(4) 標本船調査

標本船は当初 10隻予定したが、調査表の提出は 6隻よりなかったので、 6隻についての月別、

魚種別、漁獲量を調査した。

調査は 47 年 l 月~ 1 2月までとし対象魚は根付魚であるソイ類、ヤナギメバル、エゾメパノレ、

ヒラメ、エゾアイナメの 5種とした。漁法は主として l本釣である。

第 5表ソイ類 ( kg ) 

-----1月 2月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8月 9月 10月 11月 12月標本船月別
65. 2 186. 6 21)0.4 457. 8 159. 7 7. 8 7. 8 3. 0 7. 4 

全漁獲量

標本船魚礁から
57. 2 17. 5 13.4 

の漁獲量

魚、礁からの漁獲
80 6. 2 2. 9 

比率 % 

ソイ類は 10月を除く 3月から 12月まで標本船によって多く漁獲されている。調査時期は

3 月 ~7 月まで各月総魚獲量のうち魚礁周辺からの漁獲は 3 月 77. 2kg( 80%) 5月 17. 5 kg 

( 6. 2 ~も) 6月 13. 4勾(2.9 7'0 )であったが、特に漁獲の多かったのは 3月で‘あった。

メパノレ類の産卵期は 4 月 ~5 月頃までのようであるが、この頃天然礁及び人工魚礁に頗集して

し、るようて、ある。

第 6表 ヤナギメバノレ ( kg ) 

~ー----
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

標本船月別全漁獲量 12.8 97. 6 36. 4 49.4 5. 4 12.7 16. ~ 

標本船魚礁からの
5. 8 37. 3 16. 0 20 2. 0 5. 0 7. 

漁 獲 EE三EL 

魚礁からの漁獲% 
比率

4. 5 38. 2 44 40 37 39. 3 44 

ヤナギメバノレが標本船によって漁獲されている時期は 3 月 ~5 月を除く 1 0月までで、量的に

多く漁獲されたのは 4月(9 7. 6 kg )で総漁獲量に対する魚礁周辺から漁獲比率の多いのは

1 0月(4 4. ~も)で、次に 9 月( 3 9. 3 %) 4月(3 8. 2 % )の順となっている。メパル類の産

卵期は 1 2 月 ~6 月頃といわれているが、その時期は天然礁及び人工魚礁に蛸集しているようで

ある。
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8 9 1 0 

尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 申震覇 空胃 不明
7 1.5 

7 o. 3 o. 1 

8 。
3 。

9 1.3 

17 。23 。
5 o. 5 

第 7表エゾメバル ( kg) ----1月 2月 3月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月標全本漁船獲月量別 16.0 180.4 506. 9 109.6 5.5 8.0 28. 8 

標本漁船魚礁繕から
の 量

16.0 72.0 

魚礁からの漁獲% 
比率 100 39. 9 

エゾメパfレが漁獲されている時期は 3月-8月、 9月、 11月の 3ヶ月を除く 12月までで、

期間中標本船によって量的に多く漁獲されたのは 5月で 50 6.9 kgの漁獲で、あったが、魚礁周辺

から漁獲されたのは、 3月と 4月だけで3月は総漁獲量(1 6 kg )に対して lOO%(16kg)

の漁獲であった。

4月は総漁獲量 18 0.4 kgに対し魚礁周辺から 39. 9 % ( 7 2 kg )漁獲されている。

第 8表エゾアイナメ ( kg) 

~一---
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

標本船月別全漁獲量 41. 4 79. 6 32.4 

標漁本船魚獲礁から量の 1.0 

無比礁か率らの漁獲% 2. 4 

エゾアイナメが標本船によって漁獲さわたのは4月-6月までで総漁獲量に対して魚礁周

辺から漁獲されたのは 4月に 2.4% ( 1 kg )であった。

第9表ヒラメ ( kg) 

ーーーー 1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月』
標本船月別

32. 5 194 3 433. 9 22. 5 12.9 19.0 
全漁獲量

標本船魚礁から
48. 0 10.0 

の漁獲量

魚礁からの漁獲
11 44 

比 率 ?も

一ヒラメが標本船によって漁獲された時期は4月-7、 8、 9月を除く 12月までであった。

多く漁獲されたのは 6月(4 3 3.9 kg )であったが魚礁周辺での漁獲構成の多いのは 10月

( 44 %)で、 6月は 11 %であった。
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第 10図 深浦沖大型魚礁設置場所と漁場図
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N 調査の成果及び今後の調題

1.調査の成果

標本船の魚礁利用状況及び、漁獲調査の結果からみて、深浦沖の大型魚礁は毎年1月-1 2月頃

まで利用されているが、特に多く利用されている時期は 3月-6月頃である。魚礁はかなり散らば

って設置されており漁業者によれば 500-600m間隔で 5ケ所ぐらいに設置されているとのこ

とである。主要魚種であるソィ類・ヤナギメバル・ェゾメパル、エゾアイナメ、ヒラメの 5種につ

いて標本船による総漁獲量は 3，30 0 k9で、魚礁周辺からの漁獲はその 35. 4 % ( 1 1 7. 1 kg )で

あった。深浦沖の大型魚礁を利用ιている漁船は 1-3トン級が主で、漁業従事者は老人が多く春
~夏にかけては観光漁業の漁場として利用されている外、魚礁設置場所は深浦港から漁場として近

いことから 1本釣漁業者Kより 1日1回は利用されているようである。漁獲される魚種はソイ、メ

パルが主で‘年今増加してきている。

2 今後の課題

深浦沖の大型魚礁設置場所周辺の底質は泥砂が多く(水深 90-60m)ヒラメが年中棲息して

いて、 4 月 -6 月頃までは大ヒラメが多く漁獲され 7 月 ~l 0月頃までは小型のヒラメが多く漁獲
されていた。

E調査内容

0 小泊

l 調査期間

2. 調査海域

市

T、
J
v
t

昭和47年6月-10月まで

権現崎灯台 150 3. 6 km (大型漁礁設置場所周辺)

3. 調査員及び調査船

(1 )調査員 主担技師沢田兼造 副担課長山形 実

(2) 調査船 傭船寿恵広丸 1.90トン-1 7馬力

4. 調査項目

(1 ) 時期別、魚種別漁獲量

(2) 集魚状況

(3) 魚種別多項目調査(体長、体重、性別、胃内容重量)

(4) 標本船漁獲量

5 調査方法

(1 ) 時期}]Ijf'L漁業試験を行い魚種別の漁獲量調査を実施した。

(21 集魚状況

魚群探知機並κ三枚網による集魚調査を行なった。
(3) 魚種別多項目調査

時期別に漁獲された魚種の体長、体重、性別、胃内容物重量

(4) 標本船調査

小泊港における小型船 10隻に依頼し標本船調査を実施した。

皿調査結果

o 小泊沖
1 時期別魚種別漁獲量調査

漁獲試験は 6月-10月まで各月 1固とし、傭船寿恵広丸により三枚絹(2寸8分目)5反 1

放にして、魚礁周辺f'L1放し対照地f'L1放しを使用したo 漁獲魚種は6月-10月の問で 23種

の20 4尾漁獲された。その魚種別の漁獲内容Kついては第 1表のとおりである。 L三枚網の投
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網し翌朝揚網した)調査期間中、漁獲の多いのはネコザメで、全漁獲尾数 204尾の中で36.28

%を占めホシザメ(1 O. 2 9 '7も)カワハギ( 1 O. 2 9 % )ヒラメ (735%)シマソイ(6.8 6 

9も)の11闘であったの

第 1表 (小泊)漁獲内容一覧表

:マξ 47 6. 7 47. i. 13 47 8.22 

魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地

尾 句。 尾 句。 尾 % '尾 % 尾 句。 尾 9も

ネ コ ザ メ 63 79. 75 11 ~o. 74 

オ、 シ ザ メ 5138. 46 12 52. 17 

アブラツノザメ l 1. 27 

タ ナ コ 1 3. 7 11 4.35 1 8. 33 

ソウタカツオ

ク ロ ダ イ

ーマ ダ イ 3113.04 

チ タ イ

イ :ン 夕、 イ

ニL ゾ メ ノ、 ノレ 21 8. 7 

ヤナギメノミル 11 4.35 

シ ーマ ソ イ 71 8. 86 3123. 1 4117. 39 

エゾイソアイナメ 31 3. 8 1 8. 33 

カ ナ カ シ ブ 3125. 0 

ヒ フ メ 2115.39 5141.67 

ム シガ レ イ 1. 27 

ーマ コ カ、 レ イ 3 3. 8 31 23. 1 

イ 、ン ガ レ イ

ノ、 ノ、 カ、 レ イ 1. 27 

グロウシノシタ 11 8. 33 

カ ワ ，、 ギ

ウマヅラパギ 15 55. 56 11 8. 33 

タ コ

三十 79 100 13 100 27 100 23 100 12 100 
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時期的κ魚礁周辺から漁獲されたのはネコザメ、ホシザメ、シマゾイ、カワハギである。

また、対照地から時期的に漁獲されたのはヒラメ、ウマヅラハギ、カナガシラ等であった。

47. 9. 26 47. 10. 19 i、Z 五十

魚礁周辺 対照地 魚、礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 五十

尾 % 尾 % 尾 % 尾 % 尾 % 尾 % 尾 % 

63 45. 65 11 16. 67 74 

3 1 27. 27 1 1 6. 25 17 12.32 41 6.06 21 10. 29 

1 9. 09 1 I 6.25 1 o. 73 21 3. 03 31 1. 47 

1 o. 73 21 3.03 31147 

2 / 12.5 2 1 45 2/ O. 98 

6. 25 1. 52 1/ O. 49 

2 / 28. 57 1 / 6. 25 5 3. 62 1 1. 52 6/ 2.94 

3 / 42. 86 3 2. 17 3/117 

2 / 12.5 2 1. 45 21 O. 98 

1114.29 3 2. 17 3， 1. 47 

1 14.29 2 1 45 21 O. 981 

14 10. 15 14 6. 86 

3 2. 17 1 1. 52 41 1. 9抗|

2 1 18. 18 3/18.75 8/12.12 81 3. 29 

8/50.0 2 1. 45 13 19. 7 15 7. 35 

1 o. 73 11 0.49 

6 4. :-15 6/ 2.94 

1/ 6. 25 1 1. 52 1/ 0.49 

1 0.73 11 O. 49 

5/31.25 5 3. 62 l 1. 52 61 2.94 

5 1 31 25 5 3. 62 51 2. 45 

5 1 45. 45 21 31. 82 21 10. 29 

2 / 12.5 2 1. 45 21 o. 98 

ー一

7 100 11 100 16 100 16 100 138 100 66 100 204 100 
L.. 一一」一
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主として漁獲された 8種の月別漁獲組成は第 1図~第8図のとおりである。

第 1図ソイ類

尾
10 

月男Ij

第 2図ェゾアイナメ

尾
10 

月百1

第 3図エゾメパル

尾
10 

月5J1j

第 4図ヒラメ

尾

月5J1j

月日11.魚種別漁獲組成

5礁周降~
対照地仁コ

9 10 
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ソイ類は 6丹、 7月、 8月に魚、礁周辺か

ら漁獲されたが、 9月、 1 0月は魚礁周

辺対照地共に全然、漁獲されなかった。

エゾアイナメは6月に魚礁周辺から3尾獲

獲され、 8月には対照地から 1尾漁獲さ

れただけであったc

エゾメパルは 8月に 2尾 9月に 1尾魚

礁周辺から漁獲されたが、 6、 7、 1 0月

は、漁獲されなかった。

ヒラメは、 7月に魚礁周辺から 2尾漁獲

されたが、 8月と 10月は対照地から 5

尾~8 尾漁獲された。



第5図 マコカ5 レイ

尾

ω

月男Ij・ 6 8 9 。UI
 

第 6図 ムシガレイ

尾
10 

ー

防~

lJlj 6 I 7 18 1 9 I 10 月

第 7図サメ類

月日Ij 6 7 8 9 10 

第8図その他

lu 

10 

月男Ij 9 ]0 6 8 
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マコカレイの漁獲は6月、 7月共魚礁

周辺からの漁獲で、上九 10月は

全然漁獲されなかった。

ムシガレイの漁獲は6月に魚礁周辺か

ら1尾漁獲されただけで、 7、8、 9、

1 0月には漁獲されなかった。

サメ類は 6月に 64尾、 7月5尾、 8

月に 12尾と魚礁周辺から漁獲された

が、対照地からは、 7月、 9月、 10月

と6尾-2尾の漁獲があった。

その他の魚類は、タナゴ、ソウタカツオ、

イシタイ、カナガシラ、イシカ、レイ、ノミノ、

カレイ、 グロウシノシ夕、タコ等であるが、

7月に対照、地から 15尾漁獲され、多い方

であったが、魚礁周辺からは 6月から 7月

を除く各月 1尾-15尾漁獲された。



2 集魚状況

6 月~ 1 0月まで各月 1回魚群探知機により魚礁の集偽伏況を確認し三枚網を投網した。第 9図の

とおり。

第 9図 調査月日ごとの魚探反応模式図

S 4 7. 6. 7 S 4 7. 7. 1 3 S 4 7. 8. 2 2 

魚群
魚礁

魚礁
魚群 魚礁

S 4 7. 9. 2 6 S 4 8. 1 O. 1 9 

魚群
魚群

3 魚種JJIj多項目調査

(1 ) 魚種別、月別、平均体長組成

大型魚、礁、魚礁周辺から獲られた魚種で、 3回以上漁獲されたタイ類、ソイ類について、体長

組成を調査した。

0 ソイは 6月、 7月、 8月と 3固に亘って漁獲され6月の体長は 27cmで、あったが、 7月、 8

月に漁獲されたものは 24 c抗て、や L小さくなった。

0 タイは 8月、 9月、 1 0月に漁獲さわ、 8月の体長(尾又長)は 25 cmで、 9月は 30 側、

1 0月は 28cmで、あった。(第 10 図~ 1 1図)

第 10図 ソイ類
cm 
30 

20 

10 

r--
「一-， r-

月方Ij 6 7 8 

第 11図タイ類
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(2) 魚種別、月別平均体重

0 ソイは6月に 34 0 fJ、 7月は24 0 fJ、8月は26 0 fJであった。

0 タイは 8月に 33 0 fJで、小型であったが、 9月は86 0 fJとなり、 10月には48 0 fJになっ

マ n
μ」。

第 12図ソイ

F 

400ト

300ト

200ト

100ト

「一司

r-
r-

月別 6 7 8 

(3) 魚種別時期別雌雄別成熟状況

第 13図 タ イ

F 
900 

「
800 

700 

600 

500 

「400 

「ーー
300 

200 

月別 8 9 10 

三枚網によって魚礁周辺と対照地から漁獲された 19種について 6月-10月まで成熟状況を

調査した。

0 ネコザメは 6月に漁獲されたものは未成魚で、 7月の対照地から漁獲されたのは完熟であっ

た。

O ホシザメは7月、 8月、 9月、 10月に漁獲され、 7月に漁獲されたものは雌雄共完熟から

放精後のものが多く、 8月になってからはほとんど放卵放精したものが見られた。 9月に入っ

てから漁獲された3尾とも雌で、全部放卵後のもので・あった。 10月には未成魚が 1尾あった。

O アプラツノザメは6月に 1尾漁獲されたが未成魚で、 9月に魚獲された 1尾は雌で放卵後で

1 0月は 1尾で半熟であった。

0 タナゴは 7月に対照地から 1尾、 8月に魚礁周辺から 1尾漁獲されたが、共に未成魚で、あった。

O クロダイは 10月予定地から I尾漁獲されたが、未成魚であった。

。マダイは 8月と 9月に 3-2尾漁獲されたが、いずれも完熱から放卵のものであった。 10 
月に2尾漁獲されたが、未熟であった。

O チダイは 8月と 9月に漁獲された雄3尾とも放精後のもので‘あった。

0 イシダイ、 10月に 2尾漁獲された雄 3尾とも放精後のものであった。

0 エゾメバルは 8月と 9月に 2尾漁獲されたが雌で、未成魚で、未熟であった。

0 ヤナギメバルは8月及び 9月に魚礁周辺から漁獲されたが未成魚と未熟魚で、あった。
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。シマソイは 6月に魚礁周辺から雄4尾、雌3尾漁獲されたが雄4尾は未成魚、雌3尾は未熟で
であった。 7-8月に魚礁周辺から 5尾漁獲されたが、未成魚と未熟であった。

。エゾアイナメは対照地から 8月に 1尾漁獲されたが、未成魚であった。
。カナガシラは 8月、 9月、 10月に対照地から漁獲されたが、 7尾の内6尾は完熟または放則
のもので 1尾は未成魚であった。

。ヒラメは 8月、 10月に対照地から漁獲されたが、いずれも未成魚、であった。
第2表魚種別、時期別雌雄思Ij成熟、状況(小泊)

f烹
謂・査月 6 7 

調査区 魚、礁周辺 実す 照 地 魚礁周辺 奔す 日百 地

性別 色 ♀ 古 ♀ 色 ♀ 色 ♀ 

調査尾数 28 35 11 
ネ コ ザ メ

熱 度 1 4 

シザ 調査尾数 2 1 1 
ホ メ

緊l 度 2-1 4 4 

アフーラツノ→Fメ
調査足数 l 

熱 度 2 - 1 

ゴ
調査尾数 l 

タ ナ
熟度 1 

ク ロ ダイ
調査尾数

熟 度

FミF ダ イ
調査尾数
熟 度

チ ダ イ
調査尾数
熟 度

イ シ ダ イ
調査尾数
熱 号E

ェゾメノール 調査尾数
熟度

ヤナギメハル
調査尾数
熟度

イ
調査尾数 4 3 l 

シ ーマ ソ
熟 度 2 - 1 2ιl  

エゾイソアイナメ
調査尾数

熟 度

カナカシラ
調査尾数

熟 度

ヒ フ メ 調査尾数
車台、 度

調査号数 1 
ムシカレイ

熟 度 2ι1 

調査尾数 ワ】 1 ーラ
マコガレイ

熟 度 2 - 1 2 - 1 2-1 :2 - 1 

調査尾数ケロウ、:// ，ンタ ，J¥ 度

カ ワ ノ、 エギ
調査足数
熟度

調杢尾fr 10 5 
ウマヅラハギ
熟度 4 4 

~ 
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0 ムシガレイは6月1尾魚礁周辺から魚獲されたが未熟であった。

。マコガレイは 6月、 7月と魚礁周辺から魚、獲されたが、いずれも未熟であった。
O グロウシノシタは 10月に雌5尾 漁獲されたが5尾共放卵後のものであっそ。

O カワハギは 10月に 5尾漁獲されたが未成魚で、あった。

。ウマヅラハギは 7月、 8月、 9月に対照、地から 21尾漁獲されたが、 1尾未成魚、で 20尾は
完熟であった。

8 9 1 0 

魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対 照 地 魚礁周辺 対 照 地

会 ♀ 合 ♀ 色 ♀ 合 ♀ 古 ♀ 古 ♀ 

2 1 l 7 3 1 

4 5 5 1 5 1 

1 1 

5 3 

1 

1 

1 

1 

2 1 1 2 

4 4 4 5 2 ~ 1 

3 

4 

2 

1 

2 1 

1 2 ~ 1 

1 1 

1 2 ~ 1 

2 2 

1 1 

1 

1 

l 2 2 1 1 

5 5 4 1 5 

4 l 3 5 

1 1 2 ~ 1 2 ~ 1 

1 5 

l 5 

3 2 

1 1 

1 4 l 

I 4 4 

-
nぺ
υ
ワ
ω



(4) 魚種別、月別胃内容物

漁獲された 19種について胃内容を調査したところ、魚礁周辺から魚獲されたシマソイは甲殻類

を食していた外は空胃のものが多かった。

第 3表魚種別、月別胃内容物

日 6 7 

魚 種 餌 尾数 魚類 甲殻類 タ二工'0二 巨Fヨヨ 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

ネ コ ザ メ
魚礁周辺

対照地 11 11 

ザ
魚礁周辺 司fi 2 2 1 

オミ シ メ
対照地

アプラツノザメ
魚礁周辺 1 1 

対照地

::2 、e
魚礁周辺

タ ナ
対照地 1 1 

ダイ
魚礁周辺

ク ロ
対照地

タ イ
魚礁周辺

-マ
対照地

キ ダ イ
魚礁周辺

対照地

イ ダ イ
魚礁周辺

シ
対照地

エゾメパル
魚礁周辺

対照地

ヤナギメバル
魚礁周辺

対照地

魚礁周辺 7 3 4 3 1 2 
シ ーマ ソ イ

対照地

エゾイソアイナメ
魚礁周辺

対照地

カナガシラ
魚礁周辺

対照地

魚礁周辺 2 2 
ヒ プ メ

対照地

魚礁周辺 1 1 
ムシガレイ

対照地

魚礁周辺 3 3 3 3 
マコガレイ

対照地

魚礁周辺
クロウシノシタ

対照地

ギ
魚礁周辺

カ ワ ，、
対照i地

ウマヅラハギ
魚礁周辺

対照地 15 15 

魚礁周辺

己工尽地
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。ホシザメは甲殻類を捕食しているものの外空胃のものが多く、他の魚種についても空胃のものが
多かった。対照地からの漁獲されたものの中には小魚、を食していたのもあるが、その数は 5~6

尾程度であった。

単位尾

8 9 1 0 

尾数 魚類 甲殻類 タ二EbH円ヨ 不明 尾数 魚類 甲穀類 グ二工b二巨円ヨ 不明 尾数 魚類 甲毅類 空胃 不明

12 12 

3 1 2 1 1 

1 1 1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

3 3 2 2 

1 1 

3 3 

2 2 

2 2 1 l 

1 1 1 1 

4 4 

l 1 

3 1 1 1 2 2 3 1 1 1 

5 I 4 8 1 7 

5 1 4 

1 1 

5 5 

1 1 5 3 2 

q
d
 

q
J
 
っ“



(5) 月別、魚種別平均胃内容重量

6月-10月までに漁獲された 19種の魚類について月別平均胃内容重量の調査を行なった。

主として魚礁周辺から漁獲されたホシザメ、シマソイは甲殻類を食していた。ホシザメは 1尾平

第 4表魚種別、月別、平均胃内容物

月 6 7 

魚 種 餌 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲穀類 空胃 不明|

ネ コ 吋二 メ
魚礁周辺

対照地 11 

魚礁周辺 5 2. 1 
ホ シ ザ メ

対照地

アプラツノザメ
魚礁周辺 1 。
対照地

タ ナ コ
魚礁周辺

対照地

ク ロ ダ イ
魚礁周辺

対照地

-マ タ イ
魚礁周辺

対照地

チ ダ イ
魚礁周辺

対照地

イ シ ダ イ
魚礁周辺

対照地

ェゾメバル
魚礁周辺

対照地

ヤナギメバル
魚礁周辺

対照地

魚礁周辺 7 0.8 3 。
シ -マ ソ イ

対照地

エゾイソアイナメ
魚礁周辺

対照地

カナザシラ
魚礁周辺

対照地

魚礁周辺 2 。
ヒ ブ メ

対照地

ムシガレイ
魚礁周辺

対照地

1 。

魚礁周辺 3 。 3 。
マコガレイ

対照地

クロウシノシタ
魚礁周辺

対照地

カ ワ ，、 ギ
魚礁周辺

対照地

ウマヅラ，、ギ 魚礁周辺

対照地 15 4. 0 

魚礁周辺

対照地
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均 2.1 fj - 1 5. 3 fjであった。

シマツイは魚礁周辺から漁獲されたものは 6月にO.8 fj食していたものの外は空胃であった。

重量(単位{}) 

8 9 1 0 

尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 グ二巴恒田円 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

12 15. 3 

3 7. 7 1 O. 3 

1 10.0 1 。
1 。
l 。

1 。
3 。 2 。

1 O. 1 

3 。

2 。 1 。

1 。 1 。

4 。

1 。

3 0.5 2 。 3 O. 2 

5 O. 3 8 O. 2 

5 O. 1 

1 。
5 1. 6 

1 。 5 O. 3 

民

uqa 
ヮ“



4. 標本船調査

標本船は当初 10隻予定したが、調査表の提出が 8隻よりなかったので 8隻についての月別、魚

種別漁獲量を調査した。調査は 4 7 年 1 月~ 12月までとし対象魚は、根付魚であるソイ類、ヤナ

ギメバル、エゾメバル、ヒラメ、エゾアイナメ、タイ類の 6種にした。漁法は主として l本釣であ

る。

第5表ソイ類 漁獲量単位 kg 

--------1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月標本船月別全漁獲量 10‘7 38. 3 345. 5 152.6 122.8 330 97. 5 147. 5 51. 3 101. 9 52.2 26. 5 

標本船魚礁
1. 8 8.64 91. 76 43. 84 27. 61 207.56 28. 43 11. 76 14. 51 

からの漁獲量

魚礁か ら の
1.7 23 37 28 22 63 29 8 28 

漁獲比率 % 

ソイ類は権現崎周辺から竜飛周辺の天然礁での漁獲がもっとも多く、特(1[ 4 月 ~5 月にかけソイ

類の産卵期といわれる頃に多獲されている ρ

魚礁からの漁獲は 6月に 20 7 6 kg漁獲され全漁獲量(3 3 0 kg )の 63%を占めた。次に 3月

(37%)7月 (29%)4月、 9月(2 8 9も)の11闘であった。

第 6表ヤナギメバル 漁獲量単位 kg 

-------、
1 月 2月 3 JJ 4 月 5月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

標本船月別
1， 551. 5 1， 700 5， 868. 4 1， 263. 7 306. 2 1， 035. 1 354. 2 529. 8 132.69 491. 6 152.5 767. 4 

全漁獲量

標本船魚礁
iJ、 ら の 301. 78 412β2 2.049.46 353. 24 306. 2 443.05;63.08 25. 45 111. 9 

漁獲量

魚礁からの
19 24 34 27 3 43 18 5 84 

漁獲比率%

0 ヤナギメバルもソイ類と同漁場で漁獲されており、標本船で漁獲の多いのは 12月-6月頃まで

で、この頃メバル類の産卵期に当り天然礁並tて大型魚礁周辺氏集ってレる。魚礁から多く釣獲され

たのは 9月で、全漁獲量 13 2. 7 kgのうち魚礁からの漁獲は 11 1. 9 kg ( 8 4 % )であった。次に

6月(4 3 %)、 3月 (34%)4月(2 7 % )の順で漁獲されていた。

第 7表エゾメバル 漁獲量単位 kg 

---------1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月標本船月別全漁獲量 4.5 45 8 18.6 11. 2 33. 2 24. 7 23. 8 76. 5 2 11 

標本船魚礁
14.68 6. 36 2. 8 17. 42 7. 73 4. 14 O. 75 

からの漁獲量

魚 礁か ら の 32 34 25 52 31 17 
漁獲比率%

1 

0 エゾメバルの漁獲は 1 月~ 1 0月頃までで、標本船が魚礁周辺から多獲したのは 3月-7月で、

6月は全漁獲量( 3 3.2 kg )の内魚礁からの魚獲は 17.4k9(52%)であった。次に 4月(3 4 

9も)3月 (32%)5月(2 5 %)でこの時期に魚礁に集っていた。
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第 8表ヒラメ 漁獲量単位 kg 

---------1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月標本船月別全漁獲量 131. 3 12.2 158. 9 842. 9 56.7 13. 5 13.9 220.4 391. 4 

標本船魚礁
7. 75 3. 66 52.45 102.37 2. 7 

からの漁獲量

魚礁か ら の
30 33 12 20 

じ色獲比率乏」ー
6 

」ーー

0 ヒラメの漁獲は 3月、 8月、 9月を除く各月で、魚礁周辺の砂泥地から多く漁獲されたのは4月

で、全漁獲量(1 5 8. 9 kg )のうち魚礁周辺では 52. 5 kg ( 3 3 % )の漁獲であった。次κ2月

(30%)7月 20%の順であった。

第 9表タイ類 漁獲量単位 kg 

------1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月標本船月別全漁獲量 2. 7 1. 4 3. 6 34.4 43.0 18. 1 

標本船魚礁
o. 81 1. 12 1. 08 

からの漁獲量

魚礁か らの
30 80 30 

漁獲比率%

0 タイ類の漁獲は 1月、 2月、 4月、 6月、 8月、 9月を除く各月で、権現崎周辺の天然礁並に大

型魚礁周辺から釣獲されている o 5月には全漁獲量(14 kg )のうち魚礁から 11kg(809も)漁

獲された。次に 3月(30%)7月(3 0 %)のI1慎であった。また 10月、 1 1月、 1 2月は魚礁

からの漁獲はなかった。

第10表ェゾアイナメ 漁獲量単位 kg 

-------、 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

標本船月別全漁獲量 5. 1 13. 5 17. 1 3.1 15. 7 83. 3 6. 8 

標本船魚礁
4. 32 1. 02 5 15 25. 0 1. 08 

からの漁獲量

魚礁か ら の
漁獲比率%

25 31 3 30 16 

0 エゾアイナメは 1月-7月まで漁獲され天然礁周辺と魚礁周辺から多く釣獲されているようだ。

魚礁から多獲されたのは 6月で全漁獲量83.3 kgの内魚礁から 25. 0 kg ( 3 0 % )漁獲された。次

に4月 (31%)3月(2 5 % )の順で漁獲されていた。
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第14図 小泊沖大型魚礁設置場所と漁場図

¥巧j

、一-・--......

/ 

/ 
家の沖の根

¥ 

1
1
 

¥、

刀、I白

⑨大型魚礁設置場所

カラカノ根 t:>.ソイ

3~5 月 1 

250， 000 

- 238 ~ 



N 調査の成果及び今後の課題

0 小泊沖

1 調査の成果

標本船の魚礁利用状況及び漁獲調査の結果からみて、小泊f中の大型魚礁は毎年1月-9月頃ま

で多く利用されていた。その主要魚種であるソィ類、ヤナギメバル、エゾメバル、ヒラメ、タイ

類、エゾアイナメの 6種について標本船の全漁獲量は 18，2 3 7 kgで、魚礁周辺からの漁獲は

5， 2 4 7 kg ( 2 9 % )の魚獲であった。漁業者からのききとり調査によると年身根付魚が多く集

るようになってきたときかされた。

2. 今後の課題

小泊沖の大型魚礁については 47年の 6月-1 0月まで三枚網κよる漁業試験を行なったが、
夏の小泊沿岸は潮流が速く、日中は 1-2マイルで、魚探反応個所を確認して三枚網を投網したが

魚群からはずれ、根付魚の漁獲が非常κ少なかった。今後漁業試験による調査を実施するのであ
れば 10トン以上の漁船でメバル刺網により試験を行なうと一層効果があげられるものと考えら

れる。
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タイヤ魚、礁設置効果調査

i調査目的

沿岸漁場改良造成の新しいこころみとして、タイヤ魚礁を設置し、その経済効果を高めることによ

り沿岸漁業経営の安定に寄与する c

E調査内容

1，調査期間 昭和 47 年 6 月上旬~ 1 0月まで

2，調査海域 鯵ケ沢港赤灯台より北東 2.2湿

3， 調査員及び調査船

(1 ) 調査員

主担 技 師 沢田兼造

扇IJ担 調査課長 山形 実

高IJ担 技 師 高梨勝美

(2) 調査船 傭船第 5長徳丸(4.2 7トン 25 P S ) 

4，調査項目

(1 ) 時期別 魚種別、漁獲量

(2) 集魚調査

(3) 魚種別、多項目調査(体長、体重、性別、胃内容物重量)

(4) 標本船漁獲量調査

皿調査方法

1， 時期別に漁業試験を行い魚種別の漁獲量調査を実施したc

2，集魚調査

魚群探知機並びに三枚網による集魚調査を行なった。

3， 魚種別、多項目調査

時期別に漁獲された魚種の体長、体重、性別、胃内容物重量

4， 標本船調査

鯵ヶ沢港における小型船 10隻に依頼し標本船調査を実施した。

W 調査結果

1， 時期別、魚種別、漁獲量

漁獲諒験は 6 月~ 1 0月まで各月の上、下旬 2回とし、傭船第 5長徳丸により三枚網(2寸8分)

5 反 1 放にして、魚礁周辺に 1 放し対照地に 1 放しを使用した。漁獲魚種は 6 月~ 1 0月の間で、

3 2種であった。その検、経内容については第 1表のとおりであるc

(三枚網の投網は夕方投網し翌朝揚網した。)
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第 1表 タイヤ魚礁漁獲内容一覧表(対象地下段数字は魚礁からの距離〉

久男旦147. 6 2J-147. 6. 18 い7. 7. 6日 411  4¥810 〕 J1 47914σ  47L2L  471L2;」問辺|対照区|計 i
1 魚種調査区、|魚礁周辺!日戸礁周辺 lmrl魚礁周辺 lm仲間辺日出向472町|魚礁週辺じ同~_új，t~~JX{品川町出迎ι恒里山泊二
'7 ;1 s1尾Lj一小田 %1 Jt;1 %I ~31」|斗互門寸戸〔戸内尾|必|尾|司寸寸寸すlτ門戸 I % I ~，寸寸市門尾川|号102111Z
ホシザメ

ドチザメ

カスザメ

アカエイ

ガンギェイ

カタクチイワシ

71 20.0 7 153. 85 1 12 163. 16 1 4 118. 18 

1 1 7. 69 三
日
川
了

2 115. 39 

ブクラゲ

スズキ 11 5. 26 

3 118. 7 5 1 2 1 8. 33 1 13巴 8 主宇山: 11 20.0 

出;
日マ ダ

主三甘二 3 1 6. 52 

4 1 12.9 1 1 6. 25 11 1 6. 29 

33118.861 21 1 9. 25 1 54 113.43 1 1 3. 23 3 111. 54 
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調査期間中、漁獲の多いのはホシザメで全漁獲尾数 (402尾)の中 13.4 30/0で、エゾアイナ

メ (8.96 0/0)、マコガレイ (3.73 0/0) ドチザメ (3.7 3 0/0)の順であった。時期的に魚礁周辺

(魚礁付近)から漁獲されたのはホシザメ、マダイ、エゾアイナメである。

また対照地(魚礁外1から時期的に漁獲されたものの中多いのはクロウシのシタの外カレイ類で

あった。

魚礁周辺

対照区

第 1図ヒラメ
尾
20 
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月別

32図サメ類

20 

10 

月別

-レJ
R
f
 
ソ図qd

 
第
尾
加

10 

-0 

月別 I 6 7 8 9 10 

空警
ヒラメは6月に魚礁周辺から漁獲されただけで、 7

~8 月にかけては魚礁庚回、対照地から 2~8 尾程度

漁獲されただけである。

サメ類はホシザメの外ドチザメ等で'6月8月にか

け魚礁周辺で多く漁獲され、 9月-10月にかけては

対照地で多く漁獲された。

エゾメバルは 6 月 ~9 月にかけて漁獲が多く、 8

月 ~9 月になって魚礁周辺で 4~7 尾程度、 1 0月

は全く漁獲がなかった。
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第 4図エゾアイナメ
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第 5図ソイ類

10-

月前

第 6図マコカレイ

尾

10 

。
月別 月

エゾアイナメは 6 月~] 0月まで魚礁周辺から漁

獲されたが、 7~2 尾程度で対照地からは 6 月、 8

月、 9月に]6 ~] 0尾の漁獲があっt.::.o

ソイ類は 6 月 ~9 月を除く 1 0 月まで 7~4 尾程

度魚礁周辺で漁獲されたが、対照地では 6月と 9月に

4~2 尾漁獲されただけであった。

マコカレイは 6月に漁礁周辺で2尾程度漁獲され

たが、 7 月~] 0月までは、まったく漁獲されなか

った。対照地での漁獲は、 7月、 8月、 9月を除く

1 0 月まで 2~4 尾の漁獲があった。
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第 7図その他 その他の魚礁では、魚礁周辺で漁獲さわたウミタナ

ゴ、スズキ、ムラサキウニ、アカエイ、キアマダイ、

イシガレイ等が主で、 6月に 25尾、 10月に 7尾、尾
60 

50 

40 

30・

20-

トー

10 

月~Ij 6 7 8 9 
開1
10 

7 月、 8 丹、 9 月は 7~20 尾の漁獲があった。

対照地で漁獲されたその他の魚種はセトウシノシ夕、

クロウシノシ夕、ガザミ、カワハギ、カナガシラ、ホ

ウボウ、コチ、フグ、グルマエピ等で、 6 月~ 1 0月

まで漁獲され。もっとも多く漁獲されたのは 9月の60

尾であった。

2 集魚調査

6 月~ 1 0月まで、各月上・下旬 2回、魚群探知機

により、タイヤ魚礁の集魚状況を確認し三枚網を投網

した。(第8図)

第8図 調子正月日ごとの魚探反応模式図

S 4 7.6 1 S 4 7. 7. 4 

S 4 7.8.9 S 4 7. 9.1 S 4 7. ] 0.2 0 

3 魚種別多項目調査

(1 ) 魚種別、月別平均体長組成

タイヤ魚礁周辺に集魚する主な魚種の時期別体長組成は、エゾメバルについては 6 月 ~9 月ま

で変らず、 27~28cmで、昨年同期に漁獲されたものとほぼ同じであった。

0 ウマジラハギは 6 月 ~8 月を除く 9 月まで漁獲されたが、各月とも体長 2 2cm程度で、昨年同

期の体長より 2~3cm小さかった。

0""<' コガレイは 6 月 ~8 月まで漁獲されたが、 6 月に漁獲されたのは 2 1cmで、 7月に対照地か

ら漁獲されたのは 28cmで、 8月に漁獲されたのは 18 cmで、あった。

0タナゴは 6月に魚礁周辺で漁獲されたものは 25 cmで、 7 月 ~9 月にも漁獲されたが、 7 月と
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9月に漁確されたものは 25 cmで、 9月にに対照地で漁獲されたのは 20 cmで、あった。昨年は 7

月 ~l 0月まで漁獲され、今年とほぼ同じ体長であった。

0 ソイは 6 月 ~9 月まで漁獲されたが、魚、礁周辺で漁獲されたものは魚体が大きく 24~29cm

であった。対照i地では 6 月と 9 月に漁獲されたが、魚体は 20~26cmでやや小型であった。

昨年 7月と 8月に漁獲されたものは 23~2 7cmで、時期的に同じ体長のものが漁獲された。

0 アイナメは 8月 -9月に漁獲されたカ入魚礁周辺で漁獲さ才1たものは、 30~36cmであった。

対照地から漁獲されたのは30-32cmで、魚礁周辺から昨年同期に漁獲されたものより 2~3

m小型であった。

0 ホシザメは 6 月 ~9 月まで予定地からの漁獲が多く魚体も昨年と同じく 65~75cmで、あった。

対照地から 8月に漁獲されたのは小型で、 31 cm、 7月と 9月は 55~4 1cmで、あった。

昨年は 7~ 1 0月まで漁獲されたが、魚、体も時期的に同じ体長であった。魚種別体長組目立は第

9図のとおりである。

第 9図魚種別、平均体長組成
エーソ。メノ二ノレ

E二コ予定
「
TZZZa対照、

地

地

月日1] 6 7 8 9 

ウマズラハギ
30 

20 

10 

月日1] 6 7 8 9 

マコカ、レイ

30 

20 

10 

L 
月日IJ 6 7 8 9 

タナゴ
CI!¥ 

30 

20 

10 

月別 6 7 8 9 - 246-

ソイ
cm 
30 E二コ予定地

~対照地
20 

10 

月別 6 7 8 9 

α冗1 アイナメ
30 

20 

10 

月男1]6 7 8 9 

3
A
'
 
ザシホ門

明
μ

ハu
n
u

ハ
リ
ハ
U

ハU

ハU
A

り

f
し

勺

d

F

O

R

d

A

官

qo
ワム
M

唱

A

)llJl] 6 7 8 9 



(2) 魚種別、月別平均体重

0 エゾメバルは 6 月 ~9 月に魚礁周辺だけから漁獲され、平均体重は 320~3609で、昨年同

期に漁獲されたものより 100~60g 多かった。

。ゥマジラハギは 6 月、 7 月、 9 月に魚礁周辺から漁獲さわ、平均 120~130gで、対照地か

ら漁獲された 6 月、 9 月のものは 90~1109 であった。

0-< コガレイは 6 月 ~8 月まで魚礁周辺で漁獲され、 1 90 iで対照地から漁獲されたものが重く、

300~3209 あった。

。タナゴは魚礁周辺から漁獲されたものは 23 0 9程度で、対照地から漁獲された 1209より重
く、昨年9月に漁獲されたものより 309ほど重かった。

o ソイは、魚、獲周辺から 6 月 ~9 月に漁獲され 6 月 ~8 月に漁獲されたものは 465~492g あ

って対照地から 6 月と 9 月に漁獲された 280~4229 より重かった。昨年は 7 月と 8 月に漁

獲されたが 200~3209 であった。

oアイナメは 6丹、 9月に魚礁周辺から漁獲され380-4209であったが、対照地からは 6月、

7 月、 9 月に漁獲され 310~320gであった。昨年は 7 月~ 1 0月まで漁獲されたが 400

~6309 ほどで特に重かったのは 8 月である。

。ホシザメは対照、地から多く漁獲され、 6月に1.5009で次に 7月、 9月の順であった。また対

照地からの漁獲されたのは 7 月、 9 月で 250~800gであった。昨年は 7 月~ 1 0月まで漁

獲されたが 7月には平均 1，7 0 0 9 で 8~ 1 0 月には 550~ 1. 1009であった。

第 10図 魚種別、月別、平均体重
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(3) 魚種別、時期別雌雄別成熟状況

三枚網によって魚礁周辺と対照地から漁獲された根付魚を 13種選び、 6月-10月まで成熟状況

を調査した。

6月に漁獲されたホ、/ザメは完熟で、 7月-9月に獲れたものは未熟であった。

その外の魚種でドチザメ、マダイ‘キアマダイ、ウミタナゴ、エゾメバル、クロソイ、シマソイ、

マコガレイについては未成魚と、未熟であった。

ウミタナゴは 9月になってから産卵後のものが2尾漁獲された。エゾアイナメは 9月に漁獲され

た 1尾に半熟のものがあった。カナガシラは 6月に魚礁周辺と対照地から魚獲され、成魚は完熟で

あった。

ヒラメの成魚は 6月に 1尾漁獲され、完熟であった。

その外の魚は未成魚であった。クロウシノシタは 7-8月に多く漁獲さわ 7月に対照地から漁獲

された 1尾は完熟であったが、その外は未熟であった。

第 2表 魚種別、時期別、雌・雄別成熟状況

午、調査月
6 7 

調査 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地

性別 ち g 合 牢 合 ♀ e ♀ 

調熟査尾度数
7 6 19 6 s 

ホ シザ メ 4 2-1 2-1 2-1 2-1 

ドチザメ 調熟査尾度数

ダ「 イ 調査尾数
l l 1 

ーマ
熟 度 1 1 l 

数調査尾度数 2 1 1 
ウミタナゴ

2-1 1 2-1 

エゾメパル 熟調査尾度数
10 2 l 

2-1 2-1 2-1 

イ 調熟査尾数麿
1 1 1 

ク ロ ソ
2-1 1 2-1 

イ 調熟査尾度数
2 1 1 

シ -マ ソ
2-1 2-1 2-1 

調熟査尾数度
2 1 3 6 I 1 2 1 

エゾアイナメ
2-1 2-1 1 2-1 1 2-1 2-1 

調熟査尾数度
1 1 I 1 1 3 1 

カナガシラ
4 4 2-1 4 4 4 

熟調査尾度数 1 1 l 1 
ヒ フ メ

2-1 4 2-1 2-1 

熟調査尾度数
l 3 4 2 2 

マコガレイ
2-1 1 2-1 2-1 2-1 

調査尾数 3 14 1 
クロウシノシタ

熟 度 2-1 2-1 4 
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。魚類成熟度基準

雌の場合 1 性成熟に達していないもの卵粒卵はみとめられない(未成魚)

2~ 1. 成魚であるが卵巣は小さく卵粒は肉眼で認められてもきわめて小さい(未熟)

3. 卵巣は最大に達し、不透明な卵の中に透明な熱卵がまじっている(半熟)

4. 卵巣は透明な成熟卵で満さわている(完熟)

5. 放卵後のもの

雄の場合 1 性成熟に達しない魚の精巣で白色透明

2 ~ 1. ]の場合より精巣少し大きし、。

2~2. 精巣はかなり大きくなり乳白色不透明

3. 精巣は大きく精液の溶融が認めらわる。

4 放精後のもの

(4) 魚種別、月別胃内容物

漁獲された 20種について胃内容を調査したところ板付魚であるタイ類、エゾメバル、ソイ類、

エゾアイナメ、ヒラメ、マコ力、レイ、ホシザメ等については甲穀類を捕食している。特に魚礁周辺

(魚礁設置場所)から魚獲された上記魚種はふたほしいしがにを食していた。

魚種別、月別宵内容物については第3表のとおりであるo

(5) 月別、魚種別宵内容重量

6月-1 0月までに漁獲された 14種の魚類について、月別に宵内容物重量の調査を行なったと

ころ、主として魚礁周辺から漁獲されたエゾメパル、クロソイ、アイナメ、シマソイ、タナゴ、ホシ

ザメ、 ドチザメで胃内容の多かったのはホシザメ、ドチザメで、大部分甲殻類を食していた。

魚種別、月別平均胃内容物重量は第 4表のとおりである。

8 9 1 0 

魚、礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地

合 牢 o 早 古 ♀ 3 ♀ 3 ♀ 3 ♀ 

4 6 

2-1 2-1 

2 2 l 

2-1 2-1 2-1 
l 2 2 

2-1 2-1 2-1 

l 通 Z 

2-1 5 

1 4 1 8 7 2 i 

2-1 2-1 2-1 2-1 2-1 2-1 2-1 

l 1 1 

2-1 2-1 2-2 
1 
2-1 

1 3 2 5 l 2 

2-1 2-1 2-1 32-1 

1 l 2 

2-1 2-1 2-1 
l τz 
2-1 2-1 

3 19 4 

2-1 2-1 2-1 
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第 3表魚種別、月別胃内容物

月 6 7 

魚 種 餌 尾数 魚類 甲穀類 空胃 不明 尾数 魚穎 甲穀類 空胃 不明

魚礁周辺 7 7 25 3 15 4 3 
ホ シ ザ メ

対照、地 11 1 9 1 

ド ザ
魚礁周辺

チ メ

対照、地

魚礁周辺 1 
カ ス ザ メ

対照地

イ
魚礁周辺

ア カ ニE
対照地 l 1 

魚礁周辺 1 
て才 ダ イ

対照地 4 3 l 

ダ イ
魚礁周辺

チ
対照地

魚、礁周辺
キ ア ーマ タ イ

対照地

魚礁周辺
シ ロ ギ ス

対照地

魚礁周辺 2 2 
ウ 、、 タ ナ コ

対照地 2 2 

魚礁周辺 10 4 6 4 4 
二工ニ ゾ メ ノ、 ノレ

対照地

魚、樵周辺 1 1 
ク ロ ソ イ

対照、地 1 

魚、礁周辺 3 3 2 2 
シ すマ ソ イ

対照地 1 

魚礁周辺 3 2 
エゾアイナ メ

対照地 13 9 4 

ホ ウ ボ
魚、礁周辺

ウ
対照、地

魚礁周辺 2 2 
カ ナ ガ シ フ

対照地 5 5 1 

魚礁周辺 2 2 
ヒ フ メ

対照地 l 

魚礁周辺 1 
ーマ コ カ レ イ

対照地 9 6 2 

魚礁周辺
セトウシノシタ

対照地

魚礁周辺 3 3 
グロウ‘ンノシタ

対照地 1 15 6 8 

魚礁周辺 1 2 
ウマ ジラハギ

対照地 5 2 3 
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単位;尾

8 9 1 0 

尾数 魚類 甲穀類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空宵 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

2 2 10 9 1 

4 1 2 1 

1 1 

5 5 

1 1 1 1 

3 3 4 1 3 

7 1 1 5 18 3 15 1 1 

1 1 

2 2 

11 11 

3 3 

2 2 

2 2 4 2 2 

7 5 2 

7 1 6 16 15 

2 2 3 1 2 

1 1 1 1 

1 1 2 2 

1 2 2 2 

6 3 3 9 4 5 

1 1 

2 2 2 

3 1 2 

3 3 

1 2 2 

. 
1 4 3 

24 24 

5 5 

1 5 5 
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第 4表 魚種別、月別平均胃内容物重量

月 6 7 

魚 種 餌 尾数 魚類 甲穀類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

魚礁周辺 7 18. 5 25 1. 'J 9. 6 。7
ホ 、J ザ メ

対照地 11 22. 2 

ザ
魚、礁周辺

ド チ メ
対照地

魚礁周辺 1 20. () 
カ ス ザ メ

対照地

魚礁周辺
ア カ ニL イ

対照地 5‘3 

魚礁周辺 1 。
守三2 タ イ

対照地 4 O. 5 

魚礁周辺
チ ダ イ

対照地

魚、礁周辺
キ ア ーマ ダ イ

対照地

魚礁周辺
シ ロ ギ ス

対照地

魚礁周辺 2 2. 0 
ウ 、、、 タ ナ ::0 守

対 照地 ー.， 1. 9 

魚礁周辺 10 9. 7 4 O. 1 
こL ソ メ ノ、 ，~ 

対照地

魚、礁周辺 l 1. 2 
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4. 標本船調査

標本船は当初 10隻を予定したが、調査表の提出が 6隻よりなかったので、 6隻についての月別、

魚種別漁獲量を調査した。

漁法は三枚網で、 6月 1日-7月5日まで、操業回数 23回でヒラメは全漁獲量の 45.4%を凸

め、次にエゾメバル、マユカレイ、その他となっている。(第 11図)

また、傭船による魚種別漁獲量は第 12図のとおりである。

第 11図 標本船6隻による漁獲量 (6月 1日-7月5日まで〕

800 

第12図傭船による魚種別漁獲量 (6月-10月)
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W 調査の成果及び今後の課題

1.調査の成果

漁業試験の結果から、魚、礁設置場所周辺(魚礁周辺対象地)には序々に恨付魚が集まってきてい

る。また、ヒラメは産卵期にあたる 6月上旬頃タイヤ魚礁周辺に集まり、地元三枚網漁業者によっ

て多く漁獲されるようになった。

2. 今後の課題

昭和44年度-46年度までにタイヤ魚礁 3.800本を鯵ヶ沢港赤灯台北東22浬(水深 20-

22m)のとこに設置した。

6月-9月までの調査結果からみるとエゾメパル・ソイ類、エゾアイナメは全期間棲息がみられ

たが、ヒラメ・マコガレイは深浅移動の接岸期のみ滞留していることがうかがわれる。今後魚の生

活と魚礁との時コりにq 、て底層分布tかりでなく、調書分布、中層分布}こっし、ても調査する必要があろう。
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VIII 大規模開発関連調査



太平洋底棲生物分布調査

I調査目的

青森県太平洋沿岸漁業の健全な発展を図るため底ひ、き網漁法により底棲魚類の分布生態および、資

源状態を把握し、漁業経営の安定に資する。

E調査内容

1，調査期間

2，調査海域

3，担当者

1 0月2 7 日 ~2 月 2 6日

青森県大平洋沖合

技師十三邦昭

中田凱久

小田切譲一

4，調査船

青鵬丸 19.9 4トン 170馬力乗組員船長中川武光外 6名(1 0月27 日~ 1 2月9日)

宰洋丸 121トン 400馬力 乗組員 船長宮崎勇外 17名( 1 月 9 日 ~2 月 2 6日)

5，調査項目

(1) 底棲魚類分布状況

(2) 発育段階別分布状況

(3) 主要魚種の食性

(4) 産卵場及び産卵時期の究明

間漁場環境

E調査方法

前年度からの継続調査で、底魚の分布調査は、かけ廻し式 1そうびき機船底びき網で調査した。片

側のロープの長さは青鵬丸は1.000m幸洋丸は 2.000mで袋尻の目合は両船とも 66聞のものを

用いた。漁場は主として三沢~尻屋沖に、かこまれた東経 1410 50'以西の問(水深 430m以

浅)を緯度、経度 2.5分マス目に分けて共同漁業権を含めて調査したが、時化および試験船の運航等

でト実際に操業が行われたのは、 1 0月27 日 ~2 月 2 6日までで調査点、も 67点に終っている。

N調査結果

1， 底棲魚類の分布状況

調査期間中に出現した底魚、の種類は 49個に分類され、昨年の冬期間の調査より 7種類多い、こ

の中、主に漁獲された魚種を季節毎にまた、漁場毎にまとめたのが第2表である。これでみると、

1網当りの漁は秋期は北寄りの出戸~小田野沢問、海域が最も漁がよかったが、冬期聞は余り変り

がないようであるu しかし、前年の冬期間よりは三沢沖及び六ケ所沖(天ケ森~出戸沖)とも漁が

悪い。季節毎には、秋期は三沢沖では、カナガシラ、ヤリイカ、六ヶ所神ではカナガシラ、スナガ

レイ、コチ、出戸以北ではムシガレイ、コウイカ、ホシザメ、カナガシラ等が多いが、冬期聞は三

沢沖ではカナガシラ、コウイカ、マコガレイ、六ヶ所沖ではスケトウ、ヤリイカ、出戸以北ではヤ

リイカが多くなっており、全般に季節により、漁場により、魚種組成がことなるようである。また、

民間船が主眼としている、パバガレイ、メヌケ、マダラ等の高級魚は水深が浅いところでの操業が

多いためか、非常に少く、経済的な価値の少い魚種が比較的多獲されている。次にこれらの漁場を

合計して月毎にまとめたのが第 3表で 10月はヤリイカ、 1 1月はムシガレイ、 12月はカナガシ
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ラ、 1月はヤリイカ、 2月はヤリイカが最も多く、全期間ではヤリイカ、ムシガレイ、カナガシラ

等が多い。第 4表、第 5表は深度別の 1網当り漁獲組成を示したものである。秋季は全般に 150

m 以浅の操業が多かったためか、ムシカレイ、カナガシラが多い。冬期聞は 50~430m 間の操

業であったが、ヤリイカ、スケトウ等が多い。深度別の優占種をみてみると、秋季は 50m以浅で

はカナガシラ、 51~75m ではムシカP レイ、 76~100mではカガミダイ、 1 6 0飢ではカナ

ガシラが優占し、冬季は 50~150m ではカナガシラ、 1 5か-30 0 mまでヤリイカ、 301 ~ 

4 30mまではスケトウが優占していた。一方、主要魚種の深度の分布状況をみてみると、ヒラメ

は20 0 m 以浅、バパガレイは 26~350m、カナガシラは 2 0 0 m以浅、ヤリイカは 26~ 

300 m、ムシガレイは 26~200 抗、スケトウは 1 0 0 m以深、マダラは 15 0 1π以深、アブ

ラツノザ、メは 50飢以深を広く分布していることがうかがわれ、全般に昨年の結果と若干の違いは

あるが、余り大きな違いは認められなかった。

2， 発育段階別分布状況(魚体の大きさ)

A マコガレイ

分布巾は 16~35cmでそードは 22cm と 27cmの 2 峯に認められ、殆んどが成魚と思われる。

魚体の大きさで、幼魚と思われるものは殆んと*みられなかった。

B ムシカ'レイ

分布巾は 12~36cmでそードが 20cmに認められ、昨年同様の大きさである。成繋t体長がは

っきりしないが、全長 20cm以下のがJ魚と思われるものは 11月の特に出戸沖 (88漁区)水深

7 0 m付近に多かった。

C バノミガレイ

これまでの東北水研八戸支所などの調査から成繋淋長は全長約 24 cmから成魚、以下を幼魚と

区分されるが、全般に水深が浅いところには(1 3 0漁区、 145漁区)小型群が多い。

D アブラガレイ

分布巾は 31~46cmでモードが 37， 38cmに認められるが殆んどが全長約 43cm以下の幼魚

と思われるものばかりであった。

E ソウハチ

分布巾は 15~38cmでそードが 1 8cm2 Ocm2 2cmと多峯型を示しているが、全長 22cm以

下の幼魚と思われるものが多かった。

F その他

ヒレグロ、マガレイ等は成魚が殆んどで、あった。また、ヒレグロは漁期の進行とともに魚体が

やや大型化の傾向が認められる(マダラ、スケトウは水深が浅いところの調査が多いためか、殆

んどが幼魚であった。カナガシラも成魚が殆んどである。

3， 産卵場及び産卵時期の予測

(1) ババガレイ

2月21尾(雌8尾、雄 13尾)調査したが、生殖腺の肉限観察では、精巣は殆んど白色化し

ており、卵巣も水子状態のものが一部認められ、産卵が間近であることがうかがわれた。東北水

研八戸支所の調査では産卵期は 3~4 月、産卵場所は三陸沿岸であると報告されている。

(2) ソウハチ

2月の調査では精巣は白色化していたが、卵巣には、まだ透明卵が認められていなし、。しかし、

かなり大きくなった卵が認められ、成熟過程にあることが認められた。昨年などの調査から産卵

期は 3 月以降と考えられ、東北水研八戸支所の調査では産卵期は 5~6 月頃と推定されてし、る。

(31 ムシガレイ

1 1月、 2月の調査では全部未熟であったが、 2月には生殖腺 10 {}以上のものが認められ、
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成繋噛程にあることが示されてし、る。昨年および今年の結果から産卵期は 3月以降と推定される。

(41 マコヵーレイ

1月の調査では精巣は白色化し、卵巣にはかなり大きくなった蜘が認められるが、透明卵はま

だ現われていない。昨年および、今年の結果から産卵期は 3月以降と推定されるが、東北水研八

戸支所の調査では産卵期は 5~6 月左云われる。

(5) アブラカ。レイ

1月末に調査したアブラガレイは何れも 40 cm以下で卵巣も極めて小さく、未熟で、あった。東

北水研八戸支所の調査では産卵期は 12~2 月と報告されている。

(61 マダラ

1月末に 31尾調査したマダラも全長 40 cm以下のもので何れも未熟で、あった。東北水研八戸

支所の調査では産卵期は 12~ 3月と推定されている。

(7) スケトウダラ

1月25尾の調査では半熟のものがかなりみられているが完熟のものはみられていない。しか

し、これまでの東北水研八戸支所の報告では産卵期はマダラ同様 12 ~ 3月と云われる。

(8¥ カナガシラ

1 1 ~ 2月までの調査では半熟以上のものは殆んどみられず、産卵期は 3月以降と考えられる。

4. 主要魚種の食性

カナガシラ等、主に漁獲された魚種 11種の胃内容調査尾数、空胃尾数および、胃内容物となっ

ている被補食魚の種類別出現頻度を第 7表に示したが、これによると、

(1) ムシガレイ

調査尾数が少いが、秋季、冬季とも昨年同様主としてエピ類を捕食していた。

(2) マコガレイ

秋季だけの調査であるが、日本海、陸奥湾同様ゴカイを主に捕食し、魚類の捕食は認められな

かった。

(3) ノミノミガレイ

冬季だけの調査であったが、昨年同様、ゴカイを選択的に捕食していた。

(4) ソウハチ

.調査尾数が非常に少いが魚類、節足動物、多毛類、航皮動物と比較的多種にわたって捕食して

L、TこO

(5) アプラガレイ

魚類を選択的に捕食しているようであった。

(6) マダラ

(7) スケトウ

主としてェビ類を捕食しているが魚類、軟体動物、多毛類と多種にわたって捕食してレた。

昨年同様、オキアミを主に捕食していた。

(81 カナガシラ

主として、ゴカイ、エピ類、オキアミ等を捕食し、季節による食性の違いは余り認められなか

った。

(9) アブラツノザメ

マイワシ、マサバ、ヤリイカ、コウイカ等、主として週遊性のものを捕食していた。

(10) カガミタイ

調査尾数が少いが、マアジを選択的に捕食していた。
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5. 漁場環境(水温)

一般に青森近海では、秋、冬期聞は水温より気温の方が低く、表面で冷却された水は比重が高く

なり、表層と下層の水の対比が起り、水温の較差付なくなる。

1 0月下旬にはすでに上、下層の水温差はみられず、表層では 17. 0 ~ 1 7. 7 oc、 50m層 17.0

~ 1 7.2 ocであった。 11月に入ると更に重直混合が盛んとなり、表層では 13. 2 ~ 1 7. 4 ocであ

るが 100m層で、は 17.2~1760Cで、下層の水温が若干高目であった。 1 2月は上旬だけの調

査であったが 20C前後の降温がみられ、表層では 13. 5 ~ 1 4. 5 oC 5 0 m層 140Cで上、下層の水

温差はみとめられなかった。 1月に入ると水温は急激に低下し、表層では 9.4 ~ 1 1. 2 oC 1 0 0 m 

9. 5 ~ 1 1. 5 oC 2 0 0 m 9. 1 ~ 1 1. 5 oCとなったが、 200叫附近で、も水温の変動巾はみられなか

った。 2月には更に水温が低下し、表層では 6.1 ~ 9. 8 oC 1 0 0叩 8.4 ~ 9. 6 oC 3 0 0 m 4. 7 ~ 

8.50Cとなり、 300附近の水深帯になると、かなり水温の低目のところもあった。このことは調

査海域の下層の一部に親潮と思われる冷い水の差し込みがあることを示すものと推定されるが、調

査海域全般には津軽暖流及び沿岸水に覆われていたと考えられる。

V 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

これまで、八戸近海の底魚、については東北区水商野究所八戸支所でかなり古くから調査さわ、主要

魚種の分布、回遊、生態等、詳細に報告されているが、沿岸部及び一部の魚種については詳しく報

告されていないので、これを多少なりとも埋める意味で意義があったものと思われる。

2 今後の課題

時期並びに水深により、出現する魚種組成が変る傾向があるので、今後更に詳細に周年調査する

必要があろう。
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第 1図 4 7年太平洋底棲魚類調査漁場図
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第2図 4 8年太平洋底棲魚類調査漁場
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第 1表出現した魚種

ヒラメ科ヒ ラ メ Paralichthysoliuaceus Temminck & Schlegel 

カレイ 科パバガレイ

マコガレイ

ムシガレイ

ー写 カ、 レイ

スナガレイ

イシガレイ

メイタカョレイ

Microstomus achne Jordan & Starks 

Ljrnanda yokoharnae Gunther 

Eopsetta grigorjewi Herzenstein 

Lirnanda herzensteini Jordan & Snyder 

Lirnanda punctatissirna Steindachner 

Kareius bicoloratus Basilewsky 

Pleuronichthys cornuts Temminck & Schlegel 

ソウハチ Cleisthenespinetorurn herzensteini Schmidt 

ヒレグロ Glyptocephalus stelleri Schrnidt 

アブラガレイ Atheresthes euerrnanni Jordan & Starks 

ヤナギムシガレイ Tanakius kitaharai Jordan & Starks 

メ夕、マカ、レイ Dexistes rikuzenius Jordan & Starks 

サメガレイ Clidoderrnaasperrimum Temminck & Schlegel 

マメガレイ

アサバカ守レイ Lepidopsetta mochigarei Snyder 

チゴダラ科イゾイソアイナメ Lottella rnaximowicgi Herzenstein 

アイナメ科ホ ツ ケ Pleurogrammusazonus Jordan & Metz 

H ア イナメ Hexagrammusotakii Jordan & Starks 

ツノザメ科アブラツノザメ Squalus acanthias Linne 

ドヂザメ科ホシザメ Mustelusrnanazo Bleeker 

カワハギ科ウマヅラハギ Navodonmodestus Gunther 

タイ科マダイ Chrysophrysrnajor Temminck & Schlegel 

イシダイ Oplegnathus fasciatus Temminck & Schlegel 

カガミダイ Zenopsisnebulosa Temminck & Schlegel 

フカササゴ科クロソイ Sebastes schlegeli Hilgendorf 

マソイ Sebastes triuittatus Hilgendorf 

スズキ科イシナギ Stereolepis ischinagi Hilge 

タラ科マダラGadusrnacrocephalus Tilesius 

H スケトウダラ Theragra chalcogramma Pallas 

マフグ Fuguuermicularis porphyreus Temminck & Schlegel 

コチ科コ チ Platycephalus indicus Linne 

アンコウ科アンコウ Lophiomus setigerus Vahl 
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アジ科マアジ Trachurus japonicus Tenuninck & Schlegel 

サバ科マサノー Pneumatophorus japonicus japonicus Houttuyn 

アナゴ科マアナゴ Astrocongermyriaster Brevoort 

フクラキ、 Seriolaquinqueradiata Tenuninck & Schlegel 

タナゴ科ウミタナゴ Detrema tenunincki Bleeker 

ホウボウ科ホウボウ Ohelidonichthyskumu Lesson & Garnot 

H カナガシラ Lepidotriglamicroptera Gunther 

ニギス科ニギスArgentina semifasciata Kishinouye 

カサコ科キチジ Sebastolobusmacrochir Gunther 

メヌケ Sebastesmatsubarai Hi 1gendorf 

フサカサゴ科ウスメメル Sebastes thompsoni Jordan & Hubbs 

キンカジカ Oottiusculus schmidti Jordan & Starks 

ケムシカジカ Hemitripterus uillosus Pallas 

アカエイ Dasyatisakajei Muller & Henle 

ガンギエイRajakenojei Muller & Henle 

ウシエイ Dasyatisushiei Jordan & Hubbs 

ヤリイカ Doryteuthisbleekeri Keeerstein 

コウイカ Sepia esculenta Hoyle 

タコ Octopus spp 

ケカニ Erimacrus isenbeckii Brandt 
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第 2表漁場別漁獲状況 尾数( )内は 1-曳網当り

7ト〈 1 0 - 1 2月 1 - 2月 計

二沢沖 六ヶ出戸 一沢沖 六ヶ出戸 一沢沖 六ヶ出戸
一 所沖以北 一 所沖以北 一 所沖以北
5 I 31 I 19 3 I 7 8 I 38 I 19 

ヒラメ
C 1. 7)IC 2.2)IC 2.1) C O. 5) 1 C O. 3) C 0.9)IC 1.1)IC 1.6) 

33 37 4 155 25 4 188 72 
p、- ~、e カ レ イ

C 2. 4) C 4. 1) C O. 7) C 7. 4) C 4. 2) ( O. 4) ( 5.4) C 6. 0) 

18 157 85 213 231 157 85 
"7 コ カ レ イ C 6.0) C 11. 2) C 9.4) C 35. 5) C 25. 7) ( 4. 5) C 7. 1) 

1 119 3，220 31 186 1 32 305 3， 221 
ム :ン カ レ イ C O. 3) ( 8. 5) C 357. 8) C 5. 2) C 8. 9) C O. 2) ( 3.6) C 8. 7) C 268. 4) 

20 5 3 1 4 21 9 3 
ーマ ガ レ イ

C 6. 7)1 C O.心C O. 3) ( O. 2) ( 0.2) C 2.3) ( O. 3) C O. 3) 

25 591 1 25 591 1 
ス ナ カ レ イ ( 8. 3) C 42. 2) ( 0目 1) C 2.8) ( 16. 9) ( O. 1) 

2 2 
イ シ カ レ イ C O. 1) ( O. 1) 

25 132 25 132 
ソ ウ ，、 チ ( 4. 2) ( 6. 3) ( 2. 8) C 3. 8) 

18 418 40 18 418 40 
ヒ レ グ ロ

C 3.0) ( 19. 9) C 6. 7) C 2. 0) ( 11. 9) ( 3. 3) 

175 14 175 14 
アプラカレイ

C 8. 3) ( 2. 3) ( 5.0) C 1. 2) 

380 1，810 463 487 396 867 2，206 463 
カ ナ 守f シ フ

C 126. 7) ( 129. 3) C 51. 4) C 81. 2) ( 18. 9) ( 96. 3) ( 63. 0) C 38. 6) 

11 122 1 11 122 1 
ア イ ナ メ

( 3. 7)1 C 8.カ( O. 1) C 1. 2) ( 3.5) C O. 1) 

1 88 2 1 88 2 
ーマ ダ イ

C O. 3) ( 6. 3) C O. 2) ( o. 1) C 2.5) C O. 2) 
17 1 17 1 

イ シ タ イ
( O. 1) ( o. 5) C O. 1) 

27 24 74 17 13 44 37 74 
カ ガ 、、 タ イ

( 9.0) C 8.2) ( 2.8) ( O. 6) C 4.9) C 1. 1) C 6. 2) 
500 162 500 162 

'マ ダ フ
C 23. 8) ( 27. 0) C 14. 3) C 13.5) 
2 313 26 2 313 26 

ア フ フ ザ メ ( O. 3) C 14. 9) ( 4. 3) ( O. 2) C 7. 8) C 2. 2) 

6 13 40 13 40 6 
ア γ コ ウ

C 0.7) ( 2. 2) 1 C 1. 9) ( 1. 4) ( 1. 1) C O. 5) 
74 1 74 1 

ホ 7 ケ
( 3. 5) C O. 2) ( 2. 1) ( O. 1) 

13 60 556 150 1 163 61 556 
ホ シ ザ メ

C 4. 3) ( 4. 3) ( 61. 8) ( 25.0)IC ( 18. 1) 1 ( J.η ( 46. 3) 
28 137 334 74 1 102 138 334 

ウマズラハギ
( 9. 3) ( 9. 8) C 37. 1) CI2.3)IC C 11. 3) ( 3.9) C 27. 8) 

20 1，330 119 20 1，330 119 
ス ケ ト ウ

C 3. 3) ( 63. 3) ( 19. 8) 1 C 2.2) C 38. 0) C 9. 9) 

120 435 120 435 
コ チ

C 40. 0) C 31. 1) C 13. 3) C 1-2. 4) 

イ カ
200 250 250 32 1， 238 1， 088 232 1， 488 1， 338 

ヤ リ
C 66. 7) ( 17. 9) C 27. 8) ( 5. 3) C 59. 0) (181. 3) ( 25. 8) ( 42. 5) (111.5) 

26 10 666 290 249 20 316 259 686 
コ ウ イ カ

( 8. 7) ( O. 7) ( 74.0) ( 48. 3) ( 11. 9) ( 3. 3) ( 35. 1) ( 7. 4) ( 57. 2) 

そ 他
42 92 43 37 368 33 79 460 76 

の ( 14.0) ( 6. 0) ( 4.8) ( 6. 2) ( 17. 5) ( 5. 5) ( 8. 8) ( 13. 1) ( 6. 3) 

計
917 3，983 5， 761 1， 417 5， 600 1， 529 2， 334 9，583 7， 290 
( 305.の(284. 5) (640. 1) (236. 2) (266. 7) (254. 8) (259. 0) (273. 8) (607. 5) 

操 業 日 数 3 14 9 6 21 6 9 35 12 
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第 3表月7JIJ、魚種別漁獲量 尾数( )内は 1曳網当り

~ 1 0月 1 1月 1 2月 月 2 月 言十

操 業 日 数 2 6 3 9 7 2 7 

f桑 業 回 数 4 1 4 8 2 1 1 2 5 9 

7 8 
(5400 ) 

3 
(067 ) 

65 ヒ ブ メ ( 1. 8) ( O. 6) ( O. 1) ( 1. 1) 

イ 5 3 62 120 63 4 254 ，、 ，、 カ レ ( 1. 3) ( O. 2) ( 7. 8) ( 5. 7) ( 5. 3) ( 4. 3) 

イ
24 84 152 213 473 ーミr コ カ レ ( 6. 0) ( 6. 0) ( 19. 0) ( 10. 1) ( 8. 0) 

カ イ
15 3， 178 147 31 187 3， 558 ム シ レ ( 3. 8) (227. 0) ( 18.-4) 1. 5) ( 15. 6) ( 60. 3) 

5 3 20 4 1 33 
'ミぎ カ明 レ イ ( 1. 3) ( O. 2) ( 2. 5) ( O. 2) ( O. 1) ( O. 6) 

イ
85 62 470 617 ス ナ カ レ ( 21.-3) ( 4. 4) ( 58.8) ( 10. 5) 

イ
2 2 

イ シ カ レ ( O. 1) 。)
26 131 157 

ソ ウ ノ、 チ 1. 2) ( 10. 9) ( 2.7 

グ 297 
(141-799 ) 

476 ヒ レ ロ ( 14. 1) 8. 1 ) 

アプラカレイ 97 
(7972 ) 

189 
( 4. 6) ( 3.2) 

1 メイタカレ イ ( O. 1) 。
4 4 メ ダマカ レイ ( O. 2) ( O. 1) 

カ ナ 7i シ フ 155 
( 38.-8) 

1. 878 
ci瓦 1)

620 
( T'C5) 

803 
( 38.-2) 

80 3， 536 
( 6. 7) ( 59.¥}) 

12 12 109 (oj) 150 ア イ ナ メ ( 3.-d) ( o. 9) ( 13.-6) ( 2. 5) 

ダ イ
1 68 22 91 ーョr

( O. 3) ( 4. 9) 2. 8) ( 1. 5) 

タ
18 18 

イ シ イ ( 1. 3) ( O. 3) 

ダ 3 552 74 31 660 カ すf 、、 イ ( O. 8) ( 39. 4) ( 9.3) 1. 5) ( 11.2) 

ダ 467 201 5 672 
'7 フ ( 22. 2) ( 17. 1) ( 11.4) 

228 113 341 
ア フ プ ザ メ ( 10. 9) ( 9. 4) ( 5. 8) 

9 41 12 62 
ア ン コ ウ ( o. 6) ( 2. 0) ( 1. 0) ( 1. 1) 

41 
(2395 ) 

76 
ホ 、7 ケ ( 2. 0) ( 1. 3) 

ホ シ ザ メ (14.589 ) 
20 

( 1. 4) (3391 ) 
110 
( 1. 9) 

ギ (14506 ) 
82 377 75 590 ウマズラハ ( 5. 9) ( 47. 1) ( 3. 6) ( 10. 0) 

ウ 1，039 430 1，469 ス ケ ト ( 49. 5) ( 35. 8) ( 24. 9) 

5 5 vマ →ナ /、
( 0 4) ( O. i) 

(17750 ) 
355 133 0 555 

コ チ ( 25. 4) ( 16. 3) ( 9. 4) 

3 3 
守f ン ギ 二乙 イ ( O. 2) 。)

6 
キ チ 三ノ ( O. 3) 

50 56 
( 4. 2) ( O. 9) 

ヤ リ イ カ 450 
( 112.-5) 

916 
( 65. 4) 

1， 370 
( 65. 2) 

983 8 
( 82.-3) 

3，724 
( 63. 1) 

36 484 75 595 
コ ウ イ カ ( 2. 6) ( 23. 0) ( 6. 3) ( 10. 1) 

26 90 55 227 263 7 665 
そ の 他 ( 6. 5) ( 6. 4) ( 6. 9) ( 10. 8) ( 22. 3) ( 11.3) 

言十 973 
(243.3) 

7， 379 
(527.1) 

2， 309 
(2'88.6) 

5， 625 
(267. 9) 

2， 921 
(ZU 4) 

!9，207 
325.5) 
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第 4表 1 0 -1 2月深度別漁獲状況 尾数( )内は1.1曳網当り

深度初)
2 5 以浅 2 6 - 5 0 5 1 - 7 5 76-100 160 言十

魚種

操 業 回 数 4 1 2 6 3 2 6 

4 34 17 55 
ヒ プ メ

( 1. 0) ( 2. 8) ( 2. 8) ( 2. 1) 

。 34 32 4 70 
ノ、 /、 カ レ イ 。) ( 2. 8) ( 5. 3) ( 1. 3) ( 2. 7) 

5 170 80 5 260 
ーミr コ カ レ イ

( 1. 3) ( 14. 2) ( 13.3) ( 1. 7) ( 10. 0) 

1 185 3， 151 2 3，340 
ム :ン カ レ イ

( O. 3) ( 15.4) (525.2) ( O. 7) ( 1. 0) (128.5) 

25 3 28 
ーマ すf レ イ

( 2. 1) ( 0.5) ( 1. 1) 

49 493 75 617 
ス ナ カ レ イ

( 12.3) ( 41. 1) ( 12.5) ( 23. 7) 

1 1 2 
イ シ カ レ イ ( 0.3) ( 0.1) ( O. 1) 

1， 319 1， 064 252 18 2，653 
カ ナ 7i シ フ

(329.8) ( 88. 7) ( 42.0) ( 6. 0) (102.0) 

200 250 250 666 1， 366 
ヤ リ イ カ

( 16. 7) ( 41. 7) ( 83.0) (666.0) ( 52. 5) 

26 10 36 
コ ウ イ カ

( 6. 5) ( 0.8) ( 1. 4) 

6 126 133 
ア イ ナ メ

( 1. 5) ( 10. 5) ( 1. 6) ( 5. 1) 

。 72 20 18 110 
ホ シ ザ メ 。) ( 6. 0) ( 3. 3) ( 6.0) ( 4. 2) 

4 59 29 528 9 629 
カ すI 、、 ダ、 イ

( 1. 0) ( 4. 9) ( 4.8) (176. 0) ( 9.0) ( 24. 2) 

36 120 327 32 515 
ウマズラハギ

( 9. 0) ( 10. 0) ( 54.5) ( 10. 7) ( 19. 8) 

6 23 2 60 91 
ーョr タ イ

( 1. 5) ( 1. 9) ( O. 3) ( 20.0) ( 3. 5) 

5 12 1 18 
イ シ タ イ

( 1. 3) ( 1. 0) ( O. 2) ( O. 7) 

3 7 9 19 
イ シ ナ ギ

( O. 6) ( 1. 5) ( O. 7) 

274 352 61 24 8 719 
そ の 他

( 68. 5) ( 2. 9) ( 10.2) ( 8. 0) ( 8.0) ( 27. 7) 

1， 739 2， 987 4， 310 941 684 10， 661 
言十

( 434. 8) (248.9) (718.3) (313. 7) (684.0) (410.0) 
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第 5表 1 -2月深度別漁獲状況 尾数( )内は 1曳網当り

~ど竺) 51 - 101 - 151 - 201 - 251 - 301 - 351 -
五十

100 150 200 250 300 350 430 

操 業 回 数 3 4 4 3 8 5 6 3 3 

3 7 10 
ヒ フ メ( C 1. 8) o. 3) 

15 1 67 19 65 17 184 ノ、 ，、 カ レ イ
C 5. 0) C O. 3) C 16. 8) C 6.3)IC 8. 1) 1 C 5. 6) 

'ミr コ カ レ イ
213 213 
C 71.0) 6. 5) 

イ
29 38 150 218 

L、 :ン カ レ
C 9. 7) C 9. 5) C 37. 5) 

イ(
3 2 5 

ーマ すf レ
C O. 5) 

22 3 131 157 
ソ ウ ，、 チ

C 7. 3) C O. 8) C 32. 8) C O. 3) 4. 8) 

27 102 150 142 5 50 476 
ヒ レ グ ロ

C 6. 8) C 25. 5) C 50. 0) 1 C 17.8)IC 1. o)IC 8. 3) 1 C 

18 79 92 189 
アブラカ レイ

2.3)IC 15.8)IC 15.3)IC 5. 7) 

502 375 6 883 
カ ナ -jf シ ブ

C 167 3) C 93.8)IC 26.8) 

イ
60 32 1， 018 400 848 2， 358 

ヤ リ カ
C 20. 0) C 8. 0) C 254. 5) C 133. 3) I C 106.0) 

ウ イ カ
169 140 75 75 100 559 

コ
C 56. 3) C 35. 0) C 18. 8) C 25. 0) I C 12. 5) 16. 9) 

タ
107 46 245 176 88 662 

ーマ フ
C 26. 8) ( 15.3)IC 306)1( 352)1( 14.7)1( 20. 1) 

ウ
20 126 13 197 826 287 1， 469 

ス ケ ト
( 5. 0) ( 31. 5) ( 4.3)1( 24.6)1( 165.2)1( 47.8) I( 

2 2 36 20 109 143 29 341 
ア フ フ ザ メ

C O. 7) C 0 5) ( 9. 0) ( 6. 7) I ( 13.6)1 ( 28.6)1( 4.8)!( 10. 3) 

そ 他
174 169 233 88 76 19 63 822 

の
( 58. 0) ( 42. 3) ( 58. 3) ( 29. 3) I ( 9. 5)1 ( 3.8) I( 10.5) 1 ( 24.9) 

5十
1， 192 807 2， 060 812 1， 801 1， 265 609 8， 546 
(397. 3) (201. 8) (515.0) ( 270 7) ( 225. 1) I ( 253.0)1( 101.5) C 259.0) 
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第 6表

マコカレイ全長組成(太平洋)

~ 
11 12 l . 小計 . 小計 . 計
2 2 8 19 6 6 4 9 9 9 

C官l

1 6 1 1 2 2 

1 7 

1 8 

1 9 1 1 2 2 

2 0 

2 1 3 5 2 10 10 

22 3 3 3 9 1 2 1 3 7 2 18 

2 3 1 3 4 2 2 4 10 

2 4 1 1 4 2 3 2 11 5 17 

2 5 1 4 1 1 7 1 3 2 6 7 20 

2 6 1 7 8 6 1 2 4 13 8 29 

2 7 12 1 13 4 6 6 16 8 37 

2 8 2 10 12 2 3 4 9 9 30 I 

2 9 1 5 6 1 1 4 3 9 7 22 

3 0 2 3 5 1 1 3 5 10 

3 1 l I l 

3 2 1 1 1 

3 3 

3 4 1 1 1 1 2 

3 5 1 1 1 

3 6 

3 7 

3 8 

計 10 20 50 2 82 20 20 10 30 80 50 212 

漁場 38 48 149 118 129 139 160 39 140 

ウ
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ムシカレイ

}3L 
11 12 2 . 小計 . 小計 . 小計 . 小計 言十
1 2 8 4 9 9 11 5 5 26 

cm 
1 2 1 1 2 2 

1 3 

1 4 2 2 1 1 3 

1 5 5 5 4 4 9 

1 6 1 10 11 3 3 3 3 17 

1 7 10 10 1 3 4 2 2 1 1 17 

1 8 1 1 6 8 4 2 6 3 3 1 1 3 5 22 

1 9 9 2 10 21 4 2 6 4 4 7 3 5 15 46 

20 11 1 5 17 1 1 2 4 16 4 15 35 56 

2 1 7 3 6 16 3 4 7 1 1 8 1 4 13 37 

2 2 3 1 4 1 3 4 8 14 6 13 33 45 

2 3 7 7 2 16 5 2 7 8 7 6 21 44 

24 4 7 1 12 1 2 3 8 4 3 15 30 

2 5 2 8 10 3 3 4 1 5 18 

26 3 1 4 1 2 3 1 1 9 2 11 19 

27 2 5 7 I 2 3 6 3 4 7 20 

28 3 1 4 2 2 1 1 2 8 

29 2 2 1 5 2 2 7 

30 2 2 3 3 3 3 8 

3 1 1 1 3 1 4 5 

32 1 1 1 

33 

34 

35 1 1 1 

36 1 1 1 

言十 52 41 58 151 10 30 30 70 22 22 89 35 49 17:> 416 

漁場 78 48 88 160 39 69 130 135 132 141 
L 
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パメガレイ 7ブラ 7iνベ

出ミ
1 2 . 小計 . 小計 合計
11 29 31 5 5 26 じま

1 2 . 小計 . 合計
31 31 16 

C担 cm 
1 7 2 2 1 1 3 3 1 1 1 1 2 

1 8 3 2 

1 9 2 2 3 1 1 5 7 3 3 3 3 

2 0 1 1 2 7 9 10 3 4 1 1 2 3 

2 1 5 1 6 2 2 8 12 18 3 5 4 4 6 10 

2 2 1 2 3 2 7 9 12 3 6 4 4 11 15 

2 3 1 1 2 1 2 17 20 22 3 7 3 12 15 7 22 

2 4 2 2 1 1 7 9 11 3 8 3 9 12 10 22 

2 5 1 1 3 1 4 5 3 9 3 7 10 2 12 

2 6 1 1 1 1 2 4 0 4 4 5 9 

2 7 2 2 6 1 7 9 4 1 3 3 4 7 

2 8 2 1 3 2 1 3 6 4 2 1 1 2 2 

2 9 1 3 4 6 2 8 12 4 3 2 2 4 4 

3 0 1 1 6 1 7 8 4 4 1 1 

3 1 4 1 5 5 4 5 

3 2 l 1 5 2 7 8 4 6 1 1 1 

3 3 2 1 3 3 4 7 

3 4 1 1 3 3 4 

3 5 1 1 2 2 3 

3 6 1 1 1 

3 7 

3 8 1 1 3 1 4 5 

3 9 1 1 1 

4 0 

計 12 10 16 38 50 18 49 117 155 計 12 50 62 51 113 

漁場 130 69 124 135 132 145 漁場 124 121 
ー----'---E
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ヒレクe ロ ソウハチ マガレイ

~ 
1 2 . 小計 . 合計
17 29 31 31 16 22L 1 2 ご~

12 . . 合計
17 5 6 

cm cm cm 
1 5 1 1 1 1 5 3 3 1 7 1 

1 6 3 1 1 5 1 6 1 6 2 7 9 1 8 3 

1 7 3 1 2 4 10 3 13 1 7 5 9 14 1 9 4 

1 8 15 7 2 4 28 5 33 1 8 9 7 16 2 0 1 

1 9 9 7 2 11 29 3 32 1 9 1 8 2 1 4 

2 0 8 7 4 8 27 1 28 2 0 12 11 23 2 2 1 

2 1 7 4 2 9 22 5 27 2 1 1 9 10 2 3 1 

2 2 2 4 3 3 12 4 16 2 2 2 11 13 2 4 3 

2 3 3 1 1 5 6 11 2 3 3 3 6 2 5 

2 4 1 2 3 2 5 2 4 1 3 4 2 6 

2 5 1 3 4 6 10 2 5 2 2 2 7 

2 6 1 1 2 3 2 6 1 2 3 2 8 1 

2 7 1 1 4 5 2 7 2 2 2 9 1 

2 8 1 2 3 3 2 8 1 1 

2 9 2 2 2 2 9 

3 0 4 4 3 0 1 1 

3 1 6 6 3 4 1 1 

3 2 3 5 1 1 

3 6 1 1 

3 8 1 1 

計 50 32 21 50 153 52 202 五十 40 79 119 計 20 

漁場 99 69 124 121 102 漁場 134 漁場 129 

スナガレイ

CEL 
11 12 . . 合計
19 4 

αR 
1 4 1 1 1 

1 7 9 1 

1 8 1 8 10 

1 9 2 6 10 

2 0 7 6 13 

2 1 7 13 

2 2 

2 3 1 1 

計 19 30 49 
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マダラ スケトウ

~ 
1 2 よ仁込1 

〕iL 2 主n込. . . . 
J 1 16 17 22 23 計 16 計 J1 16 22 23 計 16 五十

ι胃7 cm 
2 9 1 2 4 1 1 

3 0 1 1 1 2 5 4 5 5 

3 1 2 2 4 4 2 6 2 14 16 16 

3 2 5 9 J4 15 2 7 4 8 12 12 

3 3 1 3 3 7 4 18 19 2 8 3 14 1 18 18 

3 4 1 5 1 6 8 21 4 25 2 9 3 5 1 9 9 

3 5 3 3 10 9 5 3ο 7 37 3 0 3 10 1 14 14 

3 6 3 6 4 8 3 24 5 29 3 1 2 1 4 7 7 

3 7 5 4 7 6 6 28 6 34 3 2 1 5 4 10 10 

3 8 5 3 3 3 5 19 11 30 3 3 2 6 4 }2 1 13 

3 9 5 4 5 4 7 25 15 40 3 4 3 10 5 18 3 21 

4 0 3 2 5 10 10 3 5 6 7 12 25 6 31 

4 1 2 3 7 12 12 3 6 8 7 7 22 4 26 

4 2 5 2 2 9 9 3 7 6 5 4 15 12 27 

4 3 3 l 1 5 5 3 8 3 5 2 10 9 19 

4 4 3 1 4 4 3 9 4 3 5 12 18 30 

4 5 1 1 1 4 0 4 4 4 

4 6 1 1 4 1 1 1 1 

4 7 2 2 2 4 2 

4 8 1 1 1 4 3 2 2 2 

4 9 4 4 2 2 2 

5 0 4 5 

五十 43 36 50 50 50 229 51 280 計 15 100 50 50 215 53 268 

漁場 122 99 89 70 101 漁場 122 112 90 70 101 
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カナガシラ

〕3〔
11 つ] ノ仁込I . . . 
2 8 9 19 30 計 9 11 計 26 計

cm 
1 4 2 2 2 

1 5 

1 6 1 4 6 1 1 3 10 

1 7 11 5 3 :J ワ 26 3 3 6 10 42 

1 8 19 11 12 25 15 3 85 9 11 20 12 117 

1 9 14 18 16 13 20 5 86 16 12 28 11 125 

2 0 4 6 14 1 10 2 37 15 14 29 9 75 

2 1 1 4 4 2 1 12 5 14 19 4 35 

2 2 1 1 2 1 3 4 1 7 

2 3 1 1 1 1 1 3 

2 4 1 1 2 2 

2 5 1 1 1 

2 6 1 1 1 1 2 

2 7 

計 50 50 50 50 50 10 260 50 60 110 51 421 

漁場 179 48 149 138 118 163 140 130 141 

ウマヅラハギ ホッケ キチジ ニギス カカ、ミタイ ア ンノ

cm cm cm E有1 c1力

2 3 2 1 6 3 1 4 1 7 1 2 

1 6 11 I 3 3 2 1 7 1 5 1 8 13 1 3 

1 7 10 3 4 2 1 8 6 1 6 2 1 9 3 1 4 

1 8 8 3 5 6 1 9 15 1 7 5 2 0 4 1 5 

1 9 6 3 6 3 2 0 7 1 8 10 2 1 9 1 6 3 

2 0 3 7 2 2 1 5 1 9 7 2 2 5 1 7 5 

2 1 5 3 8 2 2 5 2 0 6 2 3 11 1 8 

2 2 2 2 3 6 2 1 2 2 4 9 

2 3 2 2 4 2 2 2 2 5 7 

2 4 2 3 3 2 6 7 

ド 7 6 

五十 50 50 

漁場 140 漁場 |112| 漁場 102 
t 
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第 7表底魚の食性

魚種 ム ー才 カ ノ、 ソ ア ヒ ーマ ス ア カ

、ン コ ナ ノ、 フ フ ガ
ウ
フ

ケ
力、 カ 力、 カ、 フ ダ フ 、、

ノ、 守f ト
レ レ 、/ レ レ ザ タ

言十

期間
イ イ フ イ チ イ メ ヲ ウ メ イ

胃
伺) JO 1 JO 1 10 1 1 10 

内容物 12 3 12 3 12 3 3 3 3 3 3 3 3 12 

マイワシ 2 2 

魚 vマ サハ 3 3 

ーマ ア ミJ 5 5 

づ町 サ τ2 l 

キンキン 1 1 

類 スケトウ 9 9 

魚不明 1 3 5 1 10 

ヤリイカ 2 2 

コウイカ 1 1 2 

軟
ホタルイカ 1 

体 タ ::z 2 6 8 

動 シヤクシ貝 1 1 

ソ ア 貝 2 2 
物
エソψタマキ貝 1 1 

貝不明 1 1 

ヨコエピ 11 11 

節
エビジャコ 1 7 1 1 3 1 14 

足 ホツコク 1 1 
アカェビ

動
三L ヒ 3 5 1 4 6 19 

オキアミ 4 6 1 13 24 
物

カ 1 1 2 

多毛 ゴ カ イ 2 9 11 1 4 1 28 

類 ウミケムシ 2 2 

車車皮
クモヒトデ 1 1 

動物

消 化 不 明 4 1 5 

グニエb二 'M 13 13 10 20 8 23 16 5 1 3 9 2 

20 21 20 20 30 35 21 11 10 3 32 25 10 5 

qa 
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第8表 月別最高、最低、平均水温 CC) 

IX( 
1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月

最高最低平均 最高最低平均 最高最低平均 最高最低平均 最高最低平均

m 。 177 17. 0 17. 3 17. 1 13 2 15. 7 14.5 13 5 14. 1 11 2 7. 6 10. 2 9. 8 6. 1 8. 6 

2 5 16. 4 13. 5 15. 0 14. 7 13. 4 14. 3 

5 0 17. 2 17. () 17. 1 17. 7 13. 3 16.6 14. () 14. 0 14. () 10.4 9. 2 9. 8 9. 7 8. 5 9.0 

100 11.7 9. 5 10.4 9. 8 8. 4 9 0 

200  11. 5 9. 1 10. 3 10. 8 8. 8 9. 3 

300  8. 5 4. 7 6. 1 

水深(刈 76 35 52 160 15 54 60 35 44 400 75 245 430 80 226 

回 数 4 17 8 22 19 
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太平詳底瀧魚類分布調査結果表

区→¥ミー一『ーー月-~品AJ.... 、
l 2 3 4 5 6 7 

1 0.2 7 1 0.2 9 1/ 1/ 1/ 1 1. 1 1/ 

位 置 128 169 161 162 179 78 68 
漁
水 深 (m) 40 55 76 37 60 100 35 

場
底 質 砂 1/ 1/ 1/ 1/ H 1/ 

天 候 R C C C に， C C 
気
風 向 W SW S S SW  SW SW 

風 力 4 3 2 2 2 3 3 

象
気 温 tc) 11. 0 12. 0 14.0 

気 圧Cmb) 1005 1015 1014. 5 1014 1012 1018 1018 

。m ("C) 17. 7 17. 0 17. 2 17. 2 16. 7 16. 4 
淘
5 0 m (oC) 17. 2 17. 0 16.8 17. 4 

100 m (oC) 17. 2 
況
200 m ("C) 
曳網長 (m) 1， 000 1，000 1，000 1， 000 1， 000 1，∞o 1，000 

漁 投網開始時 11. 30 06. 50 08. 00 09. 30 10. 15 09.30 10.30 

投網終了時 11. 50 07.00 08. 10 09. 40 10.25 09.40 10.40 

網待時間(悦) 5 5 5 5 5 s 5 

曳網方向 E SE ESE E E NE N 

曳網時間 (m) 15 10 30 20 10 10 

法 錫網開始時 12. 10 07. 25 08.40 10.05 11. 15 09.55 10. 55 

揚網終了時 12. 50 07. 50 09. 05 10.30 12. 30 09.40 11. 25 

ヒ フ メ 1 6 

ノミノミカレイ 3 2 根 1 

マコカ、レイ 5 14 5 3 

ムシガ、レイ 1 7 6 1 力、 128 
漁
マガレイ 5 2 

スナガレイ 11 74 台、 1 

イシガレイ

獲 カナガシラ 70 28 50 7 り 70 l 

ヤ リ イ カ 200 250 250 

コ ウ イ カ

高 ア イ ナメ 4 7 1 

ホ シサ メ 13 28 5 13 4 l 

カガミダイ Z l 4 520 

ウマズラハギ 4 29 15 8 16 
同

Y ダ 4 i 

イ シ タ イ 1 

そ の 他 4 48 41 3 24 6 

計 299 170 465 39 238 794 

備 考 青鵬丸 1/ 1/ 1/ 1/ " 1/ 

ph-u n' っ“



つ、弓ゴ 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

1 1. 1 1 1. 2 " " 1 1 8 " " 
位 置 58 38 48 98 149 148 88 

漁
水 深らn) 160 65 50 55 30 15 70 

場
底 質 砂 砂利 泥" " " H 

天 候 C B B B C B C 
気
風 向 S NW  w NW  W W W 

風 力 3 3 3 3 3 3 3 

象
気 温 ('c)

気 圧(mb) 1016. 5 1023 1024 1025 1024 1024 102:， 
。m (，C) 17.4 16. 9 16. 9 17. 2 16. 2 15.6 16.2 

海
5 0 m (，C) 17. 1 17. 2 17. 7 25m 16.4 15勿t16. 2 16. 6 

100  悦(，C)

200 m (，C) 150ηt 17. 6 
況

m (，C) 30 0 

曳網長(付 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 

投網開始時 11. 50 06. 10 07， 20 09.45 08.40 09.40 11. 55 
漁
投網終了時 12. 00 06.20 07. 30 09. 55 08. 50 09. 50 12. 10 

網待時間 (m) 5 5 5 5 5 5 5 

曳網方向 NE S S NE  SE SW  SW  

曳網時間 (m) 10 10 10 10 10 10 1日
法
揚網開始時 12. 15 06. 35 07. 50 10.05 12.20 10. 15 09.00 

揚網終了時 12. 45 07. 10 08. 20 10.45 09目 25 10. 30 12. 45 

ヒ フ メ 3 3 

ノミノミガレイ 網

T コガレ寸 11 11 成 50 3 

ムシガレイ 6 55 り 2 1 2. 950 
漁

布三ーョr カで レ イ l 

スナガレイ 良 8 

イシガレイ 1 1 

獲 カナガシラ 180 皆 240 617 2 

ヤ リ イ カ 666 無

コ ウ イ カ

高 ア イ ナ メ 6 2 

ホ シサ メ 1 

カカ‘ミダ、イ 9 3 1 2 

ウマズラハギ 7 12 5 

同
マダイ 2 5 

イ シ タ イ 11 4 

そ の 他 8 3 5 l 122 

計 684 28 264 316 772 2， 957 

備 考 青鵬丸 " " " " " " 

n
h
u
 

η
d
 

つ
&



1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 2 1 2 2 2 3 

1 1. 9 " " 1 1. 1 9 " 1 1. 3 0 " " 1 2. 4 
138 139 158 118 149 171 163 159 160 

25 50 20 23 30 61 80 31 33 

砂 " " " " " " 
正ιi王J 砂

B B BC C BC C C C C 

SW  W W NW  NW  SW  SW  SW  SW  

3 4 4 4 4 3 3 3 3 

7. 8 10. 7 4 5 7. 0 6.0 

1021 1020.5 1020 1024 1023 1017 1015. 5 1011. 5 1018.5 

16. 0 16.6 1昌.9 14. 2 13. 9 13. 2 13.5 14.0 14. 3 

17骨t16.3 47仰t16. 7 17骨t15.8 20作t14. 1 25骨t14.3 13. 3 13. 3 29骨t13.5 30骨t14. 7 

78仰t13. 4 

1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1，000 1， 000 1， 000 1，000 1，000 

08. 15 09. 20 10.45 09.00 10. 45 08. 11 09.47 12.10 08. 15 

08.20 09.30 10. 55 09.10 10.54 08. 20 10.00 12. 20 08.25 

5 5 5 3 6 5 5 5 5 

SW  SW  S SE  SE  N NE  N NE  

10 10 10 12 15 10 15 10 12 

08.35 09.45 11. 10 09.25 11. 15 08. 35 10.20 12.35 08. 42 

09. 00 10. 10 11. 35 09.47 11. 50 09. 10 10. 50 13.20 09. 10 

1 1 4 

2 

2 4 皆 根 21 

35 14 

台、

13 邑 3 25 7 150 

無 .tJ、

230 54 222 250 2 10 120 

り

26 10 

1 1 2 9 

10 4 

3 2 8 1 

5 3 10 16 8 5 

1 60 l 

1 1 

3 103 152 15 1::' 4T  

256 214 236 475 38 107 36o 

" " " " " " " " " 
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区----ζごーー1ーー月・¥4且 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 

1 2. 4 " 1 2 6 " 1 2. 9 " " 
位 置 170 180 139 129 69 48 39 

漁
水 深 (m) 38 36 35 37 60 50 60 

場
底 質 " " " 11 " " " 
天 候 C r】『 BC C B B B 

気
風 向 SW  S w SW  SW  W w 
風 力 3 3 2 3 4 4 3 

気 温 tc) 7. 0 7. 0 12.0 12. 0 6. 0 8. 0 8.0 
象
気 圧 ~b) 1017 1013. 5 1023. 3 1018 1011. " 1022. 5 1022. 5 。m ("C) 14. 3 14.5 14. 5 14. 0 13.9 13.8 13. 5 

海
5 0 m ("C) 33ηt 14. 7 35ηt 14. 7 32勿t14.4 35骨t13. 4 14.0 48骨る14.0 14.0 

100 m ("C) 

20 0 m ("C) 
況
3 0 0 m ¥，C) 

曳網長 (m) 1，000 1， 000 1， 000 1，000 1，000 1， 000 1， 000 

投網開始時 09.21 10. 30 09. 00 10.15 11. 07 12.57 14.10 
漁
投網終了時 09.10 11. 15 09. 32 10. 40 10. 25 13.07 14. 17 

網待時間 (m) 3 5 2 3 3 3 8 

曳網方向 NE  NE  ESE NNE E SE  S 

曳網時間刷 15 15 13 12 9 10 16 

法
揚網開始時 09. 50 11. 00 09. 25 10.40 11. 27 13.20 14. 41 

揚網終了時 10.20 11. 30 09.55 11. 00 11. 50 13. 40 14. 57 I 

ヒ フ メ 17 3 呂 8 

バノミガレイ 10 15 1 8 8 20 

マコガレイ 20 15 20 16 22 8 30 

ムシガレイ 30 15 8 30 20 30 
漁

す1 イーョr レ 20 

スナガレイ 250 70 

イシカ、レイ

獲 カナガシラ 150 30 50 60 50 80 80 

ヤ リ イ カ

コ ウ イ カ

高 ア イ ナ メ 50 15 30 

ーホ シサ メ 6 20 5 

カカミダイ 5 25 5 20 18 

ウマズラハギ 30 10 9 8 5 10 300 
同
マダイ 9 l 1 10 

イ シ ダ イ

そ の 他 54 42 32 6 1 1 1 

言十 621 212 171 143 136 175 485 

備 考 青麟丸 " " " " " " 」一一一一
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:、ミ弓J 3 1 3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 

1 9 " 1 1 1 " " 1 3 11 

位 置 150 140 130 120 122 142 143 
漁、
水 深 (m) 75 80 100 165 230 120 130 

場
底 砂泥質 砂 " " " 砂 11 

気
天 候 BO C B BO BO BO C 

風 向 SW  SW  W NW  NNW W W 

風 力 3 4 4 4 5 4 5 

象
気 温 (c) 8. 5 7. 0 8. 0 4. 5 4. 5 3. 0 1. 0 

気 圧(mb) 1014 1014 1009 1008 1007 1018 5 1017. 5 

海
。m (C) 10. 9 10. 8 10.4 10.6 10. 0 7. 6 

5 0 m (C) 9. 4 9. 8 10. 2 10.4 

1 0 0 明 (C) 10.3 

況
200 刑 (C)

300 m ('C) 

曳網長(吋 2， 000 2，000 2，000 2， 000 2， 000 2. 000 2. 000 

投網開始時 10. 15 12. 10 08.55 10. :15 12‘05 08、50 10. 20 
漁
投網終了時 10.30 12.25 09.12 10.55 12. 20 09.05 10. 35 

網待時聞い〉 5 5 同4 5 15 5 5 

曳網方向 S SSE ESE E SSE SE E 

曳網時聞い) 10 15 10 10 10 10 10 
法
揚網開始時 10.45 12 45 09. 30 11. J 0 12. 45 09. 20 10目 50

揚網終了時 11 40 13.40 10. 20 11. 55 13. 40 10. 10 

ヒ ブ メ 3 

ノミノミカレイ 2 1 12 3 9 

マコカレイ 70 143 

ムシカレイ 5 3 21 1 
漁

vョr カ、 レイ 1 2 l 

ソ ウ ノ、 チ 18 4 1 3 I 

ヒ レ グ ロ
獲
アブラカレイ

カナガシラ 31 81 390 6 285 10 

高
ヤ リ イ カ 60 30 20 12 

コ ウ イ カ 80 70 19 78 62 

回<' ダ フ 42 

アプラザメ 1 1 2 7 
同
スケトウ 13 8 12 

ア ン ::z ウ 1 2 15 8 2 

ウマズラハギ 9 65 1 

そ 。コ 他 15 31 35 68 35 4 4 

言十 2:~6 401 555 111 107 403 106 

備 考 幸洋丸
" " " 11 

" " 

← 2iY -



子、二i3 8 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3 4 4 

1 6 " " 1 1 7 " 1 1 7 1 2 2 
位 置 112 111 llO 100 99 109 90 

漁
水 深(叫 280 270 250 310 265 230 :，50 

場
底 質 砂泥 砂 泥" 11 11 砂

気
天 i長 B B B BO BO  BO B 

風 向 『討 W W NW N¥V NW NW 

風 力 2 2 2 3 3 3 3 

気 温 (c) 5. 0 5.0 7. 0 7. 0 10.0 12 0 1. 0 
象
気 圧Cmb) 1024.5 1023 1022 1023 1022 1021 1031. 5 

。明 (c) 10. 6 10.4 10.8 10. 6 10. 9 11. 2 10. 4 
海

γn (C) 5 0 9. 2 9.8 

1 0 0 m (C) 9. 9 10. 0 11. 2 11. 7 11 5 

200  m ¥C) 9. 9 9. 9 10. 9 11. 2 11. 5 
況

悦 (C)3 0 0 

曳網長いd 2， 000 2， 000 2， 000 2， 000 2. 000 2， 000 2， 000 

投網開始時 09. 20 11. 05 13. 10 09. ;，0 11. 25 13. 20 11. 50 
漁
投網終了時 09.35 11. 20 13.25 09.45 11 40 13 35 12.05 

網待時間 ω 15 20 15 15 15 15 25 

曳網方向 SE SSE SE S尽E NW N N¥¥ア NW 

曳網時聞いd 10 10 10 15 15 20 10 
法
揚網開始時 10.00 11 50 13. 50 10. 15 12. 10 14. 10 12.46 

揚網終了時 10.45 12 40 14.45 11 05 13. 05 15. 00 13. 40 

ヒ フ メ

ノミノミカレイ 32 10 2 

マコカレイ 投

話男、
ムシカレイ

ーョr ガ レ イ

ソ ウ ハヰ 網

獲
ヒ レ グ ロ 70 150 

アブラカレイ 5 

カナカ、シラ 斗三

高 ヤ リ
イ カ 160 

::1 ウ イ カ 80 75 

'マ ダ フ 5 13 良 14 56 4 

鞘
アプラザメ 8 1 7 13 12 

ス ケ ト ウ 120 20 600 7 68 

ア ン コ ウ 3 10 

ウマズラハギ

そ の 他 18 8 14 15 25 

長十 343 41 644 240 277 117 

備 考 宰洋丸 " " 
11 " 

11 
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4 5 4 6 4 7 4 S 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 

" 
11 2 3 " " 11 2 9 11 1 3 1 

89 79 80 70 59 49 99 69 123 

285 230 330 :，50 400 220 260 295 300 

11 " 石山 砂 " " " " " 
B B B B B B S B BO 

NW  NW  S可V SW  W W W W W 

2 2 2 2 2 2 5 3 4 

5. 0 5. 0 4. 0 8 0 4. 0 O. 3 4. 0 3. 2 

1031 1031 1031 1030. 5 1028 5 1021 1018 1023 

10. 4 10.4 10. 9 10.7 9. 0 9.6 9目 7

10. 1 10. 2 9. 9 

10.8 10. 7 9. 9 9. 5 9.8 

10. 6 10. 5 11. 1 10.0 9. 9 

2，000 2， 000 2， 000 2，000 2， 000 2， 000 1， 800 1， 800 1，800 

13.45 15. 45 06. 50 09. 15 11. 35 13.40 11. 35 14.00 10. 25 

14.00 16.00 07. 05 09. 30 11. 50 13.55 11.50 14. 15 10. 35 

15 15 25 35 20 25 20 

NW  NW  N NNE E SE ~SN 

15 10 15 15 10 15 10 

14.30 16.35 08 10 10. 10 12 40 12. 20 14.55 11.05 

15. 25 17. 15 09. 00 11. 00 13.30 13. 10 15. 45 12.00 

10 ロ 5 根 2 10 4 

7う1

ブ 台、 1 

切 り

断

皆 1 40 10 

14 1 6 

皆 無

313 400 375 

生正 20 

45 60 3 20 53 

12 2 

51 

18 5 14 5 

370 428 130 2 12 480 115 

" H " " 
H 11 " " " 

一一一一

旬-
Q
0
 

9
“
 



;、弓こ主 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8 5 9 6 0 

1 3 1 " 2 5 " " " つ】 9 

位 置 124 121 135 134 133 132 39 
漁
水 深 (m) 290 320 200 180 200 190 85 

場
底 質 砂 " " " 1/ " f弘コ主

気
天 候 BC  BC  C C C C CS  

風 向 W w W 可お w SE  W 

風 力 4 5 2 2 つー 2 5 

象
気 温 (OCJ 4. 0 4. 0 7. 3 9. 0 9. 0 8. 0 - 2.0 

気 圧(mb) 1021 1020. 5 1022 1019. 5 1019 1017.邑 1014 

。 m ("C) 9. 5 9.4 9. 4 9. 5 9. 8 9. 4 6. 1 
海

5 0 m ('C) 9. 8 9.2 9.7 9. 7 9. 5 9. 6 8. 8 

100 制作) 9. 7 10.0 9.6 9. 5 9. 5 9. 5 80汗L9. 1 

200  m rCI 9. 1 9. 4 19匂冗10.8 17Om9.5 19匂n9.6 185m9.4 
況

m ¥C) 300 

曳網長 (m) 1， 800 1， 800 1， 800 1， 800 1， 800 1，席。。 1， 800 

漁
投網開始時 12. 15 14. 20 10. 15 12. 10 13. 50 16. 00 12. 25 

投網終了時 12. 30 14. 35 10. 30 12.25 14.05 16. 15 12.40 

網待時間 (m) 25 30 15 15 15 15 5 

曳網方 向 SE SE  NNE NE  ENE ENE NE  

曳網時間(m) 15 15 15 15 15 10 15 
法
揚網開始時 13. 16 14. 35 15. 20 11. 00 13目。。 16. 40 13. 00 

揚網終了時 13.55 16. 10 11. 50 13.45 15. 35 17. 35 14. 20 

ヒ フ メ 1 l l 4 

ノミノミカ、レイ 15 2 20 20 b 18 根

マコガレイ 力、

ムシカ、レイ 38 70 7 35 i.J、
漁

ガ イ りーマ レ l 

ソ 17 チ 51 50 10 20 

ヒ レ グ ロ 21 :J 32 70 破

獲 アブラカレイ 11 60 網

カナカシラ

ヤ リ イ カ 143 140 a 700 

高 コ ウ イ カ 20 40 15 

ーマ タ フ 50 65 57 25 25 

アプラザメ 4忌 80 4 24 6 

ス ケ ト ウ 50 90 120 6 
同
ア ン 工2 ウ 6 4 

ウマズラハギ

そ の 他 8 5 107 39 3 5 

百十 200 307 599 489 47 814 

備 考 幸洋丸 " " " " 
fl " 
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. 

6 1 6 2 6 3 6 4 6 5 6 6 6 7 6 8 6 9 

つ 9 2 1 0 2. 1 4 ワ】 1 6 1/ 1/ 1/ 2 1 7 1/ 

10 20 173 101 102 103 104 113 115 

80 100 80 430 370 370 410 320 385 

1/ 1/ 1/ 泥 1/ H 1/ 1/ " ._-
CS CS C B B B B C C 

NW W S w w W NW  S S 

邑 5 3 3 2 2 3 2 2 

- 2.0 - 1. 0 5. 0 7. 0 8.0 8.0 8. 0 6.0 7.0 

1013.5 1014. 5 1009 1024 1024 1025 1026 1030 1029.5 

8.4 8.6 8.5 9.0 8.6 8.8 8.8 8.3 8.5 

8.7 8.9 8.8 

95ηt9 5 8.7 9.8 8.8 8. 7 8. 8 8. 7 8. 9 

9.0 9. 0 8.8 9.0 8. 8 8.8 

5.3 4. 7 4.7 5.5 8.5 7. 7 

1. 400 1. 800 1. 800 1， 800 1， 800 1. 800 1， 800 1， 800 1， 800 

15. 15 08.25 08.05 09.30 11. 45 13.45 15. 50 07.00 09.20 

15. 30 08.40 08.20 09.45 12.00 14. 00 16. 05 07. 15 09.35 

5 10 5 35 25 5 35 25 30 

NNE ENE SSE ESE ESE SE SSE E E 

10 10 20 15 15 15 15 15 10 

15.45 09. 00 8.45 10.45 12. 40 14. 20 16.55 07. 55 10. 15 

16. 40 10.30 9. 30 11. 30 13.35 15.40 17. 50 08.45 11. 15 

根 根 根

カ1 ヵ: カ1

力、 か iJ、

り り り

破 破 破 50 

網 網 網 34 25 25 8 

44 15 ~:フ

12 5u [5 

175 25 20 ~~ ) 7 42 

8 47 8 

273 147 35 79 67 73 

" 1/ " " 1/ 1/ " " 
1/ 
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:、f7 0 7 1 7 2 7 3 7 4 

2. 1 7 2 2 6 " " " 
位 置 91 131 141 143 145 

漁
水 深 (m) 125 370 110 140 150 

場
底 質 " " " " " 

気
天 候 C CS CS CS CS 

風 向 SE W W WNW  WNW  

風 力 3 3 3 5 5 

気 温 ("C) 10 - 1. 0 。 3. 0 2. 0 
象
気 圧匂lb) 1009 1027 1009 1008. 5 1008 

。m ("C) 9. 5 8. 1 8.0 7. 7 8. 1 
海
5 0 m ("C) 8.6 8.5 8.6 8.5 

100 悦 ("C) 8.9 8. 5 8.5 8.4 8.5 

200 m ("C) 9. 1 
況
300 m iC) 6.6 

曳網長(m) 1， 800 1，800 1， 800 1，800 1， 800 

投網開始時 12.20 08. 55 10. 50 12. 40 14.30 
漁
投網終了時 09. 10 14. 45 12.35 11. 05 12. 55 

網待時間 (m) 35 15 10 15 15 

曳網方向 E E E ES E SE 

曳網時間帆) 15 15 15 15 15 

法
揚網開始時 09.40 11. 30 15. 15 13.25 13.25 

揚網終了間 14.40 10. 30 12. 55 14. 15 16. 15 

ヒ フ メ

ノミノζ ガレイ

マコガレイ

ムシガレイ 14 23 
魚
マガレイ

ソ ウ ハチ 皆 皆

ヒ レ グ.ロ 9 18 

獲 アブラカレイ

カナガシラ 80 

ヤ り イ カ

高 コ 勺 イ カ 無 無

"""? ダ フ

アプラザメ 2 

ス ケ ト ウ
開
ア ン コ ウ 2 

ウマズラハギ

そ の 他 150 

計 27 121 150 

備 考 幸洋丸 " " " " 
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むつ湾底棲生物分布調査

I調査目的

むつ湾漁業の健全な発展を図るため底びき網漁法により底棲生物の分布生態および資源状態を把握

するとともに海況および環境との関連を究明する。

E調査内容

1.調査期間

昭和48年 1月9日-3月31日

2. 調査場所

むつ湾(共同漁業権漁場および漁協要望の関連水域を除く)

3. 調査員および調査船

(1 )調査員

技師十三邦昭

臨 小田切譲一

中国凱久

(2) 調 査 船

試験船 青鵬丸(1 9.9 4トン、 170馬力)

船長 中川武光

4. 調査項目

1 底棲生物分布状況

2 発育段階別分布状況

3. 主要魚種の食性

4 回遊移動状況

5. 産卵場及び産卵時期の究明

6. 漁場環境

5. 調査方法

外5名

底魚の分布調査は付図のとおり、l， OOOmマス目の漁場図を作り、かけ廻し式1そう曳機船底

ぴき網で実施した。片側のロープの長さはl， OOOm、袋尻の白合は 66酬のものを用いた。回遊

移動調査はアンカータグ型と迷子札の二種類の標識を使用して主要魚種の標識放流を行った。標識

の方法は漁獲された魚を生寵に入れ(ポリ樽)、 1尾づっ魚体を測定し、標識を背鰭後端部K付着

させて実施した。

産卵場及び産卵時期の究明並びκ食性については多項目調査(全長、体長、体重、性別、生殖線
重量、成熟度、胃内容物、胃内容重量)を行った。(旬 1回)。

漁場環境については水温の測定(0 m、5m、15m、30m、45 m )は顛倒水温計κより、
水深は魚探により調べた。

皿調査結果

調査地点は第 1図K示すとおり、全部で 73地点であり、各調査地点ごとの調査月日、水深、底質、

底層水温および、漁獲量等の操業記録表は付表K示したとおりである。

第 1図のとおり、調査地点は湾内全域に分布しているが主として陸奥湾西部に偏っている。これは

次の理由によるものである。共同漁業権漁場内の調査については各組合の同意が得られないため、始

めから除外したこと。公海であっても組合の要望により除外した区域があること。底建網、底刺網、
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ツフ'龍等を建込んで、いるところは曳網できなかったこと。および冬期聞は西、ならびに北西の季節風

が強いため、東部沖の操業は阿部側より制約を受けたこと等のためである。

月別調査地点は第 2図のとおりで 1月三 O点、 2Jl 2 3点、 3月 30点であった。

1 生物分布状況

漁獲された魚種は第 1表のとおり全部で 32種で昨年の秋より 10種ほど少L、。種類の最も多い

のはカレイ科の 11種で、その外はヒラメ科、アイナメ科、カジカ科がそれぞれ2縄、ホウボウ科、

マダラ科等 15科がそれぞれ 1種づつであるυ 各調査地点の 1曳網当り総漁獲量は第 3図のとおり

で最高は平館沖の 99 4 kgであるが、全般に陸奥湾西部の湾口付近が特に多く分布していることが

判明される O 東部での漁獲は非常に少いが、これは調査した地点の大半が泥深く、オカメブンブグ

(練皮動物)が多く入網するなど、曳網が順調に行かなかったこと等の影響もかなりあるものと思

われる。第 2表は陸奥湾東部と西部の 1網当り平均漁獲量と全湾の平均漁獲量を示したものである。

これによると漁獲の多いJI原にカナガシラ(4 2. 9 kg )、マガレイ(2 6. 1 kg )、ソウハチ(1 4. 7 

kg )、マコガレイ(1 3. 5 kg )、アイナメ(1 2 5 kg )、ア→ナノミガレイ(3.5 kg )、ムシガレイ

( 2 6 kg )、ヒラメ( 1.8kg)となっており、 46年秋の漁獲組成とは若干ことなっている。また

量的にも 46年より多いようである。しかし西部と東部を比較した場合、著しい差があり、東部

ではむしろ昨年の秋よりも少L、月別漁獲量の増減は各魚種とも、まちまちであるが、アサパガレ

イ、ソウハチカレイ等は西部では 3月に入り特に減少傾向を示し、東部では2月は 1月より減少し

ている。

第 4図~第 21図は主な魚種 113種の分布状況を示したものであるが、イシカレイ以外は陸奥湾

西部に多く分布しているようである。調査期間中における各魚種の分布状態は概ね次のとおりであ

る。

(1 ) 陸奥湾全域に広く分布するもの

7 コガレイ、マガレイ、アイナメ、スナガレイ、キンカジカ、メイタガレイ

(2) i毎日に近レ区域に分布するもの

ヒラメ、アサパガレイ、ソウハチ、ムシガレイ、カナガシラ、ノミパカレイ、アンコウ、ヤナギ

ムシガレイ、ホシザメ、グロソイ

(31 酒奥に多く分布するもの

イシカ前レイ、カンギェイ

となっており、昨年秋の分布状況と若干の相違はあるが、余り大きな変化は認められなL、。

また、第 4図~第21図まで各調査地点で漁獲された魚種のうち前記 18種以外の魚種は、とこ

ろにより l~数尾程度であるが、それを列挙すると、タマガンゾウピラメ、ヌマガレイ、ホッケ、

トラザメ科の 1種、 トウベツカジカ、ウミタナコ、マダラ、スズキ、マタイ、シロギス、コノシロ、

チカ、 コチ科の一種、クサウオ等、計 14種で、この中、チカ以外は湾口近くで多く漁獲された。

魚類以外の有用水族としてはヤリイカ、コウイカ、タコ、クルマエピ、シャコ、カニ、マボヤなど

がところにより l~数個体漁獲された。
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第 1表出現した魚類

ヒラメ科ヒ ラ メ Paralichthygolivaceus T~⑪1INCK & SCHLEGEL. 

タマガンゾウ Pseudorhombus pentophthalmus GUNTHER. 

カレイ科バノJガレイ Mierostomusachne JORDAN & STARKS. 

マガレイ Limandaherzensteini JORDAN & SNYDER. 

7 コガレイ Limandayokohamae GUNTHER. 

ソウハチ Cleisthenespinetorum herzensteini SCHMIDT。

アサパガレイ LepidOpsetta mochigarei SNYDER. 

ムシガレイ Eopsetta grigorjewi HERZENSTEIN. 

ヤナギムシヲザレイ Tamakius kitaharai JORDAN & STARKS. 

スナガレイ Limandapunctatissima STEINDACHNER. 

メイタガレイ Pleuronichys cornutus TEMMINCK & SCHLEGEL. 

イシガレイKarciusbicoloratus BASILEWSKY. 

ヌマガレイ Platichys stellatus PALLAS. 

アイナメ科アイナメ Hexagramnusotakii JORDAN & STARKS， 

ホ ッケ Pleurograrrrnusazonus JORDAN & METZ. 

ホウボウ科カナガシラ Lepidotriglamicroptera GUNTHER. 

アンコウ科アンコウ Lophiomus setigerus VAHL. 

ドチザメ科ホシザメMustelusmanazo BLEEKER. 

トラザメ科 Scyl iorhinidaeの一種

ガンギエイ科 Rajidaeの一種

フサカサゴ科クロソイ Sebastes schlegeli HILGENDORF. 

カジカ科キンカジカ Cottiusculus schmidti JORDAN & STARKS. 

H トウベツカジカ Hemitripterus villosus PALLAS. 

ウミタナゴ科ウミタナゴ Detrematemmincki BLEEKER. 

タ フ 科マ

コノシロ科 コ

ワナサギ科チ

ス ズキ科ス

タ イ 科マ

ダ

ノ

ス

?f 

、ン

ラ Gadusmacrocephalus TILESIUS. 

ロ Konosirus punctatus TE乱仏~INCK & SCHLEGEL. 

カ Hypomesus japonicus BREVOORT. 

キ Lataolabraxjaponicus CUVIER。

イ Chrysophrysmajor TEMMINCK & SCHLEGEL. 

キス科シロギス Sillago japonica TEMMINCK & SCHLEGEL. 

コチ科コ チ Platycephalus indicus LINNE. 

クサウオ科クサウオ Liparis tanakai GILBERT & BURKE. 
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第 2表 1曳網当り平均漁獲量

単位切

項 自 陸奥湾、西部 陸奥湾東部 全 湾、

月 1 月 2 月 3 月 1 月 2 月 3 月

調査点数 18 18 14 2 5 16 73 

平均水深
m 

55 
55 57 40 45 41 

平均底層水温
℃ 

8.4 
6. 4 5. 4 7. 3 4. 9 4. 2 

ヒ フ メ
k骨

2. 62 
1. 53 4. 21 o. 04 0.02 1. 82 

ーマ カ レ イ 29. 98 56. 50 23. 77 5. 00 2. 80 1. 93 26. 08 

マコカ、レイ 8. 89 28. 44 14. 84 7. 50 10. 16 5. 21 13.53 

ムシガレイ 4. 57 1. 99 5. 26 o. 04 2. 64 

メイタガレイ o. 29 o. 08 O. 03 O. 30 o. 14 O. 14 

ソ ウ ハチ 18. 29 36. 18 7. 43 1. 50 1. 00 14. 72 

スナカ、レイ o. 40 o 07 O. 03 o. 13 

アサバガレイ 10. 09 3. 00 O. 11 o. 75 o. 24 3 46 

ヤナギムシガレイ o. 09 0.01 O. 07 o. 04 

ノ之ノ二カ、レイ O. 03 2. 50 O. 46 

イシカ、レイ O. 03 O. 18 O. 03 O. 75 1. 52 2. 54 O. 69 

ヌマガレイ O. 01 。
ア イ ナ メ 6. 24 6. 67 49. 9 1. 90 2. 44 。74 12. 53 

カナガシラ 73. 50 15. 68 10850 1. 00 42. 91 

ア ン コ ウ 3. 17 1. 36 2 60 1. 63 

ガンギエイ o. 05 o 03 o. 01 o. 09 o. 04 

ソ イ 1. 24 o. 10 O. 05 O. 06 o. 01 o. 39 

ホ 、ン ザ メ o. 59 O. 11 O. 07 O. 20 

キンカジカ O. 09 O. 03 2. 87 O. 04 O. 27 0.60 

そ の 他 1. 60 O. 86 4. 21 O. 66 O. 39 1. 5，1 

言十 161. 74 152. 75 226. 51 18. 75 18. 96 11. 56 123. 52 

- 290-



図3 第

lUm @ 
“L、、、、、、
、、¥

三()m

=-@ 
⑪，-~ー@①
GqG 云~/。

@ 
@ 

ー
出
回
|

/v  

。

総漁獲量

( 1曳網当り kg)

@
 

@
 
@
@
 
@
 
@
 



'" '"' '" 

第 4 図

ヒラメ漁獲量(1曳網当kg) 

数値は 4捨 5入した値

0は O.4旬以下

J0  11)mg 

。
。
①/  
'，，----------0 .IV 

33:l，当3冶



図5 第

の¥¥

三um

①
 
/
 

C
¥
 
べ一

(ω

①一
)べ
(
(
ψ

5
⑩

①

 
。。

/v 

333， 333 

の

① 

マガレイ漁獲量( 1曳網当 1k!l ) 

数値は 4捨5入した値

0は 0，4旬以下

1
N
U
ω
!
 



図6 第

10 m ① 川‘、、、司、.
¥ 

一⑤
〆一"---ー@①
ω① -3¥ノ①
@ 

① 
l

N由
品

l

.0/ 

;)33. 333 

@ 

マコガレイ漁獲量(1曳網当k95

数値は 4捨 5入した値

0はO.4旬以下

① 
③ 

@@S  



図7 第

omg 
¥ 

1
N甲
山

l

/v  

。
① 
③ 

@ 
@@  c0 

333. 333 

アサパガレイ漁獲量(1曳網当り均)

数値は 4捨5入した値

0は O.4旬以下



図8 第

/v  

~33. 333 

l川¥φ

二り m

=-05 
J プ~_OO
Uo -o~~~o 
0 

0は O.4旬以下

。
。

小渡

ソウハチ漁獲量(1曳網当kg)

数値は 4拾 5入

c 
o 

-NU岱



図9 第

/v  

1 

333， 333 

~O 10mぞ

。

三um

∞一
o

ムシガレイ漁獲量(1曳網当仰)

数値は4捨 5入した値

0は O.4旬以下

0
 

0

0

 l
N
U叶

l



/v  

1 

333， 333 

ιι 当網曳-

値

(

た

量

し

獲

入

下

漁

5

以

イ

捨

均

レ

4

4

ガ

は

a

シ

値

・

は

イ

数

0

1 0 図

蟹

回

第

l

N

U

∞
ー



JJ、¥， JJ:l 

パバガレイ漁獲量( 1曳網当

りkg)数値は 4捨 5入した値 0は

0，4 kg以下

第 11 図

l
l
S申
i



第 12図

一。o ，-~_O 0 (n'. 

o u 0 -o~/~o IlImと
。 。

/v 

ユユ3.:n:l 

小湊

スナガレイ漁獲量(1曳網

当り kg)数値は 4捨 5入した値 0は

0.4旬以下

0 
0 
0 
0① O 

!
j
ω
C
C
l
l
 



図第 13 

コ(1m

一。o ，-~ー00 ハ
O)o  b¥/O ぞ。 。!

ω
E
l
 

/v  

33λ， JJJ 

ヤナギムシガレイ漁獲量(1夏

網kg)数値は 4捨 5入した値0は

0， 4旬以下

0 
0 

008 



第 14 関

ω
C
N
l
 

/v  

:L3J，冶当:J

D / 
"-----一

メイタガレイ漁獲量( 1曳網

当り kg)数値は 4拾 5入した伯oは

O. 4旬以下

)
①
 
(

0

0

 
0
 
0
 



第 15 図

/v  

333， 333 

IUm Q 
“--....._ 
¥ 

。

三Um

ω
(
G
 

o
 

fω

①
 

アイナメ漁獲量(1曳網当k'J)

。は 0.4旬以下

数値は 4拾 5入した値

l
U
C
M
l
 



第 16 図

。¥

三Um

一。
① r-~OO 

。 )O- 五~~。

/v 

。
。

ー

ω
C九
日

333. 333 

カナガシラ漁獲量(1曳網当り勾)

数値は 4捨 5入した値

Oは 0.4旬以下



第 17図

--0川¥Q
0
 

0

0

 

/v 

1 

333， 333 

。

小湊

アンコウ漁獲量(1曳網当り kg

数値は4捨 5入した値

0は0.4旬以下

① 
① 

① 
@①@ 

l
l
u
C印

l
l



第 18 肉

/v'" 

:]33. 33:， 

...---01り7lQ

。
。

:':0問

①

¥
O
 

キンカジカ漁獲量( 1 曳網当り k~ ) 

数値は 4拾 5入した値

。は O.4旬以下

l
l
ω
司
品

!
t



第 19 図

2けm

。o 手/~O

。l
U
2
1
1
 

.IJ.-'" 

1 

333， 333 

。

ホシザメ漁獲量l1曳網当り kfJ) 

数値は4捨 5入した値

0は 0，4旬以下

0 
① 

①08 



/v  

ユ:.1:1.33:3

ガンギエイ漁獲量( 1曳網当勾)

数値は 4拾 5入した値

。は O.4旬以下

2 0 図

蟹

田

第

l
i

苫∞

l



図第 21 

ノ争'

ー一…

山。
…----

、¥

クロソイ漁獲量(1曳網当り均)

数値は 4捨5入した値

0は O.4旬以下

1
l
u
c
u
-
-



2 発育段階別分布状況(魚体の大きさ)

調査漁具は、かけ廻し式1そう曳き底びき網(目合 66酬で稚魚の入網される漁具ではない)な

ので、発育段階別分布状況は入網したものに限定されるが漁獲された主な魚種 10種の全長組成を

みてみると、第3表-12表のとおりである。

(1)ヒラメ

3 1 cmにモードがみられ、分布巾は 21-41cmで、あった。殆んどが、若魚期と思われる魚体

の大きさで、昭46年秋に調査したものよりモードで 1cm大きくなっていたが、 46年同様 43cm

以上の大きさのものは出現しておらず、成魚はあまり分布していないようにみうけられた。また、

分布は西部に偏っているため、東部との比較時できなかった。

(2) マガレイ

分布巾は 6-33cmでモ ドが 19 c机と 21 cmに認、められ、 46年の秋よりモードで 4cmほど大

きかった。月思IJには 1月は14-32cmモード 18 cm 2月は 11-33cm、モード 21 cm、 3月

は 6-2 9 c祝モード 21. 22cmで全般に漁期の進行とともにモードが大きくなっていたが、各月、

各漁場とも成魚が殆んどであった。幼魚と思われるものは 2月、 3月に出現しているが、極く少

数であった。東部と西部との比較は東部の資料が少いため比較で、きなかった。

(3) マコガレイ

マガレイ同様、分布巾が広く、 9-34cm、モードが 25 cmで 46年、秋より 3cmほど、大型

となっていた。月別には 1月は 18-32cmモード 26側、 2月は 9-3 3 c抗モ ド25 cm 3月

は15-34cmモード25舗で19 cmにもそードがみられ、漁期の進行と共にやL小型化の傾向

が認められたが成魚が殆んどで、幼魚と思われるものは非常に少なかった。

(4) ソウハチ

分布巾は 7-33cmで、モードは 19 cmと26cmに認められた。月毎には 1月 15-33cm、

モード 18 cmと23cm2月は 7-33cmモード 19 cmと25-26cmに認められ、 3月は 14-

29cmモ ド17 cm、 20側、 24cmに認められ、各月とも多峯型を示していた。しかし、 3月

は、特に 29cm以上の大型群はみられなくなり、分布量も急激に減少し、東部沖にも分布がない

ところから、この時期の大型のものは外海に出て行くのではないかと推定される O 全般にソウハ

チも分布巾が広く成魚が主体であった。

(5) イシガレイ

分布巾は 20-37cmでモ ドが 28、 29 cmに認められ、漁場により差異がみとめられたσ

イシガレイは、この時期には殆んど東部沖に分布がみられた。

(6) ノミノ〈カレイ

調査回数が少ないが分布巾は 18-45cmとかなり広く、モ ドは多峯型を示していた。

(7) アサノミガレイ

分布巾は 18-33cmでもモ ドが 23-24cmに認められ、殆んど放卵放精後の成魚であっ

Tこ。

(8) ムシガレイ

分布巾は 6-34cmで成魚と思われる 22cm以上のものが多く、蟹田i中周辺 (402 440漁

区)のものが比較的型が大きかった。

(9) カナガシラ

分布巾は 8- 2 8c視でモードは 16 cmと19 cmに認められ、漁期の進行とともに大型化の傾向

を示してしザこ。

日0) アイナメ

分布巾は15-40cmで、モードは26cmに認められた。 46年秋ょに全般に型が大きく、東部と西

部でのモードの差はみられなかったが東部は小型、西部では、大型が多い傾向が認められた。
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第 3表 マガレイ全長組成

ド: 1. l 1 1. 1 2 2. 2 2 

9 1 0 1 3 1 6 1 6 1 7 2 2 3 0 五十 5 1 5 1 5 1 5 

6- c宵1

7-

8-

9-

1 0-

1 1-

12-

1 3-

1 4- 4 1 3 8 2 1 

1 5- 3 1 2 3 2 16 l 2 

1 6- 9 12 l 3 4 7 1 37 2 4 3 

1 7- 9 11 9 5 7 7 9 6 63 2 11 10 6 

1 8- 9 9 6 6 11 7 9 8 65 2 6 1 I 16 

1 9- 12 9 7 6 6 4 9 4 ;)1 9 10 14 14 

20- 9 2 5 l 5 5 2 8 37 16 ひ 7 11 

21- 15 7 9 1 7 4 3 48 21 18 12 17 

22- 18 7 8 1 5 2 3 14 19 21 14 lR 

23- 4 t】 4 7 1 2 27 t 13 15 6 

24- 4 :: ') 5 7 1 l つーつー 6 7 2 7 

25- 5 】ワ 3 6 16 5 2 4 1 

26- 3 ワ 5 10 5 2 1 

27- 3 1 2 6 6 1 

28- 1 2 3 3 

29- 2 1 3 1 

30- 2 l 1 1 

3 1 -

32- 1 1 

33-

3 4-

計 103 51 50 51 49 73 50 40 467 102 100 100 100 

漁 場 362 314 344 387 302 327 306 343 382 308 307 301 
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(尾数)

2 2. 2. 2. 2 2 3. 3 3. 
メ口L 言十

1 6 1 6 1 7 1 9 2 2 2 7 言十 8 2 0 2 8 計

3 3 3 

1 1 1 

1 1 1 

2 2 E 

1 4 12 

3 6 l 1 14 1 1 1 3 33 

3 2 8 1 1 26 1 1 2 4 67 

9 5 日 6 57 1 8 9 129 

8 6 16 4 1 4 74 10 11 21 160 

9 8 18 4 3 5 94 16 9 25 176 

9 10 13 2 6 82 15 8 4 27 146 

8 4 10 8 5 7 110 16 12 4 32 190 

1 10 6 7 8 104 18 9 4 31 ι79 

8 3 6 3 8 66 9 8 2 19 112 

2 1 9 3 2 39 8 7 15 76 

2 3 2 4 1 24 2 3 3 8 48 

2 つ“ 4 16 2 2 1 5 31 

3 10 1 1 2 18 

1 2 1 7 1 1 11 

2 1 1 5 1 1 9 

1 1 3 7 

1 1 2 3 

1 1 

50 55 100 48 36 50 741 100 56 51 207 1， 415 

339 265 364 407 197 351 366 419 335 
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第4表 マコカレイ全長組成

い:1. 1. 1 1. 1 1 1. 2. 2 2. 2. 2. 

9 1 0 1 3 1 6 1 7 2 2 3 0 言十 5 1 5 1 5 1 5 1 6 

9 - cm 

10-

1 1-

1 2-

1 3-

1 4-

15-

1 6- 1 

1 7-

1 8- 1 1 1 

1 9- 2 1 1 

20- 1 2 3 1 4 6 1 

21- 2 1 1 2 1 1 8 1 18 9 6 4 

22- 2 2 1 2 1 2 10 2 15 9 7 5 

23- 3 4 1 8 1 1 1 19 7 19 19 11 4 

24- 2 4 2 11 つ 1 22 9 26 21 7 6 

25- 2 5 5 8 2 4 26 8 4 15 19 8 

26- 1 8 14 5 9 2 6 45 4 9 6 12 7 

27- 2 4 4 5 12 1 4 32 2 3 7 12 11 

28- 4 8 2 6 2 4 26 2 4 4 7 

29- 1 6 8 5 10 1 4 35 5 1 3 

30- 3 2 1 2 2 4 14 4 2 1 

31- 1 3 3 1 8 2 1 1 

32- 2 1 1 4 3 1 

33-

34-

言十 16 46 48 51 49 13 30 253 50 100 100 82 59 

漁 場 362 324 346 301 327 424 343 382 308 307 304 265 
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(尾数)

2 2 2. 2. 2 2. 3. 3. 3. 3. 3. 
i口L 計

1 6 1 6 1 7 1 9 2 2 2 7 計 8 8 1 7 2 0 2 3 計

1 l 1 

l 1 1 

1 3 1 4 5 

1 1 2 14 14 16 

1 7 9 19 1 20 30 

1 3 1 9 1 2 19 1 5 28 37 

3 5 9 29 2 2 10 14 46 

7 3 3 3 ワ 56 2 3 5 10 74 

13 2 11 1 3 68 8 9 11 1 29 107 

8 8 9 2 5 2 94 5 10 10 2 27 140 

9 8 4 7 5 3 105 12 13 2 2 1 30 157 

8 16 7 8 10 115 11 19 5 5 2 42 183 

5 11 1 2 6 4 67 16 12 7 2 37 149 

7 9 2 6 9 6 74 16 13 8 I 38 144 

7 6 2 7 • 6 3 48 10 8 1 6 8 33 107 

'7 3 1 7 3 5 35 5 7 1 9 6 28 98 

4 4 2 5 3 1 26 7 3 :; 16 56 

3 4 11 3 1 3 1 8 27 

1 2 7 1 2 1 4 15 

2 1 1 4 1 Z 3 7 

1 1 

82 70 50 50 71 47 761 100 100 100 50 37 387 1， 401 

255 338 364 410 197 7 366 290 82 419 48 
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第 5表ソウハチ

訴ぐと 1. 9 1. 1 3 1. 1 6 1. 1 7 1.30  言十 つ】 5 2. 1 5 

7-
cm 

1 4-

15- 3 2 5 1 

1 6- 1 12 2 6 21 4 

1 7- 4 13 8 11 36 5 

18- 6 12 8 11 37 1 12 

1 9- 。 4 6 7 17 4 6 

20- 4 6 5 15 1 3 

2 1- l 1 1 3 6 6 2 

22- 1 3 2 1 7 7 3 

23- 2 9 3 3 17 7 11 

24- 5 。 3 13 14 9 

25- 8 4 1 13 15 8 

26- 3 3 7 13 15 11 

27- 2 3 2 7 2 4 

28- 1 2 4 7 5 10 

29- 2 2 1 5 4 3 

30- 4 1 5 8 3 

3 1- 1 1 7 2 

32- 2 1 

33- 2 2 2 1 

言十 25 51 50 51 50 227 100 99 

漁 場 362 344 387 327 343 382 307 
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ぐ尾数)

215 216  216  2.1 9 22  7 言十 3. 8 言十 メ仁込I 計

1 1 1 

1 1 1 

1 2 2 2 9 

4 4 4 29 

8 2 1 3 19 17 17 72 

9 3 3 2 11 41 9 9 87 

14 11 13 8 5 61 13 13 91 

8 18 10 6 4 50 17 17 82 

5 8 2 3 2 28 5 5 39 

5 5 2 2 24 4 4 35 

8 1 5 2 34 5 5 56 

6 2 8 1 5 31 9 9 5:i 

15 11 l 2 37 5 5 55 

4 8 l 2 41 4 4 58 

5 13 4 2 30 3 3 40 

2 6 5 6 34 2 2 43 

4 5 4 i 21 26 

3 5 6 2 19 24 

4 9 1 16 17 

1 1 3 5 

2 2 7 9 

100 50 100 49 50 548 100 100 832 

304 339 338 任。7 351 305 

n
t
 
qa 



第 6表ヒラメ

いL1 1. 1 1 2 3 
小言十 合計

1 0 1 7 2 2 3 0 1 6 2 0 
2 0叩

2 1 l 1 2 
2 2 1 1 
2 3 4 4 

2 " 
1 1 2 4 7 

2 5 2 2 5 9 16 

2 6 つ】 つ 4 3 9 

2 7 4 1 3 1 9 1 3 13 

2 8 2 2 4 4 8 
2 9 5 5 6 16 6 5 27 
3 0 7 4 2 13 ワ 7 つ-う】

3 1 13 9 5 つ 29 5 5 39 
3 2 11 10 1 1 23 2 1 26 
3 3 7 9 1 17 6 2 25 
3 4 2 I l 4 3 7 

3 5 1 l 3 

3 6 I 一1 つ つ】

3 7 つー 1 3 3 
3 8 つ】 つ】 つd 

品 9

4 0 

4 1 l 1 1 

2十 19 43 31 6 129 39 50 218 

漁 場 371 ，102 424 343 338 445 

第 7表 イシカレイ 第 8表 ノ二バガレイ

い:3 3 3 合計1 5 1 6 2 3 い::2 0 
2 0 cm 1 1 1 il cm 1 

2 1 1 9 

2 2 :2 1) 

2 :5 1 l ~ 1 l 

2 4 】.)  。 7 '】22 1 

2 5 5 1 8 :2 3 

2 6 円t 。 12 2 4 

2 7 6 11 ワ 19 :2 5 

2自 5 13 3 23 2 6 1 

2 9 7 11 J 23 27  

3り 5 3 4 14 :2 8 l 

3 1 5 l 。ゐ 8 2 9 

3 2 1 3 4 3 1) 5 

3 3 l I 3 1 ワ】

3 4 3 3 3 :2 3 

3 5 4 3 3 i 

3 6 1 1 3 4 4 

3 7 I 1 3 5 1 

3 8 3 6 

3 9 3 7 2 

tり 3 8 4 

4 1 3 9 3 

五十 43 "b 31 130 4 0 つ】

漁、 場 62 125 主主、 4 1 3 
4 2 
4 3 

4 4 l 

ド土望 53 

，145 
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第 9表アサバカレイ

(尾)

'"月日 1. 9 1. 1 0 1. 1 6 1. 1 7 1.22 1，3 0 小計 2 5 2. 1 9 小計 i込3 雪開iド
階級¥

1 8 c 1 1 2 2 

1 9 1 1 2 2 3 

20 2 1 2 7 5 17 11 11 28 

2 1 7 1 1 9 2 20 6 8 14 34 

22 1 7 4 8 8 6 34 9 12 21 55 

23 2 4 11 9 15 7 48 12 9 21 69 

24 4 8 10 8 14 3 47 13 4 17 64 

25 5 4 7 8 7 6 37 9 1 10 47 

26 6 11 5 6 4 1 33 1 1 34 

2 7 3 2 1 5 4 15 1 1 2 17 

2 8 3 3 2 2 10 10 

2 9 1 1 1 1 2 

3 0 1 1 1 

3 1 4 4 4 

32 

33 2 2 1 1 3 

3 4 

計 30 45 44 51 72 30 272 52 49 101 373 

漁場 362 324 387 327 424 343 382 407 

第 10表ムシカレイ

(尾)

ゐミミ 1. 9 1. 1 6 1. 1 7 1. 1 7 2. 5 2.1 7 2.1 7 2.27 3. 2 0 i口L 計

1 5 
cm 

1 2 1 

1 6 2 2 

1 7 1 4 1 2 3 11 

1 8 1 3 1 .3 4 12 

1 9 4 4 l 5 3 17 

2 0 8 1 1 8 1 2 8 29 

2 1 11 1 1 2 4 2・ 22 

22 10 3 5 1 8 5 32 

23 3 6 7 1 1 8 3 29 

24 3 3 7 2 4 3 3 25 

2 5 2 7 5 10 。u 2 5 1 4 39 

26 3 9 7 7 9 1 6 4 46 

2 7 3 4 8 4 9 1 1 3 1 34 

28 2 3 10 1 5 1 1 5 1 29 

2 9 1 2 3 1 2 1 2 2 14 

3 0 5 7 3 1 4 2 22 

3 1 2 1 1 1 1 6 

32 1 1 1 1 4 

33 2 2 4 

3 4 1 1 

言十 53 45 45 47 53 20 50 20 48 380 

漁 場 362 302 402 327 398 364 197 440 445 

A
H
d
 

q
d
 



第 11表カナガシラ (尾)

訟ぐミ 1.9 1.16 1.17 小計 2. 1 6 2. 1 6 小計 3 8 3.2 0 小計 i口込 計

8 c盟 2 2 2 

1 4 2 l 6 9 2 2 4 13 

1 5 15 15 30 3 4 7 10 5 15 52 

1 fi 1 16 14 31 14 17 31 16 10 26 88 

1 7 2 8 7 17 8 4 12 19 5 24 53 

1 8 11 5 1 17 6 11 17 9 5 14 48 

1 9 17 1 3 21 4 13 17 22 10 32 70 

2 0 9 4 3 16 6 14 20 11 12 23 59 

2 1 6 1 7 4 12 16 9 13 22 45 

2 2 3 3 3 10 13 3 3 6 22 

2 3 1 1 6 6 1 1 2 9 

2 4 1 1 4 4 1 l 6 

2 5 

2 6 1 1 1 I 

2 7 1 l 

2 8 I 1 

三十 53 50 50 153 50 100 150 100 57 157 460 

漁 場 362 301 327 339 338 326 445 470 
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第 12表アイナメ (尾)

訟之L1.9 1.10 小計 2.16 2 5 217  小計 3. 1 6 3.2 0 小計 合計
1 5 侃 1 1 

1 6 2 2 

1 7 1 1 

1 8 

1 9 2 2 

2 0 1 1 2 1 1 3 

2 1 3 3 2 1 2 5 8 

2 2 3 1 4 4 1 4 9 1 1 14 

2 3 6 1 7 7 3 5 15 4 4 26 I 

2 4 6 2 8 9 6 6 21 3 2 5 34 

2 5 8 8 16 7 5 10 22 1 5 6 14 

2 6 9 8 17 9 9 10 28 3 3 6 51 

2 7 2 4 6 4 8 3 15 9 3 12 3:1 

2 8 1 7 8 3 3 5 11 3 7 10 29 

2 9 3 6 9 2 5 4 11 3 3 23 

3 0 2 3 5 l 2 1 4 2 2 11 

3 1 3 3 6 3 3 6 4 3 7 19 

3 2 I 2 3 2 t 6 9 

3 3 4 2 6 2 2 l 5 6 11 

3 4 2 3 D 5 

3 5 2 1 3 3 

3 6 1 2 3 3 

3 7 3 3 3 

3 8 2 2 2 

3 9 l 1 1 

4 0 1 l 1 

計 51 46 97 56 50 50 156 37 50 87 340 

漁 場 362 371 265 398 364 169 445 342 
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3. 主要魚種の食性

ヒラメ等、主要魚種8種の胃内容調査、尾数、空胃尾数および胃内容物となっている被捕食魚の

種類別出現頻度を第 13表に示したがこれによると

(1 ) ヒラメ(調査個体全長 21-34cm)

専ら魚類を餌としており、高次の魚食性を示していた。

(2) マガレイ(1 6 - 2 9cm) 

主として底棲動物を鰐としているが、魚類もかなり捕食しており、魚類の中でも特こサイウオが

選択的に捕食されていたことが一つの特徴である。

また底棲動物の出でも、節足動物の捕食割合が非常に少なく、クモヒトデ、貝類等が多いのも

特徴的である。なお. 2 Oc祝以下のものと 21-2 9cmのものの食性の違いは認められなかった。

(3) マコガレイ(2 1 - 3 3cm) 

専ら底棲動物を餌料としているが、中でもゴカイを好んで捕食しており、魚類(0.9%)の捕

食は余り認められなかった。

(4) ムシガレイ (17-37απ)

魚類を最も多く餌料とし、次いで底棲動物のエピ類を多く捕食しているが、底棲動物の中でも

軟体動物を・全く捕食していないのが特徴的であった。

(5) ソウハチ (9-35m)

マガレイ同様底棲動物を主として餌料とし、魚類(サイウオ)等、多種にわたって捕食してい

るが.軟体動物の捕食が非常に少なかった。

また 2Ocm以下のものと 20cm以上の食性の違いは同一場所では認められなかった。

(6) アサパガレイ (15-34cm)

主として魚類を多く捕食しており、次いで軟体動物(貝類)練皮動物 Lヒトデ等)となってい

るが、多毛類および節足動物の捕食が非常に少なかった。

(7) カナガシラ (12-26cm) 

魚類(サイウオ)を最も多く餌としており、底棲動物ではエビ類等、節足動物の捕食が多いが、

他の底棲動物の捕食が認められなかった。

(8) アイナメ

魚類、およびエピ類、イカ類等を多く餌としているが、カナガシラ同様練皮動物の捕食が認め

られなかった。

- 322ー



第 13表 主要底魚の食性

(尾)

事ドコミ
補 食 者

ヒ 7 メ ー司F ヲf レイ

1 2 3 計 1 2 3 計

ア イ ナ メ 1 1 

カタクチイワシ 5 5 

ネズミゴチ 1 1 

脊
ノドクサリ 1 1 

椎 サ イ ウ オ 6 31 37 

動物 キンカジカ

被 i〆目、
ゲ ン ゲ

魚
類 ギ ン ポ科、、J

カナガシラ

ア ナ ゴ科

魚 不 明 4 1 5 10 10 

魚 卵
捕

アメブラシ

軟 タ コ 1 1 

体

動
イ カ 1 1 

物 貝 類 4 9 3 16 

軟体不明

食
ニ己 ピ 1 1 

節 カ 一 1 1 

足
ヤ ドカリ

動物
甲 殻 類

端 脚 類

豪語 ホ ヤ

者 憲勢 コ. カ イ 3 2 5 10 

練動 ヒ ト ア

皮物 クモヒトデ 4 10 7 21 

不 明 7 18 3 28 

言十 6 6 1 13 35 71 20 126 

空 胃 15 17 19 51 12 24 4 40 

調査尾数 21 23 20 64 46 93 22 161 

- 32;， -



k恥項目 補

日Ij マコカレイ ムシカレイ

1 2 3 三十 1 つ 3 長十

ア イ ナ メ

カタクチイワシ

ネズミゴチ 2 1 3 

脊
ノドクサリ

椎 サイ ウ オ 5 5 

動
物 キンカジカ

2 2 

/♂一、、
ゲ 、/ ザ

魚l

被 類 ギ :./ ポ科
) 

カナガシラ

ア ナ ゴ科

魚 不 明 1 1 8 7 つ 17 

魚 卵

補 アメフラシ 1 1 

車大 タ 土3 J 5 

体
イ カ

動

物 貝 類 1 1 つ~ 

軟体不明 1 1 

食 二乙 ヒ 7 8 

節 カ 1 1 I l 

足

動
ヤ ト カ 1 

物 甲 殻 類 1 

ゾ山而 脚 頬

者 原索物動 ホ ヤ 1 l 

形環動物 τ，" カ イ 3 5 7 15 1 1 

練動 ヒ ト ア 1 l 

皮物 クモヒトデ 3 2 5 

不 明 1 1 6 11 28 1 1 2 t 

五十 24 13 23 60 13 15 16 44 

空 胃 6 36 9 51 17 14 15 46 

調査尾数 29 50 31 110 30 28 31 89 
」 一一
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食 者

ソウハチ アサパカレイ カナガγ ラ アイナメ 合計

1 2 3 ー十 T ワ 三十 1 2 3 言十 1 3 日干

1 

l 6 

4 

1 

20 20 7 8 15 2 2 79 

2 

1 1 1 

1 1 1 

1 1 1 

7 1 8 8 8 1 1 5 4 9 59 

3 3 3 

1 

6 

1 1 3 3 5 

2 3 5 1 1 24 

1 

3 1 4 1 1 2 2 4 3 3 21 

1 1 1 1 5 

1 1 2 

1 1 2 

2 2 1 1 1 1 4 

1 

11 4 15 1 1 2 B 

1 1 2 

6 2 8 1 1 2 36 

1 6 7 14 5 7 12 6 8 1 15 2 6 8 109 

26 38 11 75 19 11 30 14 19 4 37 13 22 35 420 

29 7 11 47 13 7 20 18 17 20 55 3 3 313 

52 42 22 116 32 18 50 32 36 25 93 16 20 36 719 
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4. 回避移動

A 標識放流状況

昭和 48年 1- 3月までに放流した魚種はヒラメ 59尾、マガレイ 290尾、 7 コカレイ 242

尾ムシカレイ 5尾、ソウハチ 7尾、アサノミカレイ 5尾、イシカレイ 5尾、アイナメ 10尾の合計

8種 62 3尾である。(第 14 -:2 1表)標識の種類は、ヒラメはアンカータグ(ピン長40 mm ) 

で 46尾.エナメル線付迷子札で 13尾放流、マガレイはアンカータグ(ピン長 40 mm )で 183

尾、エナメル線付迷子札で 10 7尾放流、マコガレイはアンカータグ(ピン長<1o 111m )で 9<1尾
エナメル線付迷子札で 148尾放流.ムシカレイ、ソウハチ、アサノミカレイ、イシガレイ、アイ

ナメは何れもアンカータグ(ピ、/長 40 mm )で夫々 5-10尾程度放流した。

放流時の魚、体は第 2:2 - 2 9表のとおりで、ヒラメは 18 -3 8cm..モード 3Ocmで何れも若

魚の大きさのものばかりである。マガレイは 10 - 2 9cmモード 21cmで若魚は 1尾だけで殆ん

どが成魚の大きさのものである。マコガレイは 13-34cmモード 27cmでマガレイ同様、殆ん

ど成魚の大きさのものである。その他のムシカレイ、ソウハチ、アサパカレイ、イ γ ガレイ、ア

イナメも成魚の大きさである。

B 湾内の標識放流再捕からみた回遊移動状況

4 8年 1-3月までに放流した標識魚の中、 7月31日現在までに再摘された魚種のヒラメ

( 1尾)、マガレイ(3尾).マコガレイ(7尾)について述べる O

ヒラメ

再捕されたヒラメ 1尾は 3月16日大崎N/E4浬水深 14mで放流したものであるが、魚体

の大きさからみて、若魚、の索餌回避と忠われる。再捕位置は大湊湾の芦崎沖 1岡、水深 18mで

反時計廻りに移動して再捕されている。移動速度は 1日約 27 7 mであった。

マガレイ

再捕されたマガレイは 3尾で再嬬率は1.0%である。この中 2尾は 2月15日に牛/首岬沖で

放流したマガレイで何れも放流地点、近くで再捕されている。また他の 1尾は3月16日札黒崎沖

で放流したマガレイで野辺地湾の木明沖水深 33m付近で時計廻りに移動して再捕されている。

このマカレイの移動速度は 1日約 28 4 mであった。放流時の魚体の大きさ並びlて同時に漁獲し

たマカレイの成熟状態、からみて、産卵のための移動並びに滞泳と考えられる Q

マコガレイ

3月16日大崎沖N/E上E6浬水深45 mで放流したマコガレイの中、 1尾が日月 5日K大
4 

湊湾の水深 14-15m付近l日反時計廻りに移動して再捕されたが、これが最も大きく移動し

て再捕きれたものであった。外の 6尾は何れも放流地点近くで再捕され、余り移動は認められな

かった。経過日数は 23-161日と比較的長期間にわたって再捕されている。

C 外海から湾内への回遊移動状況

これまで日本海側ではヒラメ.マカ、レイ、マコガレイ等かなりの数の標識放流が行われてきた

が、この中湾内で再捕された魚種をみてみると第 31表のとおり、ヒラメ 1尾、マコカレイ 2尾

となっている。ヒラメは日本海で 2月に放流したものが 208日経過して 9月K陸奥湾で再捕さ

れているが放流時および再捕時の魚体の大きさが不明であるので、淳朝回遊であるのか産卵回遊

であるのか、はっきりつかめないが、これまでの放流状況並びに湾内でのヒラメの漁獲状況から

未成魚の穿調回避と推定される。何れにせよ日本海側から回避してくる群があることが明らかで

ある。マコガレイについては 2月と 9月に日本海で放流したものが 298日と 90日を経て 12 

月に陸奥湾内で再捕されてL、るが放卵、放精直前のもので、これは産卵のための回佐と忠われる。

マコカレイの中には、陸奥湾で生まれ、ある成長の段階で日本海に出て成育し、産卵のため再び

陸奥湾内に帰フてくるものもあるのではないかと推定され、今後十分な資料を整え、これらのこ

とを検証して行く必要があろう。
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第 14表陸奥湾内ヒラメ標識放流一覧表

まじ 月 日 放 流 場 所 水 深 尾 数 標識種類 備 考

蟹田沖 浬
m 

アンカータッグ 青18 1. 17 E 3 55 5 鵬 丸

九鰻泊ws W 3. 5浬 70 4 迷 子 キL /1 

1. 22 青 森 N 10 浬 54 2 H /1 

1. 22 牛ノ首岬 S 5 浬 50 1 /1 
/1 

1. 23 H E S E 4 浬 45 2 M H 

1. 23 " w/sts 7浬 70 3 /1 H 

2. 15 M S 3 浬 55 2 アンカータッグ n 

2. 15 /1 S 2.2 浬 55 1 H H 

2. 15 /1 S 2.5 i里 56 2 /1 
/1 

3. 16 大崎N/E 4 浬 44 1 迷 子 キL /1 

3. 20 磯山 E 3.2 i里 38 つ、> アンカータッグ /1 

3.20 野 回 E 2 浬 60 33 /1 胆

olu 
q
d
 



第 15表陸奥湾内 マガレイ標識放流一覧表

年 月 日 放 流 場 所 水 深 尾 数 標識種類 備 考|

島 浬
m アンカ- 40 m掴

青 鵬48 1. 10 大 w 3 50 19 
タッグ黄色

1. 10 双子鼻 WNW 4 浬 51 7 /1 /1 

1. 17 九綬泊 wsw 3.5 浬 70 8 迷 子 札 /1 

1. 22 青 森 N 10 浬 54 10 アンカータッグ /1 

1. 22 牛ノ首岬 S 5 浬 50 18 迷 子 キL /1 

1. 23 牛ノ首岬 ESE 4浬 45 7 /1 " 

1. 23 牛ノ首岬W/S+S 7浬 70 54 n 開

1. 24 牛ノ首岬 SWすW8浬 54 22 11 11 

2. 15 牛ノ首岬 S 3 浬 55 21 アンカータァグ 11 

2.15 牛ノ首岬 s 2.2 浬 55 23 11 11 

2. 15 11 S 2.5 浬 56 22 11 11 

2. 15 ， 
S 3 浬 55 39 11 11 

3. 15 横浜沖 W 4. 5 浬 41 3 迷 子 キL /1 

3. 15 吹越沖 W 2 浬 36 2 11 11 

3. 16 大崎沖 N/ E+  E 6浬 45 4 11 樟

3. 16 横浜沖 W 7.5 浬 44 3 11 11 

3. 16 野辺地 N/E 5浬 42 1 /1 11 

3. 16 大 崎 N/E 4 浬 44 1 11 /1 

3.16 黒崎沖 S/E 4.3 浬 12 2 11 11 

3.20 磯山沖 E 3.2 浬 59 1 アンカータッグ 11 

3. 20 野 回 E 2 浬 60 22 /1 11 

3. 23 野辺地 NNW 6. 5浬 37 1 /1 11 

計 290 
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第 16表陸奥湾内 マコガレイ標識放流一覧表

年 月 日 放流 場 所 水 深 尾 数 標識種類 備 考

島 浬
m 

48 1.10 大 w 3 50 4 アンカータッグ 青 鵬 丸

1. 10 双子鼻 WNW 4 浬 51 1 n • • 
1. 17 蟹田沖 E 3 浬 55 1 ， • 
1.22 牛ノ首岬 S 5 浬 50 4 迷 子 キL ， 

1. 23 野辺地 NNE 5 浬 35 17 ' 書

1.23 牛ノ首岬 ESE 4浬 45 20 • ， 

1. 23 牛ノ酬W/SすS7浬 70 3 ， n 

1. 24 牛ノ首岬 SWfW8浬 54 1 • • 
2.15 牛ノ首岬 S 3 浬 55 7 アンカータツグ ' 

2.15 11 S 2.5浬 56 7 /1 n 

2. 15 ， S 2.2浬 55 26 H 

' 
3. 15 横浜沖 W 4.5 浬 41 17 迷 子 キL ， 

3. 15 吹越沖 W 2 浬 36 12 11 ' 
3. 16 大崎沖 N/E+E 6洩 45 16 H H 

3. 16 横浜沖 W 7.5 浬 44 7 11 担

3. 16 野辺地凡/E 5.5 浬 42 11 H ' 

3.16 大崎 N/E 4 浬 44 12 11 H 

3. 16 黒崎 S/E 4.3 浬 42 28 H H 

3.20 磯山 E 3.2 浬 59 11 アンカータッグ H 

3. 20 野 回 E 2 漫 60 10 " H 

3.23 有 畑 w 3 浬 32 20 n N 

3.23 横 浜 w 3 浬 35 2 ' 
， 

3.23 野辺地 NNW 6.5 浬 37 5 H H 

計 242 
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第 17表陸奥湾内 ムシガレイ標識放流一覧表

年 月 日 放 流 場 所 水 深 尾 数 標識種類 備 考

48 1.. 10 双子鼻 WNW 4 浬
m 
51 3 アンカータッグ 青 鵬 丸

1. 17 蟹田沖 E 3 浬 55 2 1/ H 

言十 5 

第 18表ソウハチ

年 月 日 放 流 場 所 水 深 尾 数 標識種類 備 考

大 島 浬
m 

青 鵬48 1. 10 w 3 50 5 アンカータツグ 丸

1. 17 蟹田沖 E 3 浬 55 2 " H 

計 7 

第 19表アサバカF レイ

年 月 日 放 流 場 所 水 深 尾 数 標識種類 備 考

m 
48 1. 10 大 烏 w 3 浬 50 1 アンカータツグ 青 鵬 丸

1. 10 双子鼻 WNW 4 浬 51 3 H 1/ 

1. 17 蟹田沖 E 3 浬 55 1 " 1/ 

言十 5 

第20表陸奥湾内イシガレイ

年 月 日 放流 場 所 水 深 尾 数 標識種類 備 考

48 3. 20 野 回 E 2 浬 6m 0 1 アンカータッグ 青 鵬 丸

3. 23 有 畑 w 3 浬 32 1 自

3. 23 横 浜 w 3 浬 35 3 1/ 

計 5 

第 21表アイナメ

年 月 日 放流 場 所 水 深 尾 数 標識種類 備 考

48 3.20 野 回 E つ 浬
間

60 10 アンカータッグ 青 鵬 メL

五十 10 
」一一一
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第 22表標識放流の体長(全長)組成一覧表

ヒラメ (尾数)

年月日 48 
1. 17 1. 22 1. 22 1. 23 1. 23 2.15 2.15 計階級 1. 17 

2.15 3.16 3. 20 3.20 

cm 
16 

17 

18 1 1 

19 

20 1 1 

21 1 1 1 1 4 

22 1 1 2 4 

23 1 1 2 

24 1 1 1 3 6 

25 1 6 7 

26 3 3 

zl 2 2 

28 1 1 

29 1 3 4 

30 1 2 2 3 8 

31 1 1 4 6 

32 1 2 3 

33 1 2 3 

34 1 1 

35 

36 1 1 

37 

38 1 1 

39 

40 

41 

42 

43 

言十 5 3 2 1 ワ】 3 2 1 2 1 3 33 58 
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第 23表マガレイ (尾数)

年月日 48 
階級 1. 10 

1. 10 1. 17 1. 22 1. 22 1. 23 1. 23 1. 24 2.15 2. 15 2.15 2.15 3.15 3. 15 

C祝

10 1 

11 

12 

13 

14 

15 3 

16 2 ワー 7 

17 1 5 1 1 

18 1 4 3 1 2 4 l 1 

19 3 1 1 '】て》 9 1 3 3 3 7 

20 5 1 l 8 6 3 3 2 

21 4 ワ】 。】 ワ“ 6 4 3 4 4 6 

22 l 2 1 l 1 3 4 3 ワ 4 5 4 1 

23 つ l 1 1 1 4 3 5 8 I 

24 1 1 1 3 2 1 5 

25 1 1 1 1 つ臼

a 1 3 1 

27 1 2 I 1 1 

28 ‘~ 

29 1 l 

30 

31 

7 7 lO 17 7 弓4 21 21 23 22 39 3 2 
ー園田」圃ーー
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マガレイ

年月日 3. 1 6 
階級 " 

， 
" 
， 3. 2 0 n 3. 2 3 三十

C前

1 0 1 

1 1 

1 2 

1 3 

1 4 3 

1 5 1 1 

1 6 9 

1 7 1 2 0 

1 8 3 4 

1 9 1 3 4 

2 0 5 4 4 

2 1 1 1 3 4 6 

2 2 5 7 

2 3 2 4 3 3 

2 4 1 1 1 1 8 

2 5 1 1 8 

2 6 1 1 2 1 1 0 

2 7 6 

2 8 1 1 勺旬

2 9 5 

3 0 

3 1 

言+ 4 3 l 1 2 1 22 1 287 
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第 24表マコカレイ (尾数)

年月日
48 

1.10 • 1.17 1.2 2 1.2 3 • ， 1.24 2.15 ， ， 3.15 ， 3.16 階級

1c0 m 

1 1 

1 2 

1 3 

1 4 

1 5 

1 6 1 1 

1 7 3 4 1 

1 8 1 1 1 4 

1 9 2 2 2 

2 0 1 2 2 1 

2 1 3 1 1 1 1 

2 2 1 1 1 3 

2 3 1 2 2 2 1 1 7 

2 4 1 1 2 l 1 5 1 2 

2 5 2 2 3 2 7 2 1 

2 6 1 3 3 5 2 

2 7 1 1 1 4 5 1 1 

2 8 1 1 1 1 

2 9 、
1 1 1 

3 0 1 1 1 

3 1 1 1 1 

3 2 

3 3 1 

3 4 1 

計 4 1 1 4 17 20 3 1 7 7 26 1 7 1 2 16 
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マコカゃレイ (尾数)

年月日
3 1 6 ， • " 階級

3.20 盾 3.23 n ， E十

cm 
1 0 

1 1 

1 2 

1 3 1 1 

1 4 

1 5 

1 6 3 1 6 

1 7 1 2 1 1 2 

1 8 1 1 1 10 

1 9 1 1 2 1 1 1 

2 0 1 5 1 2 2 1 8 

1 3 1 1 1 2 16 

2 2 2 3 1 1 1 3 

2 3 I 2 1 2 1 .~ 3 

2 4 1 3 2 2 3 25 

2 5 1 2 1 2 27 

2 6 2 3 2 1 1 23 

2 7 1 2 3 3 1 24 

2 8 2 1 1 8 

2 9 1 1 1 d 

3 0 I 1 1 1 7 

3 1 1 2 6 

3 2 1 2 3 

3 3 1 

3 4 1 

計 7 1 1 1 2 2自 1 1 1 0 20 2 5 24 2 
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第 25表ムシガレイ開 第 26表ソウハチ 伺 第 27表アサガレイ 同

年月日
48 

階級
1.10 1.17 言十

48 
年月日

1.10 1.17 Z十
階級

年月日
48 

1.1 0 " 1.17 階級
cm cm cm 
2 2 1 2 2 1 1 2 2 

2 3 2 3 1 1 2 3 1 1 2 

2 4 1 1 2 4 2 1 3 2 4 

2 5 1 1 2 5 1 1 2 2 5 2 1 3 

2 6 1 1 2 2 6 2 6 

計 3 2 5 言十 2 7 三十 3 1 1 I 5 

第 28表イシガレイ 伺 第 29表アイナメ開

年月日
3.20 3.23 H 三十階級

年月日 3.20 2十
陪級

C担 cm 
2 5 3 3 2 3 1 I 

2 6 2 4 

2 7 2 5 2 2 

2 8 1 1 2 2 6 2 2 

計 1 l 3 ~ 2 7 

2 8 1 1 

2 9 I 1 

3 0 1 1 

3 1 

3 2 1 1 

3 3 

3 4 

3 5 

3 6 1 1 

言十 10 10 



第 30表 標識放流再捕一覧表

魚体計測値

放流月日 放流場所 再捕年月日 再捕場所 再捕水深 再捕漁貝
放 流 再 捕

牛ノ首岬
T .L. 

マガレ
ι明1
24. 0口n

48. 2.15 S 3湿水深 48. 3. 16 弁天島 45 m 25. 0 刺 網
イ

55m( 308) 
B.W 
150 '1 

" 48. 2.15 
牛ノ首岬

48. 5. 7 大島~弁 50 m 20. 0 
20. 6ζ初

" S 2.5湿 天の中間 86 '1 

" 48. 3. 16 
車崎沖

48. 5. 29 
木明 I中

33 m 26. 0 26. 7 11 

S/E4.3浬 33m 

マコガ
野田沖

レイ
48. 3. 20 E 2浬 48. 4.12 野田仲 29. 0 不 明 11 

49m 

大崎沖1
大湊湾 22. 7 O /' 48. 3. 16 N6/湿E";;"'E 48. 5. 5 14-15m 23. 0 11 

245m 

黒崎沖
黒崎沖 29. 5ι初

11 48. 3. 16 S/E43湿 48. 5. 13 30. 0 11 

42m 
40印冗 336 '1 

野辺地
11 48. 1. 23 NNE 5浬 5. 7 有戸仲 31 m 23. 0 22.9 C111 11 

35m 

|大崎 5. 5 
野辺地

33 m 23. 0 24.4ζ宵111 48316 N/E4湿 6km " 

11 48. 3. 16 " 5. 24 有戸沖 40 m 23. 0 23. 3 c押1 11 

野辺地

" 48. 1. 13 NNE 5洩 7. 3 野辺地沖 35 m 17. 5 19. 7 (胃1 11 

35m 

大崎N/E 芦崎沖
ヒラメ 48. 3. 16 4湿 48. 6. 18 18 m 31. 0 312ι宵1 11 

44m 
lkm 
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第22図
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外海で放流し、湾内で再捕された魚種の再捕状況

魚体計測値
色 種 放流年月日 放流場所 再捕年月日 再捕場所 水 深 トー岨 再捕漁具 経過日数 移動直距離

放 流 謁 捕

ヒ フ メ 43. 2. 27 
深浦NW/N

43. 9. 23 東田沢沖 208日 8 0注
3. 5湿

マコガレイ 46. 2. 12 
深浦N/W

46. 12. 7 湊 I中 25ζ?刀
30 cm 刺 制 298日 8 U 1/ 

4 i聖 280 'iI 

マコカ、レイ 46. 9. 14 
鯵ヶ沢

46. 12. 13 野辺地北沖 38 ~ 39 m 23. 1ι胃1 山川71刺 網 90日 7511 
NW/下~5 i聖 liU 'iI 

第 31表

1
1
U
U
U
1
 



5 産卵場および産卵時期

(1)生殖腺

成熟状態を表わす方式として次式を用い、各魚種の月ごとの階級別出現頻度を調べた。

生殖腺重量(~)
生殖腺熟度指数 CG 1 ) = 

〔全長 Ccm))'

イヒラメ

調査した雌雄ともに未熟で、 G、 I、値は1.0以下であった。日本海での調査では雌は 44 

4初、維は 35 cmが成熟最小形としているのでこれを用いると、この時期の湾内のヒラメは 94 

%以上が未成魚、と考えられる。(パンチング調査結果から)

ロ マカ'レイ

月を追ヮてG、 I、値が高くなり、成熟過程にあることが認められる。生殖腺の肉眼観察で

は 3月に精巣は白色化し、卵巣にはかなり大きくなった卵が認められるが透明卵はまだ現われ

ない。

ノ、 マコガレイ

G、 I、値は雌雄ともに大半が 3以下であるが 1月、 3月に 10以上のものがある。

生殖腺の肉限観察から、 1~2 月に放卵、放精後、数週間~数ヶ月を経たと思われるむつ湾

系群の他に、日本海系群と同時期に産卵すると予想されるものが存在する。

(注 むつ湾系群の産卵盛期は 12月下旬、センター調べ)

日本海 μ // 4月中旬、水試調べノ

ニ ムシカ'レイ

G、I、値は 3月に最も高く、月を追って成熟してし、ることが認められる。半熟は 3月のも

のに認められる。

ホ ソウハチ

G、 I、値は大半が 5以下であるが、 3月に 5~2 0のものが現われる。また、生殖腺の肉

眼観察では 1月の個体は放卵、放精後数週間を経たと思われる群で、この他2、3月には成熟

過程にある群が認められることから、前記マコガレイ同様、産卵期を異にする 2系群の存在が

予想、される。

ヘ アサバガレイ

G、 I、値は全て 5以下であり、生殖腺の肉眼観察では全部放卵吹精後のものと認められた。

その他の魚種は全て、 G、 I、値が 5以下の未熟状態であヮた。

(2) 産卵時期

前項でふれたように、 1~ 3月の期間に生殖腺が成熟過程にあたるもの、および放卵後の状態

にあヮた魚種は次のとおりである。

放卵後の魚種=マコガレイ、ソウハチ、アサパガレイ

成熟過程の魚種=マガレイ、マコガレイ、ソウハチ、ムシガレイ。

昨年の調査で成熟していることが確認された魚種はマコカ、レイ、メイタガレイ、アサノミカレイ、

アイナメであったとしている。これから総合すると産卵期については、おおまかに次のように大

別される。

1 0 月 ~l 月の間に産9いする魚種

マコガレイ、アイナメ、メイタガレイ、ソウハチ、アサバガレイ。

3月以降に産卵する魚種

マコガレイ、マカレイ、ソウハチ、ムシガレイ。
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(3) 産卵場

湾内で産卵する魚種は、マコガレイ、アイナメ、メイタガレイ、アサパガレイなどがあるが、

ソウハチについては昨年 10 ~ 1 2月における成熟魚の調査例がないので湾内における産卵の有

無は断定できない。 i管外で産卵し、湾内に移動してきた可能性も考えられる。

第 32表 生殖腺熟度指数(階級別出現頻度)

魚 種

ヒ ブ メ

全 長

21 ~ 36 C111 

マガレイ

全 長

12~29c111 

マコガレイ

全 長

19~37cm 

ムシガレイ

全 長

17 ~ 35 C111 

ソウハチ

全 長

14 ~ 35ι:m 

ア サハ

全 長

20~33c111 

月 性別
階

o ~ 5 5 ~ 10 
♀ 7 

1 
8 1 4 

♀ 1 9 
2 
8 9 

♀ 8 
3 
8 1 2 

♀ 1 7 1 1 
1 
8 1 5 

g 2 2 2 6 
2 
色 2 9 

♀ 1 4 
3 
3 9 

♀ 2 2 
l 
色 1 9 

♀ 2 5 
2 
色 2 6 

2 2 5 
3 
色 1 2 

空 2 6 4 
l 
8 

♀ 2 0 
2 
色 8 

♀ 1 8 5 
3 
8 7 

♀ 3 0 
1 
色 2 0 

宇 2 7 2 
2 
8 2 4 

ー

7 
3 
8 1 4 

2 3 0 
1 
8 2 

♀ 3 
2 
色 1 5 

♀ 
3 
色
」一ー

生殖腺重量(幼
生殖腺熟度指数=

〔全長 (cm)J 3 

10 ~ 15 

l 

1 3 

5 

l 

1 

l 
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単位尾

級

15 ~ 20 20 ~25 25 ~30 計

7 

1 4 

1 9 

9 

8 

1 2 

1 3 0 

1 5 

1 l 1 6 4 

2 9 

3 1 1 1 5 

9 

2 3 

1 9 

2 5 

2 6 

30 ~ 35 
1 2 7 

1 

4 1 7 

3 0 

。
2 0 

8 

2 1 

7 

3 0 

2 0 

2 9 

2 4 

1 8 

1 4 

3 0 

2 

3 

1 5 

。
。



6 漁場環境

(1 )海況

水温は冬の垂直混合期に当り、表層とrt'層、底層の水温差はあまりないわ

，漁獲調査時に測定した水温値を月毎にまとめ、水温分布図を措くと図のようになる。(特に30

m層について)。

むつ湾全体の水温は各層とも l月から 3月になるに従い除々に降湿したo

o 東部側では 1月5'C台より 2~3 月には，1'C台に降担。

0 西部側では(大島、主主回以南)では 1 月~ ~7'C台であるが 2 月には 8 ~5'C台に月を追っ

て降温が認められた。

。湾、口では 1月には 10 'C台の水温が見られたが 2月には s'C台、 3月には s'Cの等温線は平
館沖まで後退した。

水温値だけでは確実なことは云えないが湾口部にみられる高温水は湾内固有(湾口より入った

比較的外洋性の変質水?)の水と区別され、津軽海峡の比較的外洋性の水と考えられるが、その

分布は調査期間中では 1月が最も〈竺奥まで達し、 3月にはほとんど湾口周辺部に限られる。その

張出しの形状l工、大島~脇野沢に張出す舌状部と蟹田沿岸に沿って南下し湾奥に達する舌状部よ

りなり、月によりて 2つの舌状部の強弱は多少かわる。(但し、調査期間中にη いて)津軽海峡

の比較的外洋性の7](の張出しとカ十ガシラ等の分布はよく一致しており、これ等の事実は、今後

充分注意して見て行く必要があろう。
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第 2:3同

むつ

N 

1月( 30 m層水温) 野辺地

青森

コ月( 30 m層水温) 野辺地

青森

3-13 



3月(0 m層水温)
野辺地

ーノ
3月(30 m層水温)
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W考察

陸奥湾内の底魚の分布は冬期間においてはイシガレイを除いては西部に多く、東部に少ないことが

明らかとなったが、この要因は環境条件ならびに魚類の生態によるものと考えられる。調査期間中に

おける両漁場の環境の違いは底質については西部が砂泥地帯であるのに対し、東部では殆んど泥地帯

である。また、水温は各月とも東部の方が低くなっている。この他、水深は東部沖の方が浅く傾斜も

ゆるやかである。

底棲動物の分布についてはオカメプンプクが東部に非常に多く、西部で、は少ない。これは46年の

調査でも同様である。

次に魚、の分布と食性の関係をみてみると、イシガレイ傭魚)のようにオカメブンプクを多く食べている魚(増

殖センタ-47年調査)は東部こ多く分布しておりマコガレイ、マガレイのように練皮動物、多毛類を多く食

べている魚は数量的には少ないが東部にも広く分布し、ヒラメ、ムシガレイ、アサパガレイ、アイナ

メ、カナガシラ等のように多毛類、練皮動物を余り食べていない魚は西部に分布が偏っていて、餌料

となる底棲動物の分布と魚の分布とが非常に関連があるように考えられる。もちろん、一世的には餌

だけで魚の分布が決定されるものではないが、今後、これらをにつめていく必要があろう。なお、今

回の調査で、特に東部沖での数量が非常に低い値となっているのは操業上の問題もあり、泥が深いと網

がつきささり、加えて大量に生息しているオカメプンプクが曳網を困難にしたことが漁獲に特に反映

しているものと考えられる。東部で冬期間に魚類の分布が少ないのは漁獲統計からも明らかであり、

昨年の結果からみてオカメブンプクの分布も時期的に多少の変化があるのではないかと考えられる。

次にヒラメ、マガレイ、マコガレイ等の回遊移動状況については現在のところ、湾内で放流したも

ので大きく、移動して再捕された例はなく、また再捕率も非常に悪いこと等もあって余り考察を加え

ることはできないが、日本海側から回遊してくる群があるなど、外海との関連がかなりあるようにう

かがわれ、今後、これらの解明のために数多くの標識放流を行う必要があろう。

要約

陸奥湾内で冬期間における主要魚種の分布、回避、食性、産卵時期、漁場環境について調査した結

果、次の知見が得られた。

1 冬期間はカナガシラ、マガレイの分布が特に多くイシカレイを除心て全般に西部に分布が多いこと

が明らかとなった。

2 ヒラメを除いては殆んど成魚、が主体であるが地域により時期により魚体の大きさに差異がみられる。

3 ヒラメは魚食性、マコガレイは底棲動物を主要食物とする等、夫々が特徴的な食性を示した。

4 """'"ガレイ、マコガレイは2、3月の期間に余り移動は認められなかった。また、ヒラメ、マコガレ

イは日本海から回遊移動してくる群があることが認められた。

5 産卵期について次のように大別された。

1 0-1月の聞に産卵する魚種はマコカ'レイ、アイナメ、メイタガレイ、ソウハチ、アサパガレ・イで

あった。

3月以降に産卵する魚種はマコガレイ、マカ'レイ、ソウハチ、ムシガレイであった。

6 冬期間の陸奥湾内における水温は重直混合期に当り、表層、中層、下層、の水温差は余りなく全般

的に西部より東部が低温である。
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付表

?ミミ日 No. 
1 2 3 4 " 5 

1.9 " 1. 10 を， H " 
漁 位 置 362 349 314 324 324 371 

水 深(m) 65 60 55 49 50 51 

場 底 質 泥 泥 泥 泥 泥 泥

天 候 BC C r C Cr r 

気 風 向 NW  w NE E E E 
風 力 3 4 3 4 2 2 

象 気 温fc) 8.0 8. 1 5.9 5.6 5.5 5.0 

気 民同 1014 1015 1015 1013 1012 1010 

。 宵1 持) 10. 7 10.6 8. 9 8. 8 9.0 8. 9 

海 5 作) 10. 6 8.5 8. 6 8. 6 8. 9 

15 住) 10.6 8. 6 9.0 9.0 9. 3 

況 30 ゐ) 10. 3 8. 7 8. 8 8.8 9. 0 

45 化) 9.3 9.0 9. 1 9. 1 8.8 

曳 綱 主計m) 1.000 1. 000 1.000 1.000 1.000 1. 000 

漁 投網開始時 12. 55 14. 10 07.20 09.05 10. 17 11. 30 

" 終了後 13.05 14.20 07. 30 09. 10 10.22 11. 40 

綱待時間関 10 10 10 10 10 10 

曳綱方向 S S SE w w w 
曳網時間紛 5 5 10 10 10 10 

法 揚網開始時 13.20 14.40 07.50 09.30 10.42 12.00 

" 終了時 14.10 15.10 08.30 10. 00 11. 20 12.30 

ヒ フ メ 2. 4 O. 6 O. 5 O. 6 20. 0 

-マ ガ レイ 13.0 10. 0 10.0 5.0 20.0 50. 0 

ソ ウ ハチ 3. 5 7. 5 10.0 30.0 30.0 

ア サ ノ、. 5. 0 7. 0 O. 9 29.0 10.0 29.0 

漁
マコガレイ 2. 7 2.5 8.0 10.0 15.0 15.0 

ムシガレイ 20.0 5.0 3.0 3.0 3.0 

スナガレイ O. 1 

メイタガレイ 0.2 0.2 

ノミノミガ「レイ 0.2 0.2 0.3 

イシガレイ

獲
ヤナギムシガレイ O. 5 0.5 0.2 

カフガシフ 90.0 1.5 10.0 O. 5 O. 5 

ア イ ナ メ 10.0 2. 0 4. 9 15.0 10.0 

ア ン コ ウ 10.0 5.0 3. 0 

ガンギエイ 1.0 

ソ イ 5. 0 

高
コウイカ 8.0 タコ 1.0 カジカ 0.3 ホシザメ 0.4 タナゴ 0.1 タマカラ'ゾウ

トラザメ 0.3 コチ 0.5 コウイカ 0.1 0.1 
制
そ q.) 他 タ コ10.0

計 175.6 35.6 46.0 59.2 96.5 160.2 

ウニ 100個 ヒトァ

70 -80 

備 考
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6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 

1. 13 11 1. 16 11 11 1. 17 f/ f/ 

346 :{34 387 301 302 402 417 327 

45 50 53 50 51 58 70 55 

泥 泥 泥 泥 泥 泥 砂泥 砂泥

S S B C C B B BC 

w w ::;w ::;w ::;w W W W 

3 3 2 3 3 3 3 3 

2. 3 3. 8 6. 8 5. 8 3. 8 4. 0 8.0 

1019 1019 1023 1022 1022 1022 102.2 102.1 

9.5 8. 3 10.6 9.8 9. 0 10.5 9. 5 

9. 1 8.2 10.5 8.9 8.9 10.6 9.2 

9. 4 8.3 10.5 9.4 9. 1 10.8 9.2 

9. 1 8. 3 9.0 9.3 9.0 10.5 9. 0 

9. 0 9. 1 8.8 9. 3 9. 1 9. 1 8.9 

1.000 1. 000 1. 000 1. 000 1. 000 1. 000 1. 000 1.000 

8. 35 9.50 11. 38 13.22 14. ;10 8.30 10.00 11. 45 

8.45 10.00 11. 48 13. 30 14.45 8.40 10.10 11. 55 

5 2 5 10 10 5 5 5 

NE NE NE NE NE NE NE 一NE 
10 邑 10 lU :w 百 lU lU 

8.50 10.10 12.20 13.50 15.15 8. 53 10.25 12.1U 

9. 30 10.30 12.50 14. 20 15.48 9.30 11. 10 12.40 

o. 7 2. 2 1.0 3.0 4. 0 11. 0 

o. 5 10. 0 20.0 50.0 80. 0 30.0 20. 0 80.0 

4. 0 30.0 40.0 33. 0 30.0 20. 0 50.0 

6. 0 8.0 3. 0 2.0 20.0 5.0 20.0 

0.2 10.0 O. 3 30.0 20. 0 5.0 20. 0 

o. 3 O. 6 10.0 10.0 4. 5 10.0 

4.0 

o. 3 o. 1 3.0 

o. 2 0.2 O. 3 

o. 8 o. 1 7.0 2. 0 10.0 1.0 110.0 

1. 1 4.0 1.0 2. 1. 10.0 5.0 15.0 12.0 

15.0 10.0 6. 0 4. 5 

17. 0 

コノシロ 0.1 コウイカ 0.4 カジカ 10 ホッケ 0.1 ホシザメ 0.5 コウイカ 0.2 ホシサコ 0.5

タナゴ 0.1 ホシザメ 11.0 コウイカ 0.5 カジカ 0.3 コウイカ 0.2 タナゴ 0.1 タコ 0.5 

コウイカ 0.1 カジカ 0.1 コチ 02 コチ 0.2 タマカ'ンゾウ

タナゴ 0.3 カジカ 0.2 0.1 

ヤリイカ 0.1

2.4 50.8 74.0 155.4 169.7 109.6 78.3 322.6 

オカメプ

ンプク多

量
(10箱)

- 349ー



|下マτ ~ 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 11 

1. 22 11 1. 23 11 11 11 

漁 位 置 424 306 119 280 363 363 

水 深伽) 54 50 35 45 70 70 

場 底 質 泥 泥 砂泥 砂泥 砂泥 砂泥

士長 億 BC C B B BC BC  

気 風 向 SE SE S 
風 力 2 2 1 

象 気 温¥C) 5.0 5.0 

気 圧倒 1032 1031 1031. 5 1031 1028. 5 1028. 5 

。 官1 fむ) 9.0 9.6 7.0 6. 8 10.0 10.0 

海 5 ゐ) 8.5 9. 2 6.9 6. 5 9.8 9. 8 

15 長) 8. 6 9.4 7. 4 6. 9 9. 6 9.6 

況 30 作) 8. 6 9. 2 7. 5 6. 8 8.8 8. 8 

45 作) 8. 7 9. 3 6. 9 8. 7 8. 7 

曳 網 長(m) 1. 000 1. 000 1.∞o 1. 000 1. 000 1. 000 

漁 投網開始時 11. 20 13.05 07. 20 9. 35 11. 35 13.20 

H 終了時 11. 30 13. 15 07.35 9.50 11. 50 13.35 

網待時間制 10 10 10 5 5 5 

曳網方向 S E/S NW  

曳網時間(分 10 10 5 5 10 10 

法 揚網開始時 11. 50 13. 35 07. 40 10.00 12.05 13. 50 

11 終了時 12. 20 14. 05 08.10 10. 30 12.35 14. 20 

ヒ フ メ 5.0 1.5 1.0 

'マ ガ レ イ 11. 0 12.0 10.0 10. 0 5.0 

ソ ウ ，、 チ 2.0 2.0 3 0 2.0 

ア サ ノ、 5. 0 7. 0 1.5 5.0 5.0 

漁
マコガレイ 2. 0 5. 0 3. 0 12.0 15.0 3. 0 

ムシガレイ 1.5 2. 0 10.0 5.0 

スナガレイ

ょイ~ガレイ 2.0 O. 03 O. 5 

ノミノミ力事レイ

イシガレイ

獲
ヤナギムシガレイ

カナガシフ 2. 0 600. 0 80.0 

アイ ナ メ 2. 0 3. 0 O. 8 3. 0 3. 0 5.0 

ア ン コ ウ 3. 0 

ガンギェイ

ソ イ

高
イシつりやレイ 1.5 マダラ 1.0 

ガンキ!.::c.イ 0.2 646.0 

VC場
そ qコ 他

言十 28. 5 37. 5 3.83 33.7 104. 0 

オカメプン

プク多量

備 考
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1 Y !/ 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 

1. 24 !I 1. 30 2. 5 rノ 11 2.11 /ノ

350 350 343 382 399 398 438 385 

54 49 62 64 65 55 57 

砂u己 泥 泥砂 泥砂 泥砂 泥砂 泥砂

C C S C C C S S 
SE SW NW  S S SSE W W 

1 1 2 2 つ 2 3 4 

5.4 5. 5 4.6 

1021 1020 1016 1019 1019 1018 1013. 5 1013 

9. 6 7. 7 8. 4 8. 3 8. 2 5.9 5. 9 

9. 3 6. 8 8.2 8. 3 8.2 8. 3 8.2 

8. 8 7. 3 8. 9 8.4 8. 5 8. 3 8. 2 

8.3 8. 1 8. 4 8. 0 8. 3 8. 4 8. 0 

8. 3 8.5 7. 5 7. 7 8. 0 8. 0 7. 9 

1. 000 1. 000 1. (l(l0 1. 000 1. 000 1. 000 1. 000 1. 000 

8.35 10.15 7. 40 11. 55 12.59 14.08 09. 35 10.50 I 
8. 45 10. 30 7. 50 12.03 13. 07 14. 17 09. 43 11. 00 

10 内d 5 4 2 3 

SE SE SE E E 
10 9 13 14 10 7 

9. 00 10.40 8.10 12. 19 13. 25 14.35 09.55 11. 10 

9. 30 11. 10 8. 40 12.40 13.55 15. 02 10.30 11. 40 

O. 7 O. 8 3. 0 5. 0 3. 0 0.2 

90. 0 100.0 3. 0 60.0 35.0 30. 0 15.0 

15. 0 65.0 10. 0 10.0 15. 0 2. 0 15. 0 

5. 0 30. 0 10.0 7. 0 5. 0 5. 0 

15. 0 5. 0 3.0 15. 0 2. 0 5.0 10.0 

1. 0 7. 0 8. 0 

O. 3 4. 0 

100. 0 530.0 50. 0 170. 0 20. 0 2. 0 

1.0 22. 0 3. 0 15.0 3. 0 20. 0 3. 0 

8. 0 2. 0 5. 0 1. 0 4.0 1.0 

4. 0 O. 6 O. 3 

寸阜ごJ 1.0 コウイカ 5.0 ホシザメ 0.2 タナゴ 0.2 タナコ 0.1 

イシカ手レイ 。7 マダフ 2.0 コチ 0.6 コチ 0.9 

コウイカ 、UJ コチ 0.4 コウイカ 30 コウイカ 2.0

スナガレイ ll.3 コウイカ1.0 ホシザメ

0.1 

237. () 776.8 31. 0 168. 6 240 4 100.4 46. 2 

ウニ 2ケ

ヒヨリヅi-1 2ケ

- 351ー



Fマ百 ぬ 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 

/1 2. 15 /1 1/ 2. 16 11 

漁、 位 置 384 308 307 304 265 255 

水 深(祝) 57 55 55 56 51 40 

場 底 質 泥砂 泥砂 泥砂 泥砂 泥 泥

天 候 C BC  BC C BC  BC 

気 風 向 w NW  WNW NW SW NW  
風 カ 4 2 2 2 2 3 

象 気 温(を) 4. 2 3. 6 5.2 5.4 7. 4 

気 圧制 1012 1022 1023 1022 1024 1024 

。 宵1 (も) 5. 9 5.8 5.7 5.8 5.2 5.2 

海 5 (を) 8.2 5. 5 5.6 5. 5 4. 9 5.0 

15 (も) 8. 1 5. 5 5. 4 5.5 4. 9 4. 9 

況 30 (も) 8.0 5. 3 5.3 5. 3 4. 8 4. 8 

45 (も) 7. 9 5.2 5.3 5.0 4. 8 

曳 続 員刈 1. 000 1. 000 1.000 1. 000 1. 000 1. 000 

漁 投網開始時 11. 50 09. 25 10.50 12. 35 08.25 09. 35 

11 終了時 12. 00 09. 35 11. 00 12.45 08.35 09.45 

網待時間伶) 4 5 5 5 2 3 

曳網方向 E E E E NE E 

曳網時間伶) 11 10 10 10 自 9 

法 揚網開始時 12. 15 09. 50 11. 15 13.00 08. 45 09. 57 

" 終了時 12.50 10.35 12. 00 13.45 09.10 10. 20 

ヒ フ メ 3. 0 o. 2 
"マ jl レ イ 17. 0 120.0 150.0 320.0 o. 7 5. 0 

ソ ウ ハチ 10.0 30.0 50.0 234. 0 5.0 

ア サ ノ、 1.2 

漁
マコガレイ 10.0 50.0 70.0 147. 0 10. 0 15.0 

ムシガレイ

スナガレイ

メイタカ・レイ

ノミノミヵーレイ

イシガレイ o. 2 o. 8 

獲
ヤナギムシガレイ

カナガシラ

ア イ ナ メ 2.0 10.0 5. 0 3.0 7. 0 5.0 

ア ン コ ウ

ガンギエイ

ソ イ o. 3 

高
ヤリイカ 0.1 ヤリイカ 0.1 

コチ 0.6 コチ 0.9 
事由
そ 庇〉 他 マダラ 1.0 

計 42. 0 210.0 275. 0 204.0 21. 1 32.0 

ホヤ 6個 ヒトデ若干

ナマコ 3個

備 考
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3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 

2.16 11 11 2.17 11 11 2.19 11 

:'::Ub 339 ;J;Jts よ3白1 Jb4 ;JJI 41U 4eマ

40 53 54 63 65 50 44 - 40 50 

。己 。巳 。E似P 世己似F 泥妙 泥 泥 泥

1:SC tlC BC B B B .c 1:SC 

NW  w W E E E W w 
2 2 2 3 3 3 1 1 

6.9 7. 2 8. 4 4.0 4. 8 5.2 6. 0 3.4 

1024 1024 1025 1029 1028. 5 1026 1020 1019 

5.2 6. I:! 7. 3 5.2 5.0 6.2 8.4 8.4 

5.0 6. 2 6.3 5. 0 5.0 6. 0 1 日 6.5 

4.8 6. 0 6.1 4.8 4.8 5.9 8.4 6. 6 

4.8 5. 9 5.9 4. 8 4.8 5.9 8. 1 6. 4 

5.9 5.9 4. 9 4. 8 5.8 6.4 

1. 000 1.りUU 1. 000 1. UUU 1. 000 1. 000 1. UUU 1. UUU 

10.45 13.00 13.58 08.50 09.50 11. 40 11.15 12.30 

10.55 13.10 14.06 09.00 10.00 11. 50 11. 30 12.45 

4 4 4 3 3 5 5 5 

.l!;N.I!; .I!; .I!; I:)W I:)W SW 1:) S 
11 10 10 12 12 15 10 5 

11. 10 13.24 14. 20 09.15 10. 15 12. 10 11.45 12.55 

11. 35 13.50 14.45 09. 38 10.40 12.40 12.20 13.40 

7. 0 1.0 0.4 o. 6 1.4 

4. 0 50.0 20.0 30. 0 40. 0 10.0 5.0 50.0 

20. 0 70.0 30.0 40.0 15.0 30.0 

2.0 30.0 5.0 30.0 

12. 0 30.0 20.0 10.0 5. 0 20.0 20.0 

20.0 1.2 1.0 

o. 8 

1.0 0.8 o. 4 1.0 o. 8 0.2 

0.2 I 
20. 0 5.0 5.0 10.0 

7.0 5.0 7. 0 25.0 1..5 10.0 

1.0 2.0 o. 5 10.0 

U.O 

チカ 0.4 マ~フ 1.0 タコ 1.0 ホシザメ 0.2 

スズキ 2.0 カジカ 0.1 

17. 4 129.0 132.8 98.0 141. 4 48. 4 31. 6 151. 5 

ヒトデ多い ウニ 2ケ

キンコ若干 ヒトデ若干

- 353-



Fミ1 Nu 4 0 4 1 4 2 4 3 11 4 4 

2. 22 11 2. 27 " " 3. 8 

漁 位 置 250 197 440 351 3~1 366 

水 深(m) 48 46 43 50 50 53 

場 底 質 泥 泥 砂 泥 泥 泥砂

天 候 C C C C C C 

気 風 向 SE SE SW W W SW 

風 力 3 3 3 4 4 2 

象 気 温(も) 4. 2 5. 6 3. 6 2. 9 2. 9 1. 1 

気 圧(m) 1015 1014 1010 1009 1009 1011 

。 ηI (も) 5.2 5. 6 5.0 5.6 5.6 4. 6 

海 5 (を) 4. 7 5. 3 5.4 5. 1 5. 1 4. 6 

15 (を) 4. 8 5. 3 5.5 5.5 5. 5 4. 4 

況 30 (も) 4. 8 4. 9 5.4 5. 3 5. 3 4. 7 

45 (も) 5. 1 5. 7 5. 7 4. 9 

曳 網 長(m) 1. 000 1. 000 1.000 1. 000 1. 000 1. OOfJ 

漁 投網開始時 9.30 10.58 8. 00 9. 38 10.40 06. 50 

11 終了時 9.35 11. 04 8. 05 9.46 10. 46 07. 05 

網待時間ゆ) 5 6 5 5 5 3 

曳網方向 NE NW  NNE E E NE 

曳網時間ゆ) 5 10 5 5 5 7 

法 揚網開始時 9. 45 11. 20 8.15 10.55 07. 15 

11 終了時 10. 25 12.00 8. 45 10. 15 11. 28 07. 45 

ヒ フ メ 1.0 2. 0 O. 2 

ー二r ji レ イ 2. 9 1. 4 5. 0 20.0 40. 0 50.0 

ソ ウ ハチ O. 3 50. 0 30. 0 5.0 

ア →T ノ、 O. 9 

漁
マコカP レイ 6. 8 7. 0 8.0 40.0 20.0 30.0 

ムシガレイ 5.0 O. 7 O. 3 

スナガレイ 1.0 

メイタカレイ O. 3 O. 3 

ノミパガレイ

イシブf レイ 1.6 4. 0 

獲
ヤナギムシガレイ

カナガシラ o 1 O. 1 O. 1 

ア イナメ O. 2 1.0 1.6 O. 9 O. 4 

ア ン コ ウ
ホシ労メ 01..U 2 1.0 
カジカ

ガンギエイ O. 5 

ソ イ O. 3 

コチ 0.1 チカ 0.1 シロギス 0.1 
I~i.二rJ

トウベツ 0.2 タイ 0.1 
(k事
そ 0:; 他 タコ 1.0 

コウイカ 0.1 

計 11. 6 12.7 24.0 115.2 91. 0 88.8 

ホヤ 6ケ アサムシボ

ナマコ 3ケ ヤ多い

備 考
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4 5 4 6 4 7 4 8 4 9 11 5 0 5 1 

3. 8 11 " Fノ 3. 10 11 3 15 11 

326 305 290 263 298 314 76 62 

62 54 50 46 52 55 42 41 

泥砂 泥砂 泥砂 泥 泥砂 泥砂 泥 泥

C C C C BC BC B B 
FミW 8W  8W  81<: NW  NW  R 8 

2 2 1 2 3 4 1 1 

2. 6 2. 8 3. 1 5. 7 2. 4 4.1 4. 3 

1011 1010 1009 1007 1018 1018 1025 1024 

6. 1 3. 9 4. 3 4. 3 4. 0 4. 5 4. 8 4. 8 

5. 0 4. 9 4. 0 3.8 4. 7 5.0 3. 9 4. 0 

5.4 5. 2 4 2 4. 0 4.8 5.1 4. 2 4. 0 

5. 3 5. 1 4. 1 4. 1 5.0 5. 2 4. 2 4. 2 

5. 1 5. 1 4. 0 5.0 5. 2 

1. 000 1. 001) 1. 000 1. 000 1. 000 1. 000 1. 000 1. 000 

08. 20 09. 45 11. 12 12.32 09. 28 10.30 10.51 12.05 

08. 30 09. 55 11. 22 12.42 09.38 10.40 11 01 1? 14 

2 3 3 4 2 3 2 1 

ENE  NE  NE  NE  ENE  E S S 
8 6 15 9 13 7 7 13 

09.40 10. 04 11. 40 12.55 09. 53 11. 00 11. 10 12.28 

09. 10 10.40 12. 10 13. 25 10.20 11. 35 11. 42 12.55 

20. 0 100. 0 15.0 10.0 60.0 30 0 o 1 o 4 
O. 4 70牟 O 4.0 5.0 

0.5 

10.0 30.0 40.0 4.0 40.0 50字。 2.__5_ 

o. 4 O. 8 0.6 O. 6 4.0 

O. 2 1.8 0.2 O. 1 

O. 4 1. 5 O. 2 8. 0 

0.4 o. 2 
8. 0 1.0 

。ι 空白 :.1. 0 o 4 10 0 10 0 

O. 4 

0.2 

コウイカ 2.5 カジカ 20.0 カジカ 2.3 カジカ 1.1 カジカ 20.0 タコ 0.2 

コチ 0.2 コチ 。7 コウイカ 0.2
タナゴ 0.1 タj-ゴr 0.1 コチ 0.6 

42.2 225. 3 6:i. 9 18. 2 135. 2 99. 4 0.1 11. 4 

キンコ多い キンコ多い オカメブン

ブク多量
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除ミど日
No. 5 2 5 3 5 4 5 5 5 6 5 7 

3. 15 3. 16 /1 /1 " " 
漁 位 置 33 104 169 154 125 109 

水 深(m) 36 42 44 45 44 42 

場 底 質 泥 泥 泥 泥 泥 貝 ガ「 フ

天 候 B C C C BC BC 

気 風 向 NW  E E ENE NW  NE 

風 力 1 1 1 1 1 1 

象 気 温ぐc) 1.9 2. 1 2. 2 1.0 1. 5 2. 0 

気 圧(時) 1， 024 1， 021. 5 1， 021. 5 1， 021 1， 020 1， 019 

。 η1 化) 5. 3 4. 2 4. 3 4. 9 5. 1 4. 8 

海 5 ぐc) 4. 2 4. 0 4. 0 4. 2 4. 2 4. 1 

15 化) 4. 2 4. 3 4. 2 4. 2 4. 1 4. 0 

況 30 ('c) 4. 2 4. 3 4. 3 4. 2 4. 1 4. 0 

45 (c) 
曳 網 主夜間) 1， 000 1，000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 

投網開始時 13.33 06.50 08. 12 09. 25 10.40 12.03 

漁 /1 終了時 13.42 07. 00 08. 20 09. 34 10.50 12. 12 

網待時間(劫 l 2 1 1 2 2 

曳網方向 NNE S S W W S 

法 曳網時間(斜 7 8 10 11 13 11 

揚網開始時 13. 50 07. 10 08.31 09. 46 11. 05 12.25 

隠 終 了時 14.30 07. 37 08.56 10. 10 11. 32 12. 50 

ヒ フ メ O. 3 

ーョ， t.l レ イ O. 1 O. 1 O. 2 O. 8 O. 3 O. 3 

ソ ウ ，、 チ

ア サ ノ、

漁 マコガレイ 2. 2 2. 2 3. 2 6. 2 2.2 6. 4 

ムシガレイ

スナガレイ O. 1 O. 1 

メイタカe レイ O. 1 

ノミノミカe レイ

イシカ'レイ 2. 4 O. 2 O. 4 3. 6 6. 4 1. 8 
獲
ヤナギムシガレイ

カナガシフ

ア イ ナ メ 1. 4 5.0 

ア ン コ ウ

ガンギエイ O. 2 0.6 

高 ソ イ O. 2 1.0 

申め カジカ O. 1 チカ 0.4 チカ O. 7 チカ O. 1 

コチ O. 8 コチ O. 5 

そ の 他

言十 6. 4 2. 6 9. 5 13. 4 9. 6 9. 1 

オカメブン /1 /1 オカメブン ヒトデ多い

備 考
プク多量 プク多量

ヒトデ若干
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. 
5 8 5 9 6 0 6 1 6 2 H 6 3 6 4 

3.17 P 3. 20 " H H 3.23 目

82 185 428 419 445 445 411 14 

32 40 38 59 60 60 <l7 32 

泥 砂 泥 砂 泥 砂 泥 泥

C BC S C C C C C 

w w :sw W w W SE SW 

1 1 3 2 2 2 2 1 

5.5 8. 4 1.': 1. 9 3. 6 3. 6 4. 9 邑..:

1，014 1，014 1，026 1， 026 1，025 1， U':邑 1，OD 1， Ul': 

4. 8 4.5 4.1 4.3 8. 0 8. U 4. .: 4.日

4. 0 4. 1 5.4 4. 1 7.8 7. 8 4. 0 4.3 

4.2 4. 1 5. 5 4. 3 8. 0 8. 0 4.2 4.3 

4. 0 4. 0 5.5 4. 3 6. 2 6. 2 4. 3 4. 3 

4. 6 6. 0 6. 0 

1， 000 1， 000 1，000 1， 000 1， 0000 1，000 

07. 47 09.20 06. 40 8. 45 10. 15 12.00 百:-zu T{f.45 

07. 56 09.28 06.55 8. 55 10. 25 12.10 9.25 10.50 

1 1 5 5 5 5 5 

SE E NE SE SW SW NW  NW  

11 11 5 15 5 10 10 

08.08 09. 40 07. 05 9. 15 11. 20 12.20 9.40 11. 00 

08.35 10.05 07. 45 9.35 n.:;σ rz. 55 l!f.li5" I工""3"(f

1.5 1.0 10.0 8. 0 

1. 6 1.2 1.3 30.0 10.0 10.0 0.5 

o. 1 
0.1 

7.0 1.8 1.5 10. 0 10.0 7.0 0.2 

0.5 o. 2 0.9 30.0 

o. 1 
0.1 0.2 

10.0 20.0 

1.8 3. 8 o. 2 10. o O. 2 
0.1 O. 3 

150.0 320. U 

0.4 O. 4 3. 0 320. 0 180.0 0.8 0.4 

2.0 20.0 

0.2 0.2 

1.0 

トウベツカ カジカ 0.6 カシカ O. 1 ホッケ 10.0 コウイカ チカ 1.-0 

ジカ 0.2 チカ O. 1 タコ 10.0 5.5 
コチ 0.2 カジカ 0.1 

11. 2 8. 2 7.4 44. 9 552.0 573. 5 19.4 0.8 

キンコ多い H オカメプン 書

プク多量

」ー
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下ミ~日
、~l 6 5 6 6 6 7 6 8 6 9 7 0 

3. 23 2. 3 3. 27 11 11 3. 28 

漁 位 置 31 68 41H 415 397 335 

水 深(m) 35 37 ;)0 62 60 45 

場 底 質 泥 泥貝ガフ 泥 砂 泥 砂 i尼 砂、 泥

天 候 C C S C C C 
気 風 向 sw S w w w E 

風 力 2 2 3 3 3 4 

象 気 1昆tc) 4. 6 7. 7 1. 0 3. 0 3. 0 4. 8 ' 
気 圧(曲) 1. 011 1， 009 1， 025 1， 025 1， 025 1， 015 

。 宵L ¥c) 4. 7 4. 9 8. 2 8. 2 8. 2 5. 2 

海 5 ド) 4. 5 4. 8 7. 7 7. 7 7. 7 5 0 

15 (c) 4.4 4. 5 6. 2 6. 2 6. 2 5 0 

況 30 (ι) 4. 4 4. 4 6. 0 6. 0 6. 0 4. 8 

45 ド) 5. 5 5. 5 5. 5 4. 5 

曳 網 長(m) 1， 000 1. 000 1，000 1. 000 1， 000 1. 000 

投網開始時 12.15 14.00 09. 45 10. 55 12.05 09. 38 

漁 11 終了時 12.20 14. 05 09. 55 11. 05 12.15 09.48 

網待時間(分) 5 5 3 

曳綱方向 S N S S S W 

法 曳網時間伶) 10 5 15 

揚網開始時 12.35 14. 15 10.05 1]， 20 12.25 10.00 

11 終了時 12. 55 14.40 10.40 11. 45 12.50 10. 30 

ヒ ブ メ 2. 0 6. 0 

ー才 すI レ イ 3. 0 1.0 5. 0 10.0 

ソ ウ ハチ O. 5 2. 0 15 0 

ア 寸ナ ノ、

漁 マコガレイ O. 1 5. 0 2.0 10.0 6. 0 

ムシガレイ 2. 0 20. 0 

スナガレイ O. 1 

メイタカ守レイ

ノミノミカ、 レイ 5.0 

獲
イシカレイ O. 2 

ヤナギムシガレイ

カナカ、シラ 60.0 40. 0 

ア イ ナ メ 60. 0 20.0 1. 0 I 

ア ン コ ウ

ガンギエイ

高 ソ イ

昨引 。 コウイカ 3. 0 オミッケ 1.0 タナゴ 0.7 
ホシザメ 1.0 

そ の 他

。
計 。7 O. 4 138 0 69. 0 56. 0 17. 7 

オカメブ

備 考
ンブグ多

量
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7 1 7 2 7 3 

3.31 H " 
416 346 434 

65 64 70 

泥 砂 i尼 砂 泥 砂

C B 

E E E 
3 3 2 

8. 0 10.0 10.4 

1， 010 1， 009 

4. 6 9.0 9. 0 

4. 5 8. 9 8.9 

4. 0 8. 4 8. 4 

4. 0 8. 1 8. 0 

3. 9 8. 1 8.0 

1， 000 1， 000 l. 000 

12.05 13. 10 14.25 

12. 15 13.20 14.35 

w W w 

12.25 13.35 14.5 

12. 55 14. 10 15.20 

30. 2 

l. 5 1.0 

:1. 0 

1. 0 

2. 0 10. 0 2.0 

20.0 40.0 880.0 

10り 20.0 61. 0 

13.5 

コウイカ コウイカ

2 0.0 6. 5 
エピ O. 1 

53.0 74.5 994. :1 
ー」
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水質底質調査(陸奥湾・太平洋沿岸)

調査目的

陸奥湾および本県太平洋沿岸の水質、底質の現状を把揮するとともに、汚染防止対策および増養殖

対策の基礎資料とする。

E 調査内容

1.調査時期

(1) 陸奥湾

(2)太平洋

2.調査点

3. 調 査 船

4. 調 査 員

5. 調査項 目

水質:水温 PH 

素)

4 7年8月 12目、 48年 3月12日-16日

4 7年 10月13日、 48月3月 17日

第 1図による。

幸洋丸、端鴎丸、東奥丸

淡水養殖課長 長峰良典

技 師林義孝

DO、重金属(鋼、鉛、総クロム、マンガン、カドミウム、総水銀、枇

底質:重金属(銅、鉛、総クロム、マンガン、カドミウム、総水銀、枇素)

6. 測定方法

PH:ガラス電極PHメーター

DO:ウインクラ一滴定法

重金属:水については 1Tをとり APDC-CHC1，抽出を2回繰り返し、抽出液を乾固し硝
酸、過温素酸で湿式灰化した後 20 miの定容とした。底質については、乾泥20 9を硝酸、過塩素

酸で湿式灰化後炉過し、 20 miの定容とした。測定は原子吸光分光々度討によった。

E 調査結果

水質については両地区とも 2回、底質については 1回、陸奥湾内に流入する主要河川|の水質につい

て重金属類の分析を行った。その結果は別表に示した。

1. 陸奥湾の水質について

銅、鉛、亜鉛は全般的に検出されたが、量的には多くなかった。カドミウム、枇素、水働主全水

域で検出されず季節的な変化も見られなかった。

2. 陸奥湾流入河川の水質

代表的な河川として第 3表の 6河川を調査したが、鉱山排水を含んでいる菖沢川を除いて特に問

題はないと思われる。昨年の底質分析の結果から、底質中の枇素、水銀の由来を確かめることが必

要と考えていたが、枇素については田名部川、堤川、蟹回}IIから、 O.0 0 2 - O. 0 0 6 p p m検出

されたことから、湾内の底質中の耽素は陸上から持ち込まれた可能性が強く、水銀は各河}IIとも検

出されなかった。したがって、湾内に存在する水銀の由来については今のところ不明である。

3. 太平洋小川原地区の水質

重金属の含有量は、陸奥湾と大差ないが 10月測定した結果では亜鉛が全般的に多く出てし、る。

しかし3月には陸奥湾と同程度に低く、カドミウムは調査点2および 9から 10月に 0.00 1 ppm 

検出されたが、 3月には検出されず、枇素、水銀は全く検出されなかった。
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4. 底質について

底質中の重金属については、青森県だけでなく、他の水域においても資料が少なく、陸奥湾、太

平洋小川原地区の分析結果がどのような意味を持っているかについての検討は今後に残された問題

と考えられる。両地区を比較すると銅、クロム、水銀は明らかに湾内の方が多く含まれていた。

(第6--7表参照)

N 調査の成果および今後の課題

1 陸奥湾および太平洋小川原地区の水質については、重金属を中心に 2回づっ分析した。

2. 底質については、陸奥湾11点、太平洋小川原地区 7点の重金属分析を行った。

3. 両地区の重金属含有量から見て、重金属による水質、底質の汚染はないものと考えられるが、過

水交換の悪い陸奥湾の底質に重金属(銅、クロム、水銀)が多く含まれていることから考えて、汚

染に対する抵抗力は非常に小さいものと推定される。

4. 今後調査点を多くし、資料を蓄積して行く必要がある。
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第 1図調査点、の位置

陸奥湾 1 i年 8月 12日

太平洋 .1 7年 10月 13目、 48年 3月 1i日

N 

4 

青森
20 五() ，10 km 

1 / 800， 000 

ぷ
U
1
d
 



第2図調査点、の位置

(4 8年 3月12，..._ 1 6日)

N 

青森

10 20 30 40 km 

1/800. 000 

- 363-



第 1表陸奥湾水質分析結果 (1) 

調査点
採水採泥

戸コえゴし 温 水 温 透明度 P H 塩 分 溶存酸素月日

押1 ℃ ℃ 押1 明。 ppm 
3 - 0 47. 8. 12 21. 6 22. 9 13.5 8. 20 33. 53 6. 93 

- 48 " 18. 8 8. 20 34. 26 6. 99 

4 - 0 " 27. 8 23. 7 13.4 8. 17 33. 71 6. 86 

- 38 " 21. 2 8. 17 34. 01 7. 28 

5 - 0 " 28. 2 24.8 16.6 8. 16 7. 12 

- 20 " 21. 7 8. 16 33. 93 6. 56 

7 - 0 " 28. 0 24. 5 10.8 8. 19 33. 50 6. 85 

- 50 " 19.4 8. 16 33. 74 5. 90 

8 - 0 " 23. 0 23. 6 13.3 8. 18 33. 05 7. 61 I 

- 51 " 20. 5 8. 14 33. 61 

9 - 0 " 23. 0 24. 2 15.0 8. 20 32. 99 6. 69 I 

- 45 " 8. 14 32. 94 7. 01 

10 - 0 " 25. 1 24. 1 15. 2 8. 18 33. 19 6. 91 

- 38 " 17. 2 8. 17 33. 58 7. 28 

12 - 0 " 29. 6 24.5 14. 5 8. 15 32. 95 6. 68 

一 15 " 20. 9 8. 16 33. 49 6. 78 

13 - 0 H 28. 4 24.8 19.0 8. 16 32. 92 6. 84 

- 38 " 18.4 8. 18 33. 43 7. 31 
， 

16 - 0 " 27. 7 24.8 17. 0 8. 16 33.05 6. 67 

- 40 " 17. 8 8. 14 7. 10 

18 - 0 " 27. 7 24. 8 12.8 8. 18 33. 45 6. 72 

- 23 " 17.8 8. 20 32.88 6. 93 

19 - 0 " 27. 6 24. 7 4.8 8. 22 32. 17 7. 13 

- 10 " 22. 9 8. 16 33. 11 7. 29 

auτ PO
 



C 。D 銅 鉛 亜 鉛 カドミウム マンガン 枇 素 水 銀 水 深

ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 押Z

O. 82 O. 002 O. 002 O. 015 ND  ND  ND  ND  50 

O. 69 O. 001 O. 003 O. 010 ND  ND  ND  ND  

O. 82 O. 001 O. 001 O. 005 ND  ND  ND  ND  40 

O. 92 ND  0.002 O. 003 ND  ND  ND  ND  

O. 65 O. 001 O. 001 O. 010 ND  ND  ND  ND  22 

O. 72 O. 001 O. 003 O. 048 ND  ND  ND  ND  

O. 65 O. 001 O. 003 O. 005 ND  ND  ND  ND  52 

. 
O. 33 O. 001 0.005 0.006 ND  ND  ND  ND  

O. 46 O. 001 0.003 O. 008 ND  ND  ND  ND  53 

O. 42 0.001 O. 003 O. 009 ND  ND  ND  ND  

O. 92 O. 001 O. 002 0.004 ND  ND  ND  ND  

O. 72 O. 001 0.001 0.009 ND  ND  ND  ND  

O. 29 O. 001 O. 002 O. 009 ND  ND  ND  ND  

O. 59 ND  O. 002 O. 007 ND  ND  ND  ND  

O. 52 O. 001 0.002 O. 009 ND  ND  ND  ND  17 

O. 69 O. 001 O. 001 O. 008 ND  ND  ND  ND  

O. 49 O. 001 O. 003 O. 010 ND  ND  ND  ND  40 

O. 65 ND  O. 001 O. 005 ND  ND  ND  ND  

O. 52 ND  ND  ND  ND  42 

O. 98 ND  ND  ND  ND  

O. 75 O. 001 O. 002 O. 007 ND  ND  ND  ND  25 

O. 65 ND  O. 001 O. 005 ND  ND  ND  ND  

O. 85 ND  O. 003 O. 006 ND  ND  ND  ND  12 

O. 52 ND  O. 003 O. 006 ND  ND  ND  ND  

p
h
d
 

F
O
 

ヨJ



第 2表陸奥湾水質分析結果 (2)

調査点 採水月日 気 温 水 温 透明度 P H 塩 分 溶存酸素

押1 。C C m 見。 ppm 
1 - 1 48. 3. 13 5. 2 8. 2 9. 0 8. 43 33. 91 9. 65 

1 - 50 " 6. 9 8. 45 33. 78 9. 91 

3 - 1 H 5. 3 8. 1 8.9 8. 42 33. 87 9. 71 

3 - 50 11 5. 4 8. 40 33. 64 10. 10 

5 - 1 " 4. 6 4. 1 11. 5 8. 40 33. 34 10. 30 

5 - 60 11 4. 1 8. 42 33. 35 10. 24 

7 - 1 48. 3. 15 o. 7 4. 1 14.0 8. 20 33. 42 10. 23 

8 - 1 11 1. 2 5. 2 13.2 8. 22 33. 57 9. 56 

8 - 50 11 5. 0 8. 26 33. 54 9. 74 

9 - 1 48. 3. 13 5. 8 8. 1 9.6 8. 51 34. 01 9. 67 

9 - 20 " 7. 7 8. 50 34. 01 9. 80 

12ー 1 48. 3. 15 3. 2 6. 0 12.8 8. 22 33. 59 9. 52 

12 - 48 11 5. 4 8. 26 33. 64 9. 66 

13 - 1 48. 3. 13 4. 8 7. 8 7. 1 8. 49 33. 91 10. 11 

13 - 30 11 7. 7 8. 46 33. 92 10. 02 

15 - 1 48. 3. 12 5. 1 5. 1 10.4 8. 52 33. 45 10. 25 

15 - 40 H 5. 1 8. 70 33. 57 10. 30 

16 - 1 11 5. 0 7. 0 10.1 8. 74 33. 84 10. 17 

16 - 28 " 6. 8 8. 72 33. 82 10. 06 

17 - 1 11 5. U 5. 4 11. 5 8. 69 33. 59 10. 25 

17 - 40 11 5. 8 8. 60 33. 69 10. 14 

19 - 1 48. 3. 15 o. 9 4. 0 16 0 8. 24 33. 47 9. 87 

19 - :，0 11 3. 8 8. 20 33. 52 9. 83 

21ー l 11 o. 4 4. 9 12.5 8. 22 33. :，4 10. 05 

21 - 15 11 4. 7 8. 26 33. 32 9. 78 

22 - 1 11 o. :， 3. 9 13.0 8. 21 33. 15 10. 08 

22 - 20 " 4. 2 8. 26 33. 38 9. 89 

24 - 1 11 4. 5 14.5 8. 22 33. 57 9. 95 

24 - 45 11 3. 9 8. 26 33. 50 10. 05 

27 - 1 48. 3. 16 1. 6 3. 7 13.5 8. 20 33. 26 10. 43 

27 - 25 11 3. 9 8. 29 34. 36 10. 45 

31 - 1 11 4. 0 8. 20 33. 49 10. 30 

31 - 40 11 8. 20 33. 45 10. 36 

33 - 1 " 2. 3 5 三 15.1 10 - I 

:>4 - 1 11 4. 6 4.6 16.5 8. 21 33. 58 10. 23 

34 - 43 11 4. 1 8. 26 33. 56 10. 17 

36 - 1 11 5. :2 13.5 8. 21 :>3. 32 10. 32 

36 - 26 11 8. 21 33. 52 10. 36 

38一 l 11 6. 6 4. 6 15.6 8. 20 33. 62 10. 24 

38 - 38 11 4. 3 8. 28 33. 58 10. 28 

40一 1 11 4. 8 4. 6 14.0 8. 31 33. 54 10. 22 

40 - 20 11 4. 6 8. 30 33. 55 9. 95 

po 
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C 。D 銅 髭) 亜ー ま色 カドミウム マンガン 枇 素 水 銀 水 深

ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 押l

o. 56 o. 002 。004 o. 02:1 o 004 ND  ND  ND  5J 

o. 4::> o. 001 O. 005 o. 015 o. 011 ND  ND  ND  
O. 001 ND  O. 014 ND  ND  ND  ND  58 

O. 30 O. 001 ND  。008 ND  ND  ND  ND  
O. 70 O. 001 ND  O. 022 ND  ND  ND  ND  66 

o 03 O. 002 ND  o. 028 ND  ND  ND  ND  

o. 26 o. 001 ND  O. 005 ND  ND  ND  ND  45 

O. 43 o 001 o. 004 O. 015 ND  ND  ND  ND  52 

O. 30 0.001 ND  o. 013 ND  O. 003 ND  ND  

o. 50 o. 002 ND  0.023 ND  O. 001 ND  ND  24 

o 33 0.001 ND  O. 016 ND  ND  ND  ND  

o. 33 O. 001 ND  O. 013 ND  ND  ND  ND  50 

O. 60 O. 001 ND  O. 010 ND  ND  ND  ND  

O. 76 O. 003 O. 003 O. 048 ND  ND  ND  ND  34 

O. 63 O. 004 O. 003 O. 040 ND  ND  ND  ND  

O. 53 O. 002 ND  O. 015 ND  ND  ND  ND  43 

O. 43 O. 001 ND  O. 017 ND  ND  ND  ND  

O. 60 O. 002 O. 003 O. 016 ND  ND  ND  ND  ::>0 

O. 90 ND  ND  O. 009 ND  ND  ND  ND  

O. 40 ND  ND  O. 016 ND  ND  ND  ND  42 

O. 40 o. 001 ND  O. 015 ND  ND  ND  ND  

O. 16 o 001 ND  O. 015 ND  ND  ND  ND  32 

O. 53 ND  ND  O. 007 ND  ND  ND  ND  

。76 17 

O. 50 ND  ND  o. 008 ND  ND  ND  ND  

O. 23 O. 001 o 00:3 o 013 ND  ND  ND  ND  23 

O. 13 ND  ND  O. 007 ND  ND  ND  ND  

O. 53 O. 001 ND  O. 016 ND  ND  ND  ND  47 

O. 46 O. 001 ND  O. 004 ND  ND  ND  ND  

O. 46 ND  ND  O. () 10 ND  ND  ND  ND  27 

o 40 ND  ND  o. 004 ND  ND  ND  ND  

o. 80 ND  ND  o. 005 ND  ND  ND  ND  42 

o. :，6 ND  ND  。011 ND  ND  ND  ND  

o. 001 ND  o. 005 ND  ND  ND  ND  :iS 

o. 46 ND  ND  。009 ND  ND  ND  ND  45 

o. 46 ND  ND  o. 006 ND  ND  ND  ND  

o. :n 28 

o. 96 O. 001 ND  (). 005 ND  ND  ND  ND  

o. 96 o 001 ND  o 007 ND  ND  ND  ND  40 

o. :16 ND  ND  。008 ND  ND ND  ND  
o. 46 o 001 ND  O. 007 ND  ND  ND  ND  25 

o 63 o. 001 ND  o. 008 ND  ND  ND  ND  
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第 3表陸奥湾流入河川の水質

河 ) 11 名 採水月日 気 温 水 温 P H 溶存酸素 C 。D 
℃ ℃ ppm ppm 

葛 沢 ) 11 47. 9 13 18. 4 26. 3 2. 6 

) 11 内 ) 11 11 19.6 25. 4 6. 8 8. 80 O. 45 

回 名 部 ) 11 11 18.8 21. 3 7. 0 5. 03 8. 16 

野 辺 地 JII " 19.8 23. 0 7. 0 7. 59 1. 05 

堤 ) 11 47. 9 17 

蟹 田 ) 11 47. 9. 14 18.6 23. 7 6.9 9. 57 1. 68 

第 4表太平洋小川原地区水質分析結果 (1) 

調査点 採水月日 気 温 水 f昆 透 明 度 P H 溶存酸素

押1 ℃ ℃ 押1 ppm 
1- 。47. 10. 13 16. 0 19. 1 9. 2 8. 43 7. 11 

15 11 18.8 8. 43 7. 14 

2ー 。 11 15.5 19. 4 13.0 8. 42 7. 01 

85 11 19.0 8. 43 6. 87 

3 - 。 H 15‘1 19. 1 9. 6 8. 45 7. 12 

14 11 19.0 8目 44 7. 38 

4ー 。 " 16. 3 19.4 15. 0 8. 40 7. 04 

- 115 H 17. '8 15 8. 32 7. 04 

5 - 。 " 17. 4 19. 1 14. 5 8. 42 7. 06 

17 11 18. 1 8. 41 7. 39 

6一 。 11 17. 8 18.6 6. 0 8. 46 7. 14 

19 11 18. 3 8. 45 7目 13

7ー 。 11 16. 8 17. 9 3. 0 8. 39 7. 36 

11 11 18. 1 8. 41 7. 43 

8 - 。 11 15.4 18.4 4. 0 8. 32 7. 39 

18 11 18.4 8. 41 

9 - 。47. 10. 14 16. 2 12.9 1. 0 8. 11 8. 64 

10 。 11 16. 0 11. 6 O. 4 8. 52 9. 89 
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銅 鉄 鉛 亜 鉛 カドミウム マンガン 枇 素 水 銀

ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

1. 930 ND  1. 98 ND  

O. 004 O. 043 O. 003 O. 021 ND  ND  ND  ND  

O. 001 0.080 O. 003 O. 012 ND  ND  O. 003 ND  

O. 001 O. 055 O. 003 O. 004 ND  ND  ND  ND  

O. 005 O. 105 0.005 O. 045 ND  ND  0.002 ND  

O. 002 O. 075 O. 003 0.005 ND  ND  0.006 ND  

一一一 一一 一一

銅 鉛 亜 鉛 カドミウム マンガン 枇 素 水 銀.

ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 
O. 001 O. 003 O. 015 ND  ND  ND  ND  

O. 001 O. 002 O. 044 ND  ND  ND  ND  

O. 003 O. 003 O. 055 O. 001 ND  ND  ND  

ND  O. 002 O. 007 ND  ND  ND  ND  

O. 001 O. 003 O. 049 ND  ND  ND  ND  

O. 001 O. 003 O. 049 ND  ND  ND  ND  

O. 001 O. 002 O. 043 ND  ND  ND  ND  

ND  O. 003 O. 031 ND  ND  ND  ND  

O. 002 O. 002 O. 053 ND  ND  ND  ND  

O. 001 O. 003 O. 048 ND  O. 001 ND  ND  

O. 001 O. 002 O. 043 ND  ND  ND  ND  

O. 001 O. 003 O. 043 ND  ND  ND  ND  

O. 001 O. 002 O. 043 ND  ND  ND  ND  

O. 001 O. 002 O. 042 ND  ND  ND  ND  

ND  O. 001 O. 044 ND  ND  ND  ND  

ND  O. 005 O. 051 ND  ND  ND  ND  

O. 002 O. 005 O. 049 O. 001 ND  ND  ND  

O. 005 O. 006 O. 058 ND  O. 001 ND  ND  
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第 5表 太平洋小川原地区水質分析結果(2)

調査点 採水月日 気 温 水 温 透 明 度 PH 溶存酸度

し m ppm 。48. 3. 17 1. 4 7. 2 4. 0 8. 3i 10ο3 

一1<1 " 7. 3 8. 39 

2- 。 " 6. 8 14. 0 8. 36 9. 71 

- 85 " 7. 2 8. 33 10.56 

3ー 。 " 7. 2 3. 5 8.40 10. 34 

- 15 " 7. 7 8.40 10. 31 

4ー 。 7. 1 戸7.5 8. 36 9.95 

- 110 7. 2 8. 32 9. 58 

5 - 。 6. 9 7. 5 8. 40 10.42 

- 17 7. 7 8. 36 10. 19 

6- 。 7. 5 5. () 8. 40 

- 18 7. 6 8. 41 

7 - 。 7. 6 ~. s 8. 39 

- 13 7. 7 8. 40 10. 08 

8ー 。 7. 6 5.0 8.42 9.55 

- 17 7. 4 8.41 

9- 5. 6 1. 0 8. 08 

10一 5. 9 O. 7 8. 42 13 03 I 

第 6表太平洋小川原地区底質分析結果

調査点 水深 採i尼月日 性状 銅 鉛 給、クロム カドミウム 砂t 素 水 銀

m ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

19 i8. 3.li 細砂 1. 50 4. 05 3. 00 O. 1 i 7. 50 0.020 

2 90 11 H 1. 80 13.05 2. 55 O. 38 1. 'cJ5 0.035 

3 17 1/ " 180 14. 25 3. 15 O. 3自 高 4り 0.023 

4 115 1/ 

" 1. 95 5 55 4.50 O. 30 1. 65 0.036 

5 18 " " 1 95 6. 30 5. 40 O. 30 10. 05 0.023 

6 19 1/ " 1 05 4 !15 2.70 O. 12 ι1. 20 ND  

7 1 ;) 11 " 165 6. 15 5. ~白、 5 O. 17 4. ;35 0.029 

8 18 " 
1/ 
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銅 鉛 亜 鉛 カドミウム マンガン 政 素 水 銀

ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 
O. 002 ND O. 011 ND ND  ND  ND  

0.004 O. 004 0.019 ND ND  ND  ND  

O. 005 ND 0.014 ND ND  ND  ND  

O. 001 ND O. 008 ND ND  ND  ND  

O. 001 ND O. 004 ND ND  ND  ND  

0.001 + 0.015 ND ND  ND  ND  

O. 009 ND 0.010 ND ND  ND  ND  

ND ND 0.014 KD ND  ND  ND  

ND  ND  0.018 ND ND  ND  ND  

ND  ND O. 005 ND ND  ND  ND  

ND  ND  O. 005 ND ND  ND  ND  

ND  ND O. 018 ND ND  ND  ND  

0.016 0.005 0.016 ND ND  ND  ND  

0.001 ND  O. 040 ND ND  ND  ND  

0.001 ND  O. 004 ND ND  ND  ND  

ND  ND  O. 004 ND ND  ND  ND  

0.001 ND  O. 009 ND ND  ND  ND  

0.001 ND O. 006 ND ND  ND  ND  

第 7表陸奥湾底質分析結果

調査点 水深 採泥月日 性状 銅 鉛 総クロム カドミウム 枇 素 水 銀|
斤l ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

1 1 51 48. 3.15 泥 10. 36 17. 68 10. 18 O. 38 7. 50 O. 019 

1 4 50 48. 3. 12 砂泥 7. 35 10. 20 7. 35 O. 27 3.45 O. 036 

1 6 30 48. 3 12 細磯 5.55 8. ~5 4. 65 O. 26 6 75 O. 039 

1 i 42 48. 3. 12 I尼 8. 4，1 17. 81 11. 06 o 36 7. 13 O. 062 

1 9 32 48. 3. 15 砂泥 7. 65 13.80 8. 70 o 27 8. 55 O. 039 

2 0 24 18. 3. 15 新i砂 3. :，0 8 55 7. 05 O. 24 6.75 O. 038I 

48. 3. 15 細夜来 2.25 5. 40 1自o O. 18 8. 40 0.021 

つ白 つ色d 2:， 48. 3. 15 砂泥 6. 30 12.60 9 15 0.29 7. 65 O. 029 

3 0 48 48. 3. 1 G 泥 8. 26 4.57 6. 96 O. 30 1. 09 O. 0:，:， 

:3 8 .10 48 五 16 ìf~ 4. 05 8. 70 7. 65 O. 23 8. 40 O. 041 

3 9 :12 48. 3. lli 砂 i足 2. 25 9. 00 7. 05 O. 23 7. 65 O. 0泌|
'-
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陸奥湾、の沿岸流に関する調査

はしがき

本県の陸奥湾は、全国でも有数な内湾として、その利用については各方面から注目をあびているが、

沿岸漁業の立場からも、栽培漁場の最適地として、全国的な期待がすこぶる大きい海域である。

近年のわが国沿岸海域では、海の自然浄化力を無視した開発により、その生産力をいちじるしく低下

させている事例が多い。現在、むつ小川原地域においては、国の新全国総合開発計画が検討されている

が、これらに対処するためにも、むつ湾について、先進地の事例を十分検討し、海域の利用を誤らない

ようにすることは、単に漁業のみならず、県土の有効利用の観点からも是非必要なことである。

本調査は、上記の観点から、湾内の漁場環境保全と漁業振興上基本的要素となる海水の流動と交換等

についての基礎資料を得るために、昭和46年度、 47年度の 2ヶ年にわたり、北海道大学水産学部に

委託して実施した。

本報告書は、 2ヶ年にわたる調査結果のとりまとめであり、今後のむつ湾利用に指針を与えるものと

期待される。

おわりに、本調査を担当し、とりまとめられた次の諸先生方および本調査に協力された関係漁業協同

組合に感謝の意を表する次第である。

言己

北海道大学水産学部 教 授 井上直

教 授 西村雅吉

助教授 梶原昌弘

助 手 大谷清隆

助 手 松永勝彦

。“
円
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I 陸奥湾の沿岸流に関寸る調査

大谷清隆

(1)調査の目的

青森県水産商工部から本調査を依頼された際の主旨は湾内の海水の流動状況を把握したいとのこと

であった。しかし、一般的に、海水の流動状況を把握することは容易でなく、かつ季節変化等もあっ

て、単一な調査によってこれを求めることは難しL、。したがって本調査では先ず、むつ湾の海況特性

とその季節変化の状況を把握することを基本とし、これにもとづき、流動状況を推測した。さらに、

流速計による実測を行なし、。この推測の方法についての信頼性を吟味した。

(2) 調査の方法

調査はむつ湾全域を対象とし、昭和 46年8月から昭和 47年8月までの一年間に 5回実施した。

各回、約 30 地点でナンゼン採水器と転倒温度計を用いて、 5~8 層の採水、測温を行なった。塩分

は実験室に於て、オートラブサリノメーターを使用し、検定した。

さらに、昭和47年 6月には平館海峡の二地点、三層について流速計による海潮流の実測を試みたが

そのうち一地点は予期せざる事故のため、測定値が得られなかった。

昭和 47年 7月末から 8月初めに、弁天島、大島聞の三地点に於いて、 10m深に 3機の流速計を

設置し、流速を測定した。

(3) 調査の結果

① むつ湾の海峡特性

むつ湾に流入する外海水は、対馬暖流から分派して津軽海峡に入って来る。比較的高温高塩分と

いう特性をもっ津軽暖流水である。画館海洋気象台の長期間にわたる観測l結果(函館海洋気象台、

1 9 6 1)によると、むつ湾口に近い海峡南側水域での表面の平均塩分は 5月から 10月にかけて

低く 33. 4 ~ 3 3. 6~らで、 1 2月から 3月は高く 33.8 ~ 3 3.9私程度である。表面での平均水温

は3月が最も低く 80'cで8月中旬に最高となって 23.7'Cである。これに対して、青函連絡船の
航路上のむつ湾西湾で、は、塩分は周年を通じて海峡の南部水域より、秋・冬の期間で約0.2私、春

夏では約 O.4私も低い値を示してし、る。水温は海峡南部水域にくらべて秋冬は低く、 5~8 月では

反対に高くなっている。

@湾内の流れのバターン

海の水の流動を適格に把握することは非常に困難な問題である。しかしここでは以下のことを前

提として流れのパターンを求めた。即ち、この調査の基本的考えは、湾内に汚染物質が流出した場

合湾内をどのようにして広がって行くのかということであり、またその汚染物質として原油を主た

る対象としている。海水の更新は移流や混合によって行なわれていて、塩分輸送も同様な過程が考

えられる③しかし、原油の性質上、拡散によって原油が薄められるということは、単に油汚染の影

響範囲をひろげるに過ぎず、その被害を無にするわけではない。また対象となる有用魚介類の場合、

えさ生物による再濃縮ということを考慮しなければならないから、このような閉鎖的な湾に於いて、

拡散を論ずることはこの場合は無意味である。ここで問題とすべきことは、汚染物質を湾内から外

海に運び出すべき機構をむつ湾がもっているかどうかということである。その意味に於いて、移流

による輸送を第 1に考えなければならないことは、新潟沿岸でのタンカ一事故をみても明らかなこ

とである。したがってここでは、塩分と質量の輸送の連続性を用いて、拡散による塩分輸送を無視

して、相対的な質量輸送を求めた。

いまむつ湾内にとった観測点の3地点、をとって三角柱を考える。そのとき 3つの鉛直断面を通る
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質量と塩分量の和はそれぞれ0でなければならなし、。

断面を通る塩分量はその断面て、の平均梅分とその断面を通る質量の積で求まるから、ある断面に

ついて質量輸送を仮定すると、塩分の実測値から各断面での質量輸送は基準とした断面に対する比

であらわされる。そのようにして求めたのが 12 凶~ 15図である。図中の矢印の大きさはある主主

準とした断面に対する相対比の大きさをあらわしている。その方向は I9 -; 2年 6月と 7月の場合

自記流速討による恒流成分の方向から定め、 3月、 10月の場合は、高塩分な水を外海からの流入

水として定めた。 I9 7 I年8月については、海上自衛隊の演習のため欠測点があったこと、採水

ミスにより塩分の検定を欠く測点があったため示さなかった。

6月7月についてみると、西湾は全般的に大さな値が求められていて、弁天島大島聞に北関向き

の比較的大きな輸送がある。この時期に外海水は平館海峡の西側から流入し、東側から流出してい

ることがうかがわれる。しかし、中央部の北西向きの斡送の東側では東向きの輸送は非常に小さく

野辺地湾や横浜沖大湊沖なとに、ゆるやかな小環流のあることがうかがわれる。

1 0月、 3月では夏期とは逆に、中央部に南東に向う質量輸送が大きく、 10月では野辺地湾に

まで達していると考えられる。しかしこの南東方向の輸送の北側の海誠では、夏期同様比較的質量

輸送は小さく、小環流が認められる。

平館海峡の沖合の津軽海峡内に時計廻りの環流がしはしは形成される(函館海洋気象台、 1961) 

が、この環流によって平館海峡を通じて湾内の海水の流動がひきおこされているとすると湾の内側

では反時計廻りに回流することになろう。この推論はいずれの観測で、も平館海峡西側に高塩分水が

みられる事実によって支持されよう。この計算の場合も平館海峡部ではそうなっている。しかし、

湾中央部の輸送の方向は加熱期と冷却期では逆になっている。これは風向に対して最長の吹送距離

をもっ方向に、大きな質量輸送を生じていることなどから冷却期に卓越する北西の季節風による吹

き寄せに起因するものと考えられる。

このように、冷却期と加熱期では弁天島と大島の間の海域で、質量輸送の方向が逆向きになって

いるが、これを境として、西湾と東湾とを連絡する方向の輸送はみられず、外海水が直接東湾を循

環し、外海に流出するパタ ンはいずれの時期にも得られない。

⑥ 質量輸送の規模の推定

I 9 -; ~年 7 月 3 0日から 8月3日の問、弁天島と大島を結ぶ線上の 3地点で 10m深に自記流

速五十を設置し、海潮流の測定を行なった。これと並行して、自記流速計の設置点を開むように 1I 

点の採水測温を行なった。また、自記々録が 10m深のみであるので、流れの鉛直方向の変化の概

要を知るために、二地点で 10m毎の深さで、流向ViE速を読取り測定した。

自記流速計の記録によれは、 3地点とも北向き成分が卓越していて、恒流成分が潮流成分を上ま

わっていた。即ち、この 3地点では潮時にかかわりなく、北向成分が大きく、流れの主方向はほぼ

一定している。

(1) 調査の結論

ケ) むつ湾の特性の周年変化は東西両湾て、異なっていて、東湾¥(1両手号に比べて常に低塩分で、あり、両

i湾のMiを越すことはなL、。また京湾では成層構造を示す時期は短く加熱期だげであるのに対し、内

湾では加熱期から 10月{立まで成層構造を示す。

(イ) 水温は加熱期に表的iで京湾がr1alく、冷却l期はこれと逆に東湾で1li;<ほほ一様な{lfiとなる。

(ウ) これらの特科ーの違レの境界は、加熱誌)jには大島と弁天島を結ぶ海域にみられ、冷却期では弁天島

と野辺地沖を結ぶ海域に形成され、外海水が!白接東湾に流入することは少ないと判断される。

同 以トーの鮎果からも推定されるが、相対質邑輸送の計算から東内内向、をめくvる大きなllu流ノえターン

はrJuしないことかノ'J~され、移流による京湾の海水の更新Iは少ないと考えられる。

t，t-) [:j UÖ~L速Ji の結果から、夏期の東湾tこ入る移流の規模は 6Xj りが/'5('( 程度と概算され、これが

:171 -



全て東湾の海水を更新するとしても約2ヶ月を要することになり、東湾奥の水は、ごの時期は、移

流によっては全く更新されないに等しいといえる。

(5) あとがき

我匝に於いて、むつ湾と同じような大きさをもち、かつ、湾の海岸線長に比し、湾口部の小さい湾

としては、噴火湾、東京湾、伊勢湾、鹿児島湾、有明海などがある。これらのうち、湾内に面して、

工場あるいは工業地帯のないものは、むつ湾が唯一の存在で‘ある。

東京湾はすでに、漁業生産の面からは無価値に近い状態にあるといえよう。さらに、瀬戸内海の例

にもみられるごとく、人間の工業生産活動の廃棄物が、海の自然の浄化力を上廻って、その害が再び

人間の生命をもおびやかしている現状である。このような時点、に於いて、むつ湾を日本で唯一の汚染

される危険の少ない湾として、現状を保持して行こうとすることは、我国に生活を営む人間として、

今や最低限に果さねばならない義務と考える。

人間の行動には過誤はっきものであろう。したがって、原油タンカーが湾内を航行し、荷揚パース

を建設することは、必ず湾内が原油によって汚染される事態を生ずるものと考えねばならない。上述

の意味に於いても、湾内を汚染する危険をさけることは、必ずや将来に於て、全ての人々にとっての

利益になるものと考える。

以上、本報告を提出するに際し、調査を通じて得た感慨を述べておく。
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E パナジウム濃度分布と海流のよどみに関する調査

(1)調査の目的

西村雅吉

松永勝彦

むつ湾内の海水の動きを調査するに当っては、北大水産学部海洋学気象学講座によって取り上げら

れた塩分と水温による調査が本命であって、同様なことを行うには、いずれの成分をとっても、塩分

測定の精度にはおよばないことは自明である。それで、われわれは、まったく趣きを異にして、徴量

成分であるパナジウムに注目することにした。その理由は、たまたま当講座で海水中のパナジウムの

定量に自信がもてたこともあるが、海水では主成分であるナトリウムに対してパナジウムの存在比は

O. 1 4 x 1 0-.であるのに反して、岩石圏ではその比は5.60 0 x 1 0-5と海水に比していちじるし

く大きしまたバナジウムは生物中に濃縮される元素であり、プランクトンに取り込まれ、その死骸

からまた海水中へ供給される。従って陸からの岩石質のものおよびプランクトンの死骸の多い海水、

およびそれらを沈積している底質との時間的にも質的にも接触の多い地点でパウナジムが大きくなる

ことが推定され、局所的な海水のよどみを知る尺度になると考えたからである。

(2) 調査の方法

海水500meを用い、 4一(2ピリジルアゾ)レゾルシノーJレによる分光光度法によった。同一採

水点の試料を少しとも 2度分析し、その平均値をとった。また試料水の採水は 1測定点において、採

水は表面と海底から 2-3m上の底層とについて行った。

(3) 調査の結果

海洋におけるパナジウム平均含有量は1.5μ9/f，といわれており、むつ湾における含量は、季節、

場所によって 0.8-2.4μ g/f， と変動するが、総平均値としては1.7μ g/f， とであり、それに大
変近い値である。むつ湾にそそぐ河川水のパナジウム含量は 0.3-2. 8μ 9 /f，と幅があるが、これ

も世界の河川の平均値1μ g/Oとさほど離れてはいない。この水威のみならず、一般に河川水のパ
ナジウム濃度は海水のそれに近し、。ということは、海水への河川水の混合があっても海水中のバナジ

ウム濃度はさほど変化をうけないということになり、河川水による影響を打消して考えることができ

る。バナジウムを選んだ理由の一つはそれにある。

さらに、海水の濃縮や、希釈によるパナジウム濃度の変化を打消すために、つぎに示す計算によっ

て求めたムVについて考察を進める。

ムV=Vm-VoX与旦
.:')0 

V 0 基準にとった誌料水のパナジウム濃度。基準にとった試料水を表 1-4、第 1-4図にO

印で示す。

Vm:他の点での試料中のパナジウム濃度。

S 0 基準にとった試料水の塩分。

Sm:他の点での試料中の塩分。

測定点によってムVに差がでるということは、上述のことから、海水が移動する過程で蒸発による

濃縮や、雨水や河川による希釈には無関係な原因によって生じたものとなる。

ムVを減少させる原因は主に、プランクトンによる取込みであり、増大させる要因は、海水中のプ

ランクトンによる取込みであり、増大させる要因は、海水中のプランクトンの死骸からの放出、岩石
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粒子、およびそれらの沈積した底質からの溶解とみなされる。すなわち、ムVを増大させる地点では

プランクトンの死霊長、岩石の粒子の集積のあった地点であり、そこに海流の還流、よどみがある点を

示すものと考えられる。

4 6年 8月下旬(第 1図) :夏の成層により上下混合のない時其肱プランクトンの死骸などが局所

的に底に沈んで濃縮し、パナジウムを溶出して全般としてもムVを大とし、そのあとを受けて、そろ

そろ上下混合期に入り、表層と底層とでパナジウムの分布パターンにかなりよい一致がみられる。ま

た、表層底層ともに同一分布パターン地区においても底層の6Vが表層よりも大きく、バナジウム供

給源が底層の方にあることをよく示している。

4 6年 10月中旬(第2図D: 1 0月の上下混合期になると、 8月にみられた夏泊半島西側の局所
ムVの増大も消え、また、野辺地神のムVの濃縮も消えるが、これは大谷によって指摘された、弁天

島から野辺地湾にかけての高塩分の入り込みによるものと考えられる。しかし、下北半島南側沿岸に

かけては、未だ水の停滞がみられるようである。

4 7年3月:この時期に採水した試料については、分析に失敗したので資料がない。

4 7年 6月上旬(第3図):上下混合期から成層期に移る段階にあり、表層では横浜沖に渡縮がみら

れるだけであるが、底層は全般的に6Vが大きし分布も他の時期とはやや様子を異にしている。

4 7年7月下旬(第4図) ::最も成層が進み、表層ではムVの増加は殆んどみられず、底層では6

月同様にムVは大変に大きし成層によるよどみがよく表われている。とくに横浜沖から下北半島へ

かけて濃縮が大きくみられる。

(4) 調査の結論

(方全般としては、西湾より東湾に6Vが大きし東湾でも横倒中から下北半島の南岸にかけて6V

が大きしこの地区の水は他に較べても停留しやすいものと思われる。

(1)夏の成層期では、表面層は他期に比較すれば水平的にはやや混合がよく、夏から秋にカオナての成

層期から混合期への移り変りには、横浜f中カミら下北半島南岸へかけてのみならず、野辺地湾、夏泊

半島西岸にも水の停留がみられるのではないかと思われる。

巧，
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田 野辺地町抽先にむける染料拡散に関する調査

井上直

梶原昌弘

(1) はじめに

内湾における海水或いは汚水の混合拡散の度合を知ることは、内湾の多くが重要な水産資源棲息の

場合、ないしは栽培漁業の場であることを考える時、極めて重要な問題である。

この混合拡散を支配する要因として、混合されるべき海水や汚水の総量が最も重要であることは云

う迄もないが、恒流、潮流、局部的な海浜流系等の海の流れ、またこの流れの支配因子でもある沿岸

地形や海底地形、さらに密度成層、波浪、風向風速等数多くの要因を挙げることができる。これらの

要因を現象的に要約するならば、広義の意味での海水の流動と、海水の乱れの状態であると云ろこと

ができょう。

この乱れによる拡散、そしてその度合である渦動拡散係数は、対象とする海域の海洋状態によって、

さらに海域の規模によっても異なる値である。

この報告は野辺地漁業協同組合及び有戸の沖合約 1キロ附近の海域を対象に行った染料投入による

拡散調査の報告書である。

(2)調査の方法

測定海威に 10 0恨の間隔をおいて 2隻の船をアンカーで固定し、一方これを直交させるようにし

て2枚の標識板を十文字型に配したが、昭和 47年度の実験に際してはこの中心点に標識板を更に 1

枚追加した。各々の間隔は巻尺によって測定し、正確を期した。

投入染料としては、濃度 4%のウラニン水溶液 50リットルを使用した。この全量を、海の流れに

応じて前記標識の中心点よりや々潮上に瞬時に投入した。この染料の拡散状況はアジア航測KKの模

型飛行機(エアラック)によって 5分間隔で上空より撮影した。測定日時は次の通りである。

昭和 46年 10月 20日 1 4時o4 分~ 1 4時 40分(有戸)
昭和46年 10月 21日 1 4時 20 分~ 1 5時 o3分(野辺地)

昭和47年 10月 25日 1 4時 28 分~ 1 5時 18分(有戸)

昭和 47年 10月26日 1 0時() 7 分~ 1 1時 30分(野辺地)

昭和 47年 10月 26日 1 3時 59 分~ 1 4時 58分(野辺地)

(3)調査の結果

① 染料拡散状況

撮影フィルムから前記標識間隔を考慮しつつ、縮尺 1/10 0になるように印画紙に引き伸ばし、

染料雲の面積をブラニメータ (面積計)を用いて読みとった。

昭和 46年度の測定結果を見ると、染料雲は全体左して陸岸に平行に南東に移動しているが、各

々の染料雲は陣岸に直交する軸方向に拡散する細長い型となっている c

ま7ニ昭和47年度の測定結果をみてみると、南西に移動しながら陸岸と平行な両方向に仲びる傾

向を示した。

@拡散係数

実験に際しては染料を瞬時に投入Lており、この報告ではいわゆる瞬時点、源としてこれを扱うこ

とにする。この瞬時点源による二次元の拡 方程式の解は次のように知られている。
Q x十ダc=一一一一- e xp (一一__ Jー)・…いH ・...(1)
4πKt ~..Y' 4Kt 

。omd 
qu 



ここで、 Cは任意点tてお;{rfる染料の濃度、Qは投入された染料の全量、 Kは渦動拡散係でこの解で

はxy方向に同ーとしている。染料が肉眼ないしは写真で識別できる限界濃度はほぼ一定であるこ

とが知られてレるから、この識別された染料雲の面積をおとおレてみる。いまこの染料雲が同心円

状に鉱散するものと考えるならば、その半径を rとしたとき、 [2 =ぷ十jであり、言う迄もなく

8=π[2である。そこて:(1 )式I'C8を代入して整理すると、

8=4πK t・1n与・オ訂 (21 

となる。自然対数を展開し、各々の単数及び変数のオーダ を考慮すると鉱散係数は近似的に次

のように表わされる。

K子 1 ?(3)
8πt (1 +す十÷→ ) 

第 1図、第 2図は各々昭和 46年、 47年度の拡散係数を縦軸に、半径rを横軸にとって図示し

たものである。これらの図で実線で示したのは、鉱散係数 (K)が鉱散規模、つまり半径([ )の

4/3乗に比例すると考えられていることからK二[4/3を示したものである。

(4) 調査結論

(7) 第 1凶~第5凶の染料雲の鉱散状況をみてみると、測定日時十てよって全般的な染料雲の移動状況

やその鉱がりに明らかK大きな違いがある。このような違いは主として流れによって生じたものと

考えられる。

則ち、野辺地神の摂Ij定では染料雲の長軸方向は風向と殆んど一致してレた。これは投入された染

料が拡散しながら全体として南東方向の弱L、向岸流によって移動するが、同時に風向方向K、即'to

南の方向に表層の染料室が引っ張られていることを示している。話量流によって染料雲が移動する場

合も含めて、染料の投入点附近では染料雲は海面下に沈降拡散し、風向の先端附近では海面近くに

あって厳密には二次平面ではなL、。即ち、鉛直的に厚みをもった染料雲が更に斜めに鉱散しており、

上空から撮影されたフィルムは海面上の投影面としてとらえていることになる。縦って、ここで算

出された艇、散係数よりも若干大きくなるであろう。

(イ)第 1図、第 2図いずれの測定値でも、拡散係数は半径rの4/3乗に比例せず、鉱散係数の増加

率は減少する。これは内湾の乱れの状態に原因するものであろう。I なお内湾でしかもホタテ栽培場

であることを考慮、して投入染料も比較的少量で、あり、拡散規模から言えば小規模拡散ではあるが、

この野辺地湾での拡散の支配要因としては風による移流を重要視しなければならないだろう。
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第 1図 渦動鉱散係数と鉱散半径との開係

(昭和 46年度の測定)
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第 2図 渦動鉱散係数と拡散半径との関係

(昭和47年度の測定)
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区淡水養殖調査



飼育試験i入オ

的

昭和44年 3月、ソ連邦バイカル湖から導入したオームリの成育及び環境条件を究明し、本県にお

ける特産物として資源自給体制lを整え、民間に観賞用、食用として普及することを目的とする。

目査5周

4 7年4月-48年 3月

(1 ) 西津軽郡岩崎村十二湖

(2) 相坂養魚、場

淡水養殖課長

主任研究員

技師

相坂養魚場長

技師

4. 調査項目

(1 )十二湖、落口ノ池

(イ) 飼育池の水温について

(ロ} 種の査定について

判採卵試験

(2) 相坂養魚場

(イ)親魚養成試験

円相

壬~内査

調査期間

調査場所

調

1 

日

落口ノ池

良典

喜太郎

禎夫

治

重宏

峰

戸

山

田

沢

長

七

青

三

金

調査員

2. 

3. 

果市吉

水温について

'C 
16 

14 

査調

1 

閉
山

¥ 
12 

10 

8 

6 

3 2 12 11 10 9 8 7 6 5 4 17年

48年

4 7年度の水温は、第 1図に示したように最高が8月中旬の 16.1 'c、最低は2月上旬の 4.7'c 

であったo 最高温度は 45年20.0 'c、4 6年 18.2'Cに比較して、今年は最も低かった。そのた
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め、例年発生していたピブリオによる発死は見られなかった。最低水温は 45年士 1'c、 46年

4.4 'cで今年はやや高く、冷夏暖冬型の特徴を示した。

2. 種の査定について

オームリには文献によると第1表によって 3種類が存在しているようになっているが、現在飼育

しているのがその中のどれに相当するかを検討するため魚体測定を行った。なお供試魚は次に述べ

第 1表 オームリ各部の測定値

側線鱗数 背 び れ 瞥 び れ 鯨把数 備

9 1 国 9- 1 1 皿 11 - 1 2 4 7 - 5 1 ロシア語文献による

8 6 聞-IV(9) 1 0 - 1 2 m-IVI0-12削) 3 5 - 5 1 /1 

8 3 IV 1 0 皿 12 4 5 /1 

※1. Coregonus autumnaris migratorius(Georgi) (バイカルオ ムリ)

※ 2. Coregonus autumnarislPallas) 

※ 3. Coregonus Subau tumna ri s 

第2表 オームリ魚体劃定表

合♀ 脊椎骨数 側線鱗数 背鰭条数 啓鰭条数
第Ii思の飽把数

全 長
左 右

1 61 92 皿 9 国 13 36 36 32.6 

2 61 92 m 10 田 12 36 36 32. 1 

3 60 91 田 9 阻 11 36 36 29. 3 

4 古 61 91 皿 10 田 12 35 35 33. 2 

5 ♀ 61 92 国 9 皿 11 36 36 27. 3 

6 62 85 - 86 田 9 m 11 35 35 27. 1 

7 合 60 85 - 86 皿 9 皿 11 35 35 31. 9 

8 ♀ 60 91 国 10 m 11 34 34 33. 0 

9 ♀ 61 92 m 11 皿 12 35 35 33. 4 

10 60 92 皿 10 皿 11 36 36 30. 4 

11 ♀ 61 92 匝 9 皿 12 34 34 28.3 

12 
合

60 91 皿 10 皿 11 36 36 34. 6 
0.79 

13 
♀ 61 90 皿 10 皿 12 37 35 31. 0 
3.09 

14 
♀ 61 93 田 10 血 11 36 36 33. 9 
2.69 

15 ♀ 61 92 m 10 皿 12 37 36 33.8 
3.29 

I 必 1-必 6は、 S4 8. 1. 1 2のもの

備 必 7-必 10は、 S4 8. 1. 9のもの

必 11は、 S47.1 1.20のもの

必 12-必 15は S4 8.2.3のもの

E o♀空白のところは確認できなかった。

考

※ 1 

※ 2 

※ 3 

尾文体長

30.9 

29. 6 

27. 2 

31. 7 

25. 4 

24. 9 

29.8 

30. 3 

32.0 

28. 1 

26. 0 

31. 7 

29. 3 

31. 1 

考 回 総把には両端の部分vc突起がみられ、成長するに従って大きくなり館把数が増すのではな
いかと考えられる。
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る採卵試験中に発死したもので、体長 30 c前位に成長したものでも、魚体を移動させる際、少しで

も鱗の損傷があったりすると、豊富死し易いことを示している。第2表は魚体各部の測定値を示した

もので、側線鱗数、背びれ条数ではCoregonusantmnnaris migratoriuo(Georgi)に近く、

瞥びれ条数、鯨把数ではCoregonusautmnnaris(Pallas)に近い値となってL、る。

3. 採卵試験

相坂養魚場において 47. 8. 1 5発死魚を開腹したとこる、全長 34 c筒、体長29.8 c盟、体重 374

9、卵巣重量 14. 7 !J、卵径1.2酬で、マス類の生態から見ると、秋には成熟可能と考えられ、採

卵試験を行った場所は落口ノ池監視小屋敷地内K2m平方、深さ 70cmの水槽をコンクリートプロ

ックで作り、積雪時には低温となる沢水をヲh，、て、親魚を収容した経過は次のとおりであった。

月 日 成 熱 状 況

1 1. 2 4 相坂養魚場より、 44年魚50尾を試験水槽に移す。

1 2 2 3 第 1回採卵、成熟魚なし

1 9 第2回採卵、♀ 1尾搾り出しによって放卵した。採卵は少量に止め古の成熟魚を探した

が放精する個体がなかった。

1 1 2 第 3回採卵、前回放卵lた♀を再び採卵したところ、過熱卵の状態を示じていた。崩嬢

した卵もあり数ははっきりしないが大体 2，00 0粒、卵径2.28棚であった。会の成熟

魚なし。

1. 2 0 第4回採卵、会♀ともなし

2. 3 第5回採卵、向上

3. 2 2 第 6回採卵、向上

4. 相坂養魚場親魚養成試験

飼育尾数

4 7年 4月 4 8年 3月

4 4年魚 369尾 230尾(平均体長 30 cm ) 

4 5年魚 36 17 " 23 cm ) 
4 6年魚 31 5 290 " 1 2 c現】
4 7年 発限卵の輸入なじ。

N 調査の成果および今後の課題

オ ムリの採卵はー尾だけにとどまり、古の成熟魚は出なかった。文献によると、オームリのふ化

適温は 0.5'cで(第3表)、収容した水槽の水温は第2図K示すとおり、今年は異常な暖冬により 4

℃以下にならなかった。成熟しなかった原因もここにあるものと考えられる。したがって次年度は、

飼育水の水温を人工的に管理することにより、採卵が可能になるものと考えられる。
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第 3表 オームリ卵の発生に及ぼす高温の影響

水 温
指 標

0.5 じ 3 ℃ 

ふイヒ 日 数但) 220 2 0 0 

積算温度判 264 5 0 0 

撃さ 死 率(効 2 5 7 5 

奇形の個体数附 殆んどなし 5 0 ~ 6 0 

ジエ、ア、チエノLニヤエブ

パイカルオームりの匪発生よりヲl用

.0 

4 

8 

7 

6 

5 

日はっ“1
 

月 2 月

第 2図 親魚収容水槽の水温
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ドジョウ養殖動向調査

調査目的

県内ドジョウ養殖の現況を把握して、今後の調査計画設定にあたっての資料とするほか、養殖業:の

確立と普及に努める。

E 調査内容

1 調査期間:昭和48年 7月-12月

2 調査場所;青森県内全域

3 担当者:技師青山禎夫

4 調査項目:(!)養殖動向調査

(2) 天然ドジョウ産出量調査

(3) 天然トジョウ肥満度調査

5 調査方法 a 養殖動向調査

県内全域において調査票にもとずく調査を実施して取纏めた。

b 天然、ドジョウ産出量調査

出荷業者を対象に出荷量を調査したo

c 天然ドジョウ比較調査

天然ドジョウ主産地である津軽地帯の地域別肥満度を求め比較した。

E 調査結果と考察

1 養殖動向調査

地

青

弘

東

西

北

上

下

一

青森県内のドジョウ養殖の実態を総括すると第 1表に示すとおりとなる。

即ち、県内には 39の養殖経営休があり、 143面の養殖池を持ち、その面積は 69，0 0 5 m2と

なっている。

第1表 青森県のドショウ養殖(昭和47年)

域 経 戸色孟ム 体 数 養 殖 池 数 養 殖 面 積 出荷量(4 6年)

森 市 1 1面 50 m2 

前 市 1 3 2， 970 

津 軽 君r~ 13 31 9， 955 

津 軽 割: 5 22 15， 412 4， 000 k呼

津 軽 割i 2 15 7， 495 300 

北 君fl 2 27 13， 290 1， 500 

;ft 君日 5 19 9， 033 

P 君[1 10 25 10， 800 70 

39 143 69， 005 1， 870 

地域別には、東津軽郡と三戸郡に養殖者が多いが、養殖池の面積では西津軽郡、上北町、三戸郡

が他地域に較べて規模が大きし、。

養殖の規模と経験年数(養殖開始)をみると、第2表のとおりとなり養殖開始が昭和 47年の経

営体は 1'iで最も多く、次いで 45年の 1?経営体となっている。
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第2表養殖開始年別、養殖面積別経営体数

養殖面よそ殖開始年 昭和 4 4 4 5 4 6 4 7 計

0- 1，000 m' 2経営体 6 B 8 24経営体|

1，0 0 1 - 2，00 0 I 1 3 7 I 
2.0 0 1 - 3，0 0 0 3 I 

3，001 - 4，000 1 

4，00 1 - 5，0 0 0 

5，00 1 - 6，000 1 

6，0 0 1 - 7，0 0 0 1 1 

7， () 0 1 - 8，0 0 0 

8，0 0 1 - 9，0 0 0 

9，0 0 1 -1 0，00 0 

1 0，001 - 1 1，000 

1 1，00 1 - 1 2，000 

1 2，0 0 1 - 1 3，0 0 0 1 

計 3経営体 12 9 15 39経営体

(出 4 7年に養殖を継続してU、なし、経営体は含まなし、。

このほかに、過去において養殖に着手したが・成功をみることなく、昭和 47年以前に中止また

は廃業した例も若干みられる。

養殖ドジョウの生産量(出荷量)をみると、昭和 46年実績は 5，87 0 k~ (第 1表)で、養殖面

積に見合うほどの生産をあげていなし、。

以上のことからも明らかなとおり、青森県内におけるドジョウ養殖は、経験も浅く、養殖経営が

確立された状況とはいえなし、。

この原因としては、 ドジョウ技術そのものが確立してないとし寸背景もあるが、青森県は現在で

も他県に較べて天然トジョウの産出量が多く、したがって、養殖に対する依存度が低いということ

も作用している。

今後の方向としては、他県に較べて多い天然種苗〔稚ドジョウ)を積極的に活用した養殖形態の

もとでの養殖技術を確立することが有利と思われる。この際各地に分散している養殖志望者が個々

に着手するのではなく、養殖主産地形成的な構想を推進することが流通機構上からも効果的と思わ

れる。

2 天然、ドジョウ産出量調査

青森県内にはドジョウの出荷専業者が 8軒ある(昭和47年)。

県内のドジョウ出荷業は、昭和22-23年頃から始まり、昭和27 -3 0年の最盛期には20 

以上の業者を数えたが、産出量の減少と出荷業の煩雑さから転業者が出て、現在は長年の経験から

安定経営を続けている 8業者となっている。

ドジョウ(天然、ドジョウ)の出荷量を第3表に示したが、これによると昭和47年は 322トン

となっている。

4 5 

450トン 220トン

市場(主として東京)では、入荷量が不足で韓国などからの輸入を進めていることから考えて、

生産量を増加させることに対する危倶は全くないものと思われる。

昭和 44年に最低(210トン)だった出荷量(産出量)が、その後やや上昇している傾向がみ

られるが、これは漁獲強度が増したためと考えることも出来るが、むしろ大きな要因としては、 ド

386ー

• 



• 

ジョウの捕獲地帯(水田、用水堰、溜池、小河)1I )において従来使用していた毒性の強い農薬

(PCPなど)が低毒性へ移行したことによる天然、資源量の復活とみることが妥当と思われる O

今後は全国一の産出量を保持するためにも、棲息地帯での乱獲防止や捕獲場所の輪番制など統制あ

る保護規制が必要と思われる。

3 天然、ドジョウ肥満度調査

ドジョウが商品として評価される基準は、重量である。したがって、体長に対する体重の割合が

大きいほと。商品価値は高し、。

県内における天然ドジョウの主産地である津軽地域において体重/(体長 )3 X100C肥満度)

を求めたところ第4表の結果を得た。

第4表 ドジョウの地域別肥満度

地 区 市町村名 採捕年月 日 体重/C体長)3 X 100 

弘 前 弘 日IJ 市 昭和 47. 9. 29 O. 80 

里 石 黒 石 市 9. 19 - 21 1. 00 

藤 崎 町 9. 29 0.85 

常 盤 村 9.28 O. 83 

南 津 軽 郡 ER 舎 館 村 9.25 O. 85 

浪 岡 町 9. 26 O. 90 

尾 上 町 9. 22 O. 79 

中 里 町 10 9 O. 98 

北 津 軽 郡 板 柳 町 10. 3 0.84 

鶴 田 lltJ 9. 1 O. 84 

西 津 軽 郡
森 回 村 10. 3 O. 79 I 

木 造 町 10. 9 O. 93 I 

0 標本数 7- 5 0尾

この調査は 9月-10月におこなったものであるが、地域による大きな差は認められないものの

黒石市、浪岡町、中里町、木造町で捕獲したドジョウが、他地域のドジョウに比べて肥満度が大き

い傾向がみられた。

したがって、これらの地域を中心にした天然ドジョウの捕獲が有利といえる。

N 要約、

V 

(1 ) 青森県内には 39のドジョウ養殖経営体があり、養殖池は 143面、 69，0 0 5 m'となっている

(昭和47年)。

(2) 昭和46年の養殖ドジョウの出荷量は 5，870切で、養殖面積に比して少なし、。

(3) ドジョウ出荷専業者による 47年の出荷量は 322トンで、最低出荷量で、あった昭和44年と較

べると、近年はやや出荷量=産出量の増加傾向がうかがわれる。

(4) 津軽地域のドジョウの肥満度を比較すると、黒石市、浪岡町、中里町、木造町が他地域に較べて

その値が大きし、。

参考文献

1 966 :青森県のドジョウについて

青森県水産試験場

1 9 7 2 ドジョウ養殖に関する総合試験

青森県水産試験場
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相坂養魚場

河口通過稚魚観測事業

調査目的

サケ、マスの人工ふ化放流事業では、その再生産サイクルのうち卵子からふ化放流までの期間を人工

で管理し残りの大部分は自然に委だねられている。このため生産された稚魚を人工から自然に移す場合

にそれに適した自然、界のリズムに乗せてやることが肝要であり、このことが人工ふ化放流事業の効果を

高めることにつながる。この調査は降海する稚魚、の消長、その期間の河川環境を同ーの場所、方法にお

いて事業的ベースで経年的に観測し、地域、河川規模、環境放流量などに応じた人工ふ化稚魚の放流方

法を確立することを目的とする。

E 調査内容

1. 調査場所:奥入瀬川I(青森県上北郡下回村阿光坊地先)C第 1図)

2，調査期間:昭和 48年 2月 12日-3月 12日

3，調査員養魚場長三田 治

4，調査方法

主任研究員金沢宏重

業務員 松田銀治

瀬川徳治郎

(1 )放流稚 魚:河口から約 26 Km上流にある奥入瀬川さけます増殖漁協のふ化場で 10-

1 1月に採卵しふ化させ、室内稚魚池で飼育していた稚魚 6，7 8 8， 8 6 9尾

を 2月8日に放流し1':"0

(2) トラップ関係

A 設置位置;河口から約 11 km上流の下回村阿光坊神明橋 10 0 m上流で流巾 23mの

箇所に設置した。

B 規 模:誘導網の口径は、縦 50 cm。横 100仰'.長さ 260cm.網目は 6匁であ

る。また、集魚網は長さ 10 0 cm。網目は 4匁で.連結金枠の口径は縦

5 0 c抗。横 25 cmである。

上記のものを 3基設置した。

(3) 観測

A 観測方法:2日毎に 24時間観測を実施した。観測時刻は 15 00. 1 8 00. 

2 1 00. 0 0 0 . 3 0 0 . 6 0 0 . 9 00. 1 2 0 0σコ

3時間毎.1日8回観測をした。

B 観測事項:天候.気温 a水温.透視度。流速(中央、両岸寄りの 3ケ所)、水位、

トラップ毎の乗絹稚魚数. トラップ毎の塵挨量、乗網稚魚の魚体測定

(フォーク.レングス.体重) .摂餌状況，

皿 調査結果および考察

1，河川観測

(1 )気温水温;期間中の気温はー 7，5 "C - 1 2， 4 "C、日中の最低は 0時 o0 - 3時 o0 iこか

けてであった。また水温は 0，8 "C - 8， 9 "Cで、日中の最低水温は気温よりや
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やおそく 3時 o0 ~ 6時o0頃であった。

(2) 水位。流速:水位は 15時 o0頃から高くなりはじめ、 0時 o0頃最高になりその後は次第に

低くなり、 12時o0頃κ最低となる。
その差は 30 cη1~ 4 0 cmであった。

また、流速は水位が高くなるにつれ速くなり、最高の 0時o0 頃には 5~8

m/秒になるが 12時o0領には 2~ 5 m/秒程度である。
尚、 )11の中央と岸寄りの 3ケ所で流速を測定したが、 3号トラップ寄りが一番

速く次いで中央、 1号トラップの11頃であった。

(3) トラップに入った塵挨の量;増水しはじめると次第に多くなり、水位が最高になる前後が比較

的多く入る。量はトラップによって異なるが流速の速い 3号、 2号トラップには

比較的少く、流速の遅い I号トラップに多く入った。その量は多いとき 21 kgも

あった。 1号トラップに多く入るのは、流れがおそいために速ν方からまきこま

れるようにしてゴミがあつまるためと思われる。多L、ときには 3号、 2号トラッ

プの数倍入ったか、水位が下って 2号、 3号トラ y プ寄りの流速がおそくなると

トラップ聞の差はあまりなくなる。

2 乗網サケ稚魚観劇

(1) トラップ別にみた場合(第 1表)

比較的流速の速九、 3号トラップが若干乗網稚魚数が多かった。

(:.!i 観視11時間帯別にみた場合(第 2表)

. f ~ ~ t 1乗絹稚魚がみられたかそのうちで比較的多く乗縞したのは、増水時の 15時o0 ~ 2 1 
時o0頃であったQ
また、増水時には 1号、当号トラップと岸の聞が広くなるが、その浅い流れのゆるやかなとこ

ろに稚魚が大分み受られたのに不拘、乗網しなかったことからみると最も浅ν岸寄を降下してい

るとも考えられる。

今後は更にトラップの設置方法等についての検討が必要である。

(3) 乗網稚魚の測定:ブォ ク・レングスは:-l.0 ~ 6. 0 cm、平均 4.3 0 ~ 4. 9 5 cmで、体重は O.4 

~ 25初、平均 O.6 ~ 1. 1 !)であった。(第 3表)

(.:j) 摂餌状況:初期のころは中腹.空腹稚魚の割合は多かったが、後半になるに従って満腹状態

の魚体が多くなった。(第 3表)

このことは、後半になって餌がでてきたためか、稚魚自体か餌をとれる状態に

なったためと思われる ω

尚、摂餌内容物として、幼虫、昆虫、甲殻類等か主である υ

(5) トラップ効率調査は実施できなかったので、一定時間帯毎のサンプリングによる相対数の推定

により、稚魚の降下傾向すみるにと￥主コた。
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第 1表 目別、トラップ別乗網サケ稚魚数

2 4時間中のトラップ別乗網稚魚数
推定通過稚魚数

観 額『 月 日 1 号 2 号 3 号
拡大倍率

(相対値)
トラップ トラップ。 トラップ

計

第 1回 2/12-2/13 9尾 8尾 15尾 32尾 18. 72 630尾

第 2回 2/15-2/16 1 2 1 4 18. 18 51 

第 3回 2/18-2/19 3 8 2 13 19.08 240 

第 4回 2/21-2/22 1 。 1 22 19. 29 41 

第 5回 2/24-2/25 5 4 3 12 19. 50 235 

第 6回 2/27-2/28 2 。 2 4 18.70 76 

第 7回 3/2-3/3  2 1 3 6 18.45 114 

第 8回 3/5-3/6  。 。 7 7 18. 32 123 

第 9回 3/8-3/9  。 。 1 1 19. 04 20 

第10回 3/11-3/12 1 2 4 7 17. 85 124 

計 24 25 39 88 1， 654 

第2表観測時間帯別、 トラップ別乗網稚魚数

観測時刻 トフップ 1号 トフップ 2号 トフップ 3号 トフップ 計

1 5 0 0 5 5 1 0 20尾

1 8 : 0 0 9 7 9 25 

2 1 : 0 0 2 2 6 10 

。:0 0 3 3 2 8 

3 : 0 0 1 1 3 5 

600  2 4 2 8 

900  2 1 1 4 

1 2 0 0 。 2 6 8 

言十 24尾 25尾 3 9尾 88尾

第 3表乗網稚魚の摂餌状況

乗網稚魚の魚体 摂餌状況

観測年月日 tllU定尾数 F . L B • W 
満腹 中腹

平 均 範 図 平 均範囲

48. 2. 12 - 13 24尾 4.93 cm 4.1-5.9 1. 00 9 0.3-1.8 3尾 10尾 11尾

2.15 - 16 4 4. 95 4.4-54 1. 03 0.7-1.3 。 2 2 

2.18-19 12 4. 80 4.1-5.6 0.91 0.6-1.3 4 5 3 

2.21 - 22 2 4.30 4.3 O. 6 0.6 2 。 。
2.24 - 25 11 4. 60 3.0-5.5 O. 93 0.4-1.5 3 3 5 

2.27 - 28 4 4. 78 3.8-6.0 1. 10 0.4-2.1 2 1 1 

3. 2 - 3 6 4. 41 3.6-5.7 0.77 0.4-2目5 3 2 1 

3. 5 - 6 7 4. 70 4.2-6.0 0.96 0.6-1.9 4 2 1 

3. 8 - 9 1 4. 45 3.8-5.1 0.70 0.4-1.0 1 。 。
3.11-12 7 4.56 4.1-5.1 O. 79 0.5-1.0 5 4 。
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ニジマス種苗配付数

採 卵 数 発眼卵配布数 稚魚配付数

4， 425， 000粒 2， 732， 000粒 226， 900尾

マゴイ、イロゴイ種苗配付数

ーョp コ‘や イ イ ロ ゴイ

卵 稚 魚 ø~ 手住 魚

4， 390， 000 513， 600尾 1， 445， 000 52，500尾

在来マス種苗配付数

ヤ ーマ メ イ ワ ナ

稚 魚 生 産 配 付 数 稚 魚 生 産 配 付 数

105， 000尾 100， 000尾 5，000尾 2， 000尾

養 魚 指 導

(回)

~月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 I 2 3 言十

コ イ 3 10 7 3 3 1 1 4 。 。 。 。 32 
国マ ス 1 2 4 2 1 1 3 5 1 2 1 2 25 

そ の 他 7 6 1 。 。 。 4 。 3 5 6 1 33 

参 観 4，00人0 
人
5，00人0 2，00人0 4， 000 λ 1， 000 λ 

人 人 人 人 人
10人0 

人

者 10.000 1， 000 500 100 100 100 27.900 
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オームリ飼育試験

調査目的

パイカル湖に産するオームリは3種族(北バイカル、セレンガ、チヴィルクイ)に区別されている。

これらは湖で成長して 5-7年で体長30cm体重300-4509となって成魚となり水温 7'C-

1 20Cの頃河川に棚上し、 30C-40Cになるのを待って産卵するといわれている、本県に移入された

オームリも 4年目になり大きいものは全長37側、体長33側、体重42 09に成長したので秋には

採卵可能と思われたので飼育を継続した。

E 調 査 内 ぜ円相ヨp

調査期間 4 7.4-4 8.3 

調査場所 十和田市相坂 相坂養魚場

調 査 員 養魚場長 回 治

調査項 目 オ ムリの成長について

調 査 結 果町
出

本県のオームリ lエパイカル湖産に比べて成長が早く昭和47年8月には、すでに苧卵し卵も 14. 7 

9 になり秩には採卵可能と思われたが、その兆候を見せなかっt~ 成長については別表のとおりである。

パイカル湖産6年魚と同じ位の成長である。

W 今後の課題

1 オームリ病気に関する治療法

2. 親魚餌料に関すること

3 人工照射による産卵促進

4 低水温に於ける飼育について

出魚体測定は飼育中の発死魚を測定した。

全 長 l体 長 l体 高l'体 重 l側線鱗数
バイカル湖産4年魚 l、 3 5.0 cm 3 O. 5 cm 6.5αn 4 1 0 9 9 6 

40 

F 

オームリ全長

30 

20 

C胃1

4~ 48 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
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黒石養魚場

ドイツゴイ、マゴイ、成長比較試験

I試験目的

昭和 46年 9月、小川原湖漁業協同組合より導入したドイツゴイ(1才魚)と当養魚場産のマゴイ

( 1才魚)との成長を比較して今後の種苗供給体制の指針とする。

E試験内容

1 試験期間:昭和 4 7 年 5 月~ 1 0月

2 試験場所:黒石養魚場

3 担当者:黒石養魚場長

技師

技師

4 試験方法:(1)供試魚

治

一

紀

震

健

史

口

口

木

山

原

鈴

ドイツゴイ(1才魚)1 0 0尾

マゴイ(1才魚)1 0 0尾

(2) 使用試駒也 ドイツゴイ、 2号池 面積(1 6.8 m') 

マゴイ、 3号池面積(1 6.8 m') 

(3) 給餌料名

(4) 給餌方法

(5) 魚体測定

皿試験結果と考察

コイ稚魚用ベレット必3

コイ標準給餌表による

1ヶ月 1固とし測定尾数は 30尾以上、測定項目は全長、体長、体

高、体重とした。

マゴイの飼育結果は第1表に、 ドイツゴイについては第2表に示めした。マゴイについては、第 1

表のように、最終歩留りが 75係であったが、ドイツゴイは6月末日で 7%となり、本試験に大きな

影響を与えた。ドイツゴイ弊死の主な原因は粘液胞子虫(Myxobqeuskoi kudo )の紙への大量

寄生と考えられる。

7月1日にドイツゴイ 10尾を新たに試験池に加え、試験を続け5月、 6月の飼育結果について検

討した。第 I図から、 5月の餌料効率は約 8%ドイツゴイの方が良L、。第 2図からも、 5、 6月の成

長率、成長倍率ともに、ドイツゴイの方が良いことがうかがえる。 5月は平均水温 12.5'C、 6月は

1 6.5"Cと比較的水温が低かった。この時間に、 ドイツコイの成長がマゴイより良かったことは、 ド

イツゴイは「寒冷地に適する」といわれている事を少なからず示めしたものと考える。

N 今後の課題

試験期間中の弊死守最小限におさえること。即ち、本試験におけるドイツゴイの弊死が、 5月下旬

~6 月中旬とし、う環境変化時に起きた事から考え、この時期の管理方法の検討、発病後の処置を考慮

する必要がある。

また、 ドイツゴイ自体の耐病性の検討が重要となるであろう。

V要 約

(1 ) ドイツゴイ(1才魚)とマゴイ(1才魚)の成長比較試験をおこなった。

(2) 試験途中で、 ドイツゴイが大量弊死した。

月
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(3) 5月、 6月の成長率はドイツゴイの方が良かった。

(4) ドイツゴイの管理方法、魚病予防法の検討が望まれる。

第 1表マゴイ飼育結果

項了そ芸品 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月

19 29 26 24 28 28 

放 養 尾 数(尾) (b) 100 99 88 88 88 88 

放 養 重 量 (f) ) (c) 5674 6524 8114 12778 16289 19941 

放養平均体重(f) ) (d) 56. 7 65. 9 92. 2 145.2 185. 1 226. 6 

取 上 尾 数(尾) 30 25 30 30 30 75 

， 重 量(f) ) 1978 2305 4355 5553 6797 16064 

， 平均体重 (f) ) (2) 65. 9 92. 2 145. 2 185. 1 226.6 214. 2 

弊 死 尾 数(尾) (f) 1 11 。 。 。 。
， 総重量(!J ) (g) 56 643 。 。 。 。

不 明 尾 数(尾) (h) 13 

現物総給餌量(f) ) (i i 2588 4677 5257 8280 9856 7975 

増 重 量 (f) ) 
(J) 850. 1 1589. 6 

3511 3652 
- 3877 

(k) (補正) 906. 1 2232. 6 
4664 

- 1012 

32.85 33. 99 - 48.61 
餌料効率(係)(f_) (補正)刷 88.72 42 40 37. 05 

35. 01 47. 74 - 12. 69 

成長率 (%/day)(n) (補正) O. 854 1. 376 2.210 1. 145 O. 801 - O. 195 

成 長 倍 率(係) (0) 116 140 157 127 122 94. 5 

生 残 率(係) 99.0 88.9 100 100 100 100 

弊 死 率(% ) 1 11. 1 。 。 。 。

歩 留 り(% ) 99. 0 88. 0 100 100 100 85.2 

給 餌 率(係) 2. 4 2. 6 2. 8 2. 7 2.2 1. 4 

平 均 水 温 (OC) 12.5 16.5 20. 2 20.0 17. 7 12.2 

1 =-i X 100 
1 

OL二
十一
2

、d
・×
 
h
 
+
一
∞

F

b

1

A

 

十

×
J

K

一L

一
一
一
一

唱

k

m

J = J(bーf)- c 

n= 三示~ X 100 X士 。=士X 100 
ただし表 1、表2に共通
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ドイツゴイ飼育結果

;アてご草月別

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月

育日数 (a) 1 9 2 9 2 6 2 4 2 8 2 8 

放養尾数(尾) (b) 100 97 7 10 17 17 17 

放養重量 (9) ( c) 3， 277 3， 783 395 1，700 2， 894 3，698 3，810 

H 平均体重 (9) (d) 32.8 39. 0 56.4 170 170.2 217. 5 224. 1 

取上尾数(尾) 31 7 17 15 16 17 

/1 重 量(9) 1，209 395 2， 894 3，262 3， 586 4， 341 

/1 平均体重(9) (e) 39.0 56.4 170. 2 217. 5 224. 1 255. 1 

発死尾数(尾) (f) 3 70 。 。 。 。
庁 総重量 (9) (9) 131 2， 774 。 。 。 。
不明尾数(尾) (h) 。 23 。 。 。 。
現物総給餌量(9) (i) 1， 493 2， 677 918 1，877 2， 239 1，579 

(j) 506 -3，388 
増重量 (9) 789 804 112 531 

(補正)(め 637 483 

(e) 33. 9 
餌料効率(幼 86. 0 42.8 5. 01 33. 6 

(補正 )(m) 42.7 18. 1 

成長率(%/ day ) (補正)(n) O. 995 1， 538 1. 467 1. 158 O. 108 O. 499 

成 長 倍 率 (96) (0) 119 145 138 128 103 114 

生 残 率 (96) 97 28 100 100 100 100 

事告 死 主的 3 72 。 。 。 。
士伝 留 り (%) 97 7 100 100 100 100 

餌 率 (%) 2. 4 2. 6 2. 8 2. 7 2. 2 1. 4 

平 均 水 温 (c) 12.5 16.6 20. 4 20.2 17. 8 12.3 

第2表

例j

a一一一企マゴイ平均体重
・一一一・ト‘イツコマ H 

・----.マゴイ餌料効率(補正)

D.----D.ドfツゴイ グ (補正)

ドイツゴイの月別平均体重および餌料効率マゴイ、第 1図

平
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重
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fll __... ， I /'マー

，j〈\//か~ '，--~、
J 、 I 1ノ 、，、 1/ 、，
I '， 1 j/ 、、〆
/、，、-
I 、 ~.I A ‘" ，ふ /1 、 -
/. // ， ~ //、ノ、

10 ~100 i 1， / / 、〆‘
~' / / 、4正、

80~ .............. /、

、.

90 

70 -1220 

20 1120 

60 -1200 

50 -1180 

40・1160

30 1140 

(
%
)
 

60 

。
10 

40 -20 
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11月1日
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100日
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第 2図 マゴイ、 ドイツゴイの月別成長率(%/ day )と成長倍率(%)

成

長

倍

率

(幼

160 

150 

140 

130 

120 

110 

100 

90 

。
0日 20日

5月 13日 6月 2日

""7 コ イ

卵 稚

ロ一一ロマゴイ成長倍率

6. ----6.マゴイ成長率

企ー一_Aドイツゴイ成長倍率

・--ー-・ドイツゴイ成長率

成

長

率

問ay)
2. 0 

1.5 

1.0 

0.5 

。
- O. 5 

1.0 

50日 75日 100日 130日 154日飼育日数

7月3日 8月 1日 9月 1日 10月2日 11月 1日

マゴイ、イロゴイ種苗配付数

イロゴイ キンギヨ

魚 卵 稚 魚 os 稚

2， 920， 000粒 421， 975尾 I2，005，000粒 94， 770尾 I815，000粒
魚

7， 650尾

養魚指導件数

魚言¥月 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 2 3 計

コ イ 2 7 8 9 9 2 1 6 。 1 1 1 47 

-マ ス 2 l つー 5 4 6 1 3 2 4 4 4 38 

その他 。 。 1 。 。。 1 。 。 。 。。 2 

参観者 350 1，000 700 800 1，500 750 600 300 10 5 。 45 6，060 I 
」
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八戸漁業用海岸局

事業目的

1 試験船、取締船並びに一般漁船との聞に漁業指導監督通信を行なうことによって、操業秩序の維

持、漁場の適正管理及び海難防止を図り、併せて漁業経営の安定と福祉の向上に資する。

H 事業内容

1 実施期間 昭和 47年 4月~翌年3月

2 交信海域

本州海域、日本海全域、北海道海域、カムチャッカ、ハワイ、ウェーキ、アラスカ、

アリューシャン、ベ リング、カナダ、オーストリヤ、オホーツク海、千嶋近海、

赤道以北の太平洋海域

3. 担当者

局長佐々木光男

主任尾崎義隆

技師 目時利悦

技師 日下部 雄

4. 取扱通信種別

(1) 漁業指導監督通信

A サケ、マス漁場位置漁獲報告通信 (水産庁関係)

B サンマ調整通信

C イカ、サノミ調整通信

D オットセイ規制監視通信

E キワタ規制通信

F 日韓共同水域位置報告通信

G フグ網位置報告通信

H 漁海況水温報告通信

I 北部海域(E 1 4 5度以東)位置報告通信(海保関係)

J 南方海域出漁船位置報告通信 ( " ) 

K R点海域

L E 1 7 0度以東 H

M 流氷状況報告通信

N 北海道カニ規制報告通信

0 北海道底曳入合報告通信

P 気象観測報告通信

Q 航行警報周知関係、通信

(21 気象通信

(3) f米安通信

(~)遭難緊急通信

(5) 漁況放送

(G)非常無線通信(A 1、4630KHZ)

(7) 漁業専用通信

(81 内航専用通信

(北海道庁)

(気象庁)
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(9) 公衆無線電報

5 通信方法

(1 ) 無線電信、電話による送信、受信

(2) 気象、漁海況のテレッグス送信、受信

(3) 遭難波 27，5 2 4 K H Z専用受信

(4) 2 4時間連続勤務(宿・日直を含む)

皿事業結果

第 1表管内船舶局数

古p之空 電 信 電 話

昭和 現在

4 7. 3 3 1 
56局 551局

昭和 現在

4 8. 3. 3 1 
70局 621局

前年度比 125 % 112% 

第 2表 管内船舶局無線従事者選任状況

む?ごT 3級 電話級

昭和 47. 3. 3 1 63人 352人 甲

昭和 4!l. 3. 3 1 7 2ノ九 4 16人 甲

前年度比 11 Ho 1 18% 

準 力日 入 l口h 

A1  21局

A3  59局

A 1 5局

A3  36局

A 1 23% 

A 3 6 1乞

特 技

38人 レーダー ~ 8人

46人 レダー 32人

121% 114% 
一一一

第3表 管内船舶局無線従事者選解任件数

備

第 4表取扱通信実績

孟翫¥玉三 通数 時間 1 臼平均

(件数) (分) 通数(件数) 時間(分)

漁業通信 送 信 6， 673 18. 23 

Fム4ι 信 114，632 314.06 

計 121， 305 93， 607 332. 34 256. 46 

気 象 通 信 2， 300 10， 184 6. 3 27. 90 

漁 況 放 送 365 4， 114 I 11. 27 

指 導 監 督
32， 012 26， 111 87. 7 71. 54 

調 整 通 信

事 披 通 信 62 1， 374 O. 17 3.77 

計 34， 739 41， 783 95. 18 114. 47 

内航通信 送 信 299 

~ ι 信 2， 994 

三十 3，293 4， 460 9. 02 12. 21 
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687局
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481人
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'‘ 

通『信~種......___別 『 ー----区----・・分
通数 時間 1 日平均

備 考
(件数) (分) 通数(件数) 時間(分)

公衆電報 送 信 1， 869 

W 

Fムt 信 4621 

計 6， 490 1. 0139 17. 78 

総 員十 165， 827 149， 989 454. 32 

日IJ 年度計 161， 871 161， 800 443. 2 

前年度比 102 % 92 % 102 % 

5 講習訓練等実施状況

(1 ) 非常無線通信訓練実施

使用周波数Al 4630KHZ 

実施期日

A 昭和 47. 5.1 6.-1 7 

B 昭和47.7. 6 - 7 

C 昭和47. 8.1 0 - 1 1 

09:00-16:00 

13:00-21:00 

09:00-16:00 

(2) 電話級無線通信土養成講習

期間 昭和 48.1.6 ~昭和 4 8. 3. 6 
会場 八戸市鮫町魚市場厚生会館
受講者 4 6名
受験者 4 4名
合絡者 3 6名

(3) 特殊無線技土(無線電話甲)養成講習

期間 昭和48.1.7 -昭和48. 1 1 6 
会場 小中野魚市場会議室
受講者 5 6名
受験者 5 3名
合格者 5 3名

(4) 特殊無線技士(レーダー級)養成講習

期間 昭和48. 1. 1 7-昭和48. 1. 2 1 
会場 小中野魚市場会議室
受講者 5 3名

受験者 5 3名

合格者 5 3名

実務講習会(新免許受有者対象) 3自 142名

ロラン、レーダー講習 1回約 200名

(5) 

(6) 

(7) 通信打合会、反省会、業務打合会 3 5回延約 700名

事業の成果及び今後の課題

1 事業の成果

27. 77 

410.92 

442.8 

92 % 

(1) 漁業における諸無線通信並ひに諸計器の利用により漁業経営の合理化と人命財産の保全に寄与

した。

(2) 無線従事者養成講習会を 3回(3資格)実施し、無線従事者不足の解消と無資格運用等違反防

止に寄与した。

2. 今後の課題

(1 ) 県職員の増員(送信所、通信所の 2局で 24時開通しの通信を行なっているが、総員 15名中

県職員が僅か4名のため、指導監督通信も組合職員の協力にたよっている現状であり宿日直廃止

等にも関連し3名以上の増員が必要)

(2) 海岸局の移転
海岸局周波数がF付近民家テレビに防害を与え、又L、か釣専用周波数 2430KHZが附近民家の
ラジオに防害を与える等、電波公害を与えているので早急に移転を要す。

(3) 組合との業務契約の締結

海岸局運営運用予算支出責任の所在職務分掌、業務委託、嘱託等について明確にする必要があ

る。
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鯵ケ沢漁業用海岸局

I事業目的

1. 試験船、取締船、一般漁船との聞に漁業指導監督通信を行なうことによって、操業秩序の維持、

漁場の適正管理及び海難防止を図り、併せて漁業経営の安定と福紐の向上に資する。

E 事業内容

1.実施期間 昭和4 7年 4月~翌年 3月

2 交信海域

青森県沖合、 日本海全域、北海道近海、南部千島、樺太西部、沿海州、朝鮮北部、

北部太平洋海域

3. 担当者

局長長谷繁蔵

主任竹森武

技師工藤 衛

技師大友 守

4. 取扱通信種別

(1 ) 漁業指導監督通信

A 日本海さげ・ます漁場位置報告通信

B 試験船・取締船との指導監督通信

C 漁海況収集速報通信

D 調査試験船観測に関する通信

(2) 遭難・緊急・安全通信

(3) 保安・緊急通信

(4) 航路警報通信

(5) 漁業気象通信

(6) 漁業通信

5 通信方式

(J) 無線電話 (SSB方式)による送受信

(2) 気象・漁海況のフ 7 ックス受信

(;3) 遭難波Al、2091KHZの専用受信(無休)

6 勤務形態

2 4時間連続動務(宿日直を含む)

盟事業結果

第 1表業種別・施設別隻数 S 4 8.3.3 1現在

。持、ぜ¥施設別 電信電話併設船 電 E苦 船 メ日ミ九 5十 前年度計 前年度比
r白~ー. 庁 船 3隻 5隻 8隻 8隻 100匂も

f中合 民曳 。 1 1 1 1 1 1 100 

L、 か専業 。 4 6 4ゎ 3 8 1 2 1 

いか・ます兼業 。 5 2 5 2 5 1 1 0 1 

合 三十 3隻 1 1 4隻 1 1 7隻 108隻 108'10 
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第2表 地滅別トン数別隻数 S 48. 3. 31現在

か;モ口f 沢 深 鯵 市 下 一 平 青 八 i口込 目Ij 前

庁 ケ
年 年
度 度

数¥船 辺 浦 沢 浦 目Ij I白 厩 館 森 戸 計 3十 比
10トン 隻 隻 隻 隻 隻 隻4 1隻3 

隻 隻 隻 隻
1隻7 

隻 11q3 b 
以下

15 

10-20 1 l 1 9 12 3 27 26 103 
トン

20-50 
ドジ

日 1 3 13 5 8 19 1 l 1 57 54 105 

50-1∞ 
トン

1 1 4 6 1 1 14 11 127 

100トン
2 2 2 1100 聖子

以上
隻 隻 隻 隻

隻6 2隻8 4隻1 隻1 隻1 受2 受1 11隻7 10隻8 10g8 b 合計 8 2 4 23 

日U年度 隻8 隻。 隻4 2隻3 隻 2隻5 3隻6 
隻 隻 隻3 隻2 10隻8 

計
5 1 1 

前年度
ld  2090 6 10~ 10哲 11必2 10~ 6~ i語 一菟

比

?'f7 ......"...... 1:11-1 ':JH 川匂J --，、、、，問、悼__r"~ M 

じ疋 5 ワット 10ワット 30 ワッ ト 50 ワッ ト
Al、併設

l口L 計
50 ワッ ト

官庁船 o隻 3 隻 。隻 2 隻 3 隻 8 隻

民間船 2 71 2 34 。 109 

合計
隻 隻 隻

3受6 3 隻 117 1E 2 7乞」一一- 2 

第 4表 船舶局の無線従事者選任委員数 第5表 船舶局の無線従事者選解任件数

言子主f電信級 電話級 特技甲 合計 ~竺 選 任 解 任

昭和 47.3.31現在 4人 40人 62人 106人 昭和47.3.31現在 31件 16件

昭な48.3.31現在 4 37 76 117 

前年度比 1O() % 92% 1225島 110% 

昭和48.3.31現在 43 9 

前年度比 130必 56% 

第 6表取扱通信実績

三々!指導監督 気 象 漁 業 事故
オート 保 安 相手局数 通信時間
アラム

1， 446件
時 分 件 件 件 件 局

4 23. 20 1， 355 3 3 18 1， 911 449.4 

::> 1， 828 23. 35 1， 771 1 3 25 2.511 465. 0 

6 1，811 22.45 2. 140 4 1 24 2， 555 

7 1， 934 23. 45 2，924 。 。 25 3， 147 465. 00 

8 2， 424 23. 30 4， 779 l 1 26 4，994 465. 00 

9 2， 251 23.15 4，387 4 。 20 4， 544 459. 00 

10 1， 542 24. 00 2， 983 3 3 20 3. 066 465. 00 

11 923 23.20 1， 561 。 。 19 1， 524 450. 00 

12 787 23. 10 1， 289 3 2 17 1， 183 465. 00 

1 534 24. 00 831 。 4 18 853 465. 00 

2 518 21. 40 463 1 2 24 416 420. 00 

3 1， 097 23.45 518 1 。 22 986 474.00 

A仁1 計 17， 195件 280時05分 25， 001件 21件 19件 258件 27， 690存 5，6時923分o I 

目Ij年度計 9， 506 274.46 14， 887 28 12 196 20， 520 5，403. 24 

ヲ6
'*' 

% % % 
131.6 gb 134.9 105. 3 前年度比 180.8 102 167. 9 75 158 
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7 講習、業務、設術指導

(1) 特技無線技士(無線電話甲)養成

期間 昭和47年 11月 15日から

昭和47年 11月24日まで

受講者 5 3名

合格者 5 3名

会場 深浦町大字関深浦町生活改善センター

(2) 特技無線技士(レーダ一級)養成

期間 昭和47年 11月25日

昭和47年 11月 30日

受講者 3 9名

合格者 3 9名

会場 深浦町大字関深浦町生活改善センタ一

句)業務指導 3回延59名

(4) 通信反省会 1回 8 4名

(5) 技術指導 105回

1 広報の発行

2回延50 0部

N 事業の成果および今後の課題

l. 事業の成果

(1) 無線従事者養成講習の開催によって、従事者の需給が緩和され漁業無線の普及に寄与した。

匂) 通信反省会と適切な業務指導は.漁業無線の運用能率を高め、海難と電波違反が防止された。

(3) 広報の発行は海岸局、通信士、免許人、三者間との相互理解と親睦を深め、効率的な電波行政

を進める事が出来た。

(4) ~、か漁海況の定時放送は漁船の適確な漁場把握の指針となり漁獲の向上を計る事ができた。

2. 今後の課題

(1 ) し、かに関する漁海況の定時放送に当っては、常に迅速適確な資料の提供を得るため放送実施直

前に協力関係者との話し合Lつ:必、要である。

(2) 遠距離船との連絡を円滑に確保するため、短波帯4MHZ、8MHZ、また、いか専用波指定

に伴う A.J2 4 3 0 K H Zの増設が急務である。

(3) 宿日直廃止に伴い、勤務形態を交替制勤務に移行し、ー名培員することが望まし L、。

漁業無線の新通信方式である自動選択呼出装置を増設し、合理的通信の運用を図るべきである。

(4) 局舎は開局以来25年以上、無線設備は 10年以上を経過して、老朽化してきているので、改

築または更新することが望まれる。

(5) 年々都市公害による、電波障害が発生してきているので、これが対策を立てる必要性に迫まら

れている。

(6) 将来も無線設備の普及と共に従事者の不足が見込れるが、これが養成の指導が必要である。
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陸奥湾漁業開発基本計画調査

I 調査目的

陸奥湾を漁業生産面から効率的に活用するための方向及び具体的方法を見出すため本調査を実施し

た。

E 調査内容

1 調査期間 4 8年 1月-3月

2. 調査場所 陸奥湾

3. 調査員 淡水養殖課課長 長峰良典

技師 林 義孝

4. 調査項目

(1)漁場環境調査 イ水質調査 ロ底質調査

E 調査方法

1. 水質調査

昭和48年3月12日より 16日にかけて、湾内40地点において水質調査を実施したっ調査事

項は透明度、水温、塩素量、 PH、溶存酸素量、 COD、栄養塩(燐酸)などとした。また調査水

深は1祖、 10加、 20m、30加、 40明、底より 1mの各層とした。

2. 底質調査

水質調査と同時に同じ地点において採泥し、 COD、硫化物を勘定した。

町 調査結果

1.水質

(1) 透明度

湾口部から西湾の西側水域では 10-12mであったのに対し、東湾の大部分では13 -1 6 

加であり、特に川内地先においては18-19mと極めて透明度の高い場所が認められた。

o水温

最低の水温期にあり、上下層の水温差は極めて少なかっTこ。 1m層の水温は第1図に示したと

おりで湾口部および西側で8'c前後であったが、東に進むK従って低下しており、むつ~横浜

地先では 4'c以下を示した。
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第 1図透明度と 1 m層水温

(2) 塩素量

透明度 (m)

水 温ぐc)

3 4. 0 0 - 3 3. 5 0 % c の範囲にあり一般に高献であったが、このうちでも湾口預ド西側で献

度が高く、東湾では幾分頻度が低い傾向があった。

(3) PH  

西湾奥部の青森湾を中心に 8.7とやや高L、ところが見られた以外は 8.2-8. 4の間にあり正常

な値を示した。

(4) 溶存酸素量

西湾奥部の僅かな部分に過飽和の所があったが、全般的には飽和の部分は少なく、特に東湾台

川内沖では低い傾向を示した.層別による変化は殆んど見られなかった。

(5) 栄養塩(燐酸塩)

全般的に含有量が少なく、大部分は不検出の状態であった。

(6) COD 

O. 1 3 - 1， 2 6 P D mの範囲にあり、平均約 O.4 7 P p mであった。内湾としては非常にきれ

し、な水質と言えよう。

2 底質

(1) C 0 D 
全般に比較的少なく、汚測の徴{長は殆んどみられなかった。

(2) 硫化物

全般的には比較的少ないが、西湾の奥部など部分的には O.2m9 / il以上の所が点在していたが、

その面積はさ程広くなかった。
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PH 

一一一一溶存酸素飽和度(%)

第 2図 1 m層のPHおよび溶存酸素飽和度

考察

水質調査

ι〉

.・・‘，一、，、.、

I 8.3 

.‘・. . .、. 
• 、
‘ 
‘ ‘ 

今回の調査は最低水温期に当っていた。各種の水質分析値は、湾口部において急激な変化を示し、

東湾の川内付近において最も隆奥湾個有の性格を示す傾向があり、湾外との海水の交換は活発でな

い様であった。

また栄養塩、 COD、溶存酸素量などから推定して、湾内は一般に貧栄養の傾向にあるものの様

であるが、これについでは更に調査を重ねる必要があろう。

底質

底質についてみると、過去の調査結果とほぼ同様の傾向を示して前り、西湾奥部のごく一部の水

域を除き、汚掲の徴候は殆んど見られないのが特徴と思われた。
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青函トンネル工事排水漁業影響調査

調査目的

青函トンネル工事に伴う排水が水産生物に与える影響度を把握し、被害を最小限度に防止するとも

に漁業経営の健全な発展を図るための基礎資料とする。

調査内容

調査期間 昭和47年 6月~同年 10月

調査海域 (第 l図の 1- 5 ) 

工事排水影響の予測される次の各河)11 i'中

津軽海峡(浜名JII、増川、藤島川)

日本海 (ホロナイ )11) 

調査員

淡水養殖課長

主任研究員

技師

典

男

孝

二

美

良

重

義

健

勝

峰

藤

長
斎
林
原
古
前

2 

3 

H 

口

梨

調査船

試験船

5 調査項目

(1)海上

A 漁獲試験

漁場観測

天候、風向、風力、気温、水深、水温(表、中、底層)塩素量、流向速(表、底層)、透

明度、 SS、ベントス、プランクトン

水質調査

a 調査場所・ 第 5図

b 調査項目 ・・ PH、塩分量、濁度、 OOD、DO水温

陸上

A 魚体調査

全長(マダイは尾叉長)、体重、性別、生殖腺重量、成熟度、胃内容物、

漁獲物航計調査

胃内容物重量

1 7 0 P S、中川船長ほか 4名)青鵬丸(1 9. 9 4トン、

a 

B 

C 

4 

(21 

b 

海上

(1) 漁獲試験

A 使用船舶・一試験船 青鹿島丸(1 9. 9 4トン、 170PS)

使用漁具・一一期j嗣(三枚網、 1反 37. 5 m、目合8.2 5 mlll 

調査回数…-各月 1回

漁場観測・… 5-B-aに記載のとおり

採 水.....ナンゼン転倒採水器、パンドン採水器

水 温……俸圧転倒寒媛討、サーミスタ 水温二十

-3寸目)

調査方法

B 

C 

m山
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c プランクトン……北太平洋標準ネット

d 流速…一 CM-2型電気流速計

e 採泥……SK式円筒採泥器

f ベントス……新野式ドレツヂ、

注 底層の水温、塩素量、流速、プランクトンは海底より 1m上方を測定

(21 水質調査

A 分析方法

塩分量一…サリノメ タ を使用した。

P H…・目立D ← 5PH計を使用した。

濁 度・・・・・積分球式濁度計を使用し、光学的に測定した。なお、測定値付はJ・1・s
により精製したカオリン換算の値である。

C.O.D……アルカリ酸化法(水浴 20分)によった。

2. 陸上

(1 ) 多項目調査(現地で、全魚種について実施)

N 調査結果

1. 水産生物分布調査

(1) 浜名川沖(第 1表)

調査期間中に出現した魚種は、 トラザメほか 22種類(1 4 6尾)であるが、各月に亘ってマ

コガレイ(2 4.0 %)、ヒラメ (21.9%)、アイナメ(1 0.3 %)が多く、全魚種の 56.2% 

を占めていた。

(21 増川沖(第 2表)

調査期間中出現した魚種は、 トラザメほか 25種類(146尾)であるが、各月に亘って、マ

コガレイ (17.9%)、アイナメ(1 3.7 %)、ヒラメ(1 1.0%)、が多く、全魚種の 42.6

%を占めていた。

(3) 藤島沖(第3表)

調査期間中に出現した魚種は、 トラザメほか 28種類(1 6 5尾)で、アイナメ(1 2.7 %) 

ヒラメ(1 O. 4 % )、マコガレイ(1 0.9 %)が多く、全魚種の30もを占めていた。

(4) ホロナイ川沖(第4表)

調査期間中に出現した魚種は、 トラザメほか 19種類(2 2 3尾)であるが、サメ類(3 9. 5 

%)、タナゴ(1260/0)が多く、アイナメ、カレイ類、ヒラメが僅か 12'.nもにすぎず、他の
漁場と魚種が異なっていた。

上記漁村の漁獲物組成を綜合してみると(第 5表)、多獲魚種は、マコガレイ (11.9%)、ヒ

ラメ (109%)、アイナメ(9 6 %)、ホンザメ(8.5 % )、 ドチザメ(7. 4 %)、タナゴ

( 6.5 % )、グ F ソイ(5.1 % )で、この 7魚種で全魚種の 59.9%に相当している。

2 漁場観狽u

(11 水温

最低は藤島1111中⑩の 13.4 "C、最高はホロナイ沖の@の 25.2"Cであるが、表層と底層との差

は 7月増川沖の⑪27"Cが最も大きかったが、他は始んど大きな差はなかった。

(21 塩素量

各川沖ともに 18払台の正常な値となっているが、ただ増川神で 8、9月に 17協を示したが、

これは先日の降雨によるものと思われる。

(3)流向

A 表層における最多流向は、浜名川、増)11、藤島川沖では 34 0 0 (NW 3 /4  W) ~ 2 4 00 
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層

表

中

底

( S W/W  1/4 W)の問、ホロナイ川沖では 100 (NWl/2W)~21 00 (SW/ 

S 1ノ4W)の間で広範聞に亘っている。

B 底層では浜名川沖では定まった流向はなく、増Jllyl中ではすべて陛岸に、藤島沖では竜飛方

面に、ホロナイ }II沖では明瞭に 18 00 ( S ) ~ 3 1 00 (NW 1 /2  W )、 3600 (N) 

~400 (NEl/2N)の聞に 2分されている。

(4) 流速

A 表層……浜名川沖で 0~0.3 m/s、増川、藤島川、ホ戸ナイ川沖ではそれぞれ 0.03 ~ 

o. 1 m / S 0 1 ~ o. 8 皿//s 、 0.01~0.3m/s であるが、最高流速は 7 月藤島川神

@の 0.8 m/sであった。

B 底層……浜名川沖 o~ 0.1 2 5 m/s 、増川、藤島川、ホロナイ川沖ではそれぞれ O~

0.1 7 5 m/s、 0.08 ~ 0 1 5 m/ s 、 0~0.25 m/sの範囲内であるが、最高流速は

7月ホロナイJllr中旬)の 0.25 m/sであった。

(5) 透明度

調査海域は、ごく沿岸部に限定されたため、水深との大きな変化はなく底まで見える良好な

状態を示している。なお 9月浜名川沖、増川沖で、透明度の低かったが、これは降雨によるもの

である。

(6) S S 

浜名川、増川、藤島J11、ホ戸ナイ川の地先水面の観測を、 9月及び 10月の 2回行った。

海底の底質地形より、浜名川、噌川の砂泥質地核と@藤島川、ホロナイ川の岩盤機地域に

分けると第 1表のとおりになる。

観測日の波浪条件は略々風力に L て 2~3 程度である c

第 1表 S Sの値

①の場合 ppm 弓〉の場合 ppm

層 1. 4 8士0.24 O. 3 2土 O.1 8 

層 O. 8 7土 O.2 0 O. 3 9土 O.1 3 

層 1. 5 6土 O.9 4 O. 3 7土 O.0 6 

(7) ペンスト

6~7 月にかけて各川沖で採集されたペンストの種類は、エゾサンショウガイ、ヤマザンショ

ウガイ、ユキノカサ、ゴカイ、タモヒトデ、ヒメタカベ、モシオガイ、イトマキヒトデ、アワジ

ツグシ、ムキガイ、ビロウドサンショウガイ、ビロウドタマキガイ、アイガイ

以上は浜名、増}II、藤島の各川沖であるが、エゾサンショウガイが多かった。

ホロナイ川沖は岩礁地点、と思われるためドレツヂの曳航は中止した。

(8) プランクトン

上記 4河川沖での種類別、時期的変動のパターンは下記のとおりである。

A 6月、 7月に多く以後減少した種類

Noctiluca Scintillans Evadne sp 

Coscinodiscas sp Cheatoceros sp 

Ceratium sp 

B 夏期に多い種類(8 ~ 9月)

Penilia Schmackeri Glohigerinidae 

グラ M類 F i sh egg 

C 夏期に少ない種類

Saggita sp 
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D 1 0月に多い種類

Paracalanus sp Oncea sp 

E 偶来性プランクトン

Sapphirina sp Copilia sp 

Macrosetella sp Microsetelle sp 

Eucheata sp Calocalanus sp 

3 水質調査

第 7表~第 13表参照

4 多項目調査

(1 )全長

調査期間中の出現魚種 41種類の中、主要魚種の全長組成はっさのとおりである。

A.グロソイ

9-32訓の範囲に分布し、モードは 27 cmで、最大の個体は 8、 9月増川f中に出現した。

B.アイナメ

1 5 -4 8仰の範囲に分布し、モードは 36cmで、最大の個体は6月増JII沖に出現していた

が、 40 c百以上の個体は藤島川沖に多く出現した。

C。ヒラメ

21-fi8cmの範囲に分布し、モードは 31 cmで.最大の個体は、 9月浜名川沖に出現した。

D。マゴガレイ

16-38cmの範囲に分布し、モードは 28仰で、最大の個体は、 6月浜名川神に出現した。

(21 体重

A. グロソイ

0.0 8 - 1. 2 kgの範囲に分布し、最大の偲体は1曽川沖である。

B。アイナメ

O. 1 - 1. 7 kgの範囲に分布し、最大の個体は増川沖で、漁獲された。

C.ヒラメ

0.1 -2.4仰の範囲に分布し、最大の個体はホロナイ川沖で漁獲された。

D.マコガレイ

0.1 -3. 0 仰の範囲に分布し、最大の個体は浜名川沖で漁獲された。

(3) 性別

漁獲された全魚種についてみると、全般的に雌が多いが、主要魚種(2 0尾以上)につし、てぷ

検定より有意差は、グロソイ、アイナメにみられた。

(4) 成熟度

全魚種(4 1種類)の内、半成、完熟の個体は 10種類で、すべて雌であった。

6 月…・・ホシザメ(成、完) タナゴ(完) メイタガレイ(完) アイナメ(成、完)

7 月……ウグイ(半) キユウセン(完) クロウシノシタ(成、完) ウマズラハギ(完)

8 月……カタクチイワシ(完)

1 0月……タケノコメパル(成) アイナメ(半)

(51 食性

両海域ともに魚類、甲殻類を摂餌している個体が多しこの中に特に多種類に亘って摂餌して

いる個体はアイナメ、マコガレイであった。

(6) 胃内容重量

全魚種(4 1種類)については、 0-49.0 {fの範囲に分布しているが、最大摂餌量はアイナ

メ(4 9. 0 {f )、グロソイ(2 4.0 {f )マコガレイ(2 2.0 fj)イシガレイ(2 O. 0 {f )の順で
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あった。

N 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

6 ~ 1 0月まで毎月 1回調査を実施し、この海域での水産生物の分布、その他の海況状況ならび

に各河川、地先水面に有機物による汚濁現象のなし、ことが把握された。

2. 今後の課題

この調査はごく沿岸部に限定されるため、詞験船では接岸(予定位置)、操船などに無理を生ず

る。

よって傭船によることになるが、船主の操業等の関係によっては、傭船のできない場合もあろう

し、当場の調査日程も傭船主の日程に限定される。

この調査に限らず水質関係、魚、礁調査など当場に於ても 2-3トン級の小型船が必要であろうと

思われる。

なおこの調査の調査は計器類および多項目調査の記録などに 2名は必ず必要であろうし、予備網

として少くとも 5反は必要である。

又、今後工事の進渉にともない、人口急増が予想されるので生活排水等による汚濁対策が必要と

なろう。

従って今後は栄養塩等に対する分析がおこなわれるべきである。
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r 第 1図の 1 三枚網投網方向(昭和 47年 6月13日-17日)
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第1図の 2 三枚網投網方向(昭和47年 7月 19日-23日)
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第1図の 3 三枚網投網方向(昭和47年日月 2 1 日~ 2 4日)
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，r 

第1図の 4 三枚網投網方向(昭和47年 9月7日-10日)
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第 1図の 5 三枚網投網方向 (昭和47年 10月21日---2 7日)
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浜名川沖における漁獲物組成

1 2 3 4 5 6 7 8 日 10 11 12 13 14 15 ) 6 17 18 ) 9 20 21 22 23 百十

魚
、、 ホ ド ア タ ク 、、、 キ タ ク ア キ ヒ ム .マ メ -マ ーマ ヌ イ ヤ ク ウ 尾 重

シ ケ ン イ ナ ロ .マ

種 つh
ユ

イ
1ン

7] 
コ ーマ 、ン

ギ ウフ シ チ ロ ノ ロ ツ タ ズーマ カ ム
ナ ウ コ フ すf すf ガ if シ

月 三角 オく ザ ザ ザ ダ オ :/ カ
7] 、J

フ
ニ乙 メ ソ ナ レ

レ カ、 ノ

う~
セ ノ、守F カ

レ レ レ レ J、コj レ シ

日 メ メ メ イ コ イ ゼ ン /1.- イ メ 科 メ イ ワ イ イ イ イ イ イ タ ギ 数 量制

6パ3
① 12 3 3 7 25 1 3 42 15. 7 

- 14 

" ② 19 1 1 1 1 7 6 3 3 24 10.9 

じ/19
@ 6 1 1 1 1 1 1 71 3.6 

- 20 

" ④ 9 5 2 1 1 3 13 5. 5 

8/22 
⑤ 4 2 2 3 1 1 1 13 3. 3 

- 23 1 

9/8 
⑥ 4. 3 9 2 2 3 2 3 1 6 1 1 30 17. 1 

-9  

10/21 
⑦ 4. 2 1 1 1 1 7 1 2 17 5.4 

- 22 
3 

言十 2 ) 2 2 4 1 1 1 3 4 15 7 32 2 8 1 35 1 5 4 1 3 146 61. 5 

表第 2

-
o

品

問

|



増川 f中における漁獲物組成

言十1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

魚
ト ホ ド ア タ ウ ク キ ニこ メ タ ク ア カ カ キ ヒ ム ーマ メ ス 'マ イ ナ ク ウ 尾 重

ゾ
ケ ン イ メ ロ ーマ

ご~ ナ U〆 ナ コ 1ン
種 ブ シ チ カ ロ ノ ロ イ シ/ カ ツ タ タ ウ ス

ナ グ ウ メ ノ、 τ2 ガ
:/ 
フ ガ

すj
7/ ガ カ

ガ
シ

月言ロ水 サ、 ザ ザ 工乙 (;' メ ソ ナ カ カ ノ フ

査:深 セ ノ、 シ カ レ レ レ レ レ レ 、ン ノ、ノ、

日 点 (m メ メ メ イ コ可e イ イ ン ノL ノレ ノレ イ メ フ 科 科 メ イ ワ イ イ イ イ イ タ ギ 数 量制

(i/14 
⑥ 5 5 2 5 1 4 2 20 6， 8 

-15 

" ⑨ 日 4 1 2 4 3 5 22 8，8 

7/22 
⑪ 7 4 1 2 1 2 1 6 17 10， 1 

-23 

1/ ⑪ 10 3 日 2 6 2 5 23 9，2 

8/22 
位争 5 1 2 6 2 1 2 2 7 23 10，8 

-23 

')/1日 @ 5 7 ‘】〉 1 1 1 2 1 3 :j 1 。2 5， 9 
九日

10/21 
⑭ 5 1 1 2 1 3 2 7 1 19 8. 1 

--22 

計 4 7 1 7 8 8 1 1 4 l 2 7 20 1 1 4 16 l 1 2 1 26 11 1 3 7 146 59. 7 

表第 3
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第 4 表 藤島川沖における漁獲物組成

品

N
叶

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 5十
漁

ホ ド ア ニ工 カ タ イ ス ク 守マ オ ニ乙 フ ク ヨ ア カ キ ヒ ム メ ーマ ーマ イ セ ク ウ タ 尾 重
タ

ソ
ロ ン イ ト ロ 回マ

種 フ チ カ
サ

f 
ナ シ カ、 コ 1ン ウ ウシ グ シ ロ ::z ロ イ tJ タ ズ

イ チ ナ ズ ダ メ ギ カ
シ
フ ガ

ガ
ガ カ シ 、/ ::z 

月 二同水 ザ ザ ザ ニL イ ナ :/ ゼ ソ
メ
ナ レ ノ ノ

フ

ワ
ノ、 ン ノ、守 シ カ レ レ レ レ

シ 、ン
ノ、

日 (m) メ メ メ イ 類 シ τ2 守守 ギ キ イ イ 類 ノレ オf イ ノレ メ ブ 科 メ イ イ イ イ イ タ タ ギ 類 数 量制

6 16 
⑮ 1 15 6. 0 

~17 
18 4 1 2 1 2 2 1 1 

⑮ " 25 1 2 2 3 1 1 10 4. 3 

」

7 ノ~21

⑪ 8 4 2 1 2 2 2 1 1 U 1 1 25 11.8 
~22 

" ⑬ 13 4 11 4 10 3 7 1 1 1 15 4 61 42.4 

8/23 
⑬ 5 2 1 2 1 24 1 2 2 1 35 9. 3 

~24 

9/9 
@ 5 l 1 1 2 2 81 3 7 

~10 

1ル/26
@ 5. 7 3 4 I 1 1 11 7. 6 

~27 

言十 9 13 5 2 2 I 24 4 1 1 1 1 4 1 12 I 8 1 21 2 4 I 17 1 2 1 18 2 1 5 1 1 1165 85. 1 



ホロナイ川神における漁獲物組成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 計
魚

ト ホ ド ア タ イ ス -マ コニ メ タ グ ヨ ア カ ニ巳 ヒ ーョr ナ ウ 尾 重
ゾ

ケ ロ ゾ メ マコ
種 フ シ チ 7J 、ン ノ ロ イ イ ジ イ

タソ ズ
ナ ズ タ メ ，、 コ フ すf

月 宝、 ザ ザ ザ ナ メ ソ
メ
ナ カ

ア すf
フニJ:. ，、ー イ レノ、 ノ、

ナ
lノ ，、

日 点、司伊)、メ メ メ イ コ、， ギ キ イ Jレ /1〆 ノレ イ ノレ メ 科 メ メ イ イ ギ 数 量制

6/15 
要争 18 10 2 1 2 3 4 22 49. 5 

-16 

" @ 23 3 7 5 2 2 4 10 5 2 1 1 42 36.0 

7/22 
@ 10 6 10 1 1 2 1 21 7. 2 

- 23 

" @ 12 9 9 3 5 2 1 3 1 2 2 37 35.4 

8/21 @ 15 8 2 1 2 2 3 2 20 7.0 
- 22 

" @ 14 
3 2 5 3 3 1 1 18 5. 5 

9/7-8 @ 14 10 3 1 5 2 3 1 2 2 29 10.0 

" @ 13 1 2 4 1 2 1 2 1 14 7.7 

10/26 @ 11 2 10 1 1 2 1 1 1 1 20 12.4 
- 27 

言十 20 36 32 8 28 2 1 6 10 11 2 16 12 9 1 4 9 2 4 10 223 170.7 
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各川沖における魚種別漁獲物組成(総計)

11 2 314 5 617 8 19 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 計

魚 トホ ド ア = カ タ ウ イ スク ーマ 、、司. オ キ エフ メ タ クョ ア ;h カ キ ニこ ヒム ーマ メ ス ーマ ーマ ヌ イ ヤ ナ セ ク ウ タ 尾 重|
タ シ ゾサ

ケ ロ ン
、y

イ ナ メ ト ロ ーマ

種 チ
ユ

イ
ナ 、ン ソ シ ナ カ、 ::r ーマ シ ギ ウ ウラシ カ ク シ ロ ーマ コ ノ ロイ カ ツ タ タ ズ

イ チ ナ ゲ ス ダ ウ メギ ノ、 コ ;h" 
イ ラ ;h' カ カ、 ;h" ガ

ム シ シ ::r 

調査調 ザザ 吋エ イ ナ タ
オ
ゼ メ ソ メ ナ カ

シ ア
カ
カ、
レ

シ カ
ノ ノ フニ巳

ハン イ カ、
査 ::r セ ノ、e シ カ レ レ レ レ レ レ レワ ノ、

ナ レ
、ン シ ノ、

場所 月 メメ メ イ 類 ‘/ ゴ イ ギ キイ イ ゼ 類 ン ルポ ノレ ノレ イノレ メ フ 科 科 メ メイ ワ イ イ イ イ イ イ イ イ タ タ ギ 類 数 量制 l

浜名川沖 6~10 11 2 12 2 4 l 1 1 31 4 15 7 32 11 2 8 1135 11 5 4 11 3 146 61. 5 

増川沖 6~10 41 7 11 7 81 8 1 114 11 2 7 20 11 1 4 16 11 1 21 1 26 11 1 31 7 146 59， 7 

藤島川沖 6~10 9113 51 2 2124 4 11 1 11 1 4 121 1 81 1 21 2 4 17 1 2 1118 2 11 5 11 1 165 85， 1 

ホロナイ
6~10 20 36 32 8 28 21 1 6 10 11 2116 12 9 1 41 9 2 4 10 223 170，5 jll 神

計 34 58 50 19 2124 44 81 3 21 3 71 1 41 2 26 1112 7135 13 65 31 2 15 4174 31 3 12 11 2 81 1118 41 5 11 9 21 11 680 376，8 
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第 5図 調査点
N 

日

本

海 dr 
藤
島
川

1 

200. 000 

メ式 ‘n 
三厩湾

小泊

第 7表各地先平均値

/，月

-430 



第 8表今別川

7 2. 6. 1 3 ~ 6. 1 4 C N E 2 

水深 水 温 PH Cs (私) S. S (pp凶 C .0 • D( ppm) D. O( ppm) 

1-0m 14.7 8. 24 17. 90 1. 36 O. 65 8. 49 

-11 14.3 8. 22 18. 58 O. 08 O. 32 8. 41 I 

2 - 0 8. 22 18.02 O. 71 O. 71 8. 45 

-5  8. 22 18. 40 0.06 O. 39 8.41 

3-0  14. 4 8. 22 18.49 O. 37 O. 66 8. 19 

• 8 14 3 8. 22 18.55 O. 35 8. 34 

最 大 14.7 8. 24 18.58 l. 36 O. 71 8. 49 

最 14.3 8. 22 17. 90 O. 06 O. 32 8. 19 

平 均 14.4 8. 22 18.32 0.51 O. 51 8. 38 

第 9表浜名川

7 2. 6. 1 3 ~ 6. 1 4 CNW3  

水深 水 温 PH Cs (0，60 ) S. S (ppm) C.O.D C ppm D.O ( p pm) 

2-0m 14.5 8. 22 18. 37 0.87 0.49 7.96 

一7 14. 3 8. 24 18. 54 O. 26 O. 32 8. 19 

3 - 0 14 6 8. 20 18. 49 。‘ 20 O. 68 8. 28 

-5  14. 3 8. 20 18. 58 O. 17 O. 19 8. 58 

4 - 0 14. 3 8. 20 18 33 0.58 O. 50 8. 39 

12 14. 2 8. 20 18. 59 O. 33 O. 49 7. 94 

浜名川 19.8 7. 76 19.85 ppm 3.21 1. 89 8.76 

最 大 19.8 8 24 18. 59 3.21 1. 89 8.76 

最 14.2 7. 76 1833 O. 17 O. 32 7. 94 

平 均 15. 1 8. 14 18.48 O. 80 0.69 8. 30 

7 2. 6. 2 1 

水 温 PH Cs ( %0) S. S (ppm) C.O .D( ppm D.OCppm) 

18. 7 7. 15 21. 25 2. 93 1. 15 8. 73 

17. 8、 7. 60 20. 40 O. 63 0.41 9. 06 

i8.2 7. 37 20.82 1. 78 O. 78 8. 89 

7 2. 9. 8 ~ 9. 1 0 C E2  

水 温 PH Cs (協) S. S (ppm) C.O.D(ppm D.OC ppm) 

1 - 0 23.4 8. 32 1. 37 O. 80 6. 37 

-3  23. 2 822 2 85 O. 96 5. 16 

2-0  23. 6 8. 32 1. 55 O. 80 6. 3~) 

2 23 3 8 34 1.06 O. 73 6. 45 

3 - 0 23 3 8. 22 1. 92 0.80 5. 34 

← 3 23. 2 8. 22 1. 51 O. 96 6.46 

4 - 0 23. 6 824 2. 25 O. 89 5. 11 

最 大 23. 6 8 34 2. 85 0.96 6.46 

最 23. 2 8. 22 1. 06 0.73 5. J 6 

平 均 23. 3 8. 26 1. 78 0.84 5. 93 
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第 10表増 )11 

7 2. 6. 1 3 bC E 1 

水 温 C.e ( %0) S. S (ppm) C .0.0 (ppm) 

19. 4 20. 56 0.03 1. 07 

7 2. 6. 2 1 

水 温 PH  C o ( %0) S. S (ppm) C .0. D( p pm) 
19. 4 7. 42 20. .10 1. 70 o 61 

19. 0 7. 47 23. 52 O. 68 O. 57 

19. 2 7. 44 21. 96 1. 19 O. 5日

7 2. 9 9 

水深 水 温 PH  C f! ( %0) S. S (ppm) C.O.D(ppm) D.O(ppm) 

1-0m 23 4 f'. 30 1. 39 O. 62 6. 13 

ーーワ 23. 6 8. 30 1. 77 O. 61 6. 3ι 

2 - 0 23. 6 8. 32 O. 86 O. 93 6. 45 

3 23. 5 8. 30 2. 13 O. 70 6. 03 

3 ← O 23 3 8 30 1. 32 O. 90 6.31 

2 23 1 8. 30 :2 12 O. 61 6. 13 

最 大 23.6 8. 32 2 13 O. 93 6. 45 

最 2:，. 3 8. 30 0.86 O. 61 6. 03 

平 均 23 4 8. 30 1. 64 O. 73 6. 23 

第 11表藤島川

7 2 6. 1 3 ~ 6. 1 4 C E 3 

水深 水 温 PH  C e ( %0) S. S (ppm) C.O.D(ppm) D.O(ppm) 

4 - 0 m 1.1 .1 8. 20 1 il 61 O. 49 8. 09 

10 14.3 8. 22 18. 60 O. 32 8. 03 

23 14.0 8. 20 18. 61 O. 34 8. 11 

最 大 114 もどL 18 61 o 4日 8. 11 

最 14. 0 8. 20 18.60 O. 32 8.03 

平 均 14.2 8. 20 18. 61 。当8 8. 07 

7 2. 9. 8 ~ 9. 1 0 bC SE3 

水深 水 温 PH  C o ( %0) S. S (PPm) G. O. D (ppm) D. O( ppm) 

1 - 0 m 己:，." 8. 30 1 11 O. 78 5. 97 

3 23. 7 8 3り O. 92 O. 51 6. 08 

2 - 0 23. ') 8. J 1 O. .12 O. 3乙 0.31 

3 己乃 8 8. 34 。ユ3 O. 61 6ユo

3 - 0 23品 ド 12 1 ()8 O. 61 6. 10 

3 23. 8 8 :，2 O. 55 (l 48 (i.06 

4 - 0 23 7 計 JI) 1. 32 0.96 日 81

最 大 2:¥り 8 3.1 1. 32 O. 96 6. 34 

最 23 J 8. 30 O. 33 O. 32 

平 均 23 74 8. 31 O. 82 O. 61 6. 96 

一一←一一
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7 2. 6. 2 1 

水 温 PH c.e (ppm) 8.8 (pp叫 O.O.D(ppn) D .O(ppm) 
19.0 7. 52 24. 08 5. 15 3.05 8. 82 

19.0 7. 60 22. 95 0.31 O. 51 8. 76 

19.0 7. 56 23. 51 2. 73 1. 78 8. 79 

第 12表折戸川

7 2. 6. 1 3 - 6. 1 4 C NE2 

水 温 PH c.e (ppω 8.8 (pp凶 10・o. D (p~ !l_. 0 (p阿
19.4 8. 32 5.078 7.94 

7 2. 6. 2 1 

水 温 PH c.e (ppm) 8.8 (ppm) O.O.D(ppm D.O (ppm) 
22.2 7. 90 11， 297 2.35 0.41 7.83 

第 12表ホロナイ川

7 2. 6. 1 3 - 6. 14 C NE 3 

水 温 PH c.e (ppm) 8.8 (p阿 IC • 0 • D (ppm1 D・o(pp叫
13.8 7. 90 46. 08 0.66 10.00 

7 2. 6. 2 1 

水 温 PH c.e (ppm) 8.8 (ppm) 0.0. D(ppm D.O (pp叫
河 口 20. 8 7.35 46. 47 1. 47 O. 57 8. 38 

上 流 17. 5 7. 48 38. 54 O. 14 O. 48 9. 07 

平 均 19.15 7. 41 42.50 O. 80 0.52 8. 72 

7 2. 9. 8 - 9. 1 0 R E2 

水深 水 温 PH c.e (私) 8.8 (ppm) . 0.0. D(ppm) D.O(ppm) 
1 -0視 24目9、 8.30 0.98 0.86 6.68 

-7 25. 0 8.32 O. 21 0.41 6. 64 

2-0 25.2 8. 30 O. 70 0.77 6.58 

一11 25.0 8.32 O. 22 。目 48 6. 44 

3-0 25. 1 8. 34 O. 44 0.40 6. 88 

-10 24. 9 8.32 O. 19 0.34 7. 02 

最 大 25.2 8. 34 O. 98 O. 86 7.02 

最 24. 9 8.30 O. 19 O. 34 

平 均 25.0 8. 31 。‘45 0.54 6目7出
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水質汚濁監視事業

調査の目的

青森港における水質汚濁の現状を適確に把握し水質の維持、浄化のための基礎的な資料蓄積を目的

とする。

E 調査の内容

1.調査期間

昭和47年 4月~昭和48年 3月

2 調査場所

青森港 1 0地点第 1図参照

3.調査員

淡水養殖課課長長峰良典

技師林 義孝 戸沼恵子

4. 調査項目

塩分量、水温、濁度、透過度、透視度、油分、 COD

5 分析方法

(1 ) 塩 分 量一…・・サリノメーターを使用。

(2) 濁 度……・・・積分球式濁度計を使用し、 JISV'Cよる精製カオリンに換算した。

(3) 油 分………界面活性剤を入れ、ミキサーを使用して油分をエマルジョンとし、積分球式

濁度計を使用して、油分を濁度として光学的に劃定した。単位はA重油換算

である。

(4) 透過度……'YEW製透過度計を使用し、精製氷を対照として測定した。又参考のためJ

1 S により精製したカリオン換算を行なった。

(5) C. O. D……・・アルカリ性酸化法(水浴 20分間)によった。

園調査結果

第1表のとおり。

N 調査の成果および今後の課題

1.調査の成果

本調査も今年で 3年となったので 3年聞をとおしてみると第2-第 3表及び第2-第 6図となる。

水質汚濁に係わる環境基準の類型にあてはめると、略々、 A類型、水産 1級に該当する。本調査の

分析項目に関し、平均値でみると 45年、 46年、 47年と、わずかながら水質は良くなってき

たといえる。しかしながら、これは 46年度にみられたような、異常値とも思われる高い値が47 

年度にはみられなかったことによると思われる。むしろ、環境の比較的安定していると思われる 9

月-1月の塩分量、水温等基本的な項目の最高値、最低値の差が大きくなってきていることは、注

目K価すると思われる。

2 今後の課題

公害基本法Kより環境基準の設定された項目については略々良好な調査結果を得、わずかながら

年々改善されてきているのは上述のとおりであるが、汚染指標としてのその他の項目(栄養塩、無

機汚染等)については、今後も調査を続ける必要があると考えられる。
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昭和45年度

IF: 
調 権分払 濁度 ppm 透視度 cm 水温。C 泊分 ppm C 0 0 ppm 透過度 ppm

査
最 最 平 最 最 平 最 最 平 最 最 平 最 最 平 最 最 平 最 最 平

占 高 イ民 均 信1 低 均 高 fJi 均 高 イ丘 均 高 f底 均 高 {民 均 高 低 均
数 傾 {高 倍 値 値 傾 f直 f直 値 値 d高 fti直 自宮 値 値 値 伯: 官青 値 官官 値

45年 6月 9 31. 90 23‘5 27. 71 9. 60 O. 66 2， 68 > 30 17 / 18. 6 16. 4 17. 4 12. 14 2. 68 6.44 レ/ν/ レ/v レ/レ/
12月 9 33. 35 29. 15 32. 40 1. 97 O. 02 O. 64 > 30 17 28. 14 10. 2 7 7 9. 3 12. 70 1. 00 4. 00 6. 36 1. 03 2. 67 14. 3 。 4. 3 

46年 1月 3:; 40 22. 40 29. 06 16. 90 2. 56 。58 > 30 R. 5 20. 51 8. 8 6. 4 7. 1 17. 64 1. 90 10. 81 R. 86 2. 86 6. 05 22. 9 2. 9 8.6 
2 Fl 3:; 60 Cll. fiO :n 13 9. 60 o fi6 2. 98 > 30 15. 0 27. 16 5. 9 4. 5 5. 4 12. 41 2. 68 6. 44 2. 83 1. 00 2. 01 7. 2 1. 4 4. 3 
3月 9 3九 9031. 32 33. 04 3R 6 O. 56 R 21 > 30 11.8 25. 16 6. 5 5. 3 5. 6 16. 40 3. 00 8. 18 :i. 39 O. 92 1. 42 15. 7 2. 9 7. 2 

L!:産f均 31. 23 27. 59 31. 06 15. 33 O. 89 3. 25 > 30 13. 07 25. 24 10.0 8. 06 8.96 14. 25 2. 25 7. 13 5. 36 1. 45 3. 37 15.02 1.8 6. 1 
一

青森港水質調査表第 l表

昭和 46年度

~ 
調 塩 分 %。 濁 度 ppm 透視度 cm 水温。C 納分 ppm C 0 0 ppm 透過度ppm

査
最 最 平 最 震 平ー 最 最 平 最 最 平 最 最 平 最 最 平 最 最 平

点 高 {民 均， 高 低 均 高 イ足 均 高 {氏 均 高 fJ& 均 高 低 均 高 イ底 均
数 自在 値， 他ふ 傾 {ifi: f直 伊ー 信{ f直 イ直 官自 値 {直 {直 値 目前 値 値 値 値

46年 5月 10 30. 60 11. 5 22. 20 19. 3 1. 15 8. 37 > 30 15. 0 25. 5 11. 5 9. 6 10.6 22. 8 8.0 12. 9 7. 60 O. 53 2. 30 30.6 3. 0 10. 6 
6月 10 33. 02 26. ;l 31. 20 6. 2 l. 7抗 3. 57 > 30 178 27. 6 15. 8 14. 8 15. 4 9. 6 3. 6 6. R 2. 74 0.49 1 37 13. 7 3. 2 
7月 10 29. 75 12. 5 26. :;1 35. H 1. 55 2. 94 > 30 10. R 25. 0 24. 0 21自 22 4 15. 9 3. 6 6. 4 22.41 1. 69 5. 19 34. 6 4. 0 10. 21 
8月 10 32.60 26 () 30. 16 12. H O. 6R 1 84 > 30 25. 0 29. 5 28. 0 24. 7 26. 4 7. 8 O. 7 2. 7 4. 18 O. 41 1. 64 19. 0 2. 8 8. 01 
9月 10 32自829.83 31. 59 17. 3 O. 45 4. 26 > 30 11. 0 28. 0 20. 2 21. 2 20.9 12. 5 0.2 2. 6 日 37 O. 39 1. 99 9. 7 1. 0 3.01 

10月 10 33. 16 20. 65 32.41 12. 7 O. 63 2. 46 > 30 14.8 27. 2 17. 2 15. 2 16. 3 6.6 (→ 2. 0 2. 89 o 57 1. 17 16. 2 O. 8 1.6 

47年 1月 10 3:1. 48 31. 90 32. 75 4. 6 O. 56 2. 40 > 30 16. 9 27. 9 8.8 8. 0 8. 4 13. 2 0.7 5. 1 4. 63 O. 68 1. 94 33 4 3 2 9. 7 
2月 10 31. 08 11. 5 24. 10 16.6 1. 85 6. 38 > 30 15. 0 27. 1 7. 3 4. 9 6. 0 34. 4 7. 0 13. 9 27. 00 O. 61 4. 38 24. 7 2. 6 9.4 
3月 10 31. 50 14.5 23. 30 32.0 1. 26 11. 79 > 30 6. 4 19. 1 9.2 7. 1 8. 0 17. 4 3. 4 9. 3 17. 68 O. 97 4. 16 46. 7 1. 6 15. 9 

'-年・E度・-圃平・・圃均ーー
32. 00 21. 52 28 24 17. 4 1. 09 4. 86 > 30 14. 7 26. 3 15.7 14. 1 14. 9 15. 5 3. 0 6. 8 10. 83 O. 70 2.68 24. 7 2. 6 8.8 

青森港水質調査表第2奈
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第3表青森港水質調査表昭和 17年度

調 草分濃度弱。 濁 度 ppm

望王
最 最 平 最 最 平

J占 高 低 土勾 高 {民 均

数 個 値 {直 f直 値 値

17年5月 10 329竹 27.0 30.37 9. 0 O. 60 3. 42 

/1 6月 10 31. 88 21.5 
27. 27 20.6 1. 21 6. 25 

/1 8月 10 32.78 30.62 
32.04 8. 4 O. 86 3. 52 

/1 9月 10 33.51 24.8 
31. 22 4. 5 1. 35 2. 76 

/1 10月 10 33 :H 30.98 
32.36 12.0 O. 75 2. 66 

48 1月 10 3340 25.10 
30.01 7. 0 O. 53 2. 84 

/1 2月 10 33.21 28.21 
32.08 3. 52 O. 83 1. 92 

/1 3月 10 33.54 25.67 
30.82 9. 80 2.24 4. 19 

年度平均 3307 26.7:， 30.77 9. 35 1. 04 3.44 

透視度cη1 水

最 最 平 最

高 イ丘 均 高

値 値 値 値

>30 > 30 > 30 17. 1 

>30 25 29. 4 21. 0 

メ30 > 30 > 30 24. 8 

〉品。 > 30 > 30 23. 3 

>30 > 30 > 30 17.9 

>30 27. 5 29. 7 9. 2 

>30 > 30 > 30 6. 6 

>30 25. 5 29. 1 7. 0 

>30 28. 50 29.77 15. 86 

tffi¥. .0 油分濃度ppm CO D pp m 透過度 pp m 

最 平 最 最 平 最 最 平 最 最 平

{民 均 高 低 均 高 {J& 均 高 {民 拍

値 値 値 値 値 値 値 値 値 値 佃|

12.7 14.4 9. 7 2. 50 4. 89 2. 97 O. 53 1. 57 10. 7 1. 0 4.07 

17. 8 19.2 19. 2 4. 70 11. 94 10.70 l. 17 3. 98 26. 4 4. 0 9. 89 

20. 0 21. 8 8. 6 1. 0 4. 02 5. 37 。 74 1. 95 10.0 1. 1 :1. 05 I 

21. 8 22.3 3. 4 O. 5 1. 61 3.89 O. 99 1. K4 10 6 2 0 日 1.1

16. 8 17. 5 16. 8 1. 25 5. 36 8. 62 O. 13 1. 44 18. 3 2. 1 6. 85 

7. 2 8. 26 2. 90 O. 24 1. 29 6.79 O. 84 1. 99 20. 3 2. 20 7. 21 

2.8 5. 59 1.11 0.16 O. 55 1. 50 0.41 0.88 10.80 1. 70 3. 93 

5. 8 6. 7 10. 9 0.53 3.01 11. 50 O. 88 3.29 23. 80 5. 70 10. 85 

13. 11 14.46 9.07 1. 36 4. 08 6.41 O. 71 2. 11 16. 36 2. 47 6. 62 
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十和田湖資源対策事業調査

I調査目的

前年度に引き続き十和田湖ヒメマス資源の生態学的変動を把鐘し今後の資源対策に資する。

E調査内容

1 調査期間

2 調査場所

3 調査員

4 調査項目

昭和47年 4月~昭和 48年 3月

十和田湖

次長頼 茂

(1) 十和田湖の環境推移

(2) ヒメマスの降下状況

(3) ヒメマスの湖内における移動分布

(4) 産卵群の成熟過程について

(5) ヒメマス資源量について

5 調査方法

(1) 本年実施分と過去資料の整理を行ない検討した

(2) 子の口から流出する奥入瀬川筋に袋網設置した

(3) 金ヶ森崎地先に刺網設置羅網状況について調べた。

(4) 採捕魚の魚体測定

(5) 年間漁獲量から解析を試みた。

E 調 査 結 果

1 環境推移

(1) 過去 6ヶ年 (842-847)における産卵時期の水温は年によって多少の高低はあるが親魚

採捕開始時期に大きな変化はなL、。

(2) 湖水位が大きく変動する年は親魚採捕率が低下する傾向にある。

(3) 透明度は低下の傾向にある

(4) C. o. Dの値が高くなり、汚染が進行している。
(5) 浮世岸性植物の緑藻類の増加が目立ちまた動物プランクトンの単位面積当り量が増加の傾向にあ

る。

(6) 魚類についてはトミヨ、スジエビの増加が目立ってきている

2 降下状況

調査期間中(6月 19日-7月5日)体長からみて明2才魚と思われるものが 2尾乗網したが水

温的にみて本湖における降下は 6月上旬の 130C前後から始まり、同下旬 150C以上になるころ終

了するもののようである。

3 回滋移動

(1 ) ヒメマスの棲息層条件

① 大体 1OOC前後から 140Cが最もよい漁獲率を示す傾向にある

② PH値は 7.2-7.8の弱アルカリ性の水質であること

③ 水深 40mまでの酸素含有量は 93-130%を示し多量に漁獲される水深は他の層より酸

素含有量が多い傾向にある。

④ ブランクトンの発生豊富なところは、漁場となる。

443ー



(2) 移動とその方向

① 西湖全体の中でのヒメマスの動きは一概に時計回りとは言えず、その逆の 2種の群がある。

② 6、 7月は外海から西湖へ来激する群が総体的に多く、 8月は余り大きな移動を行なわず、

滞泳気味である。(第 I図)

4 成繋過程

① ヒメマス親魚の型は 1957年のものに復帰している。魚体は大きく左右卵巣重量の差が縮ま

っている(表1) 
② 産卵親魚の主体は、 4年魚である

③ 時期が経過するに従って卵重量及び卵径は増大するが逆に卵数は減少し、 10月が何れもその

ピークに達する(第 2図)

5 ヒメマス資源

① 本年春先における棲怠量は 150万尾前後と推定される。

②過去 19 年間 (S29~S47) における放流尾数と漁獲量の関係から十和田湖における適正

放流尾数は 200万尾台と思われる

③ 親魚の適正そ上量(採捕量)は7，0 0 0 ~ 8， 0 0 0尾である(第3図)

町今後の課題

ヒメマス資源管理の適正を期するために次の調査を行なう必要がある。

①食性

② 稚魚放流直後の回瀞移動

③標識放流による移動状況

④ 遊漁者の漁獲状況

⑤ 天然産卵生態

⑥ 天然、産卵場

(昭和 47年度十和田湖資源対策事業調査報告書(十和田湖ふ化場協議会)参照)
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第 1図

7月滝の沢 山中月

状況

西湖におけるヒメマスの

移動

キ小大小

f I / 小
/.J， I / 
~ノ

9月 停滞
休屋

10月

大小 大小

， / t I↑ 
j I ↓i 
何れも入り
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6月滝の沢

何れも入り

8月

8月

入り乱れ

中山

8月 …日 8月

西湖におけるヒメマスの

移動

状況

(1972) 

iしi↓
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第 1表全長組成

~で 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 計

♀ 2 61 13 7 7 6 3 1 1 46 
1 9 5 3 
o 1 21 11 81 30 20 13 1 4 90 

♀ l 2 5 4 8 5 9 2 3 -139 
1 9 5 7 
o 3 61 10 4 2 4 4 11 34 

♀ 41 10 81 - 22 
196 7 
o 1 1 6 1 9 

♀ 1 4 1 3 3 12 
1 9 6 8 

合 11 - 2 3 1 1 1 9 

♀ 1 1 6 61 11 7 1 33 
1 969 
o 2 1 2 5 

1 970 ♀ 1 1 1 3 3 2 1 l 2 3 3 2 23 

1 9 7 1 

1 972 
♀ 4 31 19 20 1 l 11 49 

o 1 1 1 
。2 5 4 21 16 

第 2表体重組成

~ 150 200 250 300 350 400 450 500 550 ωo 650 700 750 800 850 900 計
早 2 11 38 20 18 15 2 1 107 

1953 

ぢ 1 8 28 29 23 7 2 2 100 

♀ 1 2 3 7 6 11 6 3 39 
1957 

合 1 1 8 7 5 4 4 l 3 34 

1967 ♀ 
29 27 9 2 1 68 

o 24 39 9 3 2 77 

1968 ♀ 
1 7 3 1 12 

o l l 2 3 2 9 

1969 早
3 8 16 5 32 

苫 I 3 1 5 

1970 ♀ 5 邑 2 1 2 5 3 23 

1971 ♀ 
1 3 11 5 1 。。。 21 

ち 。2 9 12 6 5 2 1 37 

1972 ♀ 
2 3 12 22 7 2 I 49 

合 1 2 1 3 6 1 1 1 16 
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十和田湖におけるヒメマス雌の成熟過程第 2図
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十和田湖におけるヒメマスのそ上量と回帰量との関係

( 2 1. 8万尾〕
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サケ、マス保護水面管理事業

に伴うサクラマス調査

I調査目的

人為的保護によるサクラマス資源、の増強をはかり、河川内および地先海面における漁業の発展に資

する。

E 調査内容

1 老部川

(1) 調査期間:昭和 47年 4月-48年 3月

(2) 調査場所:青森県東通村 老部川

(3) 担当者 :淡水養姫課長:長峰良典

技師:青山禎夫(主担)

:林 義孝

(4) 調査項目:

a 河川の環境

b サクラマス棚上

c 産卵状況(人工採卵を含む)

d ヤマメの生育

e ヤマメの性状

f ヤマメの摂餌、消化

g 地先海面におけるサクラマスについて(再生産状況)

2 吾妻川

(1) 調査期間:昭和47年 10月-4 8年 3月

(2) 調査場所:青森県深浦町吾妻川

(3) 担当者 : -1 -(3)に同じ

(4) 調査項目:

a 河川の環境

b 産卵状況

c ヤマメの性状

d 地先海面のサクラマス漁獲

皿調査結果

1 老部川

(1) 河川の環境

老部川は全長 10Kmあまりの下流域(B c域)をもたない山間河川|で、保護水面はその支流の

中ノ沢全域である。

河川の月別平均水温は第 1表、流水量は第 2表のとおりである。

(2) サグラマス棚上調査

河川棚上の初確認はサクラマスが 8月 10目、サケが 10月 7目、カラフトマスが 7月 23日

であった。
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湖上サクラマスの年令組成は第 3表に示すとおりで、 3年魚lが全体の 84. 6婦で例年とほぼ同

じ割合である。

なお、昭和 47年の老部)11へのサクラマス湖上尾数は 170-180尾と推定される。

(3) 産卵状況

保護水面内の産卵床数は 31床、老部川全域では 81床であった。(第 4表)

人工採卵数は使用親魚(宮)8 1尾で 241， 704粒である。

(4) ヤマメの生育

0才ヤマメの 7月の平均体長は 8.25 cm、(体長範囲 7.2 - 1 O. 0 cm )で、昭和 41-4 6年

にやや小型化した魚体に回優のきざしが見られる。

(5) ヤマメの性状

外部形態、内部形態ともに例年と変った現象は認められなかった。

(6) ヤマメの係餌消化

ヤマメ(0才)を 6時から 18時まで 2時間ごとに釣獲して娯鱗量を調査したところ第 1図の

結果が、また、 1 0時に全数を釣獲しi絶食状態で蓄養 4-24時間後までの消化速度を求めたと

ころ第2図の結果が得られた。

(7i 地先漏闘のサクラマス漁獲

昭和 47年の地先海面(白糠)におけるサクラマス漁獲量は 34. 1 6 6尾で、過去の資料と合

せると、昭和 42年の再生率は 157となる(第 5表)。

2 吾妻川

( 1) 河川の環境

吾妻川は今年度からの保護水面となった。(昭和 47年 10月 26目指定)。全長 12Kmあま

りの下流域(B c域)をもたない山間河川で、保護水面はその支流の東又沢の一部である(約

6. 5 Km )。

句別平均水混は第 6表に示すとおりで、流水量は第 7表に示すとおりである。

(2) 産卵状況

サクラマスの河川湖上は 4-5月で、太平洋側河川|の秋棚上とは異なるO

今年の保護水面内の産卵床は 5床を確認したにとどまった。

(3) ヤマメの性状

2年魚以上の雌には河川型(パ タイプ)が存在しなL、。

内部形態と外部形態の概略は第8表のとおりである。

(4) 地先海面のサクラマス漁獲

地先海面(深浦)の漁期は 1-6月で 2-3月が盛期である。

漁獲量の推移は第 9表に示すとおりで、昭和47年は 24.6 9 7 kgで、あフた。

町調査の成果および今後の課題

1 老部川

地先海面のサクラマス漁獲量が安定増加の傾向にあることなどにより、保護水面設定の成果がみ

られる。

今後は密漁防止の啓蒙や河川周辺の環境破壊による魚族への悪作用を防止する必要がある。

2 吾妻川

今年中途の保護水面指定なので具体的な成果をあげるまでに到っていない現状であるが、設定後

における親魚と産卵床の保護は充分Kおこなわれている。

今後は継続した保護施策とそれに伴う十分な調査が必要である。
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第 1表年別月別平均水温

~ 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

上中下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

昭 45 10. 5 11. 9 19.6 21. 1 

昭 46 16.0 16. 7 18. 3 21 20. 1 20. 9 

昭 47 5. 1 6. 8 9. 4 10. 8 11. 5 12. 1 13.0 15. 1 14. 7 16.5 16. 1 17. 5 19. 6 21. 1 18. 2 

~\ 
9 月 10 月 11 月 12 月 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

昭 45 20. 5 20.0 19. 7 18. 8 18. 0 16. 6 10. 0 

昭 46 18.0 17. 1 16.0 15. 6 14. 5 15. 1 13.9 12.0 1 1. 3 

昭 47 16. 1 16. 6 14. 8 13. 7 12.8 11. 1 8. 9 6. 5 6. 8 5.9 4. 3 4.0 3. 2 3. 6 

第 2表 中ノ文沢の流水量(保護水面)

年 月 日 時 間 気 温 水 温 流水量 d戸田 i
4 7 2 9 1 4 3 0 1.9 2. 6 

6. 8 1 5 4 0 18.0 16. 2 0.275 

1 1 1 4 1 4 3 0 6. 1 6. 6 O. 228 

4 8 3 2 8 1 4 4 0 6. 8 4. 4 O. 30 

第 3表棚上サクラマスの年令組成

λ竺T3ご昭 4 2 4 3 t 4 4 5 4 6 4 7 

標 本 数 21 72 30 19 13 

検 鱗 数 18 67 29 17 13 

尾 数 16 61 25 15 11 

3 年魚
% 88. 9 91. 1 86.2 88. 2 84. 6 

尾 数 2 5 4 2 2 

4 年魚
9も 11. 1 7. 4 13. 8 11. 8 15. 4 

尾 数 。 l 。 。
5 年魚

句。 。 1. 5 。 。
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第 4表サクラマス産卵床分布状況(老部JlI)

I 区 E E N V 四 四 咽 計
推定産
着卵数

昭38
13床 13 37 3 。46 。01112床

23万粒
11. 6 % 11. 6 33. 0 2. 7 。41. 0 。。

39 
7 10 12 。3 22 。31 57 

13 
12.2 17. 5 20.8 015.2 38.6 015.2 

40 
20 14 22 4 7 73 。71147 

35 
13. 6 9. 5 14.9 2. 7 4. 8 49. 7 014.8 

41 
15 22 40 2 5 101 。51190 

45 
7. 8 11. 0 20.8 1.0 2. 6 53. 1 012.6 

42 
12 25 26 2 5 75 。41149 

35 
8. 1 16. 8 17. 4 1. 3 3.4 50.3 012.6 

43 
26 42 21 2 9 82 4 61192 

切
13. 5 21. 8 10.9 1.0 4. 7 42.7 2.1 3.1 

44 
26 14 22 。5 32 。01 99 

33 
26.3 14. 1 22.2 015. 1 32. 3 。。

45 
9 6 22 8 1 42 。01 88 

31 
10.2 6.8 25.0 9.1 1. 2 47. 7 。。

46 
16 14 19 2 5 38 6 41104 38 
15. 4 13. 5 18.3 1.9 4. 8 36.5 5. 8 3.8 

47 
27 14 17 。2 18 3 01 81 

24 
33. 3 17. 3 21. 0 012.5 22. 2 3. 7 。

第5表 老部)11(地先)におけるサクラマス再生産率

A B C D 

沿岸
棚上量
年別 年級別資源量(尾)

漁獲量

(尾) (尾)

昭 38 12， 270 112 

39 9，326 57 

40 23， 488 147 

41 11， 302 190 

42 18， 360 161 

43 16， 109 209 

44 28，719 136 

45 29， 571 131 

46 25， 591 162 

47 34， 166 190 
』圃圃ーー圃園・・

C:A 十 B

D:Cを年度別に区分

資源量

(尾) 32 

12， 382 11， 144 

9，383 8， 633 

23， 635 22，453 

11， 492 11， 216 

18， 521 16， 669 

16， 318 14， 685 

28， 855 20，025 

29，702 19， 963 

25， 753 21， 375 

34， 356 29， 959 

E:同一発生群の合計

F:E/B 
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42 - 3 

1， 238 

750 

1， 182 

276 

1， 852 

1， 370 

7， 647 

8， 278 

3，863 

2，920 

備 考

人密工採漁則的1証2言尾

密 F漁K♀ 6尾
人工採 h 1尾
密 阿漁♀ 2 0尾
人工採 )1 7 

死人工採亡蝋♀5)(♀3)2 

盗・死亡oi(♀5 
人工採

♀3) 8 

死人亡工採採卵卵用用l 

E F 
年級別

再生産率
総資源量

53 (尾)

13， 331 119 

19， 222 337 

23， 793 162 

28， 818 152 

25， 3Q3 157 

263 

1， 183 

1， 461 

515 

1， 477 



第 6表 旬別平均水温

II 月 12 月 1 月

下 |上 中 下 上 中 下|上|中 |下

7. 44 6. 42 6.78 4.26 4. 15 

3. 1 () 

5 月

下 |上|中|下上|中|下 |中 下

(保護水面設定昭和 t7年 10月)

第 7表東又沢の流水量

年 月 日 時 間 丸戸 温 水 温 流 水 EE三EL 

4 7. 6 2 3 1 0 1 0分 17. 60C 12. 60C 1. 3 m3/ s配

8. 8 1 0 1 5 23. [) 1. 06 

1 1. 2 1 3 4 5 11. 7 10. 9 1. 27 

測定場所:二又の東又沢筋

第 8表 ヤマメ(0才魚)の形態的特徴

標本採捕 背鰭 胸鰭 腹鰭 啓鰭 側線 ノえーノしマーク 鯨条 陶門

月日 鯨把数 備考

(標本尾数) 条数 条数 条数 条数 鱗数 右 左 骨数 垂数

47. 8 23 12 12 8 12 123 7 8 11 16 38 

( 8尾) ~ 13 ~ 15 ~9 ~ 15 ~ 141 ~臼 ~9 ~ 14 ~ Ul ~ 51 

47 11. ワ 12 13 8 11 125 同 8 12 17 43 

( 1 1忌) ~ 15 ~ 15 ~ 10 ~ 15 ~ 131 ~ 10 ~ 10 ~ 15 ~ 19 ~ 56 

第 9表深浦におけるサクラマス漁獲量

1 月 2 月 3 月 4 月 3 月 6 月 自十

kg kg k官
14，34k穿7 3、02K4宮 1H5 9 36，77K1 守

昭和 4 ;) 3.581 7， 325 8. 479 

4 6 10. 010 10， 032 1<1， 014 27. 563 4， 554 。 66. 203 

1 7 1.012 7， 773 7ι7('， 2ι249 2. 5品2 25 21. 697 
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第 1凶 ヤマメの円周摂餌量
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第4図 ヤマメの消化速度(2 4時間)
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